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	宝島 前書き



宝島たからじま ロバート・ルイス・スティーヴンソン 前書まえがき




読よもうかどうか迷まよっている人ひとへ

もし船乗ふなのりが歌うたうように語かたれば

嵐あらしに冒険ぼうけん、暑あつさに寒さむさ

帆船はんせん、島々しまじま、孤島ことうへの置おき去ざり人じん

そして海賊かいぞく、埋蔵まいぞう金きん

全すべての古ふるいロマンスが

昔むかしそのままに再ふたたび語かたられれば、

昔むかしの私わたしをかくも喜よろこばせたように

今いまの若者わかものたちだって喜よろこぶだろう。

まあいい、とにかく飛とびつけ！　とはいえ、

もし教養きょうようある若者わかものが歴史れきしを知しりたい気持きもちを失うしなって、

もうキングストンやバレンタインの勇者ゆうしゃ、

森もりと湖みずうみのクーパーを望のぞまないなら、

まあそれもいいだろう！

それなら私わたしや私わたしの海賊かいぞくたちは、

あの作者さくしゃや登場とうじょう人物じんぶつが眠ねむる

墓場はかばを分わかち合あうこととしよう。
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	次つぎへ >>
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	ベンボウ提督亭の年老いた船乗り



宝島たからじま 第だい一部いちぶ 第だい一いち章しょう ベンボウ提督ていとく亭ていの年老としおいた船乗ふなのり
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大だい地主じぬしのトレローニーさんやお医者いしゃさんのリバシーさんやその他たの偉えらい人ひとたちが、僕ぼくにそうするように言いったんだ。宝島たからじまのことをはじめから終おわりまでなにもかも書かいておくようにって。ただしまだ埋うめられている宝物ほうもつがあるかもしれないから、島しまの位置いちだけは隠かくしておくようにともね。そこで僕ぼくはペンをとって、今いまは西暦せいれき１７ ××年としだけど、僕ぼくの親父おやじがベンボウ提督ていとく亭ていっていう宿屋やどやをやってて、日ひに焼やけた刀かたな傷きずのある年老としおいた船乗ふなのりがその宿やどに泊とまった時ときまでさかのぼることとしよう。

僕ぼくは、やつが現あらわれた時ときのことをまるで昨日きのうのことのようによく覚おぼえている。やつは宿やどの入いり口くちのところまで重おもい足あしをひきずりながらやってくると、その後うしろに船乗ふなのりの衣装いしょう箱ばこを手押ておし車しゃで運はこばせていた。背せが高たかくて、力強ちからづよくがっしりした褐色かっしょくの男おとこで、よごれた青あおいコートの肩かたのところにタールまみれの弁髪べんぱつをたらしていた。両手りょうてはごつごつとして傷きずだらけで、爪つめは黒くろずんで割われていて、ほおにはくすんだ青白あおじろい刀かたな傷きずが走はしっている。僕ぼくは覚おぼえてる。やつは小ちいさな入いり江えを見回みまわしながら口笛くちぶえをふくと、突然とつぜん、いつも歌うたっていたあの古ふるい船乗ふなのりの歌うたを歌うたい始はじめたんだ。

死しんだやつの衣装いしょう箱ばこに１５人にん
ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを１本ほん！

甲高かんだかい老ふけたしゃがれ声ごえは、錨いかりをまきあげるのに合あわせて声こえを張はり上あげているうちにそうなってしまったものだと思おもう。それからやつは手てに持もっていたてこ棒ぼうみたいな棒ぼうでドアを叩たたいて、僕ぼくの親父おやじが顔かおをだすと、ラム酒しゅを一いち杯はいといいはなったもんだ。ラム酒しゅがでてくると、通つうみたいにゆっくりすすったもんだ。味あじわいながら、また周まわりをみまわして、崖がけの方ほうをみたり宿やどの看板かんばんを見上みあげたりしてたんだ。
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やっと口くちを開ひらくと、「手てごろな入いり江えだな、おまけになかなかごきげんな場所ばしょにある飲のみ屋やじゃねぇか。にぎわってんのか、おい？」

親父おやじは、ぜんぜん客きゃくなんていやしないですよ、残念ざんねんながらね、なんてやつに答こたえてた。

「よしよし、ここがおれの港みなとだな。さあ、おい」やつは手押ておし車しゃを押おしてきた男おとこに怒鳴どなりつけた。「こっちにきて、上うえに運はこび上あげるのを手伝てつだうんだ。ちょこっとばっかしここに腰こしを落おち着つけるぜ」やつは続つづけた。「おれは、あれこれうるさいことはいわん。ラムとベーコンエッグさえありゃいいんだ。あとは、船ふねを見張みはるのに宿やどがあっちの方ほうを向むかいててくれればな。おれをなんと呼よべばいいかって？　船長せんちょうって呼よんでくれればいいぜ。おい、なにがほしいかはわかってるぞ」そして戸口とぐちのところに金貨きんかを３、４枚まいほうりなげると、「使つかい切きったら言いえばいい」と言いったその顔かおは、司令しれい官かんのような厳きびしいものだった。

やつの服ふくや言葉ことば使づかいはひどいものだったが、どこかただの水夫すいふには見みえず、命令めいれいに従したがわせたり、なぐることになれている航海こうかい士しやちょっとした船ふねの船長せんちょうといった風ふうだった。手押ておし車しゃを押おしてきた男おとこがいうには、その朝あさにジョージ国王こくおう亭ていの前まえで郵便ゆうびん馬車ばしゃから降おりると、この沿岸えんがんにどんな宿やどがあるかを尋たずね、うちの宿やどの評判ひょうばんを聞ききつけて、一軒家いっけんやということで腰こしを落おち着つける場所ばしょとして選えらんだというわけらしい。それがあの客きゃくについて知しりうるすべてというわけ。

やつは普段ふだんとても静しずかだった。一いち日にち中ちゅう、入いり江えのあたりや崖がけの上うえを真鍮しんちゅう製せいの望遠鏡ぼうえんきょうをもってうろついてて、夜よるはずっとラウンジの隅すみの暖炉だんろの近ちかくで、とても強つよいラムの水割みずわりを飲のんでいた。たいがい話はなしかけられても口くちをきかなくて、ただ突然とつぜんものすごい顔かおつきで見上みあげると霧笛むてきのように鼻はなをならしたものだった。僕ぼくたちや家いえにやってくる人ひとたちは、すぐにやつには好すきなようにさせておくようにした。毎日まいにち散歩さんぽからかえってくると、やつは船乗ふなのり稼業かぎょうの男おとこたちが通かよって行いかなかったかと聞きいたものだった。最初さいしょ僕ぼくたちはこんなことを聞きくのは、船乗ふなのりの仲間なかまがほしいからだと思おもっていたが、
しまいには船乗ふなのりをさけたいと思おもっていることがわかってきた。船乗ふなのりが一人ひとりでもベンボウ提督ていとくに泊とまることがあると（時々ときどきは、海岸かいがんの道みちをブリストルに向むかうものがいた）、やつはラウンジに入はいる前まえに入いり口くちのカーテンの間あいだから泊とまり客きゃくを覗のぞき込こんだものだ。そしてそんな客きゃくがいたときには、必かならずいつもねずみみたいにこっそりしていた。僕ぼくにとっては、少すくなくともそういうことはぜんぜん秘密ひみつじゃなかった。というのも僕ぼくはある意味いみでは、やつの恐怖きょうふを分わけ合あっていたようなものだったから。やつはある日ひ僕ぼくをわきに呼よぶと、もし僕ぼくが一本いっぽん足あしの船乗ふなのりに注意ちゅういして姿すがたをあらわしたらすぐに知しらせてくれれば、毎月まいつき最初さいしょに４ペニー銀貨ぎんかをやると言いったのだ。でも僕ぼくが月つきの最初さいしょになって、金かねをもらいにやつのところにいくと、僕ぼくに鼻はなをならして見下みおろすだけだった。でも一いち週間しゅうかんもしないうちに考かんがえ直なおして、僕ぼくのところに４ペニー銀貨ぎんかをもってくると、あの一本いっぽん足あしの船乗ふなのりを見張みはるんだと繰くり返かえすのだった。

いうまでもないことに、一本いっぽん足あしの男おとこはまさに悪夢あくむだった。嵐あらしの夜よるは、風ふうが家いえの四隅よすみをゆらし、波なみは入いり江えでくだけ崖がけに打上うちあげて、僕ぼくは一本いっぽん足あしの男おとこがありとあらゆる姿すがたにかたちをかえ、本当ほんとうに悪魔あくまのような表情ひょうじょうをしているように見みえたものだ。こうなると足あしはひざのところでちょん切きれていたはずが、そのときは根元ねもとからちょん切きれており、もともと一本いっぽん足あししかない怪物かいぶつみたいな生いき物もので、足あしは体からだの真まん中なかから生はえているのだった。怪物かいぶつがかきねや溝みぞをまたいで、走はしって僕ぼくを追おいかけてくるのを夢ゆめに見みるのは、まさに悪夢あくむとしかいいようがなかった。要ようするに月つきに４ペンスの気前きまえのいい払ばらいも、こんな悪魔あくまのような幻想げんそうが形かたちをかえたものだったわけだ。

僕ぼくは一本いっぽん足あしの船乗ふなのりの悪夢あくむに恐おそれおののいていたが、船長せんちょうについては、やつを知しっている誰だれよりも恐おそれてなかったと思おもう。やつは、ときどき夜よるには頭あたまをしっかりささえていられないほどラムの水割みずわりを飲のみすぎることがあった。そして、座すわってあのうすきみ悪わるい昔むかしの乱暴らんぼうな海賊かいぞくの歌うたをあたりかまわず歌うたうこともあれば、ときどきは震ふるえ上あがっているみなに一杯いっぱいおごり、話はなしを無理むりやり聞きかせたり、自分じぶんが歌うたうのに合あわせてコーラスさせたりしたものだった。僕ぼくは、何なん度ども家中いえじゅうに「ヨーホーヨーホー、ラム酒しゅを１本ほん！」という声こえが響ひびき渡わたるのを聞きいたものだ。隣となり近所きんじょが殺ころされてはたまらない、命いのちがおしいとばかりに歌うたに加くわわり、自分じぶんは目めに付つかないようにといっそう声ごえを張はり上あげる。そんな気分きぶんのときのやつは、僕ぼくが知しってる中なかでもものすごく無茶むちゃな部類ぶるいだった。みんなを静しずかにさせるためにテーブルを手てで叩たたいたかとおもえば、ある質問しつもんに怒いかりのあまりとびあがったり、また質問しつもんがないから誰だれもわしの話はなしがわかってないと怒おこったりしたものだ。そして自分じぶんが酔よっ払ぱらって眠ねむくなり、千鳥足ちどりあしでベッドに行いくまではだれも宿やどから一いち歩ほでも外そとに出でることをゆるさなかった。やつの話はなしは、みんなを心しんからこわがらせた。恐おそろしい話はなしばかりで、しばり首くび、板いた渡わたり、そして海うみで嵐あらしにあったことや、ドライトルトゥーガス諸島しょとうやカリブ海かりぶかいでの蛮行ばんこう風土ふうどの話はなしだった。やつの説明せつめいによると、自分じぶんこそが、神かみが海うみに生せいを授さづけたもっとも邪悪じゃあくな男おとこたちに囲かこまれて生いき延のびてきた男おとこに違ちがいないということで、そしてやつがそういうことを話はなすときの言葉ことば使づかいといったら、僕ぼくらふつうの田舎いなか暮くらしをしているものにとっては、話はなしている内容ないようの犯罪はんざいと同おなじくらい罪深つみぶかいことだった。僕ぼくの親父おやじは、いつも宿やどもおしまいだとこぼしてた。みんな、こんなに脅おどされたりやりこめられたりして、震ふるえながらベッドに入はいるようでは宿やどに来くるのをやめてしまうだろうと思おもったのだ。でも僕ぼくは、ちゃんとちゃんとやつがいた方ほうがいいんだって知しっていた。みんなそのときは怖こわがっているようだったけど、振ふり返かえってみれば楽たのしんでたんだ。平穏へいおんな田舎いなか暮くらしじゃ、いい刺激しげきになったんだ。若わかい者ものの中なかにはやつを尊敬そんけいする一団いちだんが現あらわれるしまつで、やつを“本当ほんとうの海賊かいぞく”とか“本物ほんものの老練ろうれんな船乗ふなのり”とかそんな名前なまえでよんでいて、あんな男おとこたちこそがイギリスを海うみで恐おそれられるようにしたんだと口々くちぐちにいっていた。

ある意味いみでは、本当ほんとうにやつは僕ぼくらを破滅はめつさせそうだった。というのもやつは何なん週間しゅうかんも、しまいには何なんヶ月かげつも逗留とうりゅうしていたが、金きむは全部ぜんぶすっかり使つかい果はたしてしまっていて、僕ぼくの親父おやじはとうていもっとくれと勇気ゆうきをだしてい張いはるなんて出来できそうになかったから。もし金かねのことに少すこしでもふれようもんなら、やつは鼻はなをまるで大声おおごえでほえるみたいに大おおきく鳴ならし、にらみつけて僕ぼくのかわいそうな親父おやじを部屋へやから追おい出だしてしまっただろう。僕ぼくは親父おやじがそんなふうに拒絶きょぜつされたあと、両手りょうてをつよく握にぎり締しめているのを見みた記憶きおくがある。そんなふうに悩なやんだり恐おそれたりしていたのが、親父おやじの寿命じゅみょうを短みじかくして、不幸ふこうな死しを遂とげた大おおきな理由りゆうに違ちがいないと僕ぼくは信しんじている。

僕ぼくがやつと一緒いっしょに暮くらしていた間あいだずっと、やつの着きているものは変かわらず、靴下くつしたを何なん足そくか行商ぎょうしょう人じんから買かうだけだった。帽子ぼうしのつばが下したに折おれ曲まがっていたときでも、風ふうが吹ふいたときには難儀なんぎだっただろうに、折おれ曲まがった日ひからずっとそのままにしていた。僕ぼくは、やつのコートの見栄みばえを覚おぼえてる。自分じぶんの部屋へやでつぎはぎをしたあげく、やり終おわる前まえにつぎはぎだらけになっちまったもんだ。やつは一いち通つうたりとも手紙てがみを書かいたことも受うけ取とったこともなかったし、近所きんじょのもの以外いがいには話はなしかけもしなかった。ただ近所きんじょのものと話はなすときも、たいがいはラムで酔よっ払ぱらったときだけだった。僕ぼくたちの間あいだではだれも、あの船乗ふなのりの衣装いしょう箱ばこが開ひらくのを見みたものはいなかった。

やつは、たった一いち度どだけたてつかれたことがあって、それが破滅はめつへの入いり口くちだった。そのときには、かわいそうな親父おやじの命取いのちとりになった衰弱すいじゃくもかなり進行しんこうしていた。お医者いしゃさんのリバシー先生せんせいがある午後ごご遅おそくに診察しんさつにきて、ちょっとした夕食ゆうしょくを母親ははおやがだした。ベンボウ亭ていは古ふるくて馬小屋うまごやがなかったので馬うまが村むらからやってくるまでの間あいだ、リバシー先生せんせいはラウンジへ入はいってパイプをふかしていた。僕ぼくもリバシー先生せんせいのあとをついて入はいっていき、すぐにある違ちがいに気きづいたことを覚おぼえている。きちんとして、生いき生いきとした顔かおつきで、髪かみには雪ゆきのように白しろい粉こなをふり、目めは黒くろく輝かがやいており、感かんじのいい先生せんせいの態度たいどにくらべて、きままで田舎いなかくさい者しゃたち、その上うえ不潔ふけつでぎこちなく疲つかれ果はてたみずぼらしい僕ぼくらのあの海賊かいぞく、ラムを飲のみすぎていて、テーブルに両りょう腕うでを投なげ出だしていた。とつぜんやつ、船長せんちょうがいつもの歌うたをがなりたてはじめた。

死しんだやつの衣装いしょう箱ばこに１５人にん
ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを１ 本ほん！
飲のめや、悪魔あくまが残のこりを飲のみ干ほす
ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを１本ほん！

最初さいしょのうち、僕ぼくは“死しんだやつの衣装いしょう箱ばこ”は２階かいの部屋へやにおいてあるあの大おおきな箱はこのことだと思おもっていた。そしてそいつは僕ぼくの悪夢あくむの中なかで、あの一本いっぽん足あしの船乗ふなのりの話はなしと交まじり合あっているのだった。でもこのときまでにはもう、僕ぼくたちはその歌うたにはたいして注意ちゅういもはらってなかった。あの夜よるもリバシー先生せんせいにとって目新めあたらしいくらいだったが、僕ぼくがみるにあんまりいい感かんじをうけているようではなかった。というのも、しばらくとても憤慨ふんがいしたように上うえを見上みあげると、庭師にわしの年としとったテーラーさんとリューマチの新あたらしい治療ちりょう法ほうについて話はなしはじめたから。その間あいだ、やつは自分じぶんの歌うたでだんだん昂奮こうふんしてきて、とうとう目めの前まえのテーブルに、いつもの静しずかにしろといったぐあいに手てを叩たたきつけた。リバシー先生せんせいを除のぞいて、みんな口こうをぴしゃりと閉とじた。リバシー先生せんせいは、何事なにごともなかったかのようにはきはきとやさしい声こえで話はなしつづけ、一言ひとこと二に言こといっては短みじかくパイプをふかした。やつはリバシー先生せんせいをしばらくにらみつけると、もっと鋭するどくにらみつけながら、もう一度いちどテーブルを叩たたいた。そしてとうとう口くちを開ひらくと、悪漢あっかんじみた低ひくいのろいの言葉ことばをはいた。「だまりやがれ、おい、おまえらだ！」

「君きみは、私わたしのことを言いってるのかね？」リバシー先生せんせいがそういうと、そのごろつきは、またのろいの言葉ことばをはいたんだ。そうだともって。リバシー先生せんせいはこういいかえした。「おまえにひとつだけ言いっておこう、もしラムを飲のみつづけるんなら、この世よからまもなくとても薄うす汚よごれた悪党あくとうが一人ひとり消きえていくとな！」

やつの怒いかりはすざまじかった。とびあがり、船乗ふなのりの折おりたたみナイフを引ひき抜ぬいて開ひらくと手ての平ひらの上うえで転ころがし、壁かべにくぎ付づけにするぞとおどしたんだ。

リバシー先生せんせいは身動みうごきひとつしなかった。少すこしもかわらずに、肩越かたごしに同おなじ調子ちょうしの声こえで、いやその部屋へやのみんなに聞きこえるように少すこしは高たかい声こえだったかもしれない、でも落おちつき払はらって平然へいぜんとしてこう言いった。「もしそのナイフをすぐにポケットにしまわないなら、約束やくそくしよう、名誉めいよにかけて、次つぎの巡回じゅんかい裁判さいばんでしばり首くびだとな」

２人ふたりの間あいだのにらみあいが続つづいたが、やつが降参こうさんして、ナイフをしまうと負まけ犬いぬのようにぶつぶつつぶやきながら、席せきにこしをおろした。

「さて、」先生せんせいは続つづけた。「こんな人間にんげんが私わたしの受うけ持もち地区ちくにいたとすると、私わたしが一いち日にち中ちゅうおまえさんを見張みはってるってことを忘わすれてもらっちゃこまるな。私わたしは医者いしゃであるだけじゃない。治安ちあん判事はんじでもあるんだ。もしおまえに対たいするどんな告訴こくそがあっても、もし今夜こんやみたいな無礼ぶれいな行為こういでもだ。私わたしがすぐに手段しゅだんを講こうじて、おまえを捕つかまえてここから追放ついほうだ。わかったか？」

その後ごすぐリバシー先生せんせいの馬うまがドアのところにやってきて、先生せんせいは去さっていった。でもやつはその晩ばんしずかなもんだったし、それからしばらくはそんな調子ちょうしだった。 
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	黒犬が姿をあらわし、そして消えた。



宝島たからじま 第だい一部いちぶ 第だい二に章しょう 黒くろ犬けんが姿すがたをあらわし、そして消きえた。





それからほどなく、あのいわくありげな出来事できごとの最初さいしょのひとつがおきたのだった。そのおかげで僕ぼくたちは、とうとうやつの心配しんぱいをしなくてもすむようになったわけだ。もちろん君きみたちが思おもってるとおり、やつがこの話はなしに係かかわらなくなったわけではなかったけれど。とにかく身みを切きるように寒さむい冬ふゆで、長ながい間あいだ厳きびしい霜しもがおり風ふうが強つよかった。だから僕ぼくの親父おやじが、春はるをふたたびみることがなさそうなことも最初さいしょからわかりきったことだった。親父おやじは日ひごとに衰弱すいじゃくしていって、母親ははおやと僕ぼくで全すべての宿屋やどやの仕事しごとをきりもりし、あまりにいそがしかったので、あの不愉快ふゆかいなやつにあまり注意ちゅういをはらうこともなかった。

ある１月がつの朝あさのことだった。朝あさとても早はやくに、身みが引ひき締しまるほど寒さむく霜しもがおり、入いり江えは灰色はいいろにかすみ、さざなみが岩がんにそっと打うち寄よせていた。日ひは低ひくくまだ丘おかの頂上ちょうじょうから顔かおをだしただけで、朝日あさひが海うみをてらしていた。やつは普段ふだんより早はやく起おきだしていて、短剣たんけんをあの古ふるぼけた青あおいコートの広ひろいすその下したでぶらぶらさせ、真鍮しんちゅう製せいの望遠鏡ぼうえんきょうをこわきに抱かかえ、帽子ぼうしは頭あたまの上うえで後うしろの方ほうにかたむけたようななりで、浜はままで出でかけていた。僕ぼくは覚おぼえている。やつが大おおまたで歩あるいていった跡あとには吐はく息いきが煙けむりのように漂ただよい、そして大おおきな岩いわを回まわったときにやつから最後さいごに聞きこえてきたのは、憤慨ふんがいのあまり鼻はなをならした音おとで、それはまるでやつの心しんは、まだリバシー先生せんせいとのことにとらわれているかのようだった。

さて、母親ははおやは親父おやじと一緒いっしょに二に階かいにいて、僕ぼくはやつが帰かえってくる前まえに朝食ちょうしょく用ようのテーブルを用意よういしていた。そのときラウンジのドアが開ひらき、一人ひとりの男おとこ、僕ぼくがまったく知しらない男おとこが入はいってきた。その男おとこは青白あおじろく蝋ろうのような顔色かおいろで、左手ひだりての指ゆびは二に本ほんなくなっていた。おまけに短剣たんけんはもっていたけれど、およそ戦たたかうようには見みえなかった。僕ぼくはいつも目めをよく開ひらいて、一本いっぽん足あしかそれとも二に本ほん足あしの船乗ふなのりの男おとこたちを見張みはっていた。でも思おもいおこしてもわけがわからないが、この男おとこは船乗ふなのりには見みえなかったにもかかわらず、やつと同おなじように船乗ふなのりを感かんじさせるようなものがあったんだ。

僕ぼくはその男おとこに「いかがなさいます」って聞きいた。その男おとこは「ラムをもらおうか」といったが、僕ぼくがラムを取とりに部屋へやからでていこうとしたら、テーブルの上うえにすわり僕ぼくを呼よび止とめた。僕ぼくはナプキンを手てにしたまま、その場ばに立たち止どまった。

「ぼうや、こっちへくるんだ、もっと近ちかく」

僕ぼくは一いち歩ほ近ちかづいた。

「ここは俺おれの友達ともだちの、ビルのテーブルだろ？」とその男おとこは、にらみつけるように尋たずねた。

僕ぼくはこう答こたえた。あなたの友達ともだちのビルっていう人ひとは知しらないけれど、このテーブルはうちの宿やどに泊とまっている人ひとが使つかってる。僕ぼくらはその人ひとを船長せんちょうって呼よんでると。

「よし、俺おれの友達ともだちのビルは船長せんちょうと呼よばれている、まあそんなもんだな。やつには片かたほおに傷きずがあり、まあゆかいなやつだな、特とくに飲のんだりするとな、俺おれの友達ともだちのビルは。仮かりにな、おまえのとこの船長せんちょうとやらに片かたほおに傷きずがあるとしよう、仮かりにな。もしよければ、そのほおが右みぎほおだとしようじゃないか。どうだい！　言いったろう。さあ、俺おれの友達ともだちのビルがここ、この宿やどにいるんだろう？」

僕ぼくはその男おとこにやつは外そとに散歩さんぽにいったと答こたえた。

「どっちだ、ぼうや？　どっちにいったんだ？」

そして僕ぼくはあの岩いわの方ほうを指ゆびさすと、どうやって船長せんちょうが帰かえってくるのかとか、どれくらいで帰かえってくるのか？などなどいろいろな質問しつもんに答こたえた。「あぁ」その男おとこは言いった。「これは俺おれの友達ともだちのビルにとっては、飲のむのと同おなじくらいうれしいことになるだろうよ」

そういったときのその男おとこの表情ひょうじょうは、まったく不愉快ふゆかいなしろものだった。そして僕ぼくはたとえ本気ほんきでそう言いってるとしても、この見知みしらぬ男おとこは間違まちがってると思おもった。でも僕ぼくには関係かんけいないことだと思おもっていたし、その上うえそもそも何なにをすればいいか全然ぜんぜんわからなかった。この見知みしらぬ男おとこは、宿やどのドアを入はいったすぐのところでうろうろしており、猫ねこがねずみを待まちかまえているかのように、角かくを曲まがった所ところをのぞきこんでいた。僕ぼくが道みちまで出でて行いくと、その男おとこはすぐに僕ぼくを呼よび戻もどした。そして僕ぼくがすぐにそれに従したがわなかったのが、その男おとこには気きに入いらなかったらしく、急きゅうに蝋ろうのような顔色かおいろが変かわり、僕ぼくを飛とび上あがらせるほどの悪態あくたいをついて命令めいれいした。僕ぼくがもどるとすぐにその男おとこの態度たいどは元もとのとおりになり、半分はんぶんこびへつらい、半分はんぶんあざ笑わらうかのように僕ぼくの肩かたを軽かるく叩はたきながら、いい子こだ、俺おれのお気きに入いりだぞなんて口くちにした。「俺おれにも子供こどもがいる、おまえと同おなじような子供こどもがな。俺おれの自慢じまんの種たねだよ。だが子供こどもに本当ほんとうに大事だいじなのは、しつけなんだ。いいかい、ぼうや、しつけだ。そうだな、もしビルと船ふねにのって、２回かい命令めいれいされるようなことがあれば、おまえはそこに立たってられないぞ。これはビルだけじゃない、やつと一緒いっしょに船ふねに乗のってきたような仲間なかまはみんなそうなんだ。さあ、いいぞ、俺おれの友達ともだちのビルじゃねえか。小ちいさい望遠鏡ぼうえんきょうを抱かかえてる、いいやつだぜ、たしかにやつだ。おまえと俺おれはラウンジまで戻もどるんだ、ぼうや、ドアの後うしろに陣取じんどって、少すこしばっかり驚おどろかしてやろうじゃないか、いいやつだぜ、まったく」

そういうと、その男おとこは僕ぼくをひきつれてラウンジまでもどり、僕ぼくを隠かくすように隅すみの方ほうに立たち２人にんとも開ひらいたドアの影かげに隠かくれるようにした。僕ぼくはひどくどきどきして、不安ふあんになった。わかるだろう、それにその男おとこも確たしかにびくびくしているのに気きづいて、いっそう不安ふあんは増ますばかりだった。その男おとこは短剣たんけんを柄えからはずして、さやからいつでも抜ぬけるようにした。そこで待まっているあいだ、まるでのどに何なにかつっかえでもしているかのように、その男おとこはずっとつばを飲のみ込こんでいた。

とうとう船長せんちょうがはいってきて、ドアをバタンと閉とじると、わき目めもふらずまっすぐ部屋へやをよこぎって、朝食ちょうしょくが用意よういされているところまで歩あるいていった。

「ビル」そのときの男おとこの声こえは、自分じぶんを強つよくみせかけようとしてるように僕ぼくには感かんじられた。

船長せんちょうはかかとでくるりと振ふり返かえると、僕ぼくたちと向むかい会あった。日焼ひやけしているやつの顔かおから色いろがなくなり、鼻はななんて真まっ青さおだった。幽霊ゆうれいや悪霊あくりょうでも、いやもっとなにか悪わるいものでも、もしあればだが、見みたような風ふうだった。誓ちかっていうが、僕ぼくは一瞬いっしゅんの内うちにそれほど老ふけこみ、まるで病人びょうにんのようになったやつをみて気きの毒どくに思おもった。

「こいよ、ビル、忘わすれたとはいわせんぞ、船乗ふなのり仲間なかまをな。ビル」

船長せんちょうははっと息いきをのむと、「黒くろ犬けん！」と言いった。

「だれだと思おもったんだ？」その男おとこは、いよいよ落おち着つき払はらっていい返がえした。「昔むかしながらの黒くろ犬けんが、古ふるい仲間なかまのビリーに会あいにやってきたんだ、ベンボウ提督ていとく亭ていまでな。おい、ビル、ビル。ずいぶん長ながい間あいだいっしょにやってきたよなぁ、俺おれたち２人にんでな。この２本ほんの指ゆびを失うしなってこのかたな」黒くろ犬けんは２本ほんの指ゆびがなくなった手てをみせびらかした。

「さて、あぁ」船長せんちょうはこう続つづけた。「おまえは俺おれを追おいつめた。逃にげも隠かくれもしない。よしよし、さぁ、言いえよ、どうしたいんだ？」

「それでこそおまえだ、ビル」黒くろ犬けんは答こたえた。「おまえはまったく正ただしいよ、ビリー。このかわいい子こからラムでも一杯いっぱいもらおうか、俺おれはこの子こがやけに気きにいったんでな。おまえさんさえよければ、一緒いっしょに腰こしかけてざっくばらんに話はなそう、昔むかしからの船乗ふなのり仲間なかまじゃねぇか」

僕ぼくがラムを持もってもどってみると、やつらは既すでに船長せんちょうの朝食ちょうしょく用ようテーブルに向むかい合あって腰こしかけて、黒くろ犬けんがドアの方ほうにななめに腰こしかけていた。僕ぼくが思おもうには、片目かためで船長せんちょうを見張みはりつつ、もう一方いっぽうの目めでは逃にげ道みちを探さがすためにそうしてたんだろう。

黒くろ犬けんは僕ぼくに出でて行いけ、ただドアは開あけたままにしておくんだといいつけた。「鍵穴かぎあなからのぞくんじゃねえぞ、ぼうや」僕ぼくはやつらを残のこして酒場さかばの方ほうへ引ひっ込こんだ。

長ながい間あいだ、僕ぼくはがんばって中なかの様子ようすに耳みみをすませていたが、なにやら低ひくいいいあらそうような声こえ以外いがいはなにも聞きこえなかった。でもしまいには、声こえはだんだん大おおきくなっていき、一言ひとこと二に言ことわかるようになったが、大体だいたいは船長せんちょうの悪態あくたいだった。

「だめだ、だめだったら、だめだ、それじゃあ何なにもかも終おわりだ！」船長せんちょうはそうさけぶと、再さいびこうい放いはなった。「おれがしばり首くびになるくらいなら、おまえらみんなもしばり首くびだと言いってるんだ」

それから突然とつぜん、罵詈ばり雑言ぞうごんがとびかい、他たの物音ものおと、椅子いすやら机つくえやらがひとかたまりでひっくりかえり、剣けんのかち合あう音おとが続つづき悲鳴ひめいがあがった。その次つぎの瞬間しゅんかんには、僕ぼくは黒くろ犬けんが大だい慌あわてで逃にげ出だして、船長せんちょうは怒いかり狂くるって後ごを追おいかけていくのを目めにした。二人ふたりとも短剣たんけんを抜ぬいていて、黒くろ犬けんは左肩ひだりかたから血ちを流ながしていた。ちょうどドアのところで、船長せんちょうは逃にげる黒くろ犬けんに最後さいごの一いち太刀たちをあびせようとしたが、もしうちの大おおきなベンボウ提督ていとく亭ていの看板かんばんに邪魔じゃまされていなければ、黒くろ犬けんの頭あたまがまっぷたつなのは確実かくじつだっただろう。今いまでも枠わくの下した側がわにその切きれ込こみがみてとれるぐらいなんだ。

その一撃いちげきが争あらそいの終おわりで、黒くろ犬けんはけがをしているにもかかわらず道みちにとびだすと、一目散いちもくさんに逃にげ出だして、３０秒びょうもたたないうちに丘おかの端はしに姿すがたを消けした。船長せんちょうはといえば茫然ぼうぜん自失じしつの体からだで、看板かんばんを見みつめて立たっていたが、何なん度ども手てで目めをこすりやがて家いえに入はいっていった。

「ジム、ラムだ」そしてそういった時とき、少すこしよろめき壁かべに片手かたてをつくありさまだった。

「けがしたの？」僕ぼくがさけぶと、

「ラムだ」と繰くり返かえし、「俺おれはここからおさらばしなきゃなんねぇ、ラムだ！　ラム」と言いった。

僕ぼくは走はしって、ラムをとってこようとしたが、さきほどから起おこったことにすっかり昂奮こうふんして、グラスを一ひとつ割わったり、たるの栓せんをひねりそこねたりしてしまった。そしてまだ、まごまごしている内うちに、ラウンジの方ほうで大おおきな倒たおれる音おとをききつけ、ラウンジに駆かけ込こむと、船長せんちょうが床ゆかにすっかり伸のびている姿すがたが目めに入はいった。同時どうじに母親ははおやも叫さけび声ごえや争あらそう音おとに気きがついて、僕ぼくを助たすけに二に階かいから降おりてきた。二人ふたりで頭あたまをもちあげると、やつは大おおきな激はげしい息いきをしていたが、目めは両方りょうほうとも閉とじていて、顔色かおいろといったらひどい色いろだった。

「まあ、まったく」母親ははおやは声こえを荒あらげた。「なんて家いえの恥はじかしら！　お父とうさんはかわいそうに病気びょうきだというのに！」

その間あいだ、船長せんちょうをどうしたらよいか皆みな目めわからなかった、ただ船長せんちょうもあの男おとことの争あらそいで致命傷ちめいしょうを負おったということがわかっていただけだった。僕ぼくはたしかラムを持もってきて、船長せんちょうののどにながしこもうとした。でも歯はが固かたく閉とじられていて、あごは鉄てつのように丈夫じょうぶだった。ドアが開ひらいて、リバシー先生せんせいが入はいってきたときは、二人ふたりともほっと一息ひといきついたものだった。先生せんせいは親父おやじを診察しんさつしにきたのだった。

「あぁ、先生せんせい」僕ぼくと母親ははおやは声こえをあげた。「どうすればいいんです？　どこに傷きずがあるんですか？」

「傷きずだって？　ばかばかしい！」医者いしゃは言いった。「私わたしや君きみたちみたいに傷きずなんてひとつもないよ。この男おとこは私わたしが警告けいこくしたように発作ほっさをおこしたんだ。さてホーキンズさん、二に階かいのご主人しゅじんのとこまでいってもらって、もしできるなら、なんでもないことだと言いってください。私わたしはと、この男おとこのまったく価値かちのない命いのちを全力ぜんりょくをつくして救すくわねばならん、ジム、洗面せんめん器きを一ひとつもってきてくれ」

僕ぼくが洗面せんめん器きをもって戻もどってみると、先生せんせいは既すでに船長せんちょうの袖そでを切きり取とり、そのがっしりとした腕うでが目めにはいった。そこには何なん箇所かしょかいれずみがあり、「幸運こううん」「順風じゅんぷう」とか「ビリー・ボーンズの夢ゆめ」といった言葉ことばが前腕ぜんわんにくっきり、そしてはっきりと彫ほられていた。肩かたに近ちかい所ところには、絞首こうしゅ台だいと一人ひとりの男おとこがぶら下さがっていて、既すでに刑けいが執行しっこうされていた、僕ぼくからみてもじつにいきいきとした絵えだったように思おもう。

「予言よげんだな」医者いしゃは、指ゆびでその絵えに触ふれながら声こえにだした。「さぁ、ビリーボーンズ君くん、これが君きみの名前なまえならね、私わたしたちは君きみの血ちの色いろを見みなくてはならん、ジム、血ちが怖こわくないかな？」

「ええ、大丈夫だいじょうぶです」僕ぼくは言いった。

「よろしい、それなら洗面せんめん器きをもってもらおう」というと、それから針はりをとりだして、静脈じょうみゃくに突つき刺さした。

大量たいりょうの血ちが流ながれでて、船長せんちょうが目めを開ひらくとぼんやりとあたりを見回みまわした。最初さいしょに先生せんせいがいるのがわかると、明あきらかに不愉快ふゆかいな顔かおをみせたが、それから僕ぼくをみるとほっとしたようだった。でも突然とつぜん顔色かおいろがかわり、「黒くろ犬けんはどこだ？」とさけびながら体からだを起おこそうとした。

「黒くろ犬けんはここにはいない」先生せんせいは答こたえた。「おまえが恨うらみをはらそうとする相手あいて以外いがいはな。ラムを飲のんでいただろう。おまえは発作ほっさをおこしたんだ、まさに私わたしがおまえに言いったように。で、私わたしが全然ぜんぜん気きはすすまなかったが、向むこう見みずにも墓はかからおまえを引ひっ張ぱり出だしたというわけだ。さてボーンズ君くん、」

「それはおれの名前なまえじゃねえ」と船長せんちょうがさえぎったが、

「まあ気きにしないよ」と先生せんせいは答こたえて、「それは私わたしが知しっているある海賊かいぞくの名前なまえでね。私わたしはおまえをよぶのに縮ちぢめてそうよんだだけだ。私わたしがおまえにいっておかなきゃならんのは、こういうことだ。一杯いっぱいのラムがおまえの命取いのちとりになることはないだろう、ただもし一杯いっぱい飲のめば、それがもう一いち杯はい、もう一いち杯はいとなるんだ。すぐに手てを切きらないと、私わたしは賭かけてもいい。おまえは命いのちを落おとすことになる。わかるか？　死しぬんだぞ。聖書せいしょのあの男おとこみたいに地獄じごくにいくんだ。さぁ、せいぜいがんばるんだな。ベッドにいくのをいまいちど手伝てつだってやろう」

２人ふたりで苦労くろうしてなんとかやつを２階かいに運はこび上あげ、ベッドにねかせた。やつはもう気きを失うしなっているかのように、後うしろ向むきに頭あたまから枕まくらの上うえに倒たおれこんだ。

「さて、いいかな」先生せんせいは言いった。「良心りょうしんの命めいじるところに従したがって言いっておこう、ラムはおまえにとっては死しだ」

そして、それから父親ちちおやを診察しんさつしに僕ぼくの腕うでを引ひっ張ぱって立たち去さった。

「たいしたことじゃない」先生せんせいはドアをしめるとすぐにそう言いった。「しばらく静しずかにしているように、やつからたっぷり血ちを抜ぬいておいた。そこに一いち週間しゅうかんは寝ねているだろう。やつにとってもおまえさんたちにとっても、それが一番いちばんいいことだろう。ただもう一度いちど発作ほっさが起おきたら、やつはおしまいだがな」 






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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宝島たからじま 第だい一部いちぶ 第だい三さん章しょう 黒点こくてん




昼ひるごろ僕ぼくは、冷つめたい飲のみ物ものと薬くすりをもって船長せんちょうの所ところに行いった。やつは僕ぼくらが寝ねかせたのと同おなじかっこうで横よこになっていて、すこしだけ体からだをおこしていたが、衰弱すいじゃくしていると同時どうじに興奮こうふんしているようだった。

「ジム」やつは言いった。「おまえだけだよ、頼たよりになるのは、おれがいつもお前まえによくしてやったのはわかってるな。一いち月がつたりとも４ペニー銀貨ぎんかを欠かかしたことはないし。おれはすっかり弱よわってて、みんなに見放みはなされちまっている。でだ、ジム、おまえはおれのところにラムをほんのちょっぴりもってきてくれるよな、相棒あいぼう？」

「お医者いしゃさんが、」と僕ぼくが口くちを開ひらくと、

やつは医者いしゃに毒どくづき、弱々よわよわしいがはっきりした声こえで言いいきった。「医者いしゃなんてもんは、まぬけと相場そうばがきまってる。おまけにここのあの医者いしゃに、なんだって海うみの男おとこのことが分わかると言いうんだ？　おれは地獄じごくみたいに暑あついとこに行いったこともありゃ、仲間なかまが黄熱病おうねつびょうでばたばた倒たおれていったこともある。地震じしんで海うみの上うえにいるみたいにゆっさゆっさとゆれる、あののろわれた土地とちにも行おこなったんだぞ、いったいあの医者いしゃがそんな土地とちの何なにを知しってるというんだ？　おれはラムで生いき長ながらえてるんだ、お前まえにも言いっとくぞ。それが血ちとなり肉にくとなり、夫婦ふうふみたいなもんだ、おれにとってはな。いまラムが飲のめなかったら、今いままさに風下かざしもの岸きしに打うちつけられたこんな惨みじめなぼろ船せんみたいなときに、ラムが飲のめなかったら、お前まえにたたってやるぞ、ジム、あとあのくされ医者いしゃもだ」やつは再ふたたび罵詈ばり雑言ぞうごんの限かぎりをつくしたが、一転いってんして嘆願たんがんするような口調くちょうでこう続つづけた。「見みてくれよ、ジム、おれの指ゆびの震ふるえを。じっとさせておけねぇんだ、自分じぶんじゃな。こののろわれた今日きょう、一いち滴てきたりとも口くちにしてないときてるのにな。あの医者いしゃはばかだ、おれは言いっとくぞ。もしラムを一杯いっぱいやらなかったら、ジム、おれはアル中あるちゅうみたいに震ふるえちまう。おれにはもうやつらが見みえてるぞ。あの隅すみのところに、ほら、おまえの後のちにフリントだ。印刷いんさつしたみたいにはっきり見みえるぞ。おれにアル中あるちゅうの震ふるえがきたら、なにしろめちゃくちゃな生いき方かたをしてきたからな、大騒おおさわぎをやらかすぞ。あの医者いしゃだって、一いち杯はいぐらいならかまわんといったろう、ちょっぴりでいい、一いちギニー金貨きんかをくれてやるぞ、ジム」

やつはいよいよ興奮こうふんしてきたので、僕ぼくは親父おやじの事ことの方ほうが心配しんぱいになった。親父おやじはその日ひは特とくに体調たいちょうが悪わるくて安静あんせいにしている必要ひつようがあったのだ。その上うえ先生せんせいも今いまやつが僕ぼくに言いったように、たしかに一いち杯はいぐらいならかまわないって言いったことだしと思おもったんだ。でもわいろの申もうし出での方ほうが気きに障さわった。

「あんたの出だす金かねなんて欲ほしくないや」と僕ぼくは言いった。「でも僕ぼくの親父おやじには借かりがあるはずだよ、一杯いっぱい持もって来くるよ、一いち杯はいだけ」

僕ぼくがラムをもってくると、やつはがつがつとひったくって、飲のみほした。

「おぉ、おぉ」やつは言いった。「ちったぁましになった。一息ひといきついたぞ。さて、相棒あいぼう、あの医者いしゃはどれくらい、ここに、この古ふるぼけたベッドで寝ねてなきゃならんと言いったんだ？」

「最低さいてい一いち週間しゅうかん」僕ぼくが言いうと、

「くそったれ！」やつは叫さけんだ。「一いち週間しゅうかんだと！　そうしてられるかい、それまでにはやつらがおれに黒点こくてんをつけちまう。いまこの時ときにも、やつらまぬけどもがおれを追おいつめようとしてるんだ。やつらまぬけどもは手てに入いれたものを持もってられないばかりか、人ひとの分ぶんまでほしがるしまつだ。それが海うみの男おとこのやることかい、知しりたいもんだよ？　でもおれは倹約けんやく家かなんだ。おれは、自分じぶんの大事だいじな金かねはむだづかいしないんだよ、もちろん失しつくすもんかい。よし、やつらをもう一いち回かいひっかけてやる。やつらなんか恐こわくない。よし、相棒あいぼう、また帆ほをあげて、やつらをまいてやる」

そう言いいながら、やつはベッドからかなり苦くるしそうに起おきあがると、僕ぼくの肩かたをおもわず悲鳴ひめいをあげるほど強つよくつかんで、足あしときたら意いのままに動うごかないといったようだった。やつの言葉ことばは、中身なかみはいさましかったが、実際じっさい口こうにだした声こえが弱々よわよわしく、いっそう寂さびしげに響ひびいたものだった。やつはベッドの端はしに腰こしかけると、一息ひといきついた。

「あの医者いしゃのやつ、やりやがった」とつぶやいた。「耳鳴みみなりがしやがる、寝ねかしてくれ」

僕ぼくが手てを貸かすまでもなく、やつは元通もとどおり倒たおれこんでしまって、しばらく黙だまりこくっていた。

やっとのことで口くちを開ひらくと、「ジム、今日きょうあの船乗ふなのりを見みただろう？」といった。

「黒くろ犬けん？」僕ぼくは尋たずねた。

「あぁ！　黒くろ犬いぬだ」やつは答こたえた。「あいつは悪わるいやつだ。でもやつを仕向しむけたもっと悪わるいやつがいるんだ。さて、もしおれがどうやっても逃にげられなくて、やつらがおれに黒点こくてんをつけたら、覚おぼえておいてくれ、やつらが探さがしてるのは、おれの船乗ふなのりの衣装いしょう箱ばこなんだ。おまえは馬うまに乗のるんだ、乗のれるな、乗のれるんだろう？　よし、じゃあ馬うまに乗のって、行いくんだ。うん、そうだ、言いっちまおう！　あの永遠えいえんなる医者いしゃやろうの所ところに行いくんだ。それで医者いしゃに言いって人手ひとでを集あつめてもらって、判事はんじだのそんなやつらだ、それで医者いしゃは、このベンボウ提督ていとく亭ていで全員ぜんいんをひっとらえてくれるだろう。全員ぜんいんっていうのは、生涯しょうがいフリントの船ふねの船員せんいんで、生いき残のこりのやつらだ。おれは一等いっとう航海こうかい士しだったんだ、おれはフリントの船ふねの一等いっとう航海こうかい士しだ。しかもあの場所ばしょを知しってる唯一ゆいいつの人間にんげんなんだぞ。フリント船長せんちょうが、おれにサバンナで、そうだな、ちょうど今いまのおれみたいに死しにかけている時ときに教おしえてくれたんだ。でもやつらが黒点こくてんをおれにつけるまで、告つげ口ぐちに行いくんじゃねえぞ。あとはな、おまえが黒くろ犬けんをまた見みるか、もしくは一本いっぽん足あしの船乗ふなのりを見みかけた時ときにだ、ジム、なによりやつなんだ」

「でも黒点こくてんってなに、船長せんちょう？」僕ぼくは尋たずねた。

「それは呼出よびだし状じょうなんだ、相棒あいぼう。もしやつらがよこしたら、おまえに教おしえてやる。でもおまえも用心ようじんを怠おこたるな、ジム。そうすれば、誓ちかって、おまえと二人ふたりで山分やまわけだ」

やつはもうしばらくとりとめのないことを言いっていたが、声こえはだんだんと弱よわくなっていった。僕ぼくが薬くすりを飲のませると、こんなことを言いいながら「もし船乗ふなのりでちゃんと薬くすりを飲のむやつがいれば、それはおれぐらいなもんだな」子供こどもみたいにそいつを飲のんで、すぐにぐっすりと気絶きぜつしたように眠ねむりについたので、僕ぼくは部屋へやを離はなれた。そのとき何なにをすればよかったのか、僕ぼくはわからない。たぶん僕ぼくは先生せんせいになにもかも話はなしただろう、というのも船長せんちょうがいろいろ僕ぼくに話はなしたことを後悔こうかいして、僕ぼくを片付かたづけたりしないか死しぬほどびくびくしていたから。でも実際じっさいにどうなったかといえば、僕ぼくの親父おやじがその晩ばんに本当ほんとうに急きゅうに亡なくなったので、他たのことは何なにもかもそっちのけになってしまった。僕ぼくら家族かぞくは涙なみだにくれ、近所きんじょの人ひとがお悔くやみにきて、葬儀そうぎ屋やが手配てはいされ、その間あいだすべての宿やどの仕事しごとが僕ぼくの両りょう肩かたにかかってきたのでとてもいそがしくて、船長せんちょうのことを考かんがえてる時間じかんもましてや恐こわがったりする時間じかんなんてこれっぽっちもなかった。

やつは確たしかに次つぎの朝あさ、一いち階かいに降おりてきていつも通とおり食事しょくじをした。でもほとんど食たべなかった。僕ぼくはびくびくしたが、いつもよりたくさんラムをがぶ飲のみした。もう自分じぶんで酒場さかばから、眉まゆをひそめ、鼻はなをならしながらラムを持もち出だしてきたのだ。だれもあえてやつを止とめようとはしなかった。葬式そうしきの前まえの晩ばんには、やつはいつものように酔よっぱらっていた。喪中もちゅうの家いえでやつのだみ声ごえで船乗ふなのり歌かが響ひびきわたるのを耳みみにするのは、ひどく不愉快ふゆかいなことだった。でもやつは弱よわっていたので、みんなやつが死しぬことも恐おそれていた。お医者いしゃさんも、僕ぼくの親父おやじを看取みとったあと、突然とつぜん何なんマイルも先さきの患者かんじゃのところまで出でかけて行いって、宿やどの近ちかくにはいなかった。僕ぼくはやつが弱よわっているといったが、実際じっさいやつは元気げんきをとりもどしているというよりはだんだん衰弱すいじゃくしているように見みえた。階段かいだんを上のぼったり降おりたり、ラウンジから酒場さかばに行いったり、また戻もどったりといったぐあいで、時折ときおり海うみのにおいをかごうと戸口とぐちから鼻はなをつきだして、壁かべに手てをついて体からだを支ささえながら、まるで切きり立たった山やまに登のぼる人ひとのように深ふかく激はげしく息いきをしていた。やつは格別かくべつ、僕ぼくに話はなしかけはしなかったので、すっかりあの話はなしを僕ぼくにしたことを忘わすれてしまったのだと思おもいこんでいた。やつの機嫌きげんはいよいよ気きまぐれになり、体からだが弱よわってることを考かんがえ合あわせると、以前いぜんよりもっと乱暴らんぼうになっていたとさえ言いえるだろう。酔よっ払ぱらった時とき、やつはびっくりするような態度たいど、短剣たんけんを抜ぬいて、テーブルの自分じぶんの前まえに抜ぬいたまま置おいておくといったような態度たいどをとったりもした。その他たいろいろな態度たいど、人ひとのことは気きにしなくなり、黙だまり込こんで物思ものおもいにふけって、むしろぼんやりしているようにも見みえた。例たとえば、一いち度どは僕ぼくたちがとてもびっくりしたことに、以前いぜんとは違ちがった風ふうに歌うたを歌うたいはじめたことさえあった。その歌うたは、田舎いなかの恋歌こいうたといったようなもので、海賊かいぞく稼業かぎょうを始はじめる前まえの若わかい頃ころに習ならい覚おぼえたものに違ちがいない。

葬式そうしきの次つぎの日ひには、こんな風ふうに一いち日にちが過すぎていった。３時じを回まわった頃ころは、身みをさすように寒さむく霧きりがかかった、霜しもの降おりた午後ごごだったが、僕ぼくはドアの前まえに立たちつくし、親父おやじのことで悲かなしい思おもいでいっぱいだった。その時とき、誰だれかが道みちをゆっくりとこちらにやってくるのが僕ぼくの目めにはいった。その男おとこはあきらかに目めが見みえないようだった。杖つえで道みちを探さぐっていたし、目めと鼻はなの上うえに大おおきな緑みどりの覆おおいをつけていた。まるで年としをとったせいか病気びょうきでそうなったようにせむしであり、大おおきな古ふるぼけたぼろきれのフードつきの船乗ふなのりのコートを着きて、明あきらかにぶかっこうだった。僕ぼくはいままでこんなにひどい姿すがたをみたことはない。その男おとこは、うちの宿やどから少すこし離はなれたところで立たち止どまると、自分じぶんの前まえに向むかって、妙みょうな一本いっぽん調子ちょうしの声こえを張はり上あげた。「だれか親切しんせつな人ひとがいらっしゃったら、あわれなめくらに教おしえてくだされ。祖国そこくを守まもる恵めぐみ深ふかい戦たたかいで大事だいじな両目りょうめを失うしなったものです。ジョージ国王こくおうに恵めぐみあれ！　ここはどこ、どのあたりなんでしょうか？」

「ここは、ブラックヒル入いり江えのベンボウ提督ていとく亭ていだよ」と僕ぼくは声こえをかけた。

「聞きこえました、若わかい人ひとの声こえじゃな。手てをかしてくださるかな、おやさしい若わかい人ひと。手てをひいてくだされ」とその男おとこは答こたえた。

手てをさしだすと、その瞬間しゅんかん、そのひどい姿すがたの、ものやさしい話はなし方かたのめくらの男おとこは、万力まんりきのような力ちからで僕ぼくの手てをしめつけた。僕ぼくはとてもびっくりしたので、手てをひっこめようとしたが、そのめくらの男おとこは手てをさっと動うごかしただけで、自分じぶんの方ほうへ僕ぼくをひきよせた。

「さて、ぼうや」その男おとこは言いった。「わしを船長せんちょうのところへ連つれていってもらおうかな」

「だんな、とてもそんなことはできないよ」と僕ぼくが言いうと、「はぁ」とせせら笑わらい、「そうかい！　すぐさま連つれてくんだ、さもなくば腕うでをへし折おるぞ」

そして言いったとおりに腕うでをぐいっとねじりあげたので、僕ぼくは悲鳴ひめいをあげた。

「ちがいます、僕ぼくはだんなのために言いってるんだよ。船長せんちょうはすっかり変かわっちゃってるんだ、短剣たんけんをぬいたまま座すわってるし、別べつの人ひとなんか、」

「行いくんだ、さあ、連つれて行いけ」その男おとこは僕ぼくの言葉ことばをさえぎった。僕ぼくは、そのめくらの男おとこの声こえほど残酷ざんこくで冷つめたくひどい声こえは聞きいたことがなかった。その声こえはさきほどの痛いたみよりずっと僕ぼくには脅おどしとなり、すぐに言いうとおりにして、ドアから入はいってまっすぐラウンジまで歩あるいていった。そこではあの病気びょうきの老ろう海賊かいぞくが座すわりこみ、ラムで酔よっぱらっていた。めくらの男おとこは、僕ぼくの手てを鉄てつのようなこぶしで握にぎり締しめ、支ささえきれないほど僕ぼくに寄よりかかり、僕ぼくをぐっと引ひき寄よせた。「やつのところまで、まっすぐ連つれて行いくんだ。やつがわしを見みつけたら、“お友達ともだちですよ、ビル”と叫さけぶんだ」もしそうしなかったら、こうだぞ、と言いって気絶きぜつするんじゃないかというほど強つよく引ひっ張ぱった。そんなふうだったので僕ぼくはめくらのこじきにすっかりおびえて、船長せんちょうの恐こわさなんて忘わすれてしまって、ラウンジのドアを開あけた時とき、あの震ふるえる声こえで言いいつけられたとおりの言葉ことばを叫さけんだ。

かわいそうな船長せんちょうは両目りょうめを開ひらくと、ちらっと見みただけでラムが抜ぬけ、すっかりしらふになった。表情ひょうじょうは恐怖きょうふのそれというよりは、臨終りんじゅうの間際まぎわのそれだった。船長せんちょうは立たちあがろうと体からだを動うごかしたが、体からだにはそんな力ちからが残のこっているようには見みえなかった。

「さて、ビル、そこに座すわってろ」こじきは一言ひとことそういうと、「目めは見みえんかもしれんが、指ゆび一いち本ほん動うごかす音おとも聞きこえるからな。情なさけ容赦ようしゃしないぞ。左手ひだりてをあげるんだ、ぼうや、やつの左手ひだりての手首てくびをつかんでわしの右手みぎてのところまで持もってくるんだ」

僕ぼくと船長せんちょうは２人ふたりともめくらの男おとこのいいなりで、僕ぼくは杖つえを握にぎっていた手ての中なかからなにかを船長せんちょうの手てにわたして、船長せんちょうがすぐにそれを握にぎり締しめるのを見みた。

「さて、それだけだ」めくらの男おとこはそう言いって僕ぼくの手てを離はなすと、信しんじられないほどの正確せいかくさとすばやさで、ラウンジを出でて道みちへと駆かけ出だして行いった。僕ぼくはまだ身動みうごき一ひとつせずそこに立たっていたが、杖つえの音おとがこつ、こつ、こつと遠とおくに離はなれて行いくのが聞きこえた。

僕ぼくと船長せんちょうが、正気しょうきをとりもどすにはしばらく間あいだがあった。でもしまいには、僕ぼくがまだにぎっていた船長せんちょうの手首てくびをはなすのと同時どうじに、船長せんちょうは手てをひっこめて手ての中なかをにらみつけた。

「１０時じだと！　まだ６時じ間あいだある。目めにものをみせてくれるぞ」と叫さけぶと、飛とびあがった。

そうしたからだろうか、船長せんちょうはふらつくとのどに手てをあててしばらくよろめいていたが、それから変へんな声こえをあげたかと思おもうと、床ゆかに顔かおからばったり倒たおれた。

僕ぼくはすぐにかけよって、母親ははおやを呼よんだ。でも急いそいでも無駄むだだった。船長せんちょうは、卒中そっちゅうにおそわれて既すでに亡なくなっていた。考かんがえてみれば不思議ふしぎなことだが、僕ぼくはやつのことをこれっぽっちも好すきだったことはなくて、最近さいきんかわいそうに思おもい始はじめていただけなのに、やつが死しんだのを見みた瞬間しゅんかんに、ぼろぼろ涙なみだがでてきたのだった。これは僕ぼくの経験けいけんした二ふたつめの死しで、最初さいしょの死しの悲かなしみが、まだ胸むねにうずいていた。 






	<< 前まえへ
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	船乗りの衣装箱



宝島たからじま 第だい一部いちぶ 第だい四よん章しょう 船乗ふなのりの衣装いしょう箱ばこ




僕ぼくは、もちろんすぐさま母親ははおやに僕ぼくの知しってることを全すべて打うち明あけた。たぶんもっと前まえに打うち明あけるべきだったんだろう。僕ぼくたちは、すぐに今いまの状況じょうきょうがきわめて困難こんなんかつ危険きけんであることを悟さとった。やつがいくばくかの金かねをもっていたとしたら、それは間違まちがいなく僕ぼくらのものである。でもあの船長せんちょうの船乗ふなのりの知しり合あい、とりわけ僕ぼくがみたあの２人ふたりの、黒くろ犬けんとめくらのこじきが、死しんだやつの借金しゃっきんのかたとしてその戦利せんり品ひんを簡単かんたんにあきらめるなんてありそうにないことだった。船長せんちょうの下くだした命令めいれい、馬うまにのってただちにリバシー先生せんせいのところへいくことは、母親ははおやを一人ひとり無防備むぼうびなまま残のこすことになるので、論外ろんがいだった。特とくに２人ふたりのうちどちらかでもこれ以上いじょうこの家いえにとどまっているのは、無理むりというものだ。台所だいどころの火ひ床ゆかでは石炭せきたんが崩くずれ落おち、時計とけいのチクタクという音おとがいよいよ鳴なり響ひびき、僕ぼくらはとても不安ふあんになった。僕ぼくらの耳みみには、家いえに誰だれかが近寄ちかよる足音あしおとが聞きこえたような気きがした。１階かいの船長せんちょうの死体したいとあのいまわしいめくらのこじきが、まだそこら、ほんの近所きんじょをうろついていて今いまにも戻もどってくるのではという考かんがえが頭あたまをかけめぐり、ことわざにあるように、恐怖きょうふのあまり飛とび上あがりそうになる始末しまつだった。すぐにでもどうにか行動こうどうしなくてはならず、とうとう僕ぼくらは二人ふたり一緒いっしょに近ちかくの村むらまで助たすけを求もとめにいくことにした。そう口くちにだすなり出発しゅっぱつし、帽子ぼうしもかぶらす、すぐさま暮くれゆく夜よるの凍こおりつくような霧きりの中なかを急いそいだのだった。

近ちかくの村むらは、となりの入いり江えの反対はんたい側がわにあったので目めには入はいらなかったが、それほど遠とおいわけではなかった。あと僕ぼくにとってはほっとしたことに、村むらの方角ほうがくはあのめくらの男おとこが姿すがたをあらわし、たぶん戻もどっていった方角ほうがくの反対はんたいだった。村むらにつくまではそれほど時間じかんはかからなかったと思おもうが、時々ときどき立たち止どまるとおたがいの手てをしっかり握にぎりしめ耳みみをすませた。でもかわった音おとは何一なにひとつ聞きこえず、さざなみがひくく打うち寄よせる音おとと森もりからは何なにかがガーガーと鳴なきたてる声こえが聞きこえてくるだけだった。

僕ぼくらが村むらについたのはすでに夕暮ゆうぐれ時じだった。そしてどれほど窓まどやとびらから見みえる明あかりをみてほっとしたことか、決けっして忘わすれることはないだろう。でも、すぐにわかったように、それが僕ぼくらがここで手てに入いれることができそうな唯一ゆいいつの助たすけだった。というのも、あなたもそう思おもうだろうが恥はずべきことで、僕ぼくら２人ふたりと一緒いっしょにベンボウ提督ていとく亭ていに引ひき返かえそうとする者ものは一人ひとりとしていなかったんだから。僕ぼくらが困こまっている話はなしをすればするほど、いっそう村むらの人達ひとたちは、男おとこも女おんなもそして子供こどもも、自分じぶんの家いえにしがみつくありさまだった。フリント船長せんちょうの名前なまえは、僕ぼくにはなじみがなかったが、そこの人達ひとたちにはきわめてよく知しれ渡わたっており、恐怖きょうふの的てきだったのだ。その上うえさらに、ベンボウ提督ていとく亭ていの向むこう側がわの農場のうじょうで働はたらいたことのある人ひとのなかには、見知みしらぬものが数すう人にん、道みちをとおりかかるのを見みかけて、密輸みつゆ業者ぎょうしゃかと思おもって逃にげだしてきたことを覚おぼえていたものもいた。少すくなくとも一人ひとりは僕ぼくらがキットの穴あなと呼よんでいた場所ばしょで、小ちいさな船ふねをみたということだった。さらに言いうなら、フリント船長せんちょうの仲間なかまは誰だれでも、村むらの人ひとから死しぬほど怖こわがられていたのだった。結局けっきょく、別べつの方向ほうこうのリバシー先生せんせいのところに行いってやろうという者ものは何人なんにんかいたが、僕ぼくたちが宿やどを守まもるのを助すけようとしてくれる者ものは一人ひとりとしていなかった。

村むらの人達ひとたちは、臆病おくびょうは人ひとから人ひとへうつるもんだなんて言いっていたが、その反対はんたいに口くちだけは勇いさましかった。めいめいが勝手かってにあれこれ言いっていたが、そのとき母親ははおやがみんなに一いち席せき弁べんじたてた。私わたしはこの父親ちちおやをなくした子このものであるお金かねを失うしなうつもりはないと。「もしあなたがたの誰だれ一人ひとりとしてやらないつもりなら、」と声こえを張はり上あげ、「ジムと私わたしがやります、きた道みちをもどって、あなた方かたの図体ずうたいだけ大おおきくておせっかいで臆病おくびょうな人達ひとたちにはつつましく感謝かんしゃしましょうかね。もしそのために死しぬことになっても、あの衣装いしょう箱ばこを開あけます。クロッスリー夫人ふじん、このバッグをどうも、これに私わたしたちの正当せいとうなお金かねを入いれてきます」と言いいきったのだった。

もちろん僕ぼくも母親ははおやと一緒いっしょに行いくと言いいはり、村むらの人ひとは全員ぜんいん、僕ぼくらを向むこう見みずで無茶むちゃだとわめきたてた。でもただの一人ひとりとして、僕ぼくらといっしょに行いこうと申もうし出でるものはなかった。してくれたのはせいぜい、襲おそわれたときのために僕ぼくに弾たまをこめたピストルをくれたことと、僕ぼくらが帰かえり道みちで追おいかけられたときのために、鞍くらのついた馬うまを用意よういしようと約束やくそくしてくれるくらいのものだった。そして、一人ひとりの若者わかものが医者いしゃのところへ武装ぶそうした援軍えんぐんをたのみに馬うまででかけることになった。

寒さむい夜よるの中なかへ危険きけんな企くわだてに二人ふたりで出発しゅっぱつするとき、僕ぼくの心しんは打うち震ふるえた。満月まんげつが昇のぼり始はじめ、霧きりの上うえから赤あかみを帯おびた顔かおをのぞかせていた。だから僕ぼくたちは急いそがなきゃならなかった。というのも家いえに戻もどる前まえに、まるで昼間ひるまみたいに明あかるくなってしまうのは明あきらかだったから。そして僕ぼくたちの出発しゅっぱつは、見張みはっているものがいればすぐに見みつかってしまったことだろう。僕ぼくらは、垣根かきねにそって音おとを立たてないようにすばやく歩ふをすすめた。ほっとしたことにベンボウ提督ていとく亭ていの玄関げんかんに滑すべり込こむまで、恐怖きょうふをかきたてるようなことは見聞みききしなかった。

僕ぼくはすぐにかんぬきをかけ、そして２人ふたりでしばらく暗闇くらやみに立たちつくし、ぜーぜー息いきをした。その家いえに他たにいるものといったら、船長せんちょうの死体したいくらいのものだった。それから母親ははおやが酒場さかばからろうそくをもってきて、お互たがいの手てを握にぎりしめながら、ラウンジに入はいっていった。やつは僕ぼくらが残のこしてきたままの姿すがたで、仰向あおむけに倒たおれて、両目りょうめは開ひらいたままで、片腕かたうでがだらんとのびていた。

「窓まどの日ひよけをおろして、ジム」母親ははおやがささやくようにいった。「あいつらがやってきて、外そとで見張みはってるかもしれないから。それから、」僕ぼくがそうすると母親ははおやは続つづけた。「あれのカギを手てに入いれなきゃ、まったくさわりたくないわねぇ」と言いいながらすすり泣ないているようだった。

僕ぼくはすぐにひざまずいた。死体したいの手ての近ちかくで床ゆかの上うえに、片面かためんが黒くろくぬられた丸まるい紙切かみきれがあって、僕ぼくは黒点こくてんにちがいないと思おもった。拾ひろい上あげてみると、反対はんたい側がわにははっきりしたきれいな字じで短みじかく「１０時じまでだ」と書かかれていた。

「１０時じまでだって、お母かあさん」と僕ぼくがいうと、ちょうどそのとき古こ時計とけいが時ときを打うちはじめた。この突然とつぜんの音おとでめんくらってしまったが、いい知しらせだった。まだ６時じだったのだ。

「さあ、ジム」母親ははおやが言いった。「あれのカギを」

僕ぼくはポケットを次つぎから次つぎへと探さぐったが、小しょう銭ぜにと指ゆびぬき、それから大おおきな針はりと糸いと、端はしに噛かんだ跡あとのあるねじりタバコ、曲まがった柄えのナイフ、小ちいさいコンパス、そして火打ひうち箱ばこがでてきたもの全すべてで、僕ぼくはあきらめてしまいそうになった。

「たぶん首くびにかけてるんだよ」母親ははおやが言いった。

まったく気持きもち悪わるいことだったが我慢がまんして、シャツの首くびのところを引ひき裂さくと、なるほど確たしかにタールまみれのひもでカギがぶら下さがっており、僕ぼくはやつのナイフでひもを切きり取とると、カギを手てに入いれた。上手うまく手てに入いれることができたので喜よろこび勇いさんで、２階かいへかけあがり、すぐさまやつがずっと寝起ねおきしていた小ちいさな部屋へやにいくと、そこにはやつがこの宿やどにきた日ひからずっと置おいてあるあの箱はこがあった。

外見がいけんは普通ふつうの船乗ふなのりの衣装いしょう箱ばこで、ふたのところにはイニシャルが“Ｂ ”と焼印やきいんされていた。そして箱はこの四隅よすみは長ながい間あいだひどく扱あつかわれたせいか、いくぶんつぶれて壊こわれかけていた。

「カギをよこしなさい」母親ははおやが言いった。カギはしっかりかかっていたが、こじあけると、あっという間まにふたが開ひらいた。

中なかからは、タバコとタールの強烈きょうれつなにおいがした。だが上うえにはとても上品じょうひんな服ふくがひとそろいあるだけだった。ていねいにブラシがかかっていて折おりたたまれていた。母親ははおやが言いうには、身みにつけたようには見みえないわねということだった。その下したは、いろいろなものの寄よせ集あつめだった。四分しぶ儀ぎ、ブリキの缶かん、タバコが何なん本ほんかと、二ふたつ一いち組くみのとても優雅ゆうがな拳銃けんじゅう、銀ぎんの延のべ棒ぼう、古ふるいスペイン時計とけい、その他たほとんど価値かちのないおそらく外国がいこく製せいのこまごまとした物もの、真鍮しんちゅうの土台どだいの羅針盤らしんばん１ひとつ、それから５、６枚まいのめずらしい西にしインドの貝殻かいがら。それ以来いらいよく思おもいをはせることがあるのだが、やつはいったいなんだって放浪ほうろうの罪深つみぶかいお尋たずね者ものの生活せいかつで、この貝殻かいがらを持もち運はこばなければならなかったのだろう。

そうこうしている中なかで、僕ぼくらが見みつけた価値かちのあるものといったら銀ぎんとこまごまとしたものだったが、どちらも僕ぼくらが求もとめているものではなかった。さらにその下したには、古ふるいボート着ぎがあり、あちこちの港みなとの潮しおで白しろくなっていた。母親ははおやはいらいらした様子ようすでそれを引ひっ張ぱりだすと、箱はこの一番いちばん最後さいごのものが現あらわれた。油あぶら布ぬのにくるまれた包つつみで書類しょるいみたいにみえるものと、持もち上あげるとじゃらじゃら金かねの音おとのするズック袋ぶくろだった。

「あの悪党あくとうどもに、私わたしが正直しょうじき者しゃだってことを見みせつけてやるよ」と母親ははおやは言いった。
「取とり分ぶんだけをもらうのよ、それ以上いじょうはびた一文いちもんだって。クロッスリー夫人ふじんのバッグをもってて」そして船乗ふなのりの袋ふくろから僕ぼくのもっているバッグに船長せんちょうの勘定かんじょう分ぶんを数かぞえて移うつした。

それは時間じかんがかかって大変たいへんな仕事しごとだった。というのもいろいろな国くにやサイズの硬貨こうかがあって、ダブロン金貨きんか、ルイ金貨きんか、ギニー金貨きんかそして八はち印しるし銀貨ぎんか、その上うえ僕ぼくには何なんだかわからないものまで、全すべてがごちゃまぜになっていた。ギニーがどうやら一番いちばん少すくないようだったが、母親ははおやがどうやら数かぞえられるものといったらそれがせいぜいだった。

半分はんぶんくらいやり終おえた頃ころ、僕ぼくはとつぜん母親ははおやの腕うでに自分じぶんの手てをおいた。というのも静しずまり返かえった寒気さむけの中なかから心臓しんぞうが口くちから飛とび出でそうになるほど驚おどろかせる音おとが、めくらの男おとこの凍こおった道みちを杖つえでコツコツと鳴ならす音おとが聞きこえたからだった。その音おとはだんだん近ちかづいてきて、僕ぼくらはただ息いきを殺ころして座すわっているだけだった。それから宿やどのドアをはげしく叩たたくと、取とっ手てをまわして、押おし入いろうとしてかんぬきをがたがたいわせているのが聞きこえてきた。それからしばらく家いえの中なかでも外そとでもなんの音おともしなかったが、ついにコツコツという音おとがまた聞きこえて、それがだんだん小ちいさく遠とおくなり、とうとう聞きこえなくなったときの喜よろこびとうれしさといったらい表いあらわしようもないほどだった。

「お母かあさん」僕ぼくは言いった。「全部ぜんぶもっていこうよ」かんぬきがかかってたから怪あやしむに違ちがいないし、大勢おおぜいの敵てきが押おしかけてくるだろう。でもかんぬきをかけたことをどれほど感謝かんしゃしたことだろう、あの恐おそろしいめくらの男おとこをみたことがないとそれはわかるまい。

でも母親ははおやは、僕ぼくと同おなじくらいびくびくはしていたが、自分じぶんの取とり分ぶん以上いじょうはびた一文いちもんとらない意気込いきごみはかわらなく、かといって少すくないのもよしとはしなかった。まだ７時じにもならないし、時間じかんはたっぷりあると母親ははおやはい張いはった。権利けんりはあるのだからとにかくもらうの一点いってんばりだった。そんなふうに母親ははおやと僕ぼくがい争いあらそっているときに、かなり離はなれた丘おかのほうから低ひくい口笛くちぶえの音おとが聞きこえてきた。十分じゅうぶんだった、僕ぼくと母親ははおやにとっては十分じゅうぶん以上いじょうといえるほどだった。

「これだけ持もってくよ」母親ははおやは飛とび上あがるようにして立たち上あがり言いった。

「足たりない分ぶん、僕ぼくがこれをもっていくよ」と僕ぼくは油あぶら布ぬのの包つつみを手てにした。

すぐに僕ぼくたちは、ろうそくを空そらの衣装いしょう箱ばこのそばに残のこして手探てさぐりで階下かいかにおりた。そしてドアをあけ、一目散いちもくさんに逃にげ出だした。もう少すこしで手遅ておくれになるところだった。霧きりは急速きゅうそくに晴はれ、すでに月つきが高台たかだいの両側りょうがわをはっきりとてらしだしていた。ただその小ちいさい谷たにの底そこだけに、宿屋やどやのドアのまわりにはうすい霧きりのベールがまだ立たち込こめて、僕ぼくらが逃にげ出だすのを隠かくしてくれたのだった。村むらへの道みちのりの半分はんぶんも行いかない内うちに、丘おかのふもとからほんの少すこし行いったところで、僕ぼくらは月つきの明あかりの中なかを進すすんでいかなくてはならなくなった。そればかりではなく、何人なんにんかがこちらに走はしってくる足音あしおとが僕ぼくらの耳みみにとどいた。そしてその方向ほうこうを振ふり返かえると、明あかりが一ひとつ前後ぜんこうにゆれながら急速きゅうそくにこちらに近ちかづいてきて、新あたらしくきたやつらのなかには明あかりをもっているやつがいることがわかった。

「ジム」突然とつぜん母親ははおやが口くちにした。「このお金かねをもって走はしっていっておくれ、わたしはもう気きを失うしないそうだよ」

これでとうとう僕ぼくらは二に人にんともおしまいだと僕ぼくは思おもった。どれほど村むらの人ひとの臆病おくびょうさをのろったことだろう。母親ははおやの正直しょうじきさと欲張よくばりなこと、そしてさっきまでの頑固がんこさと今いまの弱音よわねをどれほど責せめたてたことだろう。僕ぼくたちは、幸運こううんにもちょうど小ちいさな橋はしにさしかかっていた。そしてよろめく母親ははおやを助たすけ、土手どての端はしまで連つれて行いった。母親ははおやは、自分じぶんで言いった通とおりため息いきを一ひとつつくと同時どうじに僕ぼくの肩かたに倒たおれこんだ。いったい全体ぜんたいどうしてあんなことができる力ちからがあったのかは分わからない。たぶん手荒てあらにやったんじゃないかと思おもうが、僕ぼくはどうにか母親ははおやを土手どての下したまで、橋はしの下したに少すこし隠かくれるところまで引ひきずっていった。もっと引ひっ張ぱっていこうとしたが、橋はしはとても低ひくくて僕ぼくが腹はらばいでその下したに入はいり込こむのが精しらげ一いち杯はいだった。そこで僕ぼくらはじっとしていなければならなかった。母親ははおやはほとんど全身ぜんしんが見みえていたし、僕ぼくら二に人にんとも宿やどから声こえが届とどくくらい近ちかいところにいたのだった。 






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	めくらの男の最後



宝島たからじま 第だい一部いちぶ 第だい五ご章しょう めくらの男おとこの最後さいご




たぶん僕ぼくの好奇心こうきしんが恐怖きょうふを感かんじる気持きもちより強つよかったせいだろう。僕ぼくはそのままの位置いちにじっとしていられず、土手どての方ほうに這はって戻もどっていったのだ。そこで頭あたまをエニシダのしげみの影かげにかくせば、家いえの前まえの道みちをみはれるというわけだ。僕ぼくがその場所ばしょに行いくか行いかないかのうちに、７、８人にんの男おとこが全速力ぜんそくりょくで走はしって、歩調ほちょうはてんでばらばらだったが、先頭せんとうにはランタンを持もった男おとこがやってきた。３人にんの男おとこが手てに手てをとっており、霧きりが深ふかかったが３人にんの真まん中なかの男おとこがめくらのこじきだろうと当あたりがついた。次つぎの瞬間しゅんかん、その男おとこの声こえがして、僕ぼくが正ただしかったことがわかった。

「ドアをたたきこわせ！」めくらのこじきはさけんだ。

「アイ、アイ、サー！」２、３人にんが答こたえて、ベンボウ提督ていとく亭ていに突進とっしんし、ランタンを持もった男おとこが後のちに続つづいた。それから僕ぼくはやつらが立たち止どまって、なにやら低ひくい声こえで話はなしているのが聞きこえた。まるでドアが開ひらいていたことに驚おどろいたようだった。でも立たち止どまったのは一瞬いっしゅんで、めくらの男おとこが再ふたたび命令めいれいを下くだした。めくらの男おとこの声こえは気きがせいているのと怒いかりで非常ひじょうに昂奮こうふんしているかのように、さっきよりいっそう大おおきく、高たからかに響ひびき渡わたった。

「中なかだ、中なかにはいるんだ！」そう叫さけぶと、ぐずぐずしている連中れんちゅうに毒どくづいた。

４、５人にんの男おとこがすぐにそれに従したがい、２人ふたりがその恐おそろしいめくらの男おとこと道みちに残のこった。しばらく間あいだがあって、それから驚おどろきの叫さけび声ごえがして、「ビルが死しんでる」という声こえが家いえから聞きこえた。

でもめくらの男おとこは、再度さいどぐずぐずするなと連中れんちゅうにののしった。

「やつを調しらべろ、何人なんにんかでいいぞ、のろまなやろうども。残のこりは上うえだ、衣装いしょう箱ばこを手てに入いれるんだ」

[image: ]
僕ぼくは、やつらが僕ぼくの家いえの古ふるい階段かいだんをかけ上あがる足音あしおとを聞きいて、家いえ全体ぜんたいがゆれているにちがいないやと思おもった。そのすぐ後のちに、新あらたな驚おどろきの声こえがあがった。船長せんちょうの部屋へやの窓まどがバタンと開ひらき、ガラスの割われる音おとがした。そして一人ひとりの男おとこが月光げっこうの中なかに身みを、頭あたまと肩かたをのりだして、下したの道みちにいるめくらのこじきにこう伝つたえた。「ピュー、先さきをこされた。だれかが衣装いしょう箱ばこをすっかりひっくりかえしたんでさぁ」

「あるか？」ピューはさけんだ。

「金かねはあるよ」

めくらの男おとこは、金かねなんかと毒どくづき、

「俺おれが言いってるのは、フリントの地図ちずのことだ」と叫さけんだ。

「ここには見当みあたらないでさぁ」と２階かいの男おとこは答こたえ、

「おい、１階かいのやつら、ビルが身みにつけてないか？」とめくらの男おとこがふたたび叫さけんだ。

別べつの男おとこが、たぶん下したに残のこって船長せんちょうの体からだを探さがしていたやつだろう、宿やどのドアのところまでやってきて、「だれかビルをしらべたあとですぜ、なにもありゃしません」と報告ほうこくした。

「宿やどのやつらだ、あのこぞうだな。目めをくりぬいときゃあよかった！」めくらの男おとこ、ピューはそうさけぶと、続つづけて「おれがさっき来きた時ときは、ドアが閉しまってたから、それほど遠とおくには行いってねぇだろう。さあ、おまえら、手分てわけしてあいつらを探さがすんだ」

「違ちがいねぇ、ろうそくがここにあるし」２階かいの男おとこもそう付つけ加くわえた。

「手分てわけしてあいつらを探さがせ！　家中いえじゅうひっくりかえすんだ！」ピューは杖つえでなんども道みちを叩はたきながら繰くり返かえした。

それから僕ぼくの古ふるい家いえはめちゃくちゃな騒さわぎだった。あちこちで大おおきな足音あしおとがひびき、家具かぐはひっくりかえるわ、ドアは蹴破けやぶられるわ、近ちかくの岩山いわやままでその音おとが響ひびき渡わたるくらいだった。それから男おとこたちは一人ひとり、また一人ひとりと外そとにでてきた。そして口々くちぐちにあいつらはここにはいないですぜと報告ほうこくした。ちょうどそのとき、死しんだ船長せんちょうの金かねを数かぞえていた僕ぼくと母親ははおやをはっとさせたのと同おなじ口笛くちぶえが夜よるの空そらにはっきりと響ひびき渡わたり、それも今度こんどは二に回かいだった。僕ぼくはそれをめくらの男おとこの甲高かんだかい声こえ、いわば襲撃しゅうげきのために仲間なかまを集あつめる声せいかと思おもっていたが、今いま聞きいてみると村むらの方角ほうがくの丘おかのあたりからの合図あいずらしかった。その合図あいずを聞きいた海賊かいぞくたちの反はん応おうからすると、危険きけんが近ちかづいてるとでもいったような合図あいずだったのだろう。

「またダークの合図あいずだ、それも二に回かい！　ずらかったほうが良よくねぇか、みんな」と男おとこの一人ひとりが口くちにした。

「ずらかるだって、この臆病者おくびょうもの！」ピューはどなりつけた。「ダークもだいたいからしてばかものだし、おまけに腰抜こしぬけときてる、やつにかまうんじゃねぇ。あいつらは近ちかくにいるはずだ、それほど遠とおくにいけるはずがない。手てのとどくところだぞ。手分てわけして探さがすんだ、おまえら！　あぁ、なんてことだ、目めが見みえさえしたら！」めくらの男おとこは叫さけんだ。

この言葉ことばに奮ふるい立たったようで、２人ふたりの男おとこがあたりの木この間まをさがし始はじめたが、どうも気きもそぞろといった感かんじだった。僕ぼくが思おもうに自分じぶんたちに危険きけんが迫せまってることが頭あたまから離はなれないようだった。他たの男おとこたちときたら道みちでぐずぐずしている始末しまつだった。「手ての届とどくところに大金たいきんがあるのに、このまぬけども、ぐずぐずするんじゃねぇ！　見みつけたら王様おうさまぐらい金持かねもちになるんだ、それがここにあるんだぞ。でもっておまえらは、そこでこそこそ突つっ立たてってるのか。だいたいおまえらのうち一人ひとりとしてビルのところへ行いかないもんだから、おれが行おこなったんだ、目めが見みえないにもかかわらずだ！　おまえらのためにチャンスをのがすのか！　おれは一文いちぶんなしの、人ひとにペコペコ頭あたまを下さげて、ラムをせびるこじきになるのか、馬車ばしゃを乗のりまわせるかもしれんのに！　もしおまえらに虫むしけらほどの勇気ゆうきでもありゃあ、もうあいつらを捕つかまえてるはずだぞ」

「やめとこうぜ、タブロン金貨きんかを手てに入いれたことだし、ピュー」一人ひとりがそうつぶやくと、

「地図ちずはあいつらが隠かくしたかもしれないし、」と他たの男おとこも続つづけた。「ジョージ金貨きんかを持もってこうぜ、ピュー、とにかくここでい争いあらそってる場合ばあいじゃあねぇ」

い争いあらそうというのは言いいえて妙みょうだった。ピューの怒いかりはその言葉ことばでいよいよ火ひに油あぶらを注そそがれたようになり、ついには完全かんぜんに怒いかり狂くるって、右みぎに左ひだりにあたりかまわず杖つえでなぐりつけた。殴なぐられたものも一人ひとりではすまなかった。

そして今度こんどは、周まわりの男おとこがピューにくってかかり、ひどくおどしつけて、しっかりにぎっている杖つえをうばおうとしたができなかった。

この争あらそいが僕ぼくたちの救すくいとなって、そうこうしているうちに、村むらの方角ほうがくの丘おかの頂上ちょうじょうあたりから別べつの物音ものおとがして、それは馬うまの走はしる音おとだった。それと同時どうじに、一発いっぱつ銃声じゅうせいが鳴なり響ひびいて、生垣いけがきのところでパッと火花ひばなが散ちった。危険きけんの最後さいごの合図あいずとしては十分じゅうぶんすぎるほどのものだった。海賊かいぞくたちはすぐさまきびすを返かえし、それぞれの方向ほうこうにずらかった。あるものは入いり江えの海岸かいがんに、あるものは丘おかをななめにといった具合ぐあいだった。３０秒びょうもしないうちに、ピューを残のこして誰だれ一人ひとりいなくなってしまった。ピューは見捨みすてられた、単たんにパニックに陥おちいったからかもしれないし、ひどい事ことを言いって杖つえで打うちつけたから仕返しかえしされたのかもしれない。僕ぼくにはわからないが、とにかく置おき去ざりにされて、狂くるったように杖つえで道みちをさぐり、手探てさぐりで仲間なかまの助たすけを求もとめていた。しまいには、間違まちがった方角ほうがくをむき、僕ぼくのほんのそばを通とおり過すぎて、村むらの方向ほうこうへ「ジョニー、黒くろ犬けん、ダーク」や他たの名前なまえを、「どうか年寄としよりのピューを見捨みすてないでおくれよ、仲間なかまだろ、ピューを見捨みすてないでくれ」とさけびながら走はしっていった。

ちょうどそのとき、馬うまの音おとが大おおきくなって、４、５人にんの馬うまに乗のった人ひとが月明つきあかりに姿すがたを現あらわし、全速力ぜんそくりょくで坂さかを下くだってきた。

ピューは自分じぶんが間違まちがえたことに気きづいて、悲鳴ひめいをあげて引ひき返かえしたが、みぞに転ころがるようにしてはまり込こんでしまった。でも再ふたたびすぐさま自分じぶんで立たち上あがると、駆かけ出だした。ただまったく混乱こんらんしていて、駆かけおりてくる馬うまのちょうどすぐ近ちかくに飛とび出だしてしまった。

馬うまに乗のっていた人ひとは、助たすけようとしたがだめだった。ピューは夜よるにひびきわたる甲高かんだかい悲鳴ひめいとともに倒たおれて、４よっつのひづめがピューをけって、はねとばし、通とおりすぎていった。ピューは横倒よこだおしになり、ゆっくりうつぶせになると、それ以上いじょう動うごくことはなかった。

僕ぼくは立たち上あがると、馬うまの乗のり手てを呼よび止とめた。その人ひとたちは事故じこにとても驚おどろいていたが、とにかく立たち止どまった。僕ぼくは、すぐにだれがやってきたのかがわかった。最後さいごに姿すがたを現あらわしたのが、村むらからリバシー先生せんせいのところに行いってくれた若者わかものだったのだ。他たの人ひとたちは密輸みつゆの監視かんし官かんで、若者わかものと途中とちゅうで出会であって、機転きてんをきかせすぐに一緒いっしょにとってかえしてくれたのだった。監督かんとく官かんのダンスさんは、キット入いり江えに小型こがたの船ふねがいると聞ききつけてちょうどこちらに来くるところだったみたいで、こうして僕ぼくと母親ははおやは命拾いのちびろいしたのだった。

ピューは、完全かんぜんに死しんでいた。僕ぼくの母親ははおやは村むらまで運はこんでもらって、少すこしの冷つめたい水みずと塩しおですぐに気きがついた。だからといっていっこうに怖こわがるわけでもなく、金きむが足たりないとぶつぶつこぼしていた。そうしている間あいだにも、監督かんとく官かんは全速力ぜんそくりょくでキット入いり江えに馬うまでかけつけたが、一いち行ぎょうは馬うまからおりて手探てさぐりで馬うまを引ひきながら、ときにはささえて峡谷きょうこくを下くだっていかなければならず、そして絶たえず、待まち伏ぶせにも気きをくばらなければならなかった。だから入いり江えについたときには、小船こぶねがすでに出航しゅっこうしていたのも、なんら驚おどろくべきことではない。ただ小船こぶねはまだすぐ近ちかくにいたので、監督かんとく官かんは船ふねに向むかってさけんだが、「月明つきあかりの下したでぐずぐずしてると、鉛なまり玉だまをくらわせてやる」という声こえと同時どうじに弾丸だんがんが監督かんとく官かんの腕うでをかすめていった。すぐに小船こぶねは岬みさきをまわって姿すがたを消けしてしまった。ダンスさんはそこに立たっていて、言いうには「丘おかにあがった魚さかなみたいなもの」ということで、できるのはせいぜいブリストルに人ひとをやって沿岸えんがん警備けいび隊たいに警告けいこくするくらいということだった。「それも、なんにもしないのと同おなじことだな。やつらはすっかり逃にげおおせたし、それで終おわりだ」とダンスさんは言いって、こう付つけ加くわえた。「ただ、ピューのやろうを踏ふみつけたのはよかった」このときまでには、僕ぼくの話はなしを聞きいて知しっていたのだ。

ダンスさんといっしょにベンボウ提督ていとく亭ていにとってかえしたが、あれほどぐちゃぐちゃになった家いえというものがみなさんは想像そうぞうできるだろうか。時計とけいさえも母親ははおやとこの僕ぼくを怒いかりに任まかせて探さがすうちに、やつらが投なげ飛とばしているありさまだった。そして実際じっさいには、船長せんちょうの金かねの入はいった袋ふくろと引ひき出だしからちょっとの銀ぎんを持もっていかれただけだったが、僕ぼくはすぐに家いえはもう使つかえないということがわかった。ダンスさんも合点がてんがいかないようだった。

「やつらは金かねを持もってったといったね？　まあ、それはいい。ホーキンス君くん、その他たに何なにを探さがしていたんだろう？　もっと金かねをか？　私わたしが考かんがえつくのはそれくらいだがな」

「違ちがいます、ダンスさん。金かねじゃないと思おもいます」と僕ぼくは答こたえた。「本当ほんとうは、僕ぼくが胸むねポケットに持もっているものだと思おもうんですが．．．本当ほんとうのことを言いえばこれを安全あんぜんなところに隠かくしておきたいんです」

「そうだな、その通とおりだ」ダンスさんは言いった。「よければ私わたしがあずかるが」

「リバシー先生せんせいに．．．」と僕ぼくが言いうと、

「それがいい」ダンスさんは全然ぜんぜん機嫌きげんをそこねた風ふうではなく僕ぼくの言葉ことばをさえぎると、「それがいいよ。紳士しんしで、治安ちあん判事はんじだしな。私わたしも今いま思おもいついたが、リバシー先生せんせいか大だい地主じぬしさんのところまで行いって、自分じぶんでちゃんと報告ほうこくしておかないとな。ピューが死しんで、すべてが終おわったことだし。ただそれを残念ざんねんには思おもわんがな。ともかく君きみも見みたとおり、やつは死しんだ。国王こくおう陛下へいかの役人やくにんを非難ひなんする人ひともいるかもしれんし、もしできればだけどな。さてホーキンス君くん、もしよければ一緒いっしょに連つれて行いってやるよ」

僕ぼくはダンスさんに心しんからお礼れいをいった。そして馬うまが置おいてある村むらへ歩あるいて一緒いっしょにもどると、僕ぼくが母親ははおやにどうするかを話はなしている頃ころには、みんな馬ばにまたがっていた。

「ドガー」ダンスさんが言いった。「おまえの馬うまはいい馬うまだ、この子こをおまえの後うしろに乗のせてやれ」

僕ぼくがまたがって、ドガーさんのベルトにつかまるとすぐに、監督かんとく官かんは号令ごうれいをかけ、一いち行ぎょうはリバシー先生せんせいの家いえに馬うまで急いそいだ。 
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宝島たからじま 第だい一部いちぶ 第だい六ろく章しょう 船長せんちょうの地図ちず





僕ぼくたちはリバシーさんの家いえまで馬うまを走はしらせ、玄関げんかんにたどりついた。表ひょうからみると家いえはまっ暗くらだった。ダンスさんは、僕ぼくに馬うまをおりてドアをノックするようにといったので、ドガーさんがあぶみを差さし出だしてくれて僕ぼくは馬うまを下おりた。それと同時どうじに玄関げんかんが開ひらき、メイドが顔かおをだした。

「リバシー先生せんせいはいますか？」と僕ぼくは尋たずねたが、いいえというのがメイドの答こたえで、午後ごごに先生せんせいは帰宅きたくしましたけれど、大だい地主じぬしさんの家いえに夕食ゆうしょくに呼よばれて、今晩こんばんはそこで過すごしているということだった。

「では、そこへ行いくとしよう、さぁ」とダンスさんは言いった。

今度こんどはすぐ近ちかくだったので僕ぼくは馬うまにも乗のらず、ドガーさんのあぶみにつかまりながら走はしり、門番もんばんの小屋こやのところまで行いった。すっかり葉はが散ちっていて、月明つきあかりに照てらされている長ながい並木道なみきみちを上のぼっていくと、古ふるくて立派りっぱな庭にわの両側りょうがわに屋敷やしきの白しろい輪郭りんかくが見みえるところまでやってきた。そこでダンスさんも馬うまをおり僕ぼくを一緒いっしょに連つれて、ひとこと断ことわると家いえの中なかに通とおされた。

召使めしつかいが先導せんどうし、僕ぼくらはマットが敷しいてある廊下ろうかを歩あるき、つきあたりの大おおきな書斎しょさいに案内あんないされた。そこには書棚しょだながならんでいて、その上うえには胸像きょうぞうがおいてあり、大だい地主じぬしさんとリバシー先生せんせいはパイプを手てにして暖炉だんろの両りょう脇わきに腰こしかけていた。

僕ぼくは、そのときまで大だい地主じぬしさんをそんな近ちかくで見みたことはなかった。大だい地主じぬしさんは背せの高たかい人ひとで６フィート以上いじょうあり、相応そうおうに肩幅かたはばがひろく、ぶっきらぼうで無骨ぶこつな顔立かおだちをしており、長ながい旅行りょこうを重かさねたためすっかり荒あれた、赤茶あかちゃけてしわだらけの顔かおをしていた。まゆげはまっくろで、よく動うごいていた。そのために機嫌きげんがわるいというのではないけれど、いくぶん短気たんきで怒いかりっぽいようにもみえた。

「お入はいり、ダンス君くん」と大だい地主じぬしさんが堂々どうどうとして、ていねいにこういうと、先生せんせいも「こんばんは、ダンス君くん」と言いってうなずいた。
「こんばんは、ジム君くん。ここにくるなんてどういう風ふうのふきまわしだい？」

監察かんさつ官かんはピンとまっすぐ立たつと、授業じゅぎょうでもするかのように話はなしを始はじめた。２人ふたりの紳士しんしが身みを乗のり出だしお互たがいに見みつめあいながら、驚おどろきと興味きょうみのあまりタバコを吸すうことも忘わすれている姿すがたがどんなふうだったか、みなさんにお見みせしたかったくらいだ。２人ふたりが僕ぼくの母親ははおやがどうやって宿屋やどやに引ひき返かえしたかを聞きいたとき、リバシー先生せんせいは腿ももをパンと打うち、大だい地主じぬしさんは「偉えらいぞ！」と叫さけび、長ながいパイプを暖炉だんろにぶつけて壊こわしてしまった。話はなし終おわるずっと前まえから、トレローニーさんは（おぼえているだろうか、それは大だい地主じぬしさんの名前なまえだ）立たち上あがって、部屋へやを大おおまたで歩あるき回まわっていた。そして先生せんせいはもっとよく聞きこうとでもするかのように髪かみ粉こをつけたかつらをはずして座すわり込こんでいたが、短みじかく刈かり込こんだ黒くろい頭あたまはとても奇妙きみょうに見みえたものだった。

とうとうダンスさんは話はなし終おえた。

「ダンス君くん」大だい地主じぬしさんは言いった。「君きみは見上みあげた男おとこだよ。あの腹黒はらぐろいたちの悪わるい悪党あくとうを馬うまで踏ふみつけたことについて言いえば、ゴキブリを踏ふみつぶすような善行ぜんこうと考かんがえていいと思おもうな。ホーキンズ君くんも大手おおて柄がらだ。ホーキンズ君くん、ベルをならしてくれるかな？　ダンス君くんはビールを飲のまなきゃいかん」

「そしてジム君くん」先生せんせいは言いった。「君きみはやつらが捜さがし求もとめてたものをもってるんだね、そうだろう？」

「ええ、ここにあります」と僕ぼくは言いって、油あぶら布ぬのの包つつみを先生せんせいに渡わたした。

先生せんせいはそれをよく調しらべると、先生せんせいの指ゆびはそれを開あけたくてうずうずしているようだったが、開あける代かわりにコートのポケットに静しずかにしまいこんだ。

「大だい地主じぬしさん」先生せんせいは言いった。「ダンス君くんがビールを飲のみ終おわったら、もちろん陛下へいかのために働はたらくため席せきをはずさなきゃなりません。でもジムはここにおいて、家いえに泊とめてやろうと思おもうんです。お許ゆるしねがえるなら、冷つめたいパイをとりよせてジムに夕食ゆうしょくをとらせてやりたいんですが」

「どうぞ、リバシーさん」大だい地主じぬしさんはそういうと、「ホーキンズ君くんは、冷つめたいパイよりずっとすごいものを手てに入いれたんだしな」と続つづけた。

そして大おおきな鳩ばとみたいなパイが運はこばれてきて、僕ぼくは鷹たかみたいに腹はらを空すかせていたので心こころゆくまで食事しょくじをした。その間あいだダンスさんはいろいろ誉ほめられて、そして退席たいせきした。

「さて、大だい地主じぬしさん」先生せんせいは言いった。「さて、リバシーさん」大だい地主じぬしさんも同時どうじに口くちを開ひらいた。

「一いち人にんずつ、一人ひとりずつ」リバシー先生せんせいは笑わらいながら言いった。

「フリントのことは聞きいたことがあるだろうねぇ」「フリントのことを聞きいたことがあるかだって！」大だい地主じぬしさんが叫さけんだ。「聞きいたことがあるかって言いいましたな！　やつほど残虐ざんぎゃく無比むひな海賊かいぞくはいませんぜ。黒くろひげでさえフリントに比くらべれば子供こどもみたいなもんだ。スペイン人じんのやつらときたらあんまりやつを恐おそれるもんで、正直しょうじきな話はなし、私わたしはフリントがイギリス人じんなのを自慢じまんしたこともあったくらいだ。実際じっさい私わたしはこの目めでフリントのトップセイル（トップマストの帆ほ）をみたことがあるんだ、トリニダードの沖合おきあいでね。私わたしの乗のってた船ふねの、あのラムばかりあおっていた臆病者おくびょうものの船長せんちょうが逃にげ出だしたんだ、そう、ポートオブスペインにね」

「そう、私わたしもイギリスで彼かれのことは耳みみにしましたぞ」先生せんせいは言いった。「ただ肝心かんじんなのは、やつが金かねをもっていたかどうかですな？」

「金かねだって！」大だい地主じぬしさんは叫さけんだ。「話はなしをちゃんと聞きいてなかったな？　あの悪党あくとうどもが探さがし回まわっているのが金かねじゃないなら何なになんだい？　やつらが金きむ以外いがいのなにを欲ほしがるというんだ？　やつらが金きむ以外いがいのいったい何なにのために、自分じぶんの身みを危険きけんにさらすもんかい？」

「すぐにわかりますよ」先生せんせいは答こたえた。「でもそんなにひどく興奮こうふんして大声おおごえをだされるようだと、一言ひとこともいえやしませんよ。私わたしが知しりたいのはこういうことです。私わたしのいまこのポケットにあるものが、フリントが宝物ほうもつを埋うめた場所ばしょへの手てがかりだとしたら、その宝物ほうもつはすごいものでしょうかな？」

「そりゃあ！」大だい地主じぬしさんは叫さけぶと、こう続つづけた。「そうですな、あなたが言いうとおりの手てがかりがあるなら、わたしはブリストルの波止場はとばで船ふねを見みつけてきて、あなたとこのホーキンズ君くんと一緒いっしょにいきますぞ。一いち年ねんがかりでもその宝物ほうもつを手てに入いれますよ。そう、それくらいの価値かちは十分じゅうぶんにあるでしょうよ」

「よろしい」先生せんせいは続つづけた。「では、ジム君くんが賛成さんせいしてくれるなら、この包つつみをあけてみることにしましょう」と包つつみをテーブルの上うえに置おいた。

包つつみは縫ぬいつけられていたので、先生せんせいは自分じぶんの医療いりょう箱ばこを取とりだしてきて、医療いりょう用ようのはさみで縫ぬい目めを切きらなければならなかった。中なかには２ふたつのものが入はいっていて、１冊さつの帳簿ちょうぼと、一いち枚まいの封ふうをした紙かみがあった。

「まず帳簿ちょうぼを調しらべてみよう」先生せんせいはそう言いった。

大だい地主じぬしさんと僕ぼくは、先生せんせいの肩かたごしに帳簿ちょうぼを開ひらくのをみていた。リバシー先生せんせいは親切しんせつに僕ぼくにも食事しょくじをしていたサイドテーブルからこちらへくるように手招てまねきしてくれたので、僕ぼくもそれを調しらべる楽たのしみに加くわわることができたのだ。最初さいしょのページには、ペンを手てにした人ひとが試ためし書がきでもしたような殴なぐり書がきがあるだけだった。その一ひとつはあの入いれ墨ずみと同おなじ「ビリーボーンズのお気きに入いり」というものだったし、「Ｗ・ボーンズ氏し、船乗ふなのり」、「ラムはけっこう」、「パルムキーの沖おきでそれを手てに入いれた」とかそんな殴なぐり書がききが、ほとんどは単語たんごではっきりしない文字もじが書かかれていた。僕ぼくは「それを手てに入いれた」というのは誰だれがなのかとか、手てに入いれた「それ」とは何なになのか、不審ふしんに思おもわずにはいられなかった。背中せなかにナイフでもくらったとかそんなことなんだろう。

「ここにはたいした手てがかりはないな」リバシー先生せんせいはページを送おくりながらそう言いった。

次つぎの10 12ぺージは奇妙きみょうな書かき込こみで埋うめつくされていた。行くだりの端はしに日付ひづけがあり、もう一方いっぽうの端はしに金額きんがくがあるのは普通ふつうの会計かいけいの帳簿ちょうぼと同おなじだったが、２ふたつの間あいだには説明せつめい書がきのかわりにただ十字じゅうじのしるしがそれぞれの行くだりに違ちがった数すう記入きにゅうされているだけだった。例たとえば、1745年ねんの6月がつ12日にちには明あきらかに70ポンドを誰だれかに支払しはらっていたが、その理由りゆうを説明せつめいしているのは６むっつの十字じゅうじだけだった。確たしかに場所ばしょの名前なまえを「カラカッサ沖おき」とか、単たんに緯度いど経度けいどが62度ど17分ふん20秒びょう、19度ど2分ふん40秒びょうといったぐあいに書かいてあるところもあった。記録きろくはおおよそ20年ねんをこえるくらいも続つづいていて、金額きんがくの合計ごうけいは年としを経へるにつれだんだん大おおきくなっていき、ついには総そう合計ごうけいが５、６回かいも間違まちがって合計ごうけいされたあげくにはじき出だされていて、「ボーンズ、その財産ざいさん」となっていた。

「まったく訳わけがわからんな」と先生せんせいが言いうと、

「きわめて明あきらかじゃないか」大だい地主じぬしさんは叫さけんで、「これはあの悪魔あくまのような犬いぬ畜生ちくしょうの会計かいけい簿ぼですよ。この十字じゅうじのしるしはやつらが沈しずめたり、略奪りゃくだつした船ふねや町まちの名前なまえを示しめしているんでしょう。金額きんがくがあの悪わるいやつの取とり分ぶんで、あいまいかもしれないと思おもったところに、あんたも見みたようにはっきりと書かき加くわえているんですな、“カラカッサ沖おき”とか。つまりその沖合おきあいで海賊かいぞくどもが横付よこづけした不幸ふこうな船ふねが何なん艘そうがあって、乗のってた人ひとの骨ほねはかわいそうにずっと昔むかしにさんごにでもなってるかな、冥福めいふくを祈いのるよ」

「その通とおりだ！」先生せんせいは言いった。「やっぱり旅行りょこう家かたるものは違ちがうなぁ。その通とおりだ！　金額きんがくが増ふえているのは、そう、やつが偉えらくなるにつれてなんだ」

後こうはその冊子さっしの最後さいごの数すうページの白紙はくしにいくつかの場所ばしょの方角ほうがくと、フランスとイギリスとスペインの換算かんさん表ひょうが書かいてあるくらいのものだった。

「しっかりした男おとこだ！」先生せんせいは叫さけんだ。「だまされるような男おとこじゃないな」

「さて」大だい地主じぬしは言いった。「もう一ひとつだ」

その紙かみは何なんヶ所かしょも指貫ゆびぬきで封印ふういんがされていた。たぶん僕ぼくが船長せんちょうのポケットで見みつけたあの指貫ゆびぬきだ。先生せんせいはとても注意深ちゅういぶかく封ふうを開あけると、島しまの地図ちずが出でてきて、緯度いど経度けいどと、水深すいしん、丘おかや湾わんそして入いり江えの名前なまえがあり、船ふねが安全あんぜんにその岸きしの停泊ていはく所しょに入港にゅうこうするのに必要ひつような点てんがすべて記入きにゅうされていた。縦たてに９マイル横よこに５マイルほどで、その形かたちは、こう言いえるかもしれない、太ふとった竜りゅうが立たち上あがっているような形かたちだと。２ふたつの陸りくに囲かこまれた良港りょうこうがあり、中央ちゅうおうには「望遠鏡ぼうえんきょう」という名前なまえの丘おかが一ひとつあった。その後ごの日付ひづけでもいくつかの追記ついきがあったが、結局けっきょく、赤あかいインクで３みっつの十字じゅうじが、２ふたつは島しまの北きたの方かたに、１ひとつが南西なんせいの方ほうに記しるされていた。南西なんせいの方ほうのしるしの側がわには、同おなじ赤あかいインクだが、小ちいさなきちんとした字じで、船長せんちょうのよろめいた字じとは似にても似につかない文字もじでこう書かかれていた。「宝物ほうもつの大だい部分ぶぶんはここに」

裏うらにも同おなじ筆跡ひっせきでより詳くわしいことが書かかれていた。

北きた北東ほくとうより１ポイント北きたの、望遠鏡ぼうえんきょうの丘おかの肩かたの部分ぶぶん、高たかい木き
どくろの島しまの東南東とうなんとうより東ひがし10フィート
銀ぎんの延のべ棒ぼうが北きたの隠かくし場所ばしょ。
東ひがしの小高こだかい丘おかの傾斜けいしゃ面めんで、10尋ひろ（ひろ：手てをひろげた大おおきさ）南みなみの黒くろいごつごつした
岩いわに面めんしたところで見みつかるだろう。
武器ぶきはすぐにも見みつかる。北きたの入いり江えの岬みさきの北方ほっぽうの、東ひがしから四よん分ぶんの一いち北きたの砂丘さきゅうにある。
Ｊ・Ｆ

以上いじょうで、短みじかいけれども僕ぼくにはなんのことやらさっぱり分わからなかったが、大だい地主じぬしさんとリバシー先生せんせいときたら大だい喜よろこびだった。

「リバシーさん」大だい地主じぬしさんが言いった。「君きみはその惨みじめな仕事しごとをさっさとやめるんだね。私わたしは明日あしたブリストルに行いく。三さん週間しゅうかんのうちに、三さん週間しゅうかん！　いや二に週間しゅうかん、いや十日とおかだ。われわれはイギリスで最上さいじょうの船ふねで、とっておきの船員せんいんを手てにいれるんだ。ホーキンズ君くんも客室きゃくしつのボーイとして一緒いっしょにくるんだ。ホーキンズ君くん、君きみはすてきなボーイになるよ。リバシーさんは船医せんいだ、私わたしは提督ていとくだな。レッドルースとジョイス、それからハンターも連つれて行いこう。順風じゅんぷう満まん帆ほで、その場所ばしょも簡単かんたんにみつかるさ。そしてそれから後のちは、食たべて、贅沢ぜいたくにくらして、湯水ゆみずのように使つかえるくらいの金かねを手てに入いれるんだ」

「トレローニーさん」先生せんせいは言いった。「ご一緒いっしょしますよ。ジムも行いくことは請合うけあいましょう。この冒険ぼうけんの名誉めいよを担になうでしょう。でもたった一人ひとりだけ心配しんぱいな人ひとがいるんですよ」

「だれだい？」大だい地主じぬしさんはさけんだ。「そいつの名前なまえをいいたまえ、君きみ！」

「あなたですよ」先生せんせいは答こたえた。「あなたは黙だまっていられないお人ひとだから。この紙かみのことを知しっているのは、私わたしたちだけではないんです。今晩こんばんあの宿やどを襲おそったやつら、乱暴らんぼうな手てにおえないやつらですよ。たしかにあの小船こぶねに残のこっていたやつらも、それから言いっておきますが、それほど遠とおくにいないやつらも一人ひとり残のこらず、なにがあろうと、その金かねを手てに入いれようとするでしょう。海うみにでるまでは、誰だれも離はなれちゃいけません。ジムと私わたしは、それまで一緒いっしょにいましょう。あなたはジョイスとハンターと一緒いっしょにブリストルに行いって下ください。最初さいしょから最後さいごまで私わたしたちの誰だれ一人ひとりとして、見みつけたものについて一言ひとことでももらしちゃいけません」

「リバシーさん」大だい地主じぬしさんは答こたえた。「あなたのいうことはいつも正ただしい。わたしは墓場はかばのように静しずかにしてることにするよ」






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	僕はブリストルへ



宝島たからじま 第だい二に部ぶ 第だい一いち章しょう 僕ぼくはブリストルへ




僕ぼくらが航海こうかいへでる準備じゅんびが整ととのうまでには、大だい地主じぬしさんが予想よそうしたよりずっと時間じかんがかかった。僕ぼくたちが最初さいしょにたてた計画けいかくは、リバシー先生せんせいの計画けいかく、僕ぼくをずっとそばに置おいておくというものさえもその通とおり実行じっこうできなかった。先生せんせいは自分じぶんの代かわりになる医者いしゃを探さがしに、ロンドンに行いかなければならなかったのだ。大だい地主じぬしさんはブリストルで大忙おおいそがしだったし、僕ぼくは狩猟しゅりょう番ばんのレッドルース爺じいさんの命令めいれいの下した、屋敷やしきでほとんど囚人しゅうじんのような暮くらしを送おくっていた。でも航海こうかいの夢ゆめ、まだ見みたこともない島々しまじま、冒険ぼうけんのことを想像そうぞうすると胸むねがいっぱいだった。僕ぼくは何なん時じ間あいだもあの地図ちずのことを考かんがえてすごし、地図ちずの細こまかい所ところにいたるまですっかり覚おぼえてしまった。使用人しようにんの部屋へやの暖炉だんろの側がわに座すわって、僕ぼくは空想くうそうの中なかでありとあらゆる方向ほうこうからその島しまに近ちかづいたものだった。僕ぼくはその島しまの表面ひょうめんをくまなく調査ちょうさして、望遠鏡ぼうえんきょう山さんという名前なまえのあの高たかい山やまへは千せん回かいほども登のぼったろうか、その頂上ちょうじょうからの眺ながめはすばらしいもので、さまざまに移うつり変かわってとても楽たのしめた。ときには島しまには野蛮やばん人じんがいっぱいで、僕ぼくらは勇敢ゆうかんに戦たたかった。ときには危険きけんな獣ししたちがたくさんいて、獣ししたちは僕ぼくらを追おいかけてきた。でもどれほど僕ぼくが想像そうぞうしても、実際じっさいの冒険ぼうけんでおこったほど奇妙きみょうで痛いたましいことはこれっぽっちも思おもいつかなかったものだ。

何なん週間しゅうかんもすぎたある日ひ、一いち通つうの手紙てがみがリバシー先生せんせい宛あてに届とどき、その手紙てがみには「リバシー先生せんせいが不在ふざいのときには、トム・レッドルースもしくはホーキンズ少年しょうねんが開封かいふうのこと」と付箋ふせんがついていた。それに従したがって、僕ぼくらは、というより僕ぼくは（というのも狩猟しゅりょう番ばんは、印刷いんさつされたもの以外いがいはあまり上手うまく読よめなかったのだ）次つぎの通とおりの重大じゅうだいな知しらせを受うけ取とった。

17XX年ねん３月がつ１日にち　ブリストルの古こ錨いかり亭ていにて

リバシーさん、私わたしはあなたが屋敷やしきにおられるか、まだロンドンなのか分わからないので、両方りょうほうにこの手紙てがみを送付そうふします。
船ふねは購入こうにゅう済ずみで、準備じゅんび万まん端はしです。いつでも海うみにでられる状態じょうたいで、停泊ていはくしています。これほどのスクーナー船せんだとはあなたも思おもいますまい。子供こどもにでも操縦そうじゅうできるほどで、200トン、名前なまえはヒスパニオーラ。私わたしの古ふるくからの友人ゆうじん、ブランドリーからこの船ふねを手てに入いれました。彼かれは本当ほんとうにおどろくほどいいやつだってことが分わかりました。この感心かんしんな男おとこは、私わたしのために文字もじどおり身みを粉こなにして働はたらいてくれたんです。というか、ブリストルの誰だれもが私わたしのために働はたらいてくれたと言いっていいでしょう。我々われわれの目指めざしている港みなと、つまり宝物ほうもつのことですな、のことをかぎつけるやいなやね。

「レッドルースさん、」と僕ぼくは手紙てがみを中断ちゅうだんして言いった。「リバシー先生せんせいはこういうことは喜よろこばないと思おもうな。結局けっきょく、大だい地主じぬしさんときたらしゃべっちゃうんだもの」

「でも、他たにいい人じんがいるか？」狩猟しゅりょう番ばんはうなるようにまくしたてた。「大だい地主じぬしさんがリバシー先生せんせいに言いわれたからって話はなしもできないんじゃ、いいとこなしじゃねぇか、と俺おれは思おもう」

こう言いわれて、僕ぼくは口くちをはさむのを一切いっさいやめて、ただ手紙てがみを読よみすすめることにした。

ブランドリーが自分じぶんでヒスパニオーラ号ごうをみつけて、卓越たくえつした手腕しゅわんでとても安やすく手てに入いれてくれました。ブリストルでは、ブランドリーのことをひどく中傷ちゅうしょうするやからもいます。やつらは、あの正直しょうじきな男おとこをつかまえて、金かねのためにしか働はたらかないやつだとか、ヒスパニオーラ号ごうはもともとやつの持もち物もので、それを私わたしにまったくの高値たかねで売うりつけたんだ、とさえいったもんですよ。まったく見みえすいた嘘うそですがね。ただ、だれもこの船ふねがすばらしいことには、けちはつけられんでしょう。なにひとつ滞とどこおっていることはありません。確たしかに、船ふねの整備せいび工こうやなんやらの労働ろうどう者しゃたちが、いらいらさせるほど仕事しごとが遅おそいんですが、時ときが解決かいけつしてくれました。私わたしの悩なやみは船員せんいんです。私わたしは、原住民げんじゅうみんや海賊かいぞく、あの憎にくむべきフランス人じんに備そなえてちょうど２０人にんはほしいと思おもっていましたが、６人にんほど見みつけるのにさえ、四苦八苦しくはっくするありさまでした。ただまったくの幸運こううんにめぐまれ、私わたしのまさに求もとめている男おとこにめぐりあったのです。私わたしは波止場はとばに立たっていたのですが、その時とき、ほんの偶然ぐうぜんから、その男おとこと口くちをきくようになりました。私わたしはその男おとこが老ろう水夫すいふで、酒場さかばをやっており、ブリストルの水夫すいふという水夫すいふがみな知しりあいであるということを知しりました。彼かれは陸りくで健康けんこうを害がいしたので、料理りょうり番ばんの職しょくでまた海うみへ出でたいと思おもっているということで、その朝あさは波止場はとばまで潮しおの香かおりをかぎに、足あしを引ひきずってきたということでした。私わたしはまったく心しんを打うたれてしまいました。もしあなたでもそうしたでしょうが、まったくかわいそうに思おもって、その場ばで船ふねの料理りょうり番ばんとして雇やとい入いれました。ロング・ジョン・シルバーという名前なまえで、片足かたあしをなくしているのです。ただ私わたしはそれをむしろ推薦すいせん状じょうだと見みなしています。というのも、あの不朽ふきゅうの名声めいせいをほこるホークの下したでお国くにのために働はたらいて、片足かたあしをなくしたのですから。でも年金ねんきんをもらってないんですぞ、リバシーさん。いやはや、われわれはまったくなんてひどい時代じだいに生いきてることでしょう！
さて、きみ、私わたしは料理りょうり番ばんを一人ひとり確保かくほしたぞと思おもっていたのですが、なんと乗組のりくみ員いん全員ぜんいんをみつけだしていたのです。シルバーと私わたしで、数日すうじつでこのうえなく頑強がんきょうで老練ろうれんな水夫すいふの一団いちだんを確保かくほしました。見みた目めは好このましいとはいいがたいですが、やつらの面構つらがまえといったら不屈ふくつの精神せいしんそのものといったぐあいです。フリゲふりげート艦とかんとでさえ戦たたかえますよ。ロング・ジョンは、私わたしが雇やとい入いれた６、７人にんのなかから２人ふたりを解雇かいこさえしてくれたんです。彼かれは、すぐさまその２人ふたりが大事だいじな冒険ぼうけんでは避さけなければならない新米しんまいののろまだってことを私わたしに教おしえてくれました。
私わたしは心しんも体からだもすばらしく充実じゅうじつしていて、牡おす牛うしのように食くい、丸太まるたのように寝ねていますが、わが水夫すいふたちがキャプスタンのまわりを回まわっている足音あしおとを聞きくまでは、少すこしも楽たのしむ気持きもちにはなれやしません。さぁ、海うみへ。宝物ほうもつなんてどうでもいい！　海うみの輝かがやきこそが私わたしをのぼせ上あがらせてるんです。さあ、リバシーさん、急いそいで来きて下ください。もし私わたしのことを尊敬そんけいしているなら、１時間じかんたりとも無駄むだにしないでください。ホーキンズ少年しょうねんは、レッドルースを護衛ごえいにして、すぐに母親ははおやのところにやってください。それから大急おおいそぎで２人ふたりをブリストルへよこしてください。

ジョン・トレローニー

追伸ついしん
書がきもらしたが、ブランドリーは我々われわれが８月がつの終おわりまでに戻もどらない場合ばあい、われわれを追おって船ふねをだすつもりだということでした。おまけに船長せんちょうとしてすばらしい人ひとを見みつけてきてくれました。型かた苦くるしい人ひとなのが残念ざんねんですが、その他たのあらゆる点てんで掘ほり出だし物ものです。ロング・ジョン・シルバーは、航海こうかい士しとしてまさに適任てきにんの男おとこ、アローという名前なまえの男おとこを見みつけ出だしてくれました。号笛ごうてきをふく水夫すいふ長ちょうもいます、リバシーさん。ヒスパニオーラ号ごうでは、物事ものごとは全すべて軍隊ぐんたい式しきにやりましょう。シルバーが資産しさん家かであることも書かき忘わすれていました。私わたしが知しる限かぎりでは、彼かれは借かり越こしたことがない銀行ぎんこう口座こうざをもっています。宿屋やどやは奥おくさんにまかせるみたいです。そして奥おくさんは黒人こくじんなので、あなたや私わたしのような独身どくしん者しゃが勘かんぐるのを許ゆるしてもらえれば、彼かれが海うみへもどるのは健康けんこうのためばかりではないということだろうかね。

Ｊ・Ｔ

追つい追伸ついしん
ホーキンス君くんを一いち晩ばん母親ははおやの所ところに泊とまらせてやりたまえ。

Ｊ・Ｔ

この手紙てがみが僕ぼくをどれほど興奮こうふんさせたか想像そうぞうできるだろうか。僕ぼくはうれしさのあまり我がを忘わすれるありさまだった。そして僕ぼくが人ひとを軽蔑けいべつしたことがあるとすれば、このときぶつぶつ不平ふへいをいって不運ふうんを嘆なげいているばかりのトム・レッドルース爺じいさんに他たならない。狩猟しゅりょう番ばんの下働したばたらきのだれでも喜よろこんで、彼かれと立場たちばを交換こうかんしたことだろう。でもそれでは大だい地主じぬしさんが喜よろこばず、大だい地主じぬしさんが喜よろこぶことこそが、そのまま彼かれら全員ぜんいんの間あいだの法律ほうりつのようなものなのだった。レッドルース爺じいさん以外いがいは、あえてぶつぶつ言いったりするものさえいなかったことだろう。

翌朝よくあさ、レッドルース爺じいさんと僕ぼくは徒歩とほでベンボウ提督ていとく亭ていに出発しゅっぱつした。そして僕ぼくは母親ははおやが健康けんこうで元気げんきであることをこの目めで確認かくにんした。長ながいあいだ悩なやみの種たねだった船長せんちょうも、悪人あくにんでもトラブルを起おこさないようなところへ行いってしまったし、大だい地主じぬしさんが宿やどの全すべてを修繕しゅうぜんしてくれていて、ラウンジや看板かんばんも塗ぬりなおされていた。いくつか家具かぐが加くわわっていて、おまけに母親ははおやのために美うつくしいひじかけ椅子いすが一いち脚きゃく、酒場さかばに備そなえ付つけられていた。大だい地主じぬしさんは、僕ぼくが不在ふざいの間あいだ母親ははおやに手助てだすけが必要ひつようないように、男おとこの子こを一人ひとり見習みならいとして見みつけておいてさえくれたのだった。

その男おとこの子こをみたとき、僕ぼくは初はじめて自分じぶんの置おかれた立場たちばに思おもい当あたった。そのときまで、僕ぼくは自分じぶんの前まえに広ひろがる冒険ぼうけんのことばかりを考かんがえていて、後のちに残のこして行いくわが家やのことなんてこれっぽっちも考かんがえちゃいなかった。そして今いま、この気きのきかないよそ者ものがここ、母親ははおやのそばの、元もとに僕ぼくがいた場所ばしょにいることになるのをみて、僕ぼくははじめて涙なみだがこみあげてきた。僕ぼくはこの男おとこの子こにきびしくあたったかもしれない。というのもその男おとこの子こは仕事しごとになれていなかったし、僕ぼくは何なん百ひゃく回かいとなくその子この行動こうどうを正ただしては叱しかりつけたからだ。そして僕ぼくはそういうことにすばやく目めをつけるほうだった。

一いち晩ばんがあけ、次つぎの日ひの夕食ゆうしょく後ご、レッドルース爺じいさんと僕ぼくは再ふたたび徒歩とほで帰路きろについた。母親ははおやにさようならをいい、生うまれてこのかたずっと過すごしてきた入いり江えや、なつかしきベンボウ提督ていとく亭ていに別わかれを告つげた。まあ、ベンボウ提督ていとく亭ていは塗ぬりなおされていたから、そうなつかしいと言いうほどでもなかったが。最後さいごに一ひとつ考かんがえたのは、船長せんちょうのことだった。船長せんちょうは、つばが上うえに曲まがった帽子ぼうしをかぶり、頬ほおには刀かたな傷きずがあり、あの古ふるい真鍮しんちゅうの望遠鏡ぼうえんきょうをかかえ、よく砂浜すなはまを闊歩かっぽしていたものだった。そして僕ぼくらは角かくをまがり、わが家やは視界しかいから消きえた。

日ひが暮くれる頃ころには、僕ぼくたちはヒースの荒野あらのにあるジョージ国王こくおう亭ていで郵便ゆうびん馬車ばしゃに乗のり込こんだ。僕ぼくはレッドルース爺じいさんとかっぷくのいい老ろう紳士しんしの間あいだに押おし込こめられた。馬車ばしゃはかなり早はやく走はしっていて、夜気やきは冷ひややかだったにもかかわらず、乗のり込こんだ当初とうしょからすぐにうとうとしはじめたようだ。そして山やまを越こえ谷たにをわたり、宿駅しゅくえきから宿駅しゅくえきに行いくあいだぐっすり眠ねむりこけていた。というのもわき腹ばらをひじでつつかれて、ようやく目めがさめたくらいだった。目めを開あけると、街まちの通とおりの大おおきなビルの前まえにいて、すでに夜よるはすっかり明あけていた。

「どこにいるの？」と僕ぼくが聞きくと、「ブリストルだ、」とトムは答こたえて「降おりるんだ」と続つづけた。

トレローニーさんはスクーナー船せんでの仕事しごとの監督かんとくをするために、波止場はとばから少すこし離はなれた宿やどに居きょをかまえていた。そこまで僕ぼくらは歩あるいて行いかなければならなかったが、とてもうれしかったことに、波止場はとばにはさまざまな大おおきさのいろいろな装備そうびをつけた各国かっこくの船ふねがたくさん停泊ていはくしていた。その一ひとつでは、水夫すいふ達たちが働はたらきながら歌うたい、他たの船ふねでは、僕ぼくの頭上ずじょうはるか高たかくにたくさんの男おとこたちがいて、くもの糸いとほどにも見みえる細ほそいなわにぶらさがっていた。僕ぼくは生うまれてこの方ほうずっと海辺うみべで育そだってきたけれど、これまで本当ほんとうに海うみの近ちかくにはいなかった気きさえするほどだった。タールと潮しおの香かおりさえなにかが違ちがっていた。僕ぼくは、はるか海うみを越こえてやってきたさまざまなすばらしい船首せんしゅ像ぞうを目めにした。その上うえ多おおくの老ろう水兵すいへいが耳みみにわっかをして、ほおひげをカールして巻まき毛げにしたり、タールまみれの弁髪べんぱつをして、肩かたで風かぜをきり不恰好ぶかっこうな水兵すいへい歩あるきをしていた。もし僕ぼくがこんなにたくさんの王様おうさまや大僧正だいそうじょうをみたとしても、これほど大だい喜よろこびはしなかっただろう。

そして僕ぼくは出航しゅっこうするのだ。スクーナーに乗のり込こんで海うみへ、号笛ごうてきをならす水夫すいふ長ちょうや歌うたを歌うたう弁髪べんぱつの水夫すいふたちと一緒いっしょに、海うみへ出でるんだ。見知みしらぬ島しまに上陸じょうりくして、埋うめられている宝物ほうもつをさがすんだ！

僕ぼくがまだこうした楽たのしい夢ゆめにひたっているあいだに、僕ぼくたちは突然とつぜん大おおきな宿やどの前まえにでてきて、大だい地主じぬしのトレローニーさんと出でくわした。上うえから下したまで高級こうきゅう船員せんいんのような服装ふくそうをして、丈夫じょうぶな青あおい服ふくをきて顔かおに笑えみを浮うかべ、水夫すいふの歩あるき方かたを立派りっぱに真似まねしながらドアから出でてくるところだった。

「やってきたな、」大だい地主じぬしさんは叫さけんだ。「先生せんせいも昨晩さくばんロンドンからやってきたよ。ブラボー！　勢せいぞろいだ！」

「えぇ、」僕ぼくも叫さけんだ。「で、いつ出航しゅっこうですか？」

「出航しゅっこう！」大だい地主じぬしさんは言いった。「明日あした出航しゅっこうだよ！」






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	望遠鏡屋の看板



宝島たからじま 第だい二に部ぶ 第だい二に章しょう 望遠鏡ぼうえんきょう屋やの看板かんばん




僕ぼくが朝食ちょうしょくをすませると、大だい地主じぬしさんは僕ぼくに望遠鏡ぼうえんきょう屋やにいるジョン・シルバーにあてたメモを手渡てわたした。そして望遠鏡ぼうえんきょう屋やは波止場はとばぞいに歩あるいて、大おおきな真鍮しんちゅう製せいの望遠鏡ぼうえんきょうの看板かんばんがある小ちいさな居酒屋いざかやによく注意ちゅういしていけばわけなく見みつかると言いってくれた。僕ぼくは出でかけて、もっと船ふねや船員せんいんがみられることに大だい喜よろこびで、大勢おおぜいの人ひとや荷馬にうま車しゃや荷物にもつが行いきかう中なかを歩あるいて行いった。波止場はとばは今いまが一番いちばん忙いそがしい時ときで大だい賑にぎわいだったが、僕ぼくはその居酒屋いざかやにすぐにたどり着ついた。

それは狭せまいながらも、なかなか明あかるい感かんじの居酒屋いざかやだった。看板かんばんは真新まあたらしいもので、窓まどには清潔せいけつそうな赤あかいカーテンがかかっており、床ゆかにはきれいに砂すながまかれていた。店みせの両側りょうがわに道みちがありどちらもドアが開あけ放はなしてあったので、タバコの煙けむりでもうもうとしていたにもかかわらず、広ひろくて天井てんじょうが高たかいその店みせの中なかはなかなか見みとおしがきいた。

お客きゃくはたいがい船乗ふなのりで声高こわだかに話はなしていて、僕ぼくは入はいるのが怖こわくて入いり口くちでためらっていたぐらいだった。

僕ぼくがぐずぐずしている間あいだ、一人ひとりの男おとこが横よこの部屋へやからでてきた。一目いちもくみて、僕ぼくは彼かれがロング・ジョンに違ちがいないとわかった。その左足ひだりあしはほぼ根元ねもとからなくなっていて、左ひだり脇わきに松葉杖まつばづえをかかえ、おどろくほど器用きようにそれをつかいこなし、小鳥ことりのように軽かろやかにぴょんぴょんと歩あるき回まわっていた。とても背せが高たかくがっしりした男おとこで、そのハムみたいに大おおきな顔かおは、醜みにくく青白あおじろかったが、知性ちせいがうかがえ微笑びしょうを浮うかべていた。かなり機嫌きげんがいいみたいで、テーブルの周まわりを歩あるき回まわりながら口笛くちぶえをふき、お客きゃくをもっと楽たのしませるように陽気ようきな言葉ことばをかけたり、肩かたをぽんとたたいたりしていた。

さて正直しょうじきいって、僕ぼくは最初さいしょに大だい地主じぬしのトレローニーさんの手紙てがみでロング・ジョンのことを読よんだときから、彼かれこそが僕ぼくがベンボウ亭ていであれほど長ながく見張みはっていたあの一本いっぽん足あしの男おとこではないだろうかと心しんの中なかで恐おそれを抱だいていたものだ。しかし一目いちもくみただけで、十分じゅうぶんだった。僕ぼくは船長せんちょうのことも見みてきたし、黒くろ犬けんもそしてめくらの男おとこピューのことも見みた。僕ぼくは、海賊かいぞくというものはどういうものか分わかっていると思おもっていたのだ。僕ぼくにしてみれば、海賊かいぞくはこのこぎれいな快活かいかつな店みせの主人しゅじんとはぜんぜん違ちがうようなやつらなのだ。

僕ぼくはすぐに勇気ゆうきをふりしぼって、敷居しきいをまたぎ、まっすぐその男おとこのところへ歩あるいて行いった。彼かれはそこで松葉杖まつばづえにもたれて、一人ひとりのお客きゃくと話はなしこんでいた。

「シルバーさんですか？」ぼくはメモをさしだしながら尋たずねた。

「あぁ、ぼうや」とシルバーはいうと、「いかにもわしの名なだ、ところでぼうやは誰だれかな？」大だい地主じぬしさんのメモを見みると、僕ぼくには彼かれがすこしびくっとしたように思おもえた。

「あぁ！」シルバーはとても大おおきな声こえで、手てをさしだしながらこう続つづけた。「そうかい、君きみが新あたらしいボーイというわけだ。君くんにあえてうれしいよ」

そしてシルバーは、僕ぼくの手てを大おおきくてしっかりした手てでにぎりしめた。

ちょうどそのとき、遠とおくの方ほうにいた客きゃくの一人ひとりがとつぜん立たちあがり、ドアの方ほうへと向むかった。ドアはすぐそばで、すぐに道みちへと出でて行いってしまった。でも急いそいでいるようすが僕ぼくの注意ちゅういをひき、すぐにその男おとこがだれだかわかった。その蝋ろうのような顔色かおいろの２本ほん指ゆびが欠かけていた男おとここそ、最初さいしょにベンボウ提督ていとく亭ていにやってきた男おとこだった。

「あっ、」僕ぼくはさけんだ。「やつをつかまえて！　黒くろ犬いぬだよ！」

「誰だれだろうとかまいやしないが、」シルバーもさけんだ。「やつは勘定かんじょうをはらっちゃいない。ハリー、行おこなってつかまえてこい」

ドアのすぐ近ちかくにいた男おとこの一人ひとりが立たちあがり、後ごを追おいかけていった。

「やつがホーク提督ていとくだろうと、勘定かんじょうははらわせてやるぞ」シルバーはどなりつけ、それから僕ぼくの手てを放はなすと「やつが誰だれだっていったかな？」と尋たずねた。「黒くろ、なんだって？」

「犬いぬ、です」僕ぼくは答こたえた。「トレローニーさんが、あなたにその海賊かいぞくたちについては話はなしませんでしたか？　やつはその一味いちみなんです」

「なんだって？」シルバーは大おおきな声こえをだした。「わしの店みせにねぇ！　ベン、行おこなってハリーを手伝てつだって来こい。やつらの一味いちみだって、やつが？　モーガン、おまえはやつと飲のんじゃいなかったか？　ちょっとここへこい」

モーガンと呼よばれた男おとこが、年としをとった白髪はくはつまじりの、赤褐色せきかっしょくの顔色かおいろをした水夫すいふだったが、かみタバコをかみながら、ずいぶんおどおどして前まえへでてきた。

[image: ]
「さぁ、モーガン」ロング・ジョンはとても厳きびしく問とい詰つめた。「おまえはあの黒くろ、黒くろ犬けんとかいうやつを前まえにみたことはねぇよな、そうだな？」

「へぇ、その通とおりです」モーガンはそういって、お辞儀じぎをした。

「やつの名前なまえも知しらなかった、そうだな？」

「へぇ」

「神かみに誓ちかって、トム・モーガン、お前まえにとってよかったぞ！」店主てんしゅは声こえを大おおきくした。「もしおまえがあんなやつらとつきあってるようだと、一いち歩ほたりともこの酒場さかばに足あしを踏ふみ入いれられねぇところだったぞ、まちがいなくな。おい、いったいやつはお前まえに何なにをいってたんだ？」

「よくはわからねぇんで」モーガンはそう答こたえた。

「おまえの首くびの上うえにのってるは頭あたまか？　それともしょうがない三みっつ目め滑車かっしゃじゃねぇんだろうな」ロング・ジョンはさけんだ。「よくはわからねぇんで、だと！　たぶん自分じぶんが誰だれと話はなしてたかもわかってないんだろう、たぶんな？　こい、おい、やつとなにをくっちゃべってたんだ、航海こうかいのことか、船長せんちょうのことか、船ふねのことか？　はけよ、何なにを話はなしてたんだ？」

「船底ふなそこくぐりのことを話はなしてたんでさぁ」モーガンは答こたえた。

「船底ふなそこくぐりだって、おまえが？　お似合にあいなこって、まちがえねぇな。のろま、さっさともどるんだよ、トム」

そしてモーガンがもどると、シルバーは僕ぼくに秘密ひみつのひそひそ話ばなしをして、それは僕ぼくにはおべっかをつかっているように思おもえた。「やつはとても正直しょうじきな男おとこなんだ、トム・モーガンはな、まぬけなだけなんだ。それに、」シルバーは話はなしをつづけ、声こえを大おおきくした。「黒くろ犬けん、だって？　いいや、きいたことねぇな、わしはな。ただ、たぶん、見みたことがあるかな。そうだな、やつを見みかけたような気きがする。そうだ、やつはめくらのこじきと一緒いっしょにこの店みせにきてたぞ、やつはきてた」

「やつにちがいないよ、たぶんそうだよ」僕ぼくは言いった。「僕ぼくはそのめくらの男おとこも知しってるよ。めくらの男おとこはピューっていうんだ」

「そんな名前なまえだった！」シルバーは、とても興奮こうふんしてさけんだ。「ピュー！　たしかにそれがやつの名前なまえだった。あぁ、いかにも詐欺さぎ師しみてぇなやろうだったよ。もしあの黒くろ犬けんが捕つかまえられれば、トレローニー船長せんちょうにはいい知しらせってもんだが！　ベンは走はしらせたらすごいんだぞ、ベンほど早はやく走はしれる船乗ふなのりはいない。神かみにかけて、どんどんやつに追おいついてるぞ！　船底ふなそこくぐりの話はなしをしてたといってたな？　わしがやつに船底ふなそこくぐりをさせてやろう！」

シルバーがこんな話ばなしをしているあいだずっと、松葉杖まつばづえで店みせのなかをどしんどしんと歩あるき回まわり、テーブルを手てで叩はたきながら、中央ちゅうおう刑事けいじ裁判所さいばんしょの裁判官さいばんかんや刑事けいじもだませそうなほど興奮こうふんしたようすをみせていた。僕ぼくはここ望遠鏡ぼうえんきょう屋やで黒くろ犬けんをみかけて以来いらい、すっかり疑うたがいを再燃さいねんさせていたので、この男おとこを注意深ちゅういぶかく見張みはっていた。でも僕ぼくには、この男おとこはあまりに腹黒はらぐろくて用意ようい周到しゅうとうでずるがしこすぎるやつだったので、２人ふたりの男おとこが息いきを切きらしてもどってきて、人ひとごみにそいつを見失みうしなったと報告ほうこくして、どろぼうみたいに叱しかりつけられている頃ころには、僕ぼくはロング・ジョン・シルバーの無実むじつをすっかり保証ほしょうしてもいいくらいの気持きもちになっていた。

「さぁ、さて、ホーキンズや」シルバーは言いった。「わしみたいなもんでも、まったくつらいことがあるもんだよ、なぁ？　トレローニー船長せんちょうがこれを聞きいたらどう思おもうことか？　ここにあのいまいましいやろうが、あろうことか、わしの店みせに座すわってわしのラムを飲のんでやがったんだからなぁ。おまえがここにやってきて、わしにはっきり教おしえてくれたんだ。それでわしは、いまいましいことに、あきめくらみたいにやつをすっかり逃にがしたんだ！　さてホーキンズ、船長せんちょうといっしょにわしをちゃんと裁さばいてくれ。おまえは小ちいさいが、確たしかにまったくかしこいからな。わしにはわかったんだ、お前まえが最初さいしょに入はいってきたときからな。それでこういうわけだ。こんな棒切ぼうぎれにすがってるわしはどうすりゃよかったんだ？　わしが熟練じゅくれんの船長せんちょうだったころなら、ずんずんやつに追おいついて、すぐさまつきだしてるところなんだが。やるんだがなぁ、でもこの、」

そのとき、とつぜん、シルバーはしゃべるのをやめて、まるでなにかを思おもい出だしたかのように口くちをあんぐりあけた。

「勘定かんじょうだ！」シルバーは大声おおごえをだした。「ラムを３杯はいだ！　まったく、松葉杖まつばづえがふるえるぜ、わしが勘定かんじょうを忘わすれてるなんてな！」

そして椅子いすに腰こしをおろすと、ほおを伝つたうまでに涙なみだをこぼして笑わらい出だした。僕ぼくもくわわらずにはいられなかった。そして２人ふたりでげらげら笑わらい出だして、酒場さかば中ちゅうがふるえるほどだった。

「さて、わしも老おいぼれ水夫すいふになりさがったもんだなぁ！」涙なみだがほおを伝つたっていたが、シルバーはとうとう口くちを開ひらいた。「ホーキンズ、わしとおまえは仲良なかよくしなきゃいかん。海神わたつみにかけてもいいが、わしもボーイなみの扱あつかいだろうからな。まあでも行いこう、行いく準備じゅんびをしなよ。やな事ことだけどな、やらなきゃいかんことはやらなきゃいかん。ホーキンズ、わしは古ふるい縁えん反はん帽ぼうをかぶって、おまえと一緒いっしょにトレローニー船長せんちょうのところまで行いこうや。そしてこの事件じけんを報告ほうこくしないとな。いいかい、これはおおごとさ、ホーキンズ。おまえもわしも、わしがずうずうしく信用しんようなんて言いったって、このことと関係かんけいなしじゃいられんからな。おまえもだぞ、まさかって、利口りこうとはいえなかったからな、わしもおまえもさ。さあ急いそいでボタンをはめて！　わしの勘定かんじょうは傑作けっさくだったな」

そしてふたたび笑わらい始はじめた。本当ほんとうに腹はらの底そこから笑わらうので、シルバーみたいに何なにがおかしいのかわかったわけではなかったけれども、僕ぼくもいっしょに笑わらわずにはいられなかった。

波止場はとばを少すこし歩あるくには、シルバーは本当ほんとうに楽たのしい道連みちづれだった。僕ぼくに通とおりすぎるいろいろな船ふねの違ちがい、装備そうびやトン数とんすうや国籍こくせきといったことを教おしえてくれたり、前方ぜんぽうでやってる仕事しごとについて、どうやって荷物にもつをおろしてるだの、あるいは積つみこんでるだの、そしてまた出航しゅっこうしようとしてるかどうかを説明せつめいしてくれた。時折ときおり、船ふねや船員せんいんのちょっとした話はなしをしてくれたり、海うみの言葉ことばを僕ぼくが完璧かんぺきに覚おぼえこむまで繰くり返かえして教おしえてくれたりした。僕ぼくは、この男おとこをすっかり海うみの男おとこの中なかの海うみの男おとこだと思おもったものだ。

僕ぼくたちが宿屋やどやにつくと、大だい地主じぬしさんとリバシー先生せんせいがいっしょに座すわって、乾杯かんぱいしながらビールをすでに１クォート飲のみほしていた。飲のみ終おえてからスクーナー船せんを調しらべにいくところだったのだ。

ロング・ジョンは最初さいしょから最後さいごまで、すごい勢いきおいでまったく事実じじつの通とおり話ばなしをした。「こういうぐあいで、な、ホーキンズ？」シルバーはときどきそう言いって、そのたびに僕ぼくはまったくその通とおりだと認みとめた。

２人ふたりの紳士しんしは黒くろ犬けんを取とり逃にがしたのは残念ざんねんがったが、結局けっきょくみんなどうすることもできないということで意見いけんが一致いっちした。そしてたっぷりほめられて、ロング・ジョンは松葉杖まつばづえをもちあげて出でて行いった。

「今日きょうの午後ごご４時じまでに全員ぜんいん乗船じょうせんだ、」大だい地主じぬしさんがシルバーの背中せなかに向むかってさけんだ。

「アイ、アイ、サー」シルバーは廊下ろうかで返事へんじをさけんだ。

「さて、大だい地主じぬしさん」リバシー先生せんせいは言いった。「私わたしは、だいたいあなたが見みつけてきたものはあんまり信用しんようできませんが、これだけは言いえますな。ジョン・シルバーは気きに入いりましたぞ」

「やつは申もうし分ぶんないですな」大だい地主じぬしさんも太鼓判たいこばんをおした。

「それから、」先生せんせいが付つけくわえた。「ジムもわれわれといっしょに船ふねを調しらべに行いってもかまわないでしょうな？」

「もちろん、いっしょに来くればいい、」大だい地主じぬしさんは言いった。「帽子ぼうしをかぶって、ホーキンズ、船ふねを見みに行いくぞ」






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	火薬と武器



宝島たからじま 第だい二に部ぶ 第だい三さん章しょう 火薬かやくと武器ぶき
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ヒスパニオーラ号ごうは沖おきに停泊ていはくしており、僕ぼくたちは船首せんしゅ像ぞうの下したをくぐり抜ぬけたり、多おおくの船ふねの船尾せんびをまわったりしてそこまでたどりついた。船ふねの錨いかり綱つなが僕ぼくらの小船こぶねの船底ふなそこできしんだり、頭上ずじょうをかすめたりもした。でもとうとうヒスパニオーラ号ごうに横よこづけし乗船じょうせんすると、航海こうかい士しのアローさんが出迎でむかえ、あいさつをしてくれた。アローさんはよく日じつに焼やけた老ろう水夫すいふで、両りょう耳みみにイヤリングをつけ、やぶにらみだった。アローさんと大だい地主じぬしさんはとても親したしげだったが、僕ぼくがみるところでは大だい地主じぬしさんと船長せんちょうはそれほど上手うまくいってないようだった。

船長せんちょうは精悍せいかんな男おとこで、船ふねの何なにもかもに腹はらを立たてているようで、僕ぼくらはすぐにその理由りゆうを聞きくことになった。僕ぼくらがキャビンに入はいるとすぐに、一人ひとりの船員せんいんが僕ぼくらに続つづいてキャビンに入はいってきたのだった。

「スモレット船長せんちょうが、あなたがたとお話はなししたいということで」とその船員せんいんが口くちを開ひらくと、

「いつでも船長せんちょうの命令めいれいに従したがいましょう。中なかに入はいってもらいたまえ」と大だい地主じぬしさんが答こたえた。

船長せんちょうはその船員せんいんのすぐ後うしろに控ひかえていて、すぐさまキャビンに入はいってくるとドアをしめた。

「さて、スモレット船長せんちょう、話はなしたいこととはなんでしょう？　万事ばんじ順調じゅんちょうでしょうな、きちんと航海こうかいできるようになってますかな」

「さて、」船長せんちょうは言いった。「率直そっちょくに申もうし上あげた方ほうがいいんでしょうな、私わたしはそう信しんじてます。たとえ耳みみざわりになろうともね。私わたしはこの航海こうかいが気きに入いりません。船員せんいんも、航海こうかい士しも気きに入いらんのです。ひどく簡単かんたんにいえば、そういうことですな」

「たぶん、船ふねも気きに入いらんのでしょう？」大だい地主じぬしさんが、僕ぼくがみるぶんにはひどく腹はらをたてて、そう口くちをはさんだ。

「船ふねについては、まだ試ためしてないのでなんとも言いえませんな」船長せんちょうは答こたえた。「いい船せんに思おもえますがね、それ以上いじょうは言いえません」

「たぶん、雇やとい主ぬしも気きに入いらんのでしょう？」大だい地主じぬしさんは続つづけた。

ただそこでリバシー先生せんせいが割わって入はいって、「そこまで、」と言いった。

「そこまで。そんな質問しつもんは気分きぶんを悪わるくするだけですよ。船長せんちょうは言いいすぎたか、言いい足たりないかのどちらかです。船長せんちょうには、自分じぶんの言葉ことばを説明せつめいしてもらわなければなりませんな。あなたがいうには、あなたはこの航海こうかいが気きに入いらない。さあ、どうしてなんでしょう？」

「私わたしはいわゆる封緘ふうかん命令めいれいで、この船ふねをあの紳士しんしが私わたしに命めいじたところまで航海こうかいさせます」船長せんちょうは説明せつめいした。「そこまではいいでしょう。でも平ひら水夫すいふのだれもが、私わたしよりずっといろいろ知しってるじゃありませんか。これじゃあ公平こうへいとは言いえません、そうでしょう？」

「えぇ」リバシー先生せんせいは言いった。「そうですな」

「次つぎに、」船長せんちょうは続つづけた。「私わたしが知しっているのは、我々われわれが宝たからさがしに行いくということです。私わたしはそれを自分じぶんの部下ぶかから聞きいたんですからな、いいですか。さて、宝たからさがしはなかなか注意ちゅういが必要ひつような仕事しごとですよ。私わたしはどんな理由りゆうであれ、宝たからさがしの航海こうかいなんて気きに入いりませんな。とくに宝たからさがしは秘密ひみつでなければならないのに、（トレローニーさん、失礼しつれいですけど言いわせてもらいますよ）その秘密ひみつを鸚鵡おうむにまでしゃべってるようじゃ、私わたしは気きに入いりませんな」

「シルバーの鸚鵡おうむにかい？」大だい地主じぬしさんは尋たずねた。

「まあ話はなしのあやですがね、」船長せんちょうは続つづけた。「私わたしがいいたいのは、秘密ひみつが漏もれてるってことですよ。私わたしが思おもうには、あなたがたは自分じぶんが何なにをしようとしてるかお分わかりでないようですが、私わたしの考かんがえを言いわせてもらいます。生いきるか死しぬかのきわどい航海こうかいなんですよ」

「それははっきりしてるよ、私わたしも言いっておこう、その通とおりです」リバシー先生せんせいは答こたえた。「われわれは危険きけんを承知しょうちしている。でもわれわれもあなたが思おもうほどは無知むちじゃありませんよ。次つぎに、船員せんいんが気きに入いらないといいましたな。いい船員せんいんたちじゃないんですか？」

「気きに入いりませんな」スモレット船長せんちょうは答こたえた。「あなたが選えらぶくらいなら、私わたしが自分じぶんで自分じぶんの部下ぶかを選えらぶべきだったなと思おもってますよ」

「たぶんそうするべきだったんでしょう、」先生せんせいは言いった。「たぶん私わたしの友人ゆうじんは、一緒いっしょにあなたを連つれて行いくべきだったんでしょう。でももしあなたを軽かるんじるようなことがあったとしても、わざとじゃありませんよ。アローさんも気きに入いらないんですか？」

「えぇ、気きに入いりませんな。いい船員せんいんだとは思おもいます。でも、いい航海こうかい士しというには船員せんいんと親したしくしすぎですな。航海こうかい士しというものは孤高ここうであるべきです。平ひら水夫すいふと一緒いっしょに飲のんだりするべきじゃないですな」

「彼かれが酒さけを飲のんでるってことかい？」大だい地主じぬしさんは声こえを荒あらげた。

「いいえ、」船長せんちょうは答こたえた。「ただちょっとなれなれしいだけですが」

「さて、結局けっきょくのところ、船長せんちょう」先生せんせいは尋たずねた。「われわれに望のぞむことを言いってください」

「えぇ、あなたがたは本当ほんとうに航海こうかいするおつもりなんですか？」

「もちろん」大だい地主じぬしさんが答こたえた。

「よろしい」船長せんちょうは言いった。「それなら私わたしが証明しょうめいもできないようなことを長々ながながと話はなしてきて、これまで我慢強がまんづよく聞きいていただけたことだし、もう少すこし聞きいてください。やつらは、火薬かやくと武器ぶきを前まえの倉庫そうこに入いれてましたね。さて、キャビンの下したにおあつらえの場所ばしょがあるじゃないですか、どうしてここにしまわないんですか？　これが第だい１点てん。それからあなたがたの連つれが４人にんいますね。何人なんにんかは前まえで寝ねることになってるそうですな。どうしてキャビンの側がわで寝ねせないのですか？　これが２点てん目め」

「まだあるのかい？」トレローニーさんが尋たずねた。

「あと１ひとつですよ」船長せんちょうは答こたえた。「すでに秘密ひみつがもれすぎています」

「ええ、十分じゅうぶんすぎるほどね」先生せんせいも同意どういした。

「私わたしが聞きいたことをお伝つたえしましょう」スモレット船長せんちょうは続つづけた。「あなたがたは島しまの地図ちずを持もっていて、地図ちずには宝たからの場所ばしょを示しめす十字じゅうじが書かかれている。その島しまの場所ばしょは、」そして船長せんちょうはその島しまの緯度いど経度けいどを正確せいかくに口くちにした。

「わたしはそこまで言いってない、」大だい地主じぬしさんはさけんだ。「だれにもな！」

「私わたしの部下ぶかも知しってますからな」船長せんちょうは答こたえた。

「リバシーさん、君きみかホーキンズ君くんに違ちがいないよ」大だい地主じぬしさんは声こえをあらげた。

「誰だれでもかまいませんよ」先生せんせいは答こたえた。先生せんせいも船長せんちょうもトレローニーさんの抗議こうぎは大たいして気きにもとめてないようだった。たしかに僕ぼくも気きにしてなかった。大だい地主じぬしさんときたら、だまっていられない人ひとだったから。でもこの件けんについては大だい地主じぬしさんは正ただしくて、誰だれもその島しまの場所ばしょまで言いった人ひとはいなかったと僕ぼくは信しんじてる。

「さて、みなさん」船長せんちょうは続つづけた。「私わたしは誰だれが地図ちずをもってるか知しりません。でも言いっておきますよ。誰だれが地図ちずをもっているか私わたしやアローさんにも内緒ないしょにしておいていただきたい。さもなくば、私わたしを首くびにしていただきたい」

「わかりました」先生せんせいは言いった。「あなたは、われわれにこう望のぞんでいる。まず内密ないみつにしておくこと、船ふねのうしろの防備ぼうびをかためること、本当ほんとうの部下ぶかだけを側がわにおき、船ふねの全すべての武器ぶきと火薬かやくを確保かくほしてほしいということ。いいかえれば、あなたは反乱はんらんを恐おそれてらっしゃるんですな」

「うーむ」スモレット船長せんちょうは言いった。「気分きぶんを害がいしたとしたら申もうし訳わけない。でもあなたが正ただしいなんて、私わたしの口くちからはいえません。えぇ、そういいきるだけの十分じゅうぶんな根拠こんきょがあって、それでも出航しゅっこうしようなんて船長せんちょうはいませんからな。アロー君くんについては、私わたしはまったくの正直しょうじき者しゃだと信しんじています。船員せんいんの内うち、何人なんにんかもそうでしょう。いや意外いがいと全員ぜんいんがそうなのかもしれません。ただ私わたしには、船ふねの安全あんぜんとこの船ふねに乗のり込こんでいる全員ぜんいんの生命せいめいに対たいして、責任せきにんってものがありますから。私わたしは、なにやら不穏ふおんな感かんじがするんですよ。ということで、きちんと用心ようじんをしていただくか、私わたしを首くびにしていただくかのどちらかですな。言いいたいことはこれだけです」

「スモレット船長せんちょう、」先生せんせいは微笑ほほえみながら口くちを開ひらいた。「大山おおやま鳴動めいどうして鼠ねずみ一いち匹ひきという話はなしをきいたことはありますかな？　失礼しつれいですが言いわせてもらえば、あなたを見みているとその話はなしを思おもい出だします。あなたがここに入はいってきた時ときに、私わたしは自分じぶんのかつらをかけてもいいが、もっとなにか言いうおつもりだったんでしょう」

「先生せんせい、」船長せんちょうは言いった。「あなたはするどいお方かただ。確たしかに入はいってきた時ときは、職しょくを辞じそうと思おもっていました。トレローニーさんに一言ひとことだって聞きいていただけるとは思おもってもみませんでしたから」

「もう聞ききたくないよ」大だい地主じぬしさんは叫さけんだ。「もしリバシーさんがここにいなかったら、たたき出だしてるところだ。まあとにかく、君きみのいうことは聞きいたよ。言いうとおりにしよう。でも君きみのことをよくは思おもわんがな」

「好すきにしてください」船長せんちょうは言いった。「ただ私わたしが義務ぎむを果はたすことだけはおわかりになるでしょう」

そういって船長せんちょうは部屋へやを出でていった。

「トレローニーさん」先生せんせいは言いった。「思おもってもみなかったが、あなたはこの船ふねに２人ふたりの正直しょうじき者しゃを手配てはいできたと私わたしは思おもいますよ。そう、あの男おとことジョン・シルバーです」

「シルバーはそう言いってもいいかもしれんが」大だい地主じぬしさんは大おおきな声こえをだした。「ただ、あのペテン師ぺてんしには我慢がまんできんぞ、やつのやり方かたは男おとこらしくない、そう海うみの男おとこらしくない、まったくイギリス紳士しんしらしくない」

「まあ、」先生せんせいは言いった。「そのうちわかるでしょう」

僕ぼくたちが甲板かんぱんにでてみると、船員せんいんたちがすでに武器ぶきと火薬かやくを運はこび出だそうとしているところだった。ヨーホーと掛かけ声ごえをかけながら仕事しごとをしており、船長せんちょうとアローさんが監督かんとくをしていた。

積つみ替かえは僕ぼくも気きに入いった。スクーナー船せんはすっかりオーバーホールがすみ、６むっつの寝台しんだいが中央ちゅうおうの船倉ふなぐらの後うしろの部分ぶぶん、船尾せんびに作つくられていた。このキャビンは、調理ちょうり室しつと水夫すいふ部屋へやに左舷さげんのマストがでている廊下ろうかでつながっているだけだった。そのキャビンはもともと、船長せんちょう、アローさん、ハンターさん、ジョイスさん、先生せんせいそして大だい地主じぬしさんで６むっつの寝台しんだいを使つかうことになっていた。それをレッドルースと僕ぼくがそのうちの２ふたつを使つかい、アローさんと船長せんちょうは甲板かんぱん昇降しょうこう口こうで寝ねることになった。甲板かんぱん昇降しょうこう口こうは両側りょうがわが広ひろくて、後こう甲板かんぱんの船室せんしつといってもいいくらいだった。確たしかに天井てんじょうは低ひくかったが、２ふたつハンモックをつるすぐらいの余地よちは十分じゅうぶんにあり、アローさんでさえそうなるのを喜よろこんでいたようだった。たぶん船員せんいんを疑うたがっていたのかもしれない。でもそれは単たんに推測すいそくにすぎなかった。というのもそのうち分わかるが、僕ぼくらはそれほど長ながいことは彼かれの意見いけんを聞きく機会きかいがなかったのだ。

僕ぼくらはみな、火薬かやくと寝台しんだいを移うつすのに一生懸命いっしょうけんめい働はたらいた。そのとき最後さいごの１人にん、２人ふたりとロング・ジョンが一緒いっしょに通つう船せんでやってきた。

その料理りょうり番ばんは猿さるみたいに器用きように側面そくめんを登のぼってきて、何なにが行おこなわれてるかを見みるやいなや、「おや、おや、相棒あいぼう！　これは一体いったい何なにごとだい？」と声こえをかけた。

「火薬かやくをつみかえてるのさ、ジャック」と誰だれかが答こたえた。

「何なにだって、いったい」ロング・ジョンは叫さけんだ。「そんなことをしてたら、明朝みょうちょうの潮しおを逃のがしちまうぜ！」

「私わたしの命令めいれいだ！」船長せんちょうはぶっきらぼうに言いった。「さあ、下したへいってもらおうか、君くん。夕食ゆうしょくの支度したくでもしてもらおう」

「アイ、アイ、サー」料理りょうり番ばんは答こたえると、前髪まえがみをさわりながらすぐさま調理ちょうり室しつに姿すがたを消けした。

「いい男おとこだろう、船長せんちょう」先生せんせいが声こえをかけると、

「たぶんそうなんでしょう、先生せんせい」とスモレット船長せんちょうは答こたえた。「それには気きをつけろ、おまえら、気きをつけるんだ」船長せんちょうは火薬かやくを運はこんでいる連中れんちゅうに声こえをかけつづけていた。それから、僕ぼくらが船ふねの中央ちゅうおうに運はこんできた真鍮しんちゅうの長距離ちょうきょり９インチ砲ほうの砲台ほうだいを、僕ぼくが興味深きょうみぶかくみているのに突然とつぜん目めをとめると、「おい、おまえ、ボーイだ」船長せんちょうは叫さけんだ。「そこから離はなれろ！　料理りょうり番ばんのところへ行いって、なにか仕事しごとでもするんだ」

そして僕ぼくは急いそいでその場ばを離はなれる時ときに、先生せんせいに対たいして大おおきな声こえでこう言いってるのを耳みみにした。「この船ふねでは、なにもかも気きに入いりそうにないな」

まったく僕ぼくも大だい地主じぬしさんが思おもってることに大だい賛成さんせいで、船長せんちょうのことは大嫌だいきらいだった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	航海



宝島たからじま 第だい二に部ぶ 第だい四よん章しょう 航海こうかい




その夜中よなか、僕ぼくらはみな自分じぶんのものをしまいこむのにおおわらわだった。そして大だい地主じぬしさんの友人ゆうじん、ブランドリーさんたちが小船こぶねにあふれんばかりでやってきて、“いい航海こうかいを”とか“無事ぶじにもどって”などと大だい地主じぬしさんに声こえをかけていた。僕ぼくらは、その夜よるベンボウ提督ていとく亭ていでは考かんがえられないほど大忙おおいそがしで、夜明よあけのちょっと前まえに水夫すいふ長ちょうが呼よび笛ふえをならして、船員せんいんがキャプスタンのそれぞれの位置いちにつきはじめたころには、へとへとに疲つかれきっていた。でもその二に倍ばい疲つかれきっていたとしても、甲板かんぱんを離はなれることはなかっただろう。僕ぼくには、全すべてがものめずらしく興味深きょうみぶかかった。はぎれのいい命令めいれい、呼よび笛ふえの鋭するどい響ひびき、船ふねのゆれる明あかりの中なかを自分じぶんの持もち場ばに走はしる船員せんいんたち。

「さて、バーベキュー、掛かけ声ごえをひとつたのむぜ」と叫さけび声ごえが一ひとつあがった。

「昔むかしのあれを」他たの声こえが続つづいた。

「よしきた、相棒あいぼうども」ロング・ジョンは返事へんじをすると、松葉杖まつばづえを脇わきに立たちあがり、すぐさま僕ぼくがよく知しってるあの調しらべの、あの歌詞かしをがなりはじめた。

「死しんだやつの衣装いしょう箱ばこに１５人にん」

それから全ぜん船員せんいんがコーラスをつけた。

「ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを１本ほん！」

３回かい目めに「ホッ！」という掛かけ声ごえで、自分じぶんの前まえのキャプスタンの棒ぼうを力ちからいっぱい押おすのだった。

それほど興奮こうふんしている時ときでさえ、その歌うたは僕ぼくにベンボウ提督ていとく亭ていでのことをすぐさま思おもい出ださせた。そして僕ぼくは、あのビルもいっしょにコーラスを歌うたってるのが聞きこえるような気きさえした。でもすぐに錨いかりが上あがり、へさきのところに水滴すいてきを落おとしながらぶら下さげられ、そして帆ほが風ふうをうけ、陸りくや船ふねが両側りょうがわを通とおりすぎていった。僕ぼくが１時じ間あいだばかり眠ねむろうと横よこになるかならないかのうちに、ヒスパニオーラ号ごうは宝島たからじまに向むけて航海こうかいを始はじめたのだった。

その航海こうかいについては、逐一ちくいち説明せつめいしようとは思おもわない。航海こうかいは順調じゅんちょうだったし、船ふねも本当ほんとうにいい船せんだということがわかった。船員せんいんは熟練じゅくれんした水夫すいふで、船長せんちょうは任務にんむをすっかり心得こころえていた。ただ僕ぼくらが宝島たからじままで行いく前まえに、２ふたつ、３みっつ知しっててもらわなければならないことがおこったけれど。

まずアローさんが、船長せんちょうが心配しんぱいしたよりずっと使つかい物ものにならないことがわかった。船員せんいんには統制とうせいがきかず、みんな彼かれに対たいして好すき勝手かってをする始末しまつだった。その程度ていどならまだしも、海うみにでて一いち日にち、二日ふつかすると、どんよりした目めで、顔かおを赤あかくして、ろれつがまわっていない口調くちょうで甲板かんぱんにでてきたのだ。どうみても酔よっ払ぱらってるようだった。たびたび、彼かれは面汚つらよごしだから下したに行いくように命令めいれいされた。ときどき転ころんでけがをしたり、甲板かんぱん昇降しょうこう口こうの片側かたがわの狭せまい場所ばしょで一いち日にち中なかごろごろしていたりもした。一いち日にちか二に日にちは全まったくのしらふで、まずまずの仕事しごとぶりだったりもしたのだが。ところで、僕ぼくらは彼かれがどこで酒さけを飲のんでいるのか分わからなかった。それは船ふねの謎なぞであり、僕ぼくらは彼かれのことを見張みはったけれど、ぜんぜんその謎なぞはとけなかった。面めんとむかって尋たずねても、酔よっ払ぱらっている時ときは笑わらうだけだったし、しらふの時ときは水みず以外いがいを口くちにしたことは絶対ぜったいないときっぱり否定ひていしていた。

アローさんは航海こうかい士しとして役やくにたたないだけではなくて、船員せんいんたちに悪影響あくえいきょうを及およぼしていた。ただ、この調子ちょうしだとすぐにでも自分じぶんで自分じぶんの身みを滅ほろぼしてしまうのは間違まちがいないように思おもえた。そして波なみが船首せんしゅから打うち寄よせているある闇夜やみよに、ぷっつり姿すがたを消けして見みかけることがなくなっても、誰だれも大たいして驚おどろきもしなければ残念ざんねんにも思おもわなかった。

「海うみに落おちたんだな！」船長せんちょうは言いった。「さて、諸君しょくん、まあやつに足あしかせをはめる手間てまがはぶけたってもんですな」

でも航海こうかい士しがいなくなったので、もちろん船員せんいんの一人ひとりを昇格しょうかくさせる必要ひつようがあった。水夫すいふ長ちょうのジョブ・アンダーソンが船ふねでは一番いちばんの適任てきにんで、水夫すいふ長ちょうと兼任けんにんで航海こうかい士しの役割やくわりも果はたすことになった。トレローニーさんは船乗ふなのりを職業しょくぎょうにしたこともあったので、その知識ちしきはとても役やくにたち、天候てんこうが荒あれてないときはしばしば見張みはり役やくを自みずからかって出でたりもした。かじとりのイスラエル・ハンズは注意深ちゅういぶかくて、狡猾こうかつな、経験けいけんをつんだ老ろう水夫すいふで、いざというときにも何なにもかもをまかせることができる男おとこだった。

ハンズはロング・ジョン・シルバーととても仲なかがよく、ハンズの名前なまえをだしたら僕ぼくらの船ふねの料理りょうり番ばんのバーベキュー、ハンズはシルバーのことをそう呼よんでいた、のことを話はなさないわけにはいかないだろう。

[image: ]
シルバーは、船ふねの中なかでは松葉杖まつばづえを首くびからひもでぶら下さげていた。そうすると、両手りょうてが自由じゆうにつかえたのだ。シルバーが船ふねの壁かべに松葉杖まつばづえをついて、それで体からだをささえ船せんのゆれに合あわせながら、まるで陸りくの上うえにいるみたいに料理りょうりをさばく姿すがたはちょっとしたみものだった。もっとすごいのは、海うみがひどく荒あれたときに甲板かんぱんの一番いちばん広ひろいところを横切よこぎって行いく姿すがただった。シルバーはその一番いちばん広ひろいところに、一本いっぽんか二に本ほんの綱つなを渡わたして、横切よこぎる手助てだすけにした。その綱つなをロング・ジョンのイヤリングとみなは呼よんでいた。そしてある場所ばしょから別べつの場所ばしょへ松葉杖まつばづえを使つかったり、松葉杖まつばづえを首くびからかけたひもで引ひきずって、まるで普通ふつうの人ひとが歩あるくのと同おなじくらい早はやく移動いどうするのだった。ただ以前いぜんにシルバーと航海こうかいしたことがある仲間なかまのなかには、彼かれのそんな姿すがたをみるのは忍しのびないというものもいた。

「すごいやつなんだ、バーベキューは」かじとりのハンズは僕ぼくに言いったものだ。「若しけぇときにはいい学校がっこうに行いって、その気きになれば本ほんに書かいてあるみたいにしゃべれるんだぞ。あと勇気ゆうきがあらぁ、ライオンでさえロング・ジョンにはかなわんぞ！　おれは、ジョンが４人にんの男おとこと取とっ組くみ合あって、やつらの頭あたまをいっぺんにぶつけたのを見みたことがあるんだ、しかも素手すででだぞ」

船員せんいんたちは全員ぜんいんシルバーのことを尊敬そんけいしていて、ひざまずくほどだった。シルバーは一人ひとり一いち人にんに話はなしかけ、誰だれにでもなんらかの特別とくべつな計けいらいをしてやることを心得こころえていた。僕ぼくにも疲つかれた顔かお一ひとつみせず親切しんせつで、いつも調理ちょうり室しつで僕ぼくを歓迎かんげいしてくれた。調理ちょうり室しつは常つねにピカピカで、皿さらも磨みがき上あげられて置おいてあり、片隅かたすみにはカゴに入はいった鸚鵡おうむがいた。「さぁおいで、ホーキンズ」シルバーは言いったものだった。「こっちへきて俺おれの話はなし相手あいてになっておくれ。だれよりもお前まえがくるのがうれしいよ、ぼうや。そこに座すわって、この変かわった話はなしを聞きいてくれよ。このフリント船長せんちょうが、俺おれは自分じぶんの鸚鵡おうむをフリント船長せんちょうって名前なまえにしたんだ、あの有名ゆうめいな海賊かいぞくの名前なまえをとってな。このフリント船長せんちょうが、われわれの航海こうかいの成功せいこうを予言よげんしてくれたんだよ。そうだな、船長せんちょう？」

そうすると、鸚鵡おうむはものすごい早口はやくちでこう言いったものだった。「八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！」息いきがきれやしないかと思おもうまで、あるいは、ジョンがハンカチをカゴにかけるまでそう言いいつづけるのだった。

「そう、この鳥とりは、」ジョンは続つづけた。「たぶん200歳さいくらいにはなってるかな、ホーキンズ。鸚鵡おうむってのは大概たいがいいつまでも生いきてるんだよ。それでこいつよりもっと悪わるいものを見みてきたといえば、悪魔あくまくらいのもんじゃねぇかな。こいつは、あのイングランドとも航海こうかいしたことがあるんだ、あの偉大いだいなる海賊かいぞくの船長せんちょうのイングランドとだぞ。マダガスカル、マラバー、スリナム、プロビデンス、ポートベローにも行おこなった事ことがあるし、難破なんぱした装甲そうこう艦かんの引ひき上あげの時ときもその場ばにいたんだぞ。そこで“八はち分ふん銀貨ぎんか”って覚おぼえたんだな、間違まちがいねぇ。八分はちぶ銀貨ぎんかが３５万まん枚まいもあったんだからな、ホーキンズ！　ゴアからインドの提督ていとくが乗船じょうせんするときもその場ばにいあわせたんだな。でも外見がいけんはあかんぼうみたいなもんだろう。だけどお前まえは火薬かやくのにおいをかいだことがあるんだ、どうだい、船長せんちょう？」

「進路しんろ変更へんこう用意ようい」鸚鵡おうむはさけんだ。

「あぁ、こいつは立派りっぱなやつだよ、こいつはな」料理りょうり番ばんはそう言いって、ポケットから砂糖さとうを取とり出だして鸚鵡おうむにやったものだった。すると鸚鵡おうむは止とまり木きをついばんで、つづけざまにひどい悪態あくたいを口くちにした。「ほら」ジョンはつけくわえた。「朱しゅに交まじわれば赤あかくなるっていうことだなぁ、ぼうや。このかわいい年寄としよりの、心しんがきれいなこいつがひどいことを口くちにするんだから、わからんもんだなぁ、これは覚おぼえておいてくれよ。こいつは、司祭しさいの前まえでもおんなじようにしゃべるに違ちがいないんだよ」そう言いうと、ジョンはいつもの手てを前髪まえがみにやる真面目まじめくさったしぐさをみせ、その様子ようすは僕ぼくにはすっかり男おとこの中なかの男おとこと思おもえたものだった。

一方いっぽう、大だい地主じぬしさんとスモレット船長せんちょうときたら、お互たがいに距離きょりをとるような間柄あいだがらだった。大だい地主じぬしさんは物事ものごとを歯はに衣ころもをきせずはっきりといい、つまり船長せんちょうを見下みくだしていたわけだ。船長せんちょうはといえば、話はなしかけられたとき以外いがいは決けっして口くちを開ひらこうとはしなかった。口くちを開ひらくときも、そっけなく手短てみじかに、一言ひとことたりとも無駄口むだぐちをきかないありさまだった。たしかに問とい詰つめられると、こうは認みとめた。船員せんいんについては思おもい違ちがいをしていたようで、船員せんいんの中なかには自分じぶんが望もちむとおりきびきびしたものもいるし、全員ぜんいん総そうじてよくやってくれていると。そして船ふねについては大だいのお気きに入いりであると。「この船ふねが風ふうをとらえるようにするのはまったく、自分じぶんの家内かないに言いうことを聞きかせるよりずっと簡単かんたんですな、でも」とつけくわえるのを忘わすれなかった。「私わたしがいいたいのは、どうせ戻もどれやしないんですから、気きに入いりませんなということですが」

大だい地主じぬしさんはこれを聞きくとそっぽをむき、甲板かんぱんを憤懣ふんまんやるかたなしといった様子ようすで歩あるきまわっていたものだった。

「やつがもう少すこしでも余計よけいなことをいったら、」大だい地主じぬしさんは口くちにだしていた。「わしも爆発ばくはつするぞ」

悪天候あくてんこうもあったが、ヒスパニオーラ号ごうがすばらしい船ふねだってことがわかっただけだったし、船ふねのだれひとりとして不満ふまんをもつものはいなかったと思おもう。ただ彼かれらが不満ふまんだとすれば、どうして欲ほしかったというのだろうか。というのも僕ぼくが思おもうにノアの箱はこ舟ぶね以来いらい、これほど甘あまやかされた船乗ふなのりもいなかっただろうから。ささいなことでもラムのダブルがふるまわれ、折々おりおりのなんでもないときに、たとえば大だい地主じぬしさんが今日きょうがだれだれの誕生たんじょう日びだと聞ききつけると、プディングがふるまわれたのだから。そして林檎りんごのたるが一ひとつ甲板かんぱんに置おいてあって、ほしいものは勝手かってに取とってよいことになっていた。

「こんな扱あつかいからいい結果けっかがもたらされるなんて、聞きいたためしがないですな」船長せんちょうはリバシーさんに言いった。「甘あまやかすのは、水夫すいふを悪魔あくまにしちまうんです。これは私わたしの信条しんじょうですけどね」

でもこれからわかるように、この林檎りんごのたるからいい結果けっかがもたらされたのだった。甲板かんぱんに林檎りんごのたるがなかったら、僕ぼくらはなんの警告けいこくを受うけることもなく反逆はんぎゃく者しゃたちの手てにかかって、みんな海うみのもくずになってしまったかもしれないのだ。

それはこんな具合ぐあいだった。

僕ぼくらは捜さがし求もとめている島しま、それ以上いじょう詳くわしく書かくことは許ゆるされてないのだが、その風上かざかみにでるために旅たびを続つづけていた。ただ今いまは昼夜ちゅうやおこたりなく見張みはりをしながら、そのペースを落おとしていた。多おおめに見積みつもってもどうやら外海そとめを航海こうかいする最後さいごの日ひで、その夜よるのうちか、もしくは翌日よくじつの昼前ひるまえには、僕ぼくたちは宝島たからじまをその目めにするはずだった。僕ぼくらは南南西なんなんせいに進路しんろをとっており、横風おうふうがあり海うみは静しずかなものだった。ヒスパニオーラ号ごうは規則正きそくただしく揺ゆれており、船首せんしゅ斜はす檣が海うみに突つっ込こんでは、ときどきしぶきを上あげていた。上うえの帆ほも下したの帆ほも風ふうを受うけていて、船ふねではだれもが意気揚揚いきようようとしており、それは僕ぼくらの冒険ぼうけんの最初さいしょの部分ぶぶんが終おわりに近ちかづいていたからだ。

さて日ひが沈しずんだ直後ちょくご、僕ぼくは仕事しごとをすませて寝床ねどこへと行いくところだったが、ふと林檎りんごが食たべたくなった。僕ぼくは甲板かんぱんに駆かけ上あがると、見張みはりのものはみな前方ぜんぽうにいて島しまを探さがしていた。かじをとってるものは帆ほの前ぜんふちを見みやりながら、一人ひとりで口笛くちぶえを吹ふいていた。口笛くちぶえ以外いがいに聞きこえるのは、船首せんしゅや船ふねの側面そくめんにあたる波なみを切きる音おとだけだった。

僕ぼくは体からだごと林檎りんごのたるに入はいり込こみ、林檎りんごがほとんど残のこってないことをみてとった。でもその暗闇くらやみに座すわっていたら、波なみの音おとや船ふねの揺ゆれぐあいのせいだろうか、眠ねむりこんだか、ちょうど眠ねむりこむところだった。そのとき一いち人にんのがっしりした男おとこが、ほとんどたるにぶつかるほど近ちかくに腰こしをおろした。その男おとこがもたれかかったのでたるがゆれ、その男おとこが話はなし出だしたときは、僕ぼくはたるから飛とび出だしそうになった。それはシルバーの声こえだった。その話はなしを少すこしも聞きかないうちに、僕ぼくはどんなことがあっても姿すがたをあらわすどころではなく、極度きょくどの恐怖きょうふと好奇心こうきしんでふるえながら耳みみをそばだて、そこにうずくまった。なぜなら少すこし耳みみにしただけでも、船ふねの正直しょうじきな人ひとの命いのちは全すべて僕ぼく一人ひとりの肩かたにかかっていることがわかったからだ。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	僕が林檎のたるで聞いたこと



宝島たからじま 第だい二に部ぶ 第だい五ご章しょう 僕ぼくが林檎りんごのたるで聞きいたこと




「いや、わしじゃねぇ、」シルバーは言いった。「フリントが船長せんちょうで、わしは操舵そうだ係がかりだったんだ。松葉杖まつばづえをわきに置おいてな。わしが足あしをなくしたのと同おなじ一いち斉射せいしゃ撃げきで、年寄としよりのピューもめくらになったんだ。わしの足あしを切きってくれたのは、腕うでのいい外科げか医いで大学だいがく出でだったな。ラテン語らてんごもたっぷり知しってたし、とにかくそんなのだったよ。だけどコーソー要塞ようさいで犬いぬみたいに首くびをくくられて、他たのやつらと一緒いっしょに甲羅こうら干ほしだ。ロバートの手下てしただった、確かくか。でも船ふねの名前なまえを変かえたせいだぞ、ロイヤル・フォーチュンとかなんとかだ。だからいったん名前なまえをつけたら、そのままにしておくんだとわしは言いっとくぞ。カッサンドラだってそうさ、イングランドがインド諸国しょこくの太守たいしゅを捕とらえてから、わしらみんなをマラバーから無事ぶじに本国ほんごくまで送おくりとどけてくれたな。ウオレスだって同おなじだぞ。フリントの古ふるい船ふねで、わしは血ちの海うみで暴あばれまわって、金貨きんかで沈しずみそうになったあの船ふねを見みたことがある」

「ほぉー！」と他たの声こえがした。船ふねに乗のってる一番いちばん若わかい水夫すいふの声こえで、まったく感心かんしんしきっている様子ようすだった。「一群いちぐんの花はなだったんだ、フリントは！」

「ディビスもそんなやつだって、みんな言いってたな」シルバーは続つづけた。「わしは一緒いっしょに航海こうかいしたことはないがな。最初さいしょはイングランドと、それからフリントと、これがわしの経歴けいれきだ。それで今いまじゃあ、いわば一人ひとり立だちといったところだな。わしはイングランドで900、フリントと別わかれるときまでには2000は貯ためたかな。平ひら水夫すいふとしちゃあ上出来じょうできだぞ、全部ぜんぶ銀行ぎんこうに預あづけてある。稼かせげばいいってもんじゃねぇ、肝心かんじんなのは貯ためることだ、よーく覚おぼえておきな。イングランドの手下てしたたちは今いまどうしてる？　しらねぇな。フリントの手下てしたはどうした？　どうしたって、たいがいはこの船ふねに乗のってるがな。プディングをもらって喜よろこんじゃいるが、その前まえまでは何人なんにんかはこじきをしてたんだから。年寄としよりのピューは、もうその時ときはめくらだったが、恥はずかしく思おもうどころか、一いち年ねんで1200ポンド使づかいやがった、まるで上院じょういん議員ぎいんみたいにな。やつはいまどこにいる？　そう、やつはもう死しんで、墓場はかばの陰かげじゃねぇか。でもその前まえの二に年間ねんかんときたら、ぞっとするぜ、飢うえていやがったんだ！　乞食こじきはするは、盗ぬすみはするは、人殺ひとごろしはするは、それでも飢うえてたんだからなぁ、まったく！」

「じゃあ、結局けっきょくのところ、金かねも大たいして役やくに立たちゃあしませんね」その若わかい水夫すいふが言葉ことばをもらすと、

「まぬけにはな。よく聞きいとけよ、金かねだって何なにだって役やくに立たちゃしないのさ」とシルバーは声こえを荒あらげた。「でも、いいか、おまえは若わかい、まだな、でも確たしかにまったくかしこい。おまえが最初さいしょにわしの目めに止とまった時ときから、ちゃんと分わかってたんだ。だから一いち人前にんまえの男おとこと同おなじように話はなしをするんだぞ」

このいやな老おいぼれの悪党あくとうが、前まえに僕ぼくに使つかったのと全まったく同おなじおべっかを、別べつのやつにも使つかってるのを聞きいた僕ぼくの気持きもちをわかってもらえるだろうか。できることなら、たるを突つき破やぶってでもこいつを殺ころしてやりたいくらいのものだった。ただその間あいだも、盗ぬすみ聞ぎきされてるなんて思おもいもせず、シルバーは話はなしを続つづけた。

「成金なりきんってものはこういうもんだ。やつらは浮浪ふろう生活せいかつを送おくり、いつ首しゅを縄なわでつられてもおかしくねぇ。でも闘鶏とうけいみたいに飲のみ食くいはするし、一いち航海こうかい終おえれば、ポケットははした金がねのかわりに大金たいきんが詰つまってるといった具合ぐあいだ。その金かねの大だい部分ぶぶんはラムとかやりたい放題ほうだいで消きえちまう、それでまたシャツ一いち枚まいで航海こうかいにでるといったところだ。でもわしの航海こうかいはそうじゃねぇ。わしは金かねを全部ぜんぶ貯ためるんだ、それもあちこちに少すこしづつ、どこかにたくさんってわけにはいかない、疑うたがわれるからな。わしは５０だ、それを覚おぼえておいてくれよ。この航海こうかいから戻もどったら、わしは本当ほんとうの紳士しんしってものになるぞ。まだ時間じかんはたっぷりあるって、お前まえは言いうんだろう。でもわしはこれまで十分じゅうぶんに気きままに暮くらしてきたからな。海うみにいる時ときを別べつにすりゃあ、やりたいことでやれなかったことはないし、ふかふかのベッドでねて、ごちそうを食くらってきたからな。でも何なにから始はじめたかって？　平ひら水夫すいふからさ、お前まえみたいにな！」

「ふーむ」相手あいての男おとこが口くちをはさんだ。「でも他たの金かねは全部ぜんぶなくなったんだろう？　この航海こうかいが終おわってからブリストルに面めんをだすわけにもいかないだろうし」

「じゃあ、おまえは金かねはどこにあると思おもってるんだ？」シルバーは、あざ笑わらうように尋たずねた。

「ブリストルだろ、銀行ぎんこうとかいろいろな場所ばしょにな」相手あいては答こたえた。

「そうだな」料理りょうり番ばんは答こたえた。「錨いかりをあげた時ときまではな。でも今いまはわしの女房にょうぼうが全部ぜんぶ握にぎってる。望遠鏡ぼうえんきょう屋やも売うっぱらった。借地しゃくち権けんものれんも道具どうぐも何なにもかもをな。それで古こ女房にょうぼうがわしと落おち合あうために、そこを離はなれてるんだ。どこで落おち合あうかを言いってもいいな、まあおまえを信用しんようしてるしな。でも他たのやつらが妬ねたむだろうからなぁ」

「女房にょうぼうは信用しんようできるのか？」相手あいてが尋たずねた。

「成金なりきんってものは、」料理りょうり番ばんは答こたえた。「たいがい他人たにんを信用しんようしないな、それはそれで正ただしいんだがな。よく聞きいとけよ。わしのやり方かたはこうだ、わしのな。わしのことを知しってる船乗ふなのりなら、錨いかり綱つなの上うえですべったりするなんてことは、このジョンがいる限かぎりありえねぇってことだよ、わかるだろ。ピューを怖こわがっているやつもいれば、フリントを怖こわがっているやつもいた。でもフリント自身じしんはわしを恐おそれていたんだ。恐おそれていながら、自慢じまんの種たねだったんだがな。フリントの船乗ふなのりたちは、海うみの上うえでは一番いちばん乱暴らんぼうなやつらだったんだ。悪魔あくまだって、やつらと一緒いっしょに海うみに行いくのはごめんだったろうよ。さて、言いっておこう、わしはこれ見みよがしに自慢じまんする男おとこじゃねぇ。でもどれほど簡単かんたんにやつらを手てなずけたかを見みてきただろう。でもわしが操舵そうだ係がかりだったときは、フリントの海賊かいぞくたちは決けっして“子羊こひつじ”なんてもんじゃなかったがな。まあこのジョンの船ふねに乗のってれば、おいおい自分じぶんで分わかるだろうよ」

「うん、今こん返事へんじをするよ」若者わかものは答こたえた。「あんたと話はなすまでは、ぜんぜんこの仕事しごとが気きに入いらなかったが、ジョン、手てを握にぎらせてくれ」

「それでこそ勇敢ゆうかんな若者わかものだ、おまけに賢かしこいときてる」シルバーはたるが揺ゆれるほど喜よろこび勇いさんで握手あくしゅをしながら、そう答こたえた。「わしが見みたことがないくらい、成金なりきんとしちゃあ、立派りっぱな船首せんしゅ像ぞうみたいでかっこええしな」

この時ときまでには、僕ぼくはやつらの使つかってる言葉ことばの意味いみもわかりかけていた。「成金なりきん」っていうのは、じつは単たんに普通ふつうの海賊かいぞくのことで、僕ぼくが盗ぬすみ聞ぎきした一幕ひとまくは、正直しょうじきな船員せんいんの一人ひとりが堕落だらくする最後さいごの一幕ひとまくだったわけだ。おそらくこの船ふねに残のこっていた最後さいごの一人ひとりだったんだろうが。ただこの点てんでは、僕ぼくはすぐにほっとした。シルバーが軽かるく口笛くちぶえをふくと、３人にん目めの男おとこがぶらぶらやってきて、２人ふたりと一緒いっしょに腰こしをおろした。

「ディックは了解りょうかいしたぜ」シルバーが言いうと

「あぁ、ディックが了解りょうかいするのは分わかってたぜ」と答こたえた声こえは、かじとりのイスラエル・ハンズのものだった。「こいつはばかじゃねぇ、ディックはな」そして噛かみタバコを噛かむと、ペッと吐はき出だした。「だけど、いいかな、」とハンズは続つづけた。「知しりてぇのはな、バーベキュー、いつまでいまいましい物売ものうり舟ぶねみたいにやってりゃいいんだってことだ。もうスモレット船長せんちょうとやらは十分じゅうぶんだよ。やつにはもうたっぷりしごかれたぜ、まったく！　あのキャビンに押おし入いって、ピクルスやワインやなんやらが欲ほしくて欲ほしくてたまんねぇぞ」

「イスラエル」シルバーは言いった。「少すこしは考かんがえろや、相変あいかわらずだな。耳みみくらいは聞きこえるんだろう。大おおきな耳じだしな。さあ、わしの言いいたいことはこれだけだ。水夫すいふの場所ばしょで寝ねて、一生懸命いっしょうけんめい働はたらくんだ、言葉ことば遣づかいにもていねいに、しらふにしてるんだぞ。わしが命令めいれいするまではな。言いうとおりにするんだ」

「あぁ、いやとはいってねぇよ」かじとりはぶつぶつこぼしていた。「いつってことだよ。言いいたかったのは」

「いつだと！　まったく！」シルバーは叫さけんだ。「さてまあ、知しりたいんなら、いつだかを言いってやろう。できるかぎり最後さいごまでだな、それがその時ときだ。スモレット船長せんちょうは一流いちりゅうの船乗ふなのりで、この立派りっぱな船ふねをわしらのために動うごかしてくれてる。あの大だい地主じぬしと医者いしゃが地図ちずやらなんやらをもっててくれてる、まあどこにあるかまでは知しらんがな。おまえもだろ。そこでだ、あの大だい地主じぬしと医者いしゃに宝物ほうもつを見みつけさせて、わしらがそれを船ふねに乗のっける手伝てつだいまでさせようじゃないか、まったく。それからが考かんがえどころだな。おまえらが少すこしでも頼たよりになるとわしが思おもえば、スモレット船長せんちょうに半分はんぶんまで戻もどってもらって、それからやろうじゃねぇか」

「なんだって、おれたちだって全員ぜんいん船乗ふなのりだろう、違ちがうのかい」若者わかもののディックが言いった。

「おれたちは全員ぜんいん平水へいすい夫おっとっていう意味いみだな、お前まえが言いってるのは」シルバーはいなした。「わしらは一ひとつの針路しんろを行いくことはできる、だけど誰だれがその針路しんろを決きめるんだ？　そこが、おまえらが遅おそかれ早はやかれ仲間割なかまわれするところなんだよ。わしの方法ほうほうでやるなら、スモレット船長せんちょうに少すくなくとも貿易ぼうえき風ふうのところまでは戻もどってもらおうじゃねぇか。そうすればいまいましい計算けいさん違ちがいもなければ、一いち日にちに一いちさじの水すいなんてこともねぇ。まあおまえらがどういうやつらかは分わかってるよ。金かねを積つみこんだらすぐに、島しまでやつらを殺ころさなきゃなるめぇ、なさけない。でもおまえらときたら、酔よっ払ぱらいでもしなきゃ幸しあわせになれねぇときてる。笑わらえるぜ、むかむかしながら、おまえらみたいなやつらと一緒いっしょに航海こうかいしてるなんて！」

「落おち着つけよ、ロング・ジョン」イスラエルは叫さけんだ。「おまえに逆さからったやつがいるかい？」

「おい、どれだけの立派りっぱな船ふねが切きりこむために横付よこづけにされたのを、わしが見みてきたと思おもってるんだ？　どれだけの威勢いせいのいい若者わかものが、処刑しょけい波止場はとばで天日てんじつにさらされたと思おもってるんだ？」シルバーは叫さけんだ。「それもみんな急いそいで、急いそいで、急いそいだからさ。聞きいてるか？　わしはちょっとは海うみのことを見みてきてるんだぞ。おまえらは今いまのままにしてるだけで、追おい風かぜに乗のってりゃ、馬車ばしゃにのれるんだがなぁ、間違まちがいなく。でも、だめなんだ！　おまえらをよくわかってるからな。おまえらは明日あしたにでもラムをかっくらって、首吊くびつりだな」

「みんなあんたが牧師ぼくしさんみたいなやつだってことは知しってるよ、ジョン。でもおまえと同おなじくらい上手うまく帆ほや舵かじをあつかえるやつもいるんだぜ」イスラエルは言いった。「やつらは確たしかに、ちょっとはおふざけもしたさ。やつらはそんなにお高たかくとまってなかったし、冷つめたくもなかったぞ。ともかく、やつらは好すき勝手かってやったもんさ、みんなが陽気ようきに仲良なかよくな」

「それで？」シルバーは続つづけた。「いいだろう、やつらは今いまどこにいる？　ピューもそんなやつだったよ、やつは乞食こじきとして死しんだな。フリントもそうだ、やつはサバンナにてラムで命運めいうんが尽つきたな。あぁ、やつらはすばらしい船乗ふなのりだったとも、やつらは！　ただ、やつらは今いまどこにいるんだい？」

「で、」ディックが口くちをはさんだ。「やつらを裏切うらぎるとして、それからやつらをどうすればいいんです、いったい？」

「わしと気きが合あうな！」料理りょうり番ばんは感心かんしんしたように叫さけんだ。「それこそわしがいうところの仕事しごとってやつだ。さて、どうしたらいいと思おもう？　島流しまながしみたいに島しまに置おき去ざりにするか？　それはイングランドのやり方かただったな。それとも、豚肉ぶたにくみたいに切きり刻きざむか？　それはフリントのやり方かただよ。ビリー・ボーンズもそうだったな」

「ビリーはそういうやつだったよ」イスラエルは言いった。「“死人しにんは噛かみつくこともねぇ”なんて言いってたな。ただ今いまとなっちゃあ、やつぁ死しんでるんだから、結局けっきょくのところ、自分じぶんでよく分わかっただろうよ。とにかく港みなとに乱暴らんぼうなやつがいたとすれば、それはビリーだったよ」

「そのとおりだ」シルバーは言いった。「乱暴らんぼうで、すばやいやつだったな。でも覚おぼえておけよ、わしは寛大かんだいな男おとこだ、本当ほんとうの紳士しんしだとおまえらは言いうだろう。でも今度こんどのことは真剣しんけんにやらなくちゃな。やるべきことはやるぞ、おまえら。わしは死刑しけいに投票とうひょうするぜ。わしが議会ぎかいで馬車ばしゃを乗のり回まわしている時ときに、キャビンにいるあのこうるさいやつらに一人ひとりだって帰かえってきて欲ほしくはないからな、それもお祈いのりの時ときの悪魔あくまみたいに思おもいがけなくなんてごめんだな。待まてというのがわしの言いいたいことだ、ただ時じがきたらおもいっきりやるんだ」

「ジョン」かじとりが叫さけんだ。「おまえは男おとこだ！」

「その目めで見みてから言いうんだな、イスラエル」シルバーは言いった。「わしが欲ほしいのは、一ひとつだけだ。わしはトレローニーをもらうぞ。やつのぼんくら頭あたまをこの手てですっぱり切きり落おとしてやる。ディック！」一息ひといきついてこう続つづけた。「いいやつだよな、ちょっと立たちあがって、林檎りんごをひとつ取とってくれねぇか、のどが渇かわいたんだ」

そのとき僕ぼくが感かんじた恐怖きょうふが想像そうぞうできるだろうか！　もし少すこしでも力ちからがはいれば、飛とびあがって逃にげ出だしていただろう。でも手足てあしも心しんも僕ぼくのいうことをききはしなかった。僕ぼくにはディックが立たちあがろうとするのが聞きいて取とれた。そのとき誰だれかが彼かれを押おしとどめたようで、ハンズがこう叫さけぶのが聞きこえた。「おい、やめとけよ！　あんなたるの物ものをしゃぶることはねぇ、ジョン。ラムを一いち杯はいといこうじゃねぇか」

「ディック」シルバーは言いった。「おまえを信用しんようしよう。わしの小ちいさいたるの上うえに枡ますがあるからな、気きをつけろよ。これが鍵かぎだ。なみなみついで持もってくるんだぞ」

僕ぼくは恐怖きょうふで震ふるえていたけれど、アローさんが身みをほろぼした強つよいお酒さけを手てに入いれたのもこのようにしてだったに違ちがいないということに思おもい当あたった。

ディックはほんのしばらくの間あいだ行いっただけだったが、その間あいだもずっとイスラエルは料理りょうり番ばんの耳みみにひそひそ話ばなしをしていた。僕ぼくがき取きとれたのは一言ひとこと、二言にごんだったが、それでも僕ぼくは重要じゅうようなことをいくつか知しることができた。というのも他ほかにも同おなじような意味いみのことがいくつか聞きこえたが、こういう言葉ことばをそっくり耳みみにしたからだった。「もう味方みかたになるやつはいねぇよ」ということは、船ふねにはまだ正直しょうじきな男おとこが残のこっているということだ。

ディックが帰かえってきて、３人にんはかわるがわる酒さけを飲のんだ。一人ひとりは「幸運こううんに」、もう一人ひとりは「フリントに」、シルバーは歌うたでも歌うたうかのように、こう言げんって飲のんだ「われわれに乾杯かんぱい、かじを握にぎってろ、ごほうびもプディングもたんまりだぞ」

ちょうどその時とき、たるの中なかにいる僕ぼくの上うえに明あかるい光ひかりがさし、見上みあげると月つきが真上まうえにあり、第だい３マストの頂上ちょうじょうを銀色ぎんいろに光ひからせ、前まえの帆ほの端はしに白しろく輝かがやいていた。それとほぼ同時どうじに見張みはり番ばんの声こえが響ひびき渡わたった。「陸りくだぞー！」






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	争いの相談



宝島たからじま 第だい二に部ぶ 第だい六ろく章しょう 争あらそいの相談そうだん




甲板かんぱんを勢いきおいよく走はしる足音あしおとがして、船員せんいんたちがキャビンや水夫すいふ部屋へやから駆かけ上あがってくるのが聞きこえた。そして僕ぼくはすぐさま、たるから飛とび出だして前まえの帆ほの後うしろにとびこみ、船尾せんびにとってかえして、甲板かんぱんの広ひろい所ところにちょうどよく飛とび出だして、ハンターさんとリバシー先生せんせいが風上かざかみの船首せんしゅに走はしって行いくところに合流ごうりゅうした。

船首せんしゅには、すでに船員せんいんがみんな集あつまっていた。立たち込こめた霧きりは、月つきが姿すがたをあらわすのと同時どうじに晴はれわたった。はるか南西なんせいには２ふたつの低ひくい山やまが２マイルほど離はなれてみえ、その１ひとつの背後はいごには３みっつめの高たかい山やまがそびえたち、その頂上ちょうじょうはまだ霧きりの中なかだった。３みっつの山やまは鋭するどい円錐えんすいのような形かたちをしていた。

僕ぼくはその景色けしきをほとんど夢心地ゆめごこちでながめた。というのもまだ１、２分ふん前まえの身震みぶるいするような恐怖きょうふから立たち直なおってはいなかったのだ。そのとき、スモレット船長せんちょうの命令めいれいする声こえが聞きこえた。ヒスパニオーラ号ごうは２ポイントだけ風ふうの方ほうを向むき、島しまの東側ひがしがわを通とおりぬける進路しんろをとった。

「さて、いいか」全すべての帆ほが張はられると、船長せんちょうは言いった。「だれか、あの前方ぜんぽうの島しまを以前いぜんに見みたことがあるものはいるか？」

「見みたことがありますよ」シルバーが申もうし出でた。「ある貿易ぼうえき船せんで料理りょうり番ばんをしていたときに、水みずを汲くみにいったことがありますぜ」

「停泊ていはく所しょは南側みなみがわで、小島こじまの陰かげになるのか？」船長せんちょうは尋たずねた。

「そうです、あれはどくろ島とうって呼よばれてました。かつては海賊かいぞくのたまりばで、船ふねに乗のっていたある水夫すいふが海賊かいぞくがつけた名前なまえを知しってたんで。あの北きたのやつを前ぜんマスト山さん、１列れつに並ならんでる３みっつの山やまを、前ぜんマスト山さん、大だいマスト山さん、後こうマスト山やまと呼よんでたんでさぁ。もっとも大だいマスト山やまは、あの雲くもがかかった大おおきなやつですが、たいていは望遠鏡ぼうえんきょう山さんなんて呼よばれてました。船ふねをきれいにするのに停泊ていはくして、あの山やまに見張みはりをおいたからですな。すいません、結局けっきょくのところやつらが船ふねを停泊ていはくしてきれいにしたのはあそこです」

「ここに海図かいずがあるが、」スモレット船長せんちょうは言いった。「ここがあの場所ばしょか見みてくれないか」

ロング・ジョンの両目りょうめは海図かいずを見みるときに輝かがやいたが、紙かみが新あたらしいのでがっかりするのは僕ぼくには分わかっていた。それは僕ぼくらがビリーボーンズの衣装いしょう箱ばこで見みつけた地図ちずではなく、その正確せいかくな写うつしだったから。全すべてが、名前なまえも高度こうども水深すいしんも完璧かんぺきだったが、それもあの赤あかい十字架じゅうじかと書かき込こみを除のぞいてのことだった。シルバーはひどく困惑こんわくしたにちがいないが、平然へいぜんとそれを押おし隠かくした。

「そのとおりです」シルバーは答こたえた。「あの場所ばしょに違ちがいありません、たしかに。とっても上手じょうずに書かかれてますな。誰だれが書かいたものなんでしょう？　海賊かいぞくたちときたら無知むちですからな、まったく。そうです、ここです。“キッド船長せんちょうの停泊ていはく所しょ”、たしかわしの船ふねのやつもそんな名前なまえで呼よんでました。南みなみはとても流ながれが速はやいんで、そんでもって西にしの岸きしを北きたのほうに流ながれてるんでさぁ。たしかにばっちりですぜ、」シルバーは言いった。「船ふねを風上かざかみにむけて、島しまの風上かざかみを通とおるのはね。どちらにせよ、船ふねを入港にゅうこうしてきれいにするなら、あそこよりいい場所ばしょはないでしょうな」

「ありがとう、君くん」スモレット船長せんちょうは言いった。「あとでまた助たすけてもらうかもしれんが、今いまは行おこなってよろしい」

僕ぼくは、ジョンが島しまについて知しってることを話はなしたときの冷静れいせいなことに驚おどろかされた。僕ぼく自身じしんときたら、やつが僕ぼくの方ほうへ寄よってきただけでも、もうどきどきするしまつだった。僕ぼくが林檎りんごのたるに隠かくれてやつの相談そうだんを盗ぬすみ聞ききしたなんてことは、やつは無論むろん知しるよしもなかった。ただそれでも僕ぼくは、この時ときすでにやつの残忍ざんにんさと二枚舌にまいじた、そしてその支配しはい力りょくにすっかり恐おそれをなしていたので、やつが手てを僕ぼくの腕うでにかけたときは、ほとんど身震みぶるいをかくせないくらいだった。

「うん、」やつは言いった。「この場所ばしょはいいところだぞ、この島しまはな。若者わかものが上陸じょうりくすると、水浴みずあびもできりゃ、木きにも登のぼれる。ヤギも狩かりれるし、ヤギが行いくようなあの山々やまやまだって登のぼれるし。若わかい頃ころを思おもい出だすぜ、まったく。松葉杖まつばづえのことなんか忘わすれちまいそうだ。若わかい頃ころに戻もどって、足あしの指ゆびが１０本ほん揃そろってたら痛快つうかいだろうな。ちょこっとばっかし探検たんけんでも行いく時ときには、わしに言いうんだぞ。なんか食たべるものを持もたせてやるからな」

そしてこれ以上いじょうはないほどに僕ぼくの肩かたを親したしげにぽんぽんとたたくと、びっこを引ひいて歩あるき出だし下かへ降おりていった。

スモレット船長せんちょうと大だい地主じぬしさんとリバシーさんは、後こう甲板かんぱんでなにやら話はなしあっていた。僕ぼくは自分じぶんの話はなしを知しらせたくてたまらなかったけれど、みんなが見みている前まえで話はなしに割わって入はいるわけにもいかなかった。僕ぼくがなにやらもっともらしいい訳いわけをいろいろ考かんがえていたところに、リバシー先生せんせいがちょうどそばに呼よんでくれた。先生せんせいはパイプを下したに置おいてきてしまったが、タバコの奴隷どれいみたいなものなので、僕ぼくに取とりに行いってもらおうとしたのだ。僕ぼくはだれにも聞きかれないで話はなせるくらい先生せんせいの近ちかくにいくと、すぐに切きり出だした。「先生せんせい、話はなしがあります。船長せんちょうと大だい地主じぬしさんとキャビンに来きてください、それからなにか用ようでもつくって僕ぼくをよんでください。恐おそろしい知しらせがあるんです」

先生せんせいはほんの少すこし顔色かおいろを変かえただけで、すぐに自分じぶんをとりもどした。

「ありがとう、ジム」ととても大おおきな声こえでいい、「知しりたいのはそれだけだよ」とまるで先生せんせいが僕ぼくになにか質問しつもんしたかのように、そうつけくわえた。

そう言いうと、くるりと背中せなかをむけ２人にんとの話はなしにもどった。しばらくいっしょに話はなしていたが、だれも驚おどろいたり、声こえを荒あらげたり、ましてや口笛くちぶえをふいたりはしなかったが、リバシー先生せんせいが僕ぼくのお願ねがいを伝つたえてくれたのは明あきらかだった。というのも、僕ぼくが次つぎに耳みみにしたのが、船長せんちょうがジョブ・アンダーセンに命令めいれいをくだしたことで、それから笛ふえが吹ふかれ全員ぜんいんが甲板かんぱんに集あつめられた。

「君きみたち」スモレット船長せんちょうは口火くちびを切きった。「ひとこと君くんたちに言いっておきたい。われわれが目めにしたあの島しまが、航海こうかいで目指めざしてきたところだ。トレローニーさんが、知しってのとおりとても気前きまえのいい紳士しんしで、私わたしに一言ひとこと、二言にごんおたずねになったんだ。それで私わたしは、船ふねのだれもが階級かいきゅうをとわず義務ぎむをはたしており、私わたしはこれ以上いじょう望のぞんでも望のぞめないくらいだと答こたえられたわけだが、そこでだ、トレローニーさんと私わたしと先生せんせいはキャビンに行いって、“君きみたち”の健康けんこうと幸運こううんを祝しゅくして一杯いっぱい飲のむことにした。もちろん君きみたちにも酒さかだるがふるまわれるので、“われわれ”の健康けんこうと幸運こううんを祝しゅくして飲のんでほしい。私わたしがどう思おもっているかも言いっておこう。すばらしいことだと思おもう。君きみたちも同意どういしてくれるなら、気前きまえのいい紳士しんしのために万歳ばんざいをしようじゃないか」

万歳ばんざいの声こえが当然とうぜんのように起おこった。その声こえは本当ほんとうに大おおきく心しんからのように響ひびいたので、僕ぼくは正直しょうじきに言いうが、この同おなじ船員せんいんたちがぼくらの血ちをねらってるなどとはほとんど信しんじられないくらいだった。

「もうひとつスモレット船長せんちょうのために万歳ばんざいだ」最初さいしょの万歳ばんざいの声こえがなりやんだときに、ロング・ジョンが叫さけんだ。

そしてこの万歳ばんざいもまた本当ほんとうらしいものだった。

万歳ばんざいが終おわるとすぐに、３人にんの紳士しんしは下したへ降おりて行いった。そしてほどなくジム・ホーキンズはキャビンにくるようにという伝言でんごんがあった。

３人にんはテーブルを囲かこむように座すわっており、テーブルにはスペインワインが一本いっぽんとレーズンが置おいてあった。先生せんせいはパイプをふかし、かつらは膝ひざの上うえにおいていた。僕ぼくはそれが先生せんせいが興奮こうふんしたときのくせだということを知しっていた。暖あたたかい晩ばんだったので、船尾せんびの窓まどは空あいていた。窓まどからは船ふねの曳波に月つきが輝かがやいているのを目めにすることができた。

「さて、ホーキンズ君くん」大だい地主じぬしさんが言いった。「いいたいことがあるそうだね。話はなしておくれ」

僕ぼくは言いわれたとおり、できるかぎりかいつまんで、シルバーの話はなしたことを一部始終いちぶしじゅうすべて話はなした。

話はなし終おわるまで、口くちをはさむ人ひとはいなかったし、３人にんの中なかで身動みうごきひとつする人ひとさえいなかった。最初さいしょから最後さいごまで３人にんの目めはずっと僕ぼくをみつめていた。

「ジム」リバシー先生せんせいは言いった。「座すわってよろしい」

そしてテーブルを囲かこむ一人ひとりとして腰こしかけさせると、ワインを一杯いっぱい注そそいでくれ、両手りょうてにいっぱいレーズンをくれた。そして、かわるがわる３人にんと乾杯かんぱいした。みんな頭とうをさげ、僕ぼくに一いち杯はい注そそいでくれ、僕ぼくの幸運こううんと勇気ゆうきをたたえて僕ぼくの健康けんこうを祝しゅくして乾杯かんぱいした。

「さて、船長せんちょう」大だい地主じぬしさんは言いった。「あなたは正まさしく、私わたしは間違まちがっていた。自分じぶんがばかなのを認みとめて、あなたの命令めいれいを待まちます」

「ばかなのは、私わたしもです」船長せんちょうは答こたえた。「反乱はんらんをもくろんでいる船員せんいんが、事前じぜんにその兆候ちょうこうを見みせないなんてことは聞きいたことがありません。目めがしっかりついてさえいれば見みてとって、応おうじた手段しゅだんもとれるんです。でもこいつときたら」船長せんちょうはこうつけくわえた。「やられましたよ」

「船長せんちょう」先生せんせいは言いった。「言いわせてください、それがシルバーなんですよ。本当ほんとうにすごい男おとこです」

「帆桁ほげたにでもぶらさげてやれば、すごい見物けんぶつでしょうな」船長せんちょうは答こたえた。「いや、話はなしてるだけじゃしょうがない。私わたしに３みっつ、４よっつは考かんがえがあります。トレローニーさんが許ゆるしていただければ、お話はなししますよ」

「あなたは船長せんちょうですぞ、話はなしていただくのは当然とうぜんですとも」トレローニーさんは威厳いげんをもって答ごたえた。

「第だい一いちに、」スモレットさんは口火くちびをきった。「われわれは前まえに進すすみつづけなければなりません、引ひき返かえせませんからな。針路しんろを変かえろなんて口くちに出だしたが最後さいご、すぐさま反乱はんらんですよ。二ふたつ目めに、時間じかんはまだあります。少すくなくとも宝物ほうもつを発見はっけんするまでは。三みっつ目めは、信頼しんらいできる船員せんいんもいるってことです。さて、遅おそかれ早はやかれ打うって出でなければなりません。私わたしが言いいたいのは、好機こうきは逃のがすなっていうとおり、やつらが全然ぜんぜん予期よきしないときを狙ねらって打うって出でるということです。トレローニーさん、お宅たくの召使めしつかいは数かずにいれてもいいでしょうな？」

「私わたしとおなじように大丈夫だいじょうぶ」大だい地主じぬしさんは断言だんげんした。

「３人にん」船長せんちょうは数かぞえた。「私わたしたちをあわせると、ホーキンズもいれて７人にん。正直しょうじきな船員せんいんはどうでしょう？」

「トレローニーさんが自分じぶんで選えらんだ船員せんいんでしょうな」先生せんせいは言いった。「シルバーに会あう前まえにご自身じしんで探さがされた連中れんちゅうですよ」

「いや」大だい地主じぬしさんは答こたえた。「ハンズだって私わたしが選えらんだ一人ひとりだからな」

「私わたしもハンズは信しんじられると思おもってましたからな」船長せんちょうもつけくわえた。

「それにやつらは全員ぜんいんイギリス人じんなんだからなぁ！」大だい地主じぬしさんはとつぜん叫さけんだ。「この船ふねをこっぱみじんにしたいくらいのもんですよ」

「ええ、みなさん」船長せんちょうは言いった。「言いえることはこれだけです。われわれはとにかくじっとして、油断ゆだんなく警戒けいかいしてなければなりません。男おとことして試ためされている時ときです。打うって出でるほうがよっぽどすっきりするのは分わかってます。でもだれが味方みかたかがわかるまでは、どうしようもありません。じっとして風ふうをまちましょう。これが私わたしの意見いけんです」

「このジムが」先生せんせいは言いった。「誰だれよりも役やくにたってくれますよ。やつらもこの子こには気きを許ゆるしてますし、なかなかよく気けがつく子こですから」

「ホーキンズ、おまえをうんと信用しんようするからな」大だい地主じぬしさんがつけくわえた。

僕ぼくはこれを聞きいてほとんど絶望ぜつぼう的てきな気持きもちになった。全まったくお手上てあげだと思おもったからだ。でも、奇妙きみょうなことの成なり行ゆきで、僕ぼくのおかげでみんなが助たすかることになったのだった。ともかく、とことん話はなし合あったが、信頼しんらいできるとわかったのは２６人にんのなかでたった７人にんしかいなかった。７人にんのうちの１人にんは子供こどもで、つまり大人おとなでくらべると、僕ぼくたちの６人にんに対たいしてやつらの１９人にんというわけだった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>





©2000 katokt. この版権はんけん表示ひょうじを残のこす限かぎりにおいてこの翻訳ほんやくは商業しょうぎょう利用りようを含ふくむ複製ふくせい、再さい配布はいふが自由じゆうに認みとめられる。プロジェクト杉田すぎた玄白げんぱく (http://www.genpaku.org/) 正式せいしき参加さんか作品さくひん。


(Translated by https://www.hiragana.jp/)






	
	
	

	

	どのように海岸の冒険をはじめたか



宝島たからじま 第だい三さん部ぶ 第だい一いち章しょう どのように海岸かいがんの冒険ぼうけんをはじめたか




翌朝よくあさ、甲板かんぱんに出でた時ときには島しまの様子ようすはすっかり変かわっていた。風ふうはすっかりやんでいたけれど、夜よるの間あいだに船ふねはずいぶん進すすんでいて、今いまは低ひくい東岸とうがんの南東なんとう半はんマイルあたりのところで停泊ていはくしていた。灰色はいいろの森もりが島しまの表面ひょうめんの大だい部分ぶぶんをおおっていた。この島しまの一様いちような色合いろあいは、低ひくいところにある黄色おうしょくの砂地すなじの層そうや、多おおくの背せの高たかい松まつの種類しゅるいの木々きぎで乱みだされていた。その木々きぎは、あるものは飛とびぬけて、あるものは群生ぐんせいして他たの木きより背せが高たかかった。ただ島しまの全体ぜんたいは、同おなじような色合いろあいでくすんでみえた。植物しょくぶつの上うえには山々やまやまがそびえ、頂上ちょうじょうのあたりはむき出だしの岩いわだった。山やまはみんな奇妙きみょうな形かたちをしていて、望遠鏡ぼうえんきょう山やまが300から400フィートくらいでその島しまで一番いちばん高たかい山やまだったが、形かたちも一番いちばん奇妙きみょうだった。あらゆる方向ほうこうからみても切きり立たっていて、とくに頂上ちょうじょうは突然とつぜん切きり取とられたようで、像ぞうをのせる台だいのような形かたちをしていた。

ヒスパニオーラ号ごうは、甲板かんぱん排水はいすい穴あなが海うみのうねりの下したになるほど揺ゆれていた。帆ほの下さげたは滑車かっしゃにあたり大おおきな音おとをたて、舵かじはあちこちに音おとをたててぶつかり、船ふね全体ぜんたいがまるで工場こうじょうみたいにきしんだり、うなったり揺ゆれたりした。僕ぼくは後方こうほう支ささえ索さくにしっかりしがみついてなければならなかった。そして周まわりの世界せかいはめまいがするほどぐるぐる回まわって見みえた。船ふねが航海こうかいをしているときは立派りっぱな水夫すいふとしても通用つうようするくらいだった僕ぼくだが、船ふねがじっと停とままって揺ゆれているので、吐はき気けをおさえることができなかった。特とくに朝あさのなにも食たべてない時ときには。

たぶん島しまの外観がいかんのせいだと思おもう。森もりは灰色はいいろで憂鬱ゆううつな感かんじだったし、頂上ちょうじょうの岩いわはごつごつしていて、 けわしい浜はまにできては砕くだける波なみを見みたり聞きいたりすることができた。少すくなくとも、日ひは照てりつけていて暑あつかったし、僕ぼくたちのまわりでは海岸かいがんの鳥とりがえさをとったり鳴なき声ごえをあげていたので、こんなに長ながく
海うみの上うえにいた後のちでは、誰だれでも喜よろこび勇いさんで上陸じょうりくするにちがいないと思おもうかもしれないが、僕ぼくときたらすっかり落おち込こんでいた。そもそも初はじめて前方ぜんぽうにその姿すがたを見みたときから、僕ぼくは宝島たからじまのことを考かんがえるだけでも嫌いやだった。

僕ぼくたちは退屈たいくつな朝あさ仕事しごとをかたづけ、風ふうがふきそうな気配けはいは全まったくなかったので、ボートを何なん艘そうか降おろして船員せんいんを乗のりこませ、船ふねを引ひくこととした。３マイルから４マイル、島しまの角かくを廻まわって、どくろ島とうの背面はいめんの停泊ていはく場所ばしょまで狭せまい水路すいろをいかなければならなかった。僕ぼくも志願しがんして、もちろんできる仕事しごとはなにもなかったがボートの一いち艘そうにのりこんだ。だらだら汗あせがでるほどの暑あつさで、船員せんいんたちは仕事しごとにもうれつな不満ふまんをもらした。僕ぼくの船ふねではアンダーソンが指揮しきをとっていたが、船員せんいんたちに命令めいれいに従したがうようにさせるどころか、自分じぶんが一番いちばん大声おおごえでぶつぶつ言いってるしまつだった。

「ふん、」悪態あくたいをつきながらこうこぼしていた。「いつまでもこのままじゃねぇんだ」

僕ぼくはこれはずいぶんよくないしるしだなぁと思おもった。その日ひまで船員せんいんたちは、きびきびとすすんで仕事しごとをしていたから。だけど島しまを一目いちもくみただけで、規律きりつがすっかり緩ゆるんでしまったのだ。

停泊ていはく場所ばしょにいくまでずっと、ロング・ジョンが舵取かじとりのそばにたって船ふねの指揮しきをしていた。やつはその水路すいろをとてもよく知しっていた。測はか鎖くさりで水深すいしんを測はかっている男おとこが、海図かいずにあるよりずっと深ふかいと報告ほうこくしたが、ジョンは一顧いっこだにしなかった。

「このあたりは引ひき潮しおで強つよい流ながれがあるんだ」やつは言いった。「だからここの水路すいろは削けずられてるわけだ、まあいうなれば鋤すきで掘ほられてるようなもんだな」

僕ぼくたちはちょうど海図かいずで錨いかりが描えがかれているところに停泊ていはくした。一方いっぽうは本土ほんど、もう一方いっぽうはどくろ島とうで、どちらの岸きしからも３マイルほどの所ところだった。底そこはきれいな砂すなで、錨いかりをなげこむと鳥とりの一群いちぐんがぱっと舞まいあがり森もりの上うえで鳴なき声ごえをあげたが、すぐにふたたび舞まい降おり、全すべてがふたたび静しずまりかえった。

停泊ていはく場所ばしょは陸りくで囲かこまれていて、森もりの陰かげにかくれ、木々きぎは高潮こうちょうのとき潮しおが満みちるところまで生はえていた。海岸かいがんはたいてい平たいらで、山やまの頂上ちょうじょうは遠とおく、まるで円形えんけい劇場げきじょうの観客かんきゃく席せきみたいに、こちらに一ひとつあちらに一ひとつ、あそこに一ひとつといったようにその場所ばしょを取とり囲かこんでいた。むしろ湿地しっちというような２本ほんの小川おがわが、この池いけといってもいいような場所ばしょに注つぎ込こんでいた。海岸かいがんのその部分ぶぶんを囲かこむ木々きぎの葉はは、毒々どくどくしくあざやかだった。船ふねからは小屋こやや柵しがらみはみえなかったが、木々きぎにすっかり隠かくれているんだろう。もし船室せんしつ昇降しょうこう口こうにあの海図かいずがなかったとしたら、僕ぼくらはこの島しまができてから初はじめて停泊ていはくした人間にんげんだと思おもったかもしれない。

風ふうもまったくなく、半はんマイル向むこうで浜辺はまべに打うち寄よせ岩がんにくだける波なみの音おと以外いがい、物音ものおと一ひとつしなかった。その停泊ていはく場所ばしょには、独特どくとくのよどんだ匂におい、水浸みずびたしの木この葉はや腐くさりかけの幹みきの匂においがただよっていた。僕ぼくは先生せんせいがくさった卵たまごをかぐように、鼻はなをくんくんさせているのを目めにした。

「宝物ほうもつはいざしらず、」先生せんせいは言いった。「熱病ねつびょうがあることにはこのかつらを賭かけてもいいね」

船員せんいんのふるまいはボートでも注意ちゅういすべきものだったが、船ふねに戻もどってきたときにはまさに危機ききがそこまで迫せまっていた。船員せんいんたちは甲板かんぱんに横よこになって、不満ふまんをぶちまけていた。ささいな命令めいれい１ひとつでも、ふくれっつらでしぶしぶと適当てきとうにそれをこなした。正直しょうじきな船員せんいんまでもがその悪わるい影響えいきょうをうけたにちがいない。なぜなら他人たにんを正ただそうというものは一人ひとりだっていなかったのだから。反乱はんらんが、明あきらかに、雷雲らいうんのように僕ぼくらの頭上ずじょうにおおいかぶさっていた。

ただこの危険きけんをみてとったのは、キャビンの僕ぼくたちだけではなかった。ロング・ジョンはこちらのグループからあちらのグループへと熱心ねっしんに行いき来きして、懸命けんめいにいろいろ忠告ちゅうこくしていた。手本てほんとしては、誰だれもこれほどよい手本てほんはしめせないくらいだった。やつは確たしかに、やる気きも礼儀れいぎ正ただしさもいつも以上いじょうだった。誰だれに対たいしても笑顔えがおで接せっし、もし命令めいれいを受うければ、すぐさま松葉杖まつばづえをついて、このうえなく機嫌きげんよく「アイ、アイ、サー」と答こたえたものだ。何なにもやることがない時ときには次つぎから次つぎへと歌うたを歌うたい、それはまるで他たのものの不平ふへい不満ふまんを隠かくそうとでもするかのようだった。

憂鬱ゆううつな午後ごごの全すべての憂鬱ゆううつな出来事できごとの中なかでも、このロング・ジョンの明あきらかな心配こころくばりはもっとも悪わるいことのように思おもわれた。

僕ぼくたちは、キャビンで相談そうだんした。

「さて、」船長せんちょうは言いった。「もしもう一ひとつでも命令めいれいをだすようなことをしたら、船ふね全体ぜんたいが一気いっきに雪崩なだれをおこしますよ。気きづいたでしょう、こんな具合ぐあいです。私わたしにすら乱暴らんぼうな返事へんじをするんですから、私わたしにですよ。もし私わたしがい返いかえせば、その瞬間しゅんかんにやりが何なん本ほんも飛とんでくることでしょう。なにもい返いかえさなければ、シルバーがなにかあるぞと気きづきますから、そうしたらお手上てあげです。さてわれわれが信頼しんらいできるのはたった一人ひとりですな」

「それは誰だれですか？」大だい地主じぬしさんが尋たずねた。

「シルバーですよ」船長せんちょうは答こたえた。「やつは私わたしやあなたと同おなじくらい事態じたいを落おち着つかせようとしてるんです。今いまはつまらんいさかい程度ていどですから、チャンスがあればすぐに説得せっとくしてやめさせるでしょう。私わたしが言いいたいのは、そのチャンスをやつに与あたえてやろうということです。船員せんいんたちに午後ごごの上陸じょうりくを許ゆるしてやりましょう。全員ぜんいんで行いけば、船ふねを操縦そうじゅうできるし、誰だれもいかなければ、いいでしょう、キャビンに立たてこもるんです、神かみが正ただしきものを守まもってくれるでしょう。何人なんにんかがいけば、覚おぼえておいてください、シルバーがやつらを子羊こひつじみたいになだめて船ふねにつれもどしますよ」

そうすることに決きめて、弾たまをこめたピストルが確たしかな味方みかたに配くばられた。ハンター、ジョイス、レッドルースに秘密ひみつを打うち明あけたが、僕ぼくたちが考かんがえていたより大たいして驚おどろきもしなかったし、ずっとやる気きに満みちていた。そして船長せんちょうが甲板かんぱんにもどって、船員せんいんたちに話はなしをした。

「君きみたち」船長せんちょうは言いった。「本日ほんじつは暑あついし、みんな疲つかれていて元気げんきがない。上陸じょうりくしてもなにも悪わるいことはあるまい、ボートはまだ海上かいじょうだし、ひとっぱしりしてくれたまえ。午後ごごの間あいだは、何人なんにん上陸じょうりくしてもかまわない。日没にちぼつの３０分ふん前まえに号砲ごうほうでしらせることにする」

僕ぼくは信しんじているが、あのばかなやつらはこう考かんがえていたにちがいない。上陸じょうりくすれば、宝物ほうもつで向むこうずねをうつだろうなんて。というのも、全員ぜんいんすぐさまふくれっつらをやめて、遠とおくの山やまでもこだまするくらいの声こえでバンザイをしたからだ。鳥とりたちはまた羽はばたいて、停泊ていはく場所ばしょの周まわりで鳴なきさけんだ。

船長せんちょうは賢かしこかったので、じゃまするようなことはしなかった。すぐさま姿すがたをけし、一いち行ぎょうを取とりまとめるのはシルバーにまかせた。船長せんちょうがそうしたのは本当ほんとうによかったと思おもう。もし船長せんちょうが甲板かんぱんにいたら、状況じょうきょうに目めをつぶっているふりをすることは、もはやできなかっただろう。状況じょうきょうはきわめて明白めいはくだった。シルバーが船長せんちょうで、反乱はんらんをおこす頑強がんきょうな船員せんいんたちを掌握しょうあくしていた。正直しょうじきな船員せんいんは、僕ぼくはすぐにそういうものがいたことを知しるのだが、とてつもなく頭あたまがわるいやつらだったにちがいない。もしくは、本当ほんとうのところはこうだったのだろう。船員せんいんたちはみんな首謀しゅぼう者しゃに影響えいきょうされてただけだと、それ以上いじょうでも、それ以下いかでもないのだろう。そして少数しょうすうのものはもともと善良ぜんりょうなので、それ以上いじょう影響えいきょうをうけて悪わるくなることもなかったのだろう。怠なまけてこそこそずるをするのと、船ふねを乗のっ取とって罪つみのない人ひとをたくさん殺ころすのはそもそもまったく別べつのことなのだ。

とにかく、とうとう一いち行ぎょうがまとまった。６人にんの船員せんいんが船ふねにのこり、残のこりのシルバーを含ふくむ１３人にんがボートに乗のりこみだした。

僕ぼくらの命いのちを救すくうのに重要じゅうような役割やくわりを果はたしたあの狂くるった考かんがえの最初さいしょの一ひとつが、僕ぼくの頭あたまに浮うかんだのはその時ときだった。シルバーが６人にんをのこしたとすれば、船ふねを乗のっ取とって戦たたかえないのは明あきらかだった。６人にんしか残のこらないのだから、キャビンの人ひとたちにも僕ぼくの助たすけが当座とうざ必要ひつようないのも、また明あきらかだった。僕ぼくはすぐさま上陸じょうりくしようと思おもい立たったのだ。すぐに船ふねの側面そくめんから滑すべり降おりると、一番いちばん近ちかいボートの前まえの三角さんかくの部分ぶぶんにもぐりこんだ、と同時どうじにボートは押おし出だされた。

誰だれも僕ぼくには気きづかず、ただボートの漕こぎ手しゅだけが「ジム、おまえか、頭あたまを下さげてろ」と言いっただけだった。ただシルバーは他たのボートから、めざとくこちらを見みていて、それが僕ぼくかどうか確たしかめようと大声おおごえをだした。その時ときから、はやくも僕ぼくは自分じぶんのしたことを後悔こうかいしはじめた。

船員せんいんたちは、浜辺はまべまで競走きょうそうした。僕ぼくの乗のっていたボートはスタートも早はやかったし、軽かるくてまた漕こぎ手しゅもよかったので、他たの船ふねをはるかに引ひき離はなし、ボートの先さきが岸きしの木この間まにつっこむと、僕ぼくは一本いっぽんの枝えだにつかまってぶらさがり、手近てぢかの茂しげみに飛とびこんだ。シルバーや他たの船員せんいんたちは100ヤードは後うしろにいた。

「ジム、ジム！」シルバーが叫さけぶ声こえが聞きこえた。

しかし当然とうぜんのことながら、僕ぼくは注意ちゅういを払はらわなかった。飛とび跳はねて、しゃがんで、かき分わけたりしながら振ふりかえらずにもうこれ以上いじょう走はしれないというところまでまっすぐ走はしった。
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	最初の一撃



宝島たからじま 第だい三さん部ぶ 第だい二に章しょう 最初さいしょの一撃いちげき




僕ぼくはロング・ジョンをまいてやったのがとてもうれしくて、気分きぶんがよくなって今いまいるこの見みなれない土地とちを興味深きょうみぶかく見みまわした。

僕ぼくは、柳やなぎやガマやその他たの奇妙きみょうな辺地へんちの木々きぎが一いち面めんに生おい茂しげっている沼地ぬまちを横切よこぎって、起伏きふくにとんだ広々ひろびろとした砂地すなじのはずれにでてきた。その砂地すなじには、松まつの木きが何なん本ほんかとたくさんのねじれた木きが生はえていた。ねじれた木きの大おおきさは樫かしの木きほどで、葉はの青白あおじろさは柳やなぎのようだった。広場ひろばの向むこう側がわには１ひとつの山やまがあり、風変ふうがわりな岩いわでごつごつした２ふたつの頂いただきが日にちの光ひかりでぎらぎらと輝かがやいてた。

僕ぼくははじめて、探検たんけんの喜よろこびを身みをもって感かんじた。この島しまは無人島むじんとうで船員せんいんたちははるか後ごだし、僕ぼくの前まえには口くちのきけないけものと鳥とりの他ほかになにも生いき物ものはいなかった。僕ぼくは木々きぎの間あいだをあちこち歩あるきまわり、至いたるところで見みたことのない花はなをつけた植物しょくぶつも見みかけたし、あちこちで何なん匹ひきも蛇へびを目めにした。その一いち匹ひきは岩いわだなから鎌首かまくびをもたげ、僕ぼくに向むかってシューというコマがまわる時ときのような音おとをたてた。その時ときはそれが噛かまれると死しに至いたる蛇へびで、その音おとが有名ゆうめいなガラガラ蛇へびの音おととは思おもいもしなかった。

それからあの樫かしみたいな木きが、それは常緑じょうりょくの樫かしとか呼よばれているとあとで聞きいたが、長ながく続つづいているところまでやってきた。その木きは黒くろイチゴみたいに砂地すなじに低ひくく生はえていて、大おおきな枝えだが奇妙きみょうにねじれていて、葉はは草くさぶき屋根やねみたいに密集みっしゅうしていた。低木ていぼくの茂しげみは砂丘さきゅうの一ひとつの頂上ちょうじょうから続つづいていて、下したの方ほうにいくにつれ広ひろがるとともに背せが高たかくなり、アシのしげった広ひろい沼地ぬまちの端はしまで達たっしていた。その沼地ぬまちに一番いちばん近ちかい小川おがわがしみでて、停泊ていはく場所ばしょまで流ながれだしていた。沼ぬまの水みずは強つよい太陽たいようで蒸発じょうはつしており、望遠鏡ぼうえんきょう山やまの輪郭りんかくはゆらゆらとぼやけていた。

とつぜんガマの中なかからざわめきが起おこり、一いち匹ひきの野の鴨かもが叫さけび声ごえをあげて飛とび立たつと、次々つぎつぎとあとが続つづいた。すぐさま沼ぬまの上空じょうくう全体ぜんたいを鳥とりの大群たいぐんが叫さけびながら輪わを描えがいて飛とびまわった。僕ぼくは船員せんいんたちの誰だれかが沼地ぬまちの端はしに近ちかづいてくるに違ちがいないとすぐに思おもった。果はたせるかな、すぐにかなり遠とおくから一人ひとりの男おとこの低ひくい声こえが聞きこえてきた。しばらく耳みみをすませていると、声こえはだんだん大おおきくそして近ちかくなった。

僕ぼくはとても怖こわくなって、すぐ近ちかくの常緑じょうりょくの樫かしのしげみにもぐりこんでうずくまり、ネズミのように静しずかに耳みみを傾かたむけていた。

他たの男おとこの声こえが答こたえて、最初さいしょの声こえが、それはシルバーのものだとわかったが、もう一いち回かい話はなしはじめ、とうとうと長ながいこと話はなしをつづけた。そして相手あいては時々ときどき口くちをはさむだけだった。その調子ちょうしから、二人ふたりは熱心ねっしんに、ほとんど激はげしいといってもいいくらいの調子ちょうしで話はなしあっていたに違ちがいない。ただはっきりした言葉ことばは、一言ひとこともききとれなかった。

とうとう二に人にんはしばらくだまりこんで、どうやら座すわりこんだらしかった。というのも二に人にんはそれ以上いじょう近寄ちかよってこなかったし、鳥とりもだんだん静しずかになり、再ふたたび沼地ぬまちのもとの場所ばしょにもどりはじめたのだ。

そしてその時とき、僕ぼくは自分じぶんが本来ほんらいの仕事しごとを忘わすれていたのに気きがついた。無鉄砲むてっぽうにもこんなやつらと一緒いっしょに上陸じょうりくしたからには、せいぜいできることはやつらの相談そうだんを盗ぬすみ聞ぎきすることだ。僕ぼくの当然とうぜんの明白めいはくな義務ぎむは、この低ひくく這はっている木々きぎに都合つごうよく隠かくれて、できるかぎり近ちかづくことだと思おもったのだ。

僕ぼくには２人ふたりがいる方向ほうこうが、彼かれらの声こえだけではなく、その侵入しんにゅう者しゃの頭上ずじょうで警戒けいかいするように飛とんでいる鳥とりのようすで、かなり正確せいかくにわかった。

四よつんばいで這はいつくばって、そろそろと、ゆっくり２人ふたりの方ほうへ移動いどうした。そしてとうとう葉はの隙間すきまから頭あたまをあげると、沼ぬまの側がわの小ちいさな緑みどりの谷たにを見下みおろすことができ、そこには木々きぎが群集ぐんしゅうして生ばえており、ロング・ジョン・シルバーともう一人ひとりの船員せんいんが向むかい合あって立たち話ばなしをしていた。

日ひはさんさんとふりそそいでいた。シルバーは帽子ぼうしをかたわらの地面じめんになげだしていて、やつの大おおきなすべすべした色白いろじろの顔かおは暑あつさで光ひかり、何なにかを訴うったえるように相手あいての方ほうを向むいていた。

「相棒あいぼうや」シルバーは話はなしていた。「これもわしがお前まえを尊敬そんけいしてるからだぜ、尊敬そんけいしてるんだ、信しんじてくれ！　もしお前まえのことが気きに入いってなければ、ここまできて警告けいこくすると思おもうかい？　もう決きまってるんだ、どうしようもないよ。わしが話はなしてるのもおまえの首くびを救すくうためだ。乱暴らんぼうなやつらのだれかがこれを知しったら、わしの立場たちばはどうなる、トム。さぁ、わしはどうすればいい？」

「シルバー」相手あいての男おとこは言いった。僕ぼくはその男おとこが顔かおをまっ赤あかにして、カラスみたいにしゃがれた声こえで話はなしてるのに気きがついた。そしてその声こえは、一本いっぽんのはりつめたロープのように震ふるえていた。「シルバー」と続つづけた。「おまえさんは年としをとった。おまえさんは正直しょうじきだ、というかそういう評判ひょうばんだよ。おまえさんは金かねももってる、たくさんの貧乏びんぼうな水夫すいふが持もってないぐらいのな。おまえさんには勇気ゆうきがある。いやわしの勘違かんちがいかな。教おしえてくれ、おまえさんはあんなやつらの仲間なかまになろうっていうのかい？　おまえさんが！　神かみさまがわしを見みてるのと同おなじくらい確たしかなこった、それぐらいならわしは手てがなくなってもかまわんぞ。もしまた自分じぶんの義務ぎむにそむいたら、」

そして突然とつぜん、その男おとこの声こえは物音ものおとにかき消けされた。僕ぼくは正直しょうじきな船員せんいんの一人ひとりを見みつけたが、ここでそれと同時どうじにもう一人ひとりの正直しょうじきな船員せんいんの消息しょうそくがわかったのだ。沼ぬまの遠とおくのほうで突然とつぜん、怒いかりの叫さけび声ごえのような音おとがして、それからその声こえに引ひき続つづいて別べつの声こえが、恐怖きょうふにふるえた長ながく響ひびく悲鳴ひめいが聞きこえた。望遠鏡ぼうえんきょう山やまの岩いわ々が何なん度どもその声こえを響ひびかせた。全すべての沼ぬまの鳥とりが再ふたたび舞まいあがり、一斉いっせいに羽はばたいて空そらを暗くらくした。死しの絶叫ぜっきょうが長ながいこと僕ぼくの頭あたまでなりひびいたが、しまいには静しずかになり、舞まい降おりてくる鳥とりの羽音はおとと遠とおくの波なみの打うち寄よせる音おとが午後ごごの静寂しじまを乱みだすだけだった。

トムは、拍車はくしゃがかかった馬うまのようにその音おとに飛とびあがった。ただシルバーは瞬まばたき一ひとつしなかった。じっとその場ばに立たちつくし、軽かるく松葉杖まつばづえにもたれながら、トムのことを今いまにもとびかからんとする蛇へびのように見みつめていた。

「ジョン！」トムは手てを差さし出だしながら言いった。

「さわるんじゃねぇ！」シルバーは叫さけぶと、１ヤードほど飛とびのき、僕ぼくにはその動うごきは訓練くんれんをつんだ体操たいそう選手せんしゅのスピードと防御ぼうぎょのようにさえ思おもわれた。

「触さわらんよ、おまえさんが嫌いやならな、ジョン・シルバー」相手あいての男おとこはそう言いうと、「おまえさんがわしを怖こわがるのは、良心りょうしんがとがめるからだぞ。ただいったい全体ぜんたい、あの音おとはなんなんだ？」と続つづけた。

「あの音おとか？」シルバーは微笑ほほえみながら、ただもっと警戒けいかいしながら答こたえた。そしてあの大おおきな顔かおで目めをこれ以上いじょうないくらい細ほそくして、ガラスの破片はへんのようにかすかにきらめかせていた。「あの音おとか？　あぁわしが思おもうにあれはアランだな」

その時とき、トムは勇者ゆうしゃのようにかっとして、

「アラン！」と叫さけんだ。「本物ほんものの船乗ふなのりとして安やすらかに眠ねむるように！　おまえ、ジョン・シルバー、長ながいこと仲間なかまだったが、もうわしの仲間なかまじゃねぇ。わしは犬いぬコロみたいに死しんでも、義務ぎむは果はたすつもりだよ。おまえらはアランを殺ころしたんだな、そうだろう？　わしも殺ころすがいい、やれるもんならな。できるもんならやってみろ」

それだけ言いうと、この勇気ゆうきのある男おとこは料理りょうり番ばんにくるりと背せを向むけ、浜辺はまべの方ほうに歩あるき出だした。ただそれほどは歩あるけない運命うんめいだった。一声いっせいあげるとジョンは木きの枝えだをつかみ、松葉杖まつばづえをすばやく脇わきからとりだし、その荒あらっぽい飛とび道具どうぐをぶーんとほうり投なげたのだ。それはかわいそうにトムにすごい勢いきおいで命中めいちゅうした。杖つえの先さきっぽが、背中せなかの真まん中なかあたりのちょうど両りょう肩かたの間あいだに的中てきちゅうしたのだ。トムの両手りょうてがあがり、あえぐような声こえがもれ倒たおれた。

致命傷ちめいしょうだったかどうかは誰だれにもわかるまい。ただ十分じゅうぶんすぎるほどで、当あたった音おとから判断はんだんすれば、背骨せぼねは当あたった場所ばしょで折おれたにちがいない。しかしシルバーは起おき上あがる余裕よゆうも与あたえなかった。足あしも松葉杖まつばづえもないのに猿さるみたいにすばしっこく、次つぎの瞬間しゅんかんにはトムに馬乗うまのりになり、抵抗ていこうしない体からだにナイフを根元ねもとまで２度ども突つきさした。僕ぼくの隠かくれている場所ばしょからも、突つきさすときにシルバーがぜいぜい息いきを切きらしているのが聞きこえるくらいだった。

僕ぼくは気きが遠とおくなるということがどういうことかちゃんとは知しらないが、それからしばらく、僕ぼくの周まわりの世界せかいが渦巻うずまく霧きりのなかでふらふらしていたのは間違まちがいない。シルバーと鳥とりたち、そして高たかい望遠鏡ぼうえんきょう山やまの頂上ちょうじょうが、僕ぼくの目めにはぐるぐる上下じょうげさかさまに回まわってみえ、僕ぼくの耳みみにはあらゆる種類しゅるいのベルが鳴なり響ひびき、遠とおくで叫さけぶ声こえが聞きこえた。

僕ぼくが再ふたたび気きづいたときには、あの怪物かいぶつも立たち直なおっていて、松葉杖まつばづえを脇わきにはさみ帽子ぼうしもかぶっていた。シルバーの目めの前まえには、トムがぴくりとも動うごかず草地くさちの上うえで横よこたわっていた。でもこの殺人さつじん者しゃはそれを気きにするでもなく、そのあいだ一いち束たばの草くさで血ちで汚よごれたナイフをきれいにしていた。その他たには、なにひとつ変かわったことはなく、太陽たいようは容赦ようしゃなく蒸発じょうはつしている沼ぬまや山やまの頂上ちょうじょうを照てりつけていた。僕ぼくには信しんじられなかった。僕ぼくの目めの前まえでついさっき殺人さつじんが実際じっさいに行おこなわれ、一人ひとりの生命せいめいが無残むざんにも断たち切きられたということを。

そしてジョンは手てをポケットにいれると笛ふえをとりだし、様々さまざまな調子ちょうしで吹ふき分わけ、その音おとは暑あつい空気くうきの中なかを遠とおくまで響ひびき渡わたった。僕ぼくにはもちろんその笛ふえの意味いみはわからなかったけれど、すぐに恐怖きょうふに襲おそわれた。たくさんの男おとこたちがやってくるのだろう。僕ぼくは見みつかってしまうかもしれない。やつらはすでに２人ふたりの正直しょうじきな人ひとを殺ころしてる。トムとアランに続つづけて、僕ぼくが殺ころされるんじゃないだろうか？

すぐさま僕ぼくは逃にげ出だすことにして、できるかぎり早はやくそして静しずかに森もりのもっと開あけた場所ばしょまで、這はってもどりかけた。そうしていると老ろう海賊かいぞくと仲間なかまたちでやりとりされる合図あいずが聞きこえてきて、その危険きけんな音おとは僕ぼくの足あしをいよいよ急いそがせた。茂しげみを抜ぬけ出だすとすぐに、これ以上いじょうないくらい早はやく駆かけ出だした。方向ほうこうも、殺ころし屋やどもから逃にげ出だせればどちらでも構かまわなかった。走はしっていると恐怖きょうふはだんだん膨ふくらんでいき、しまいには狂くるったみたいに駆かけ出だした。

確たしかに、僕ぼくほどお先さき真まっ暗くらなものはいるだろうか？　号砲ごうほうがなっても、どうしてあの悪魔あくまたちの間あいだに混まじってボートのところまで降おりて行いけるだろうか？　どうして最初さいしょに僕ぼくをみつけたやつが、シギの首くびでもひねるように僕ぼくの首くびをひねらないといえるだろうか？　僕ぼくがいなかったこと自体じたいが、やつらには僕ぼくが気きづいている、つまりはあの命いのちにかかわることを知しっているという、証拠しょうこにならないといえるだろうか？　僕ぼくはもうだめだ、と思おもった。ヒスパニオーラ号ごう、さようなら。さようなら、大だい地主じぬしさん、先生せんせい、そして船長せんちょう！　もう僕ぼくは餓死がしするか、反乱はんらん者しゃの手てにかかって殺ころされるかだ。

こうしていながら、前まえにも書かいたとおり僕ぼくは走はしりつづけていた。そうとは気きづかずに、僕ぼくは２ふたつの頂上ちょうじょうがある小ちいさな山やまのふもとまで来きていた。そして常緑じょうりょくの樫かしがよりまばらに生おい茂しげっているところにやってきて、そこでは実みも大おおきさも普通ふつうの森もりの木きのように見みえた。その常緑じょうりょくの樫かしに混まじって、２、３本ほんの松まつがあり、５０フィート、また７０フィート近ちかくの高たかさのものもあった。空気くうきも沼ぬまのあたりに比くらべれば、さわやかな香かおりがした。

ここでも僕ぼくは新あらたな驚おどろきに襲おそわれ、どきどきしながら立たちつくすことになるのだった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	島の男



宝島たからじま 第だい三さん部ぶ 第だい三さん章しょう 島とうの男おとこ
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山やまの斜面しゃめんはこのあたりでは険けわしく石いしがごろごろしていたが、そこから小石こいしがくずれてゴロゴロと木々きぎの間あいだを転ころがって落おちてきた。僕ぼくがはっとしてそちらを向むくと、影かげがものすごい速はやさで松まつの幹みきの後のちに飛とびこんだのが見みえた。それが何なにだったか、熊くまなのか、人ひとなのか、猿さるなのか僕ぼくには見分みわけがつかなかった。黒くろくてけむくじゃらに見みえたが、それ以上いじょうはわからなかった。ただこの新あたらしい不思議ふしぎなことで、僕ぼくの足あしは恐怖きょうふにすくんだ。

今いま、僕ぼくはどちらに進すすむこともできなかった。背後はいごには殺ころし屋やども、前方ぜんぽうには得体えたいの知しれないものが隠かくれている。すぐに僕ぼくはぜんぜんわからない危険きけんより、まだ正体しょうたいが分わかっている危険きけんの方ほうを選えらぶことにした。シルバーだってこの森もりの化ばけ物ものにくらべれは、ずっとましだ。そこでくるりときびすを返かえして、後うしろを油断ゆだんなく振ふりかえりながらボートの方ほうへ何なん歩ほか戻もどりはじめた。

すぐにまたその化ばけ物ものが現あらわれ、大おおきくぐるりとまわって僕ぼくの先回さきまわりをした。僕ぼくはとにかく疲つかれていて、まあたとえ朝あさ起おきた時ときとおなじくらい元気げんきいっぱいでも、こんな相手あいてにスピードを競きそったって無駄むだだってことはすぐわかった。幹みきから幹みきへと化ばけ物ものは鹿しかのように軽かろやかに走はしり、人間にんげんみたいに２本ほん足あしで走はしってはいたが走はしる時ときときたらほとんど体からだを２ふたつに折おりまげていて、僕ぼくはそれまでこんな人間にんげんは見みたこともなかった。ただそれが人ひとであることには間違まちがいなかった。

僕ぼくは人食ひとくい人種じんしゅの話はなしを聞きいたことがあるのを思おもい出だし、もう少すこしで助たすけをよぶところだった。でもとにかく人ひとだということがわかって、どんな野蛮やばん人じんでもとにかく安心あんしんした。それと比較ひかくして、シルバーに対たいする恐おそれは再ふたたび大おおきくなりはじめた。そこで僕ぼくは立たち止どまって、急いそいでなにか逃にげる方法ほうほうがないか見みつけ出だそうとした。そう考かんがえていると、ピストルをもっていることをはっと思おもい出だした。自分じぶんが武器ぶきをもってることを思おもい出だし、僕ぼくの心しんに再ふたたび勇気ゆうきが宿やどった。意いを決けっしてこの島しまの男おとこに正面しょうめんから向むき合あうと、そちらにつかつかと歩あゆみよった。

この男おとこはこのとき他たの木きの幹みきにかくれていたが、僕ぼくをよく観察かんさつしていたにちがいない。というのも僕ぼくがその男おとこの方ほうに歩あるいて行いくと、再ふたたび姿すがたをあらわして、僕ぼくと向むき合あうために一いち歩ほ踏ふみ出だしたからだ。それからちょっと躊躇ちゅうちょして引ひき返かえそうとしたが、また前まえに足あしを踏ふみ出だして、しまいに僕ぼくがびっくりしてどきまぎしたことに、ひざまずいて両手りょうてを組くみ合あわせ嘆願たんがんするように差さし出だしたのだ。

そこで僕ぼくはもう一度いちど歩あゆみをとめた。

「君きみはだれだい？」

「ベン・ガンだ」と答こたえたその声こえはしゃがれていてき取きとりにくく、まるでさびた錠前じょうまえみたいだった。「かわいそうなベン・ガンだ、おれは。キリスト教徒きりすときょうとと口くちを聞きいたのは３年ねんぶりだよ」

その男おとこは僕ぼくと同おなじ白人はくじんでその容貌ようぼうは魅力みりょく的てきといってもいいくらいだったし、肌はだはむき出だしになっているところは日ひに焼やけていて、唇くちびるはほとんど真まっ黒くろだった。そしてきれいな目めはその汚きたない顔かおでもひときわ目立めだっていた。僕ぼくがこの目めで見みたり想像そうぞうしたことのあるあらゆる乞食こじきの中なかで、みすぼらしさではこの男おとここそが一番いちばんだった。古ふるい船ふねの帆ほと古ふるい船員せんいんの服ふくで作つくったぼろきれを身みにまとっていて、そのつぎはぎは、真鍮しんちゅうのボタンだとか、木片もくへん、タールまみれの帆ほをたたむ時ときの金具かなぐだとか、ありとあらゆるぶかっこうな留とめ方かたで留とめてあった。腰こしまわりには真鍮しんちゅうのバックルのついた革かわのベルトをしており、それが着きている物もののなかで唯一ゆいいつまともなものだった。

「３年ねんだって！」僕ぼくは叫さけんだ。「難破なんぱしたのかい？」

「ちがうよ、おまえ」ベンは言いった。「置おき去ざりさ」

僕ぼくもそれは聞きいたことがあった。海賊かいぞくのあいだではよくある恐おそろしい罰ばっで、罰ばちを受うけるものに火薬かやくと弾丸だんがんを少すこしだけ持もたせて、どこか遠とおくの無人島むじんとうに上陸じょうりくさせて置おいてくるというものだということだった。

「３年ねん前まえに置おき去ざりだぁ」ベンは続つづけた。「それからは、ヤギと野のイチゴと牡蠣かきを食たべて生いきてきたんだ。人間にんげんってものはどこにいても、そうだ、人間にんげんはなんとか自給自足じきゅうじそくでやってけぇるんだ。でも、あんた、キリスト教徒きりすときょうとの食くいもんが欲ほしくてたまんねぇな。あんたはもしかしてチーズを一いち切きれでももってやしねぇか、今いまだよ？　ないって？　やれやれ、いく晩ばんも長ながい夜更よふけにチーズの夢ゆめを見みたもんだよ、こんがりと焼やけたやつの夢ゆめをな、たいがい。ただ目めを覚さますと、ここにいるわけだ」

「もし僕ぼくがまた船ふねにもどれたら」僕ぼくは言いった。「たっぷりチーズをやるよ」

このあいだずっと、ベンは僕ぼくの上着うわぎの材質ざいしつをさわったり、僕ぼくの手てをなでたり、僕ぼくのブーツをみたりしていた。話はなしをしているあいだも、人間にんげんがいることが子供こどものようにうれしくてたまらないようだった。ただ僕ぼくの最後さいごの言葉ことばを聞きくと、はっと顔かおをあげた。その顔かおはおどろくほどずるそうな顔かおをしていた。

「もし船ふねにもどれたら、って言いったな？」ベンは繰くり返かえした。「どうして、だれが邪魔じゃまするんだい」

「君きみじゃないことはわかってるんだけどね」僕ぼくはそう答こたえた。

「それは間違まちがいないよ」ベンは叫さけんだ。「ところで、おまえは、おまえはなんて名めいだい？」

「ジムだよ」僕ぼくは答こたえた。

「ジム、ジム」ベンは全まったく大だい喜よろこびで、その名前なまえを口くちにした。「さて、いいかい、ジム。おれは人ひとには聞きかせられないような放浪ほうろう生活せいかつをしてきたんだ。それでたとえば、おれには敬虔けいけんなおふくろがいたなんて信しんじられるかい、おれをみてさ？」ベンは尋たずねた。

「いや、べつに、信しんじられないこともないよ」僕ぼくは答こたえた。

「まぁ、とにかく」ベンは言いった。「おれにはとても敬虔けいけんなおふくろがいたんだよ。で、おれも礼儀れいぎ正ただしい敬虔けいけんなぼうやだったんだ。それで次つぎから次つぎへとものすごい速はやさで教義きょうぎ問答もんどうに答こたえたりしたもんだよ。それがこの始末しまつだ、ジム。ぜんぶあのいまいましい墓石はかいしにファーシング銅貨どうかを投なげたことからはじまったんだ！　あんな風ふうにはじまって、こんな風ふうになっちまった。おふくろはそうおれに言いってたよ。ぜんぶお見透みとおしだったんだ、おふくろはな、敬虔けいけんな人ひとだったよ！　おれがここに来きたのも神かみのおぼしめしなんだろうなぁ。こんなことを全部ぜんぶこの島しまで一人ひとりっきりで考かんがえてたんだから、また敬虔けいけんになったんだよ。もうおれがラムをたっぷり飲のむとこを見みることもなかろうな、まあ最初さいしょの一いち口くちくらいは景気けいきづけにやらせてもらうがな。おれはいい人じんにならなくちゃいけないんだ。その方法ほうほうもわかっちゃいるんだがな。それにな、ジム」とあたりをうかがい、ひそひそ話ばなしをするくらい声こえを小ちいさくするとこうつづけた。「おれは金持かねもちなんだ」

僕ぼくがその時とき思おもったのは、かわいそうにこんなところに一人ひとりで取とり残のこされて気きが狂くるったに違ちがいないということだった。僕ぼくはたぶんそう思おもったことを顔かおに出だしてしまったんだろう。ベンはむきになってその言葉ことばを繰くり返かえした。「金かねをもってるんだ！　金かねを！　そう言いってるんだ。どうしてか説明せつめいするよ。おまえを男おとこにしてやらぁ、ジム。あぁ、ジム、運うんに感謝かんしゃしなよ、そうだ、おまえはおれを見みつけてくれた最初さいしょのやつだもの！」

そしてこの時ときとつぜんベンの顔かおがくもり僕ぼくの手てを強つよくにぎると、人差ひとさし指ゆびを脅おどすように僕ぼくの目めの前まえにつきだした。

「なぁ、ジム、本当ほんとうのことを言いってくれよ。あれはフリントの船ふねじゃねえよな？」とベンは尋たずねた。

そして僕ぼくはいいことを思おもいついた。僕ぼくは味方みかたを一人ひとりみつけたということに思おもい当あたって、すぐに答こたえた。

「フリントの船ふねじゃないさ、それにフリントは死しんだんだよ。でも君きみが聞きいたから、本当ほんとうのことを言いう。フリントの手下てしたが何人なんにんか船ふねにのってるんだ。僕ぼくらとしては運うんが悪わるいことにね」

「一本いっぽん、足あしの、男おとこはいねぇだろうな」ベンはあえぎながら尋たずねた。

「シルバーのことかい？」僕ぼくは尋たずねた。

「あぁ、シルバーだ！」ベンは言いった。「それがやつの名前なまえだよ」

「やつは料理りょうり番ばんで、反乱はんらんのリーダーだ」

ベンはまだ僕ぼくの手首てくびをにぎっていたが、そのときはそれに力ちからをこめた。

「ロング・ジョンに言いわれて来きてるんなら、」ベンは言いった。「おれはなんにもできないブタも同然どうぜんだな、わかるんだよ。だけどおまえはどういう立場たちばなんだい？　どうするつもりなんだ？」

僕ぼくはすぐに心しんを決きめて、それに答こたえる代かわりに僕ぼくらの航海こうかいの話はなしを全部ぜんぶと僕ぼくらがはまりこんだ苦くるしい立場たちばについて話はなした。ベンは僕ぼくの話はなしを興味きょうみぶかく聞きいていたが、話はなし終おわると僕ぼくの頭あたまをぽんぽんとたたいた。

「おまえはいい子こだ、ジム」ベンは言いった。「あんたらは徳利とっくり結むすびにみたいに困こまってる立場たちばってことだな？　よしよし、ベン・ガンを信しんじてくれ、ベン・ガンはやる男おとこだよ。さて、大だい地主じぬしさんっていうのは人ひとを助たすける時ときには心しんの広ひろい人ひとかな、特とくに自分じぶんも困こまった立場たちばの時ときにな、ジム、おまえの意見いけんはどうだい？」

僕ぼくは、ベンに大だい地主じぬしさんはすごく心しんの広ひろい人ひとだと教おしえてやった。

「そうかい、でもわかるだろ」ベン・ガンは答こたえた。「おれが言いってるのは、門番もんばんにしてもらったりとか仕立したてのいい服ふくをくれたりとかそんなことじゃねぇ。そういうことを言いいたいんじゃねえんだ、ジム。おれが言いいてぇのは、大だい地主じぬしさんはある男おとこのものになってるも当然とうぜんのお金かねから大金たいきんを、そうだなぁ、１０００ポンドばっかり分わけてくれそうかってことだよ？」

「それは絶対ぜったいだよ」僕ぼくは言いった。「だって、みんなに分わけ前まえがあるんだから」

「あと故郷こきょうにも帰かえれるよな？」ベンは抜ぬけ目めない顔かおでつけくわえた。

「もちろん」僕ぼくは叫さけんだ。「大だい地主じぬしさんは紳士しんしだよ。それにやつらを追おっ払はらえれば、帰かえる手伝てつだいもしてもらわなきゃならないし」

「あぁ」ベンは言いった。「そうかい」そしてとても安心あんしんしたようだった。

「さて、どうして金持かねもちかを言いわなきゃな」ベンは続つづけた。「これだけしか話はなさないし、後のちは何一なにひとつ言いわない。おれはやつが宝物ほうもつを埋うめたときに、フリントの船ふねにのってたんだ。やつとあと６人にんでな、６人にんの強つよぇえ水夫すいふだ。やつらは一いち週間しゅうかんは上陸じょうりくして、おれらはウオレス号ごうにのって岸きしにつけたり離はなれたりしてたんだ。ある天気てんきのいい日びに合図あいずがあって、フリント一いち人にんが小ちいさなボートに乗のって帰かえってきた。頭あたまを青あおいスカーフでくるんでな。日ひが昇のぼるときで、船首せんしゅの水切みずきりのところのやつの顔かおは真まっ青さおだったな。ただやつだけがいたんだ、いいかい、６人にんはみんな死しんだんだ、死しんで埋うめられたんだな。どうやって殺ころしたんだか、船ふねの連中れんちゅうには全然ぜんぜんわからなかったよ。争あらそいがあって、殺ころして、突然とつぜんの死しだったんだろうな、ともかく。６対たい１だぜ。ビリー・ボーンズが航海こうかい士しで、ロング・ジョンが操舵そうだ係がかりだ。みんな宝物ほうもつはどこだか尋たずねたよ。“あぁ”やつはいったな。“陸りくに行いくんだな。そうしたけりゃな、そのままいりゃあいい”なんて言いったな。“でもこの船ふねはもっとぶちのめすんだよ、こん畜生ちくしょう！”たしかそんな風ふうにいってたな」

「それで、おれは３年ねん後ごに他たの船ふねに乗のってたんだ。この島しまを見みて、“おい”おれは言いったよ。“ここにはフリントの宝物ほうもつがあるんだぜ”陸りくに上あがって探さがそうじゃねぇか」船長せんちょうはそれにいい顔がおしなかったが、船員せんいん仲間なかまは大だい賛成さんせいで上陸じょうりくしたんだ。１２日間にちかんは探さがしたな、毎日まいにちひでぇことは言いわれるし、ある朝あさに全員ぜんいん船せんにもどっちまったんだ。“おまえはな、ベンジャミン・ガン”やつらは言いったよ。“マスケット銃じゅうを置おいとくぜ”で、こう続つづけた。“それで鋤すきとつるはしだ。おまえは一人ひとりここに残のこって、フリントの金かねをさがすんだ”そう言いったんだ」

「で、ジム、３年ねんもここにいるわけだ。その日ひから今日きょうまで、キリスト教徒きりすときょうとが口くちにするものは一いち口くちだって食たべちゃいない。でもここを見みろよ、おれだよ、おれを見みろよ。平ひら水夫すいふに見みえるかい？　見みえないだろ。まあ、平ひら水夫すいふじゃなかったからな」

そういうとベンはめくばせをして、僕ぼくをひどくつねった。

「大だい地主じぬしさんにはこう言いってくれよ、ジム」ベンは続つづけた。「この男おとこはそうじゃないんです、断だんじてね。そういうんだぞ。３年ねんもこの島しまにいたんです、昼ひるも夜よるも、晴はれた日ひも雨あめの日ひも。時々ときどきはたぶんお祈いのりもしてたと思おもいますぜ（そう言いうんだよ）。時々ときどきはたぶん年取としとったおふくろのことも考かんがえてたようですよ、まるでおふくろが生いきてるとき、そうしたみたいにね（そう言いえったら)。でもたいていの時ときはガンは（確たしかにこう言いうんだぞ）、たいていの時ときは別べつのことをしてたんです。それでおれがやったみたいに大だい地主じぬしさんをつねるんだ」

それで、僕ぼくをまたひどく気安きやすい態度たいどでつねった。

「それから」ベンは続つづけた。「つねるのはやめて、こう言いうんだ。ガンはいい人じんです（こう言いうんだぞ）、それでガンは貴とうといお方かたを信しんじてますよ。貴とうといお方かたをね、いいかい、自分じぶんも昔むかしはそうだった成金なりきんより、生うまれながらの紳士しんしをね」

「いいよ」僕ぼくは言いった。「僕ぼくには一言ひとことも何なにをいってるのかわからないけどね。でもたいしたことじゃないよ。どちらにしても僕ぼくはどうやって船ふねにもどったらいいんだい？」

「あぁ」ベンは言いった。「それは問題もんだいだな、確たしかに。そうだ、おれのボートがあるぜ、おれが作つくったんだ。あの白しろい岩いわの下したにあるぜ。最悪さいあくのときは、暗くらくなったらボートを使つかおうじゃねぇか。おい！」ベンは突然とつぜん叫さけんだ。「あれは何なにだ？」

ちょうどその時とき、日にちが沈しずむまでは１，２時じ間あいだはあったが、島中しまなかに雷鳴らいめいのような大砲たいほうの音おとがとどろき鳴なり響ひびいた。

「やつらが戦たたかいを始はじめたんだ！」僕ぼくは叫さけんだ。「僕ぼくについてきて」

僕ぼくは停泊ていはく場所ばしょに向むかって、恐怖きょうふもすっかり忘わすれて走はしりはじめた。僕ぼくのすぐそばを島しまに置おき去ざりにされた男おとこがヤギの皮かわをきて、楽々らくらくと軽かろやかに駆かけていた。

「左ひだり、左ひだりだよ」ベンは言いった。「左ひだりの方ほうを行いくんだよ、ジム！　あの木この下したのほうだ！　はじめておれがヤギを殺ころしたところだ。もうこんなところには降おりてこないんだよ。ベンジャミン・ガンを恐おそれてみんな山やまの方ほうへ行いっちまったんだ。あぁ！　ここには、はかはがあるぞ」はかばっていうつもりだったんだろう。「盛もり土つちしているところが見みえるかい？　ここに来きてお祈いのりしてたんだ、ときどきな、日曜にちようだと思おもった時ときにね。確たしかに教会きょうかいじゃねぇが、儀式ぎしきっぽい感かんじがするだろ。ただ、こういうんだぞ。ベン・ガンは人手ひとで不足ふそくでしたってな、牧師ぼくしはいないし、それどころか聖書せいしょの一いち冊さつや国旗こっきの一本いっぽんもなかったんです。って言いうんだ」

僕ぼくが走はしっている間あいだもベンは話はなしつづけていて、別べつに返事へんじを期待きたいするふうでもなかったので、僕ぼくもとくに返事へんじをしなかった。

大砲たいほうの音おとにつづいて、かなり間あいだがあってから、小銃しょうじゅうの一斉いっせい射撃しゃげきがあった。

また間あいだがあり、それから僕ぼくの前まえの四よん分ぶんの一いちマイルも離はなれてないところで、英国えいこく国旗こっきが森もりの上うえにたなびくのが見みえた。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	先生による続きの物語：どうやって船を見捨てたか



宝島たからじま 第だい四よん部ぶ 第だい一いち章しょう 先生せんせいによる続つづきの物語ものがたり：どうやって船ふねを見捨みすてたか




一いち時半じはんごろ、海うみの用語ようごでいえば三さん点てん鐘がねごろの時刻じこくに、２艘そうのボートがヒスパニオーラ号ごうから岸きしへと向むかった。船長せんちょうと大だい地主じぬしさんと私わたしはキャビンで事態じたいを話はなし合あっていた。もし風ふうが少すこしでもふいていたら、われわれは船ふねに残のこっている６人にんの反乱はんらん者しゃに襲おそいかかり、錨いかり綱つなを解といて海うみへと出航しゅっこうしただろう。ただ風ふうはふいていなかったし、ハンターがジム・ホーキンズがボートにもぐりこんで一緒いっしょに上陸じょうりくしてしまったと知しらせてきたので、どうすることもできなかった。

ジム・ホーキンズをこれっぽちも疑うたがいはしなかったが、安全あんぜんかどうかは心配しんぱいだった。あんな気性きしょうの船員せんいんたちと一緒いっしょでは、あの子この姿すがたを再ふたたび見みれるかどうかは五分五分ごぶごぶのように思おもわれた。われわれは甲板かんぱんをうろうろした。松まつやにが継つぎ目めで泡立あわだっており、その場ばのいやな悪臭あくしゅうが私わたしをむかむかさせた。もし熱病ねつびょうや赤痢せきりの匂においがかげるところがあるとすれば、その不愉快ふゆかいな停泊ていはく場所ばしょこそがその場所ばしょだった。６人にんの悪者わるものたちは、帆ほの下したにある船首せんしゅの水夫すいふ部屋へやで座すわりこんでぶつぶつこぼしていた。われわれが岸きしの方ほうをみると、河口かこうのすぐ近ちかくに小船こぶねはしっかりつながれていて、それぞれに一人ひとりずつの船員せんいんが乗のりこんでいた。そのうち一人ひとりは“リリブレロ”を口笛くちぶえでふいていた。

待まっていることには耐たえられないので、ハンターと私わたしは小型こがたのボートで情報じょうほうを集あつめに上陸じょうりくすることにした。

２艘そうの小船こぶねは右みぎへ曲まがって行いったが、ハンターと私わたしはまっすぐ漕こいで、海図かいずにある防護ぼうご柵しがらみの方向ほうこうへ行いくことにした。小船こぶねに残のこっていた２人ふたりはわれわれが姿すがたを現あらわしたのであわてふためいたようだった。“リリブレロ”をふくのをやめ、２人ふたりでどうすべきか相談そうだんしているのが見みてとれた。もし２人ふたりが小船こぶねを降おりてシルバーの所ところに相談そうだんに行いったら、事態じたいは変かわっていたかもしれない。でも命令めいれいを受うけているらしく、今いまいる場所ばしょに静しずかに座すわりこんで、“リリブレロ”を再ふたたび口笛くちぶえでふいた。

海岸かいがん線せんにはやや湾曲わんきょくした場所ばしょがあり、私わたしはその場所ばしょを挟はさんでわれわれと2艘そうの小船こぶねが反対はんたい側がわになるようボートを進すすめた。そのため、上陸じょうりくする前まえにすでに２艘そうの小船こぶねは見みえなくなっていた。私わたしは船ふねを飛とび降おり、ほとんど小走こばしりで足あしを進すすめた。大おおきな帽子ぼうしの下したに暑あつさ対策たいさくとして絹きぬのハンカチをかぶり、安全あんぜんのために火薬かやくがつまったピストルを２丁ちょうもっていた。

100ヤードも進すすまないうちに、防護ぼうご柵しがらみに行いきついた。

そこはこんな具合ぐあいだった。きれいな水みずが湧わき出だす泉いずみが塚づかの頂上ちょうじょう付近ふきんにあった。そして塚づかのところに泉いずみを囲かこむように頑丈がんじょうな丸太まるた小屋こやが建たてられていて、緊急きんきゅう時じには40人にんほどは入はいりそうで、四方しほうにマスケット銃じゅうを撃うつ穴あなが開ひらいていた。小屋こやのまわりは広ひろいスペースが作つくられていて、そして最後さいごに６フィートの柵しがらみが作つくられていて、とびらもなければ開ひらいてる場所ばしょもないので、頑丈がんじょうで時間じかんや労力ろうりょくをかけなければ引びき倒たおすことはできないし、包囲ほういする者ものは身みを隠かくす場所ばしょもないので逃にげることができなかった。丸太まるた小屋こやのなかにろう城じょうするほうが、あらゆる点てんで有利ゆうりだった。静しずかに隠かくれていればヤマウズラを撃うつみたいに相手あいてを撃うつことができるのだ。必要ひつようなのはしっかりした見張みはりと、あとは食料しょくりょうがあれば十分じゅうぶんだった。完全かんぜんな奇襲きしゅうでも受うけない限かぎり、その小屋こやは一連いちれん隊たいにだって持もちこたえられたかもしれない。

特とくに私わたしが気きに入いったのは泉いずみだった。ヒスパニオーラ号ごうのキャビンでもわれわれは十分じゅうぶんによい場所ばしょを占しめていた、武器ぶきも弾薬だんやくや食たべるものも、上等じょうとうなワインも十分じゅうぶんだったが、一ひとつだけ見過みすごしていたものがあった。それが水みずだった。私わたしがそのことについて考かんがえていると、島中しまなかに人間にんげんの死しの叫さけび声ごえがひびきわたった。私わたしにとって非業ひごうの死しはなじみのないものではなかった。私わたしは国くにのためにカンバーランド公爵こうしゃくに仕つかえていて、フォンテノーで負傷ふしょうしたこともある。でも自分じぶんの脈みゃくが早はやくなり、どきどきするのが感かんじられた。最初さいしょは「ジムが死しんだ」と思おもったのだ。

過去かこに軍人ぐんじんだったこと以上いじょうに、現在げんざいまで医者いしゃであることの方ほうがはるかに役やくにたった。行動こうどうを起おこすには、ぐずぐずしている暇ひまはない。そしてすぐに心しんを決きめた。もはや一刻いっこくの猶予ゆうよもなく岸きしへ引ひき返かえすと、小型こがたボートに飛とび乗のった。

幸運こううんにもハンターはよい漕こぎ手しゅであり、水みずの上うえを飛とぶようにすすんだ。そしてボートはスクーナー船せんに横付よこづけになり、乗船じょうせんした。

みんな当然とうぜんのことながら、動揺どうようしていた。大だい地主じぬしさんは顔かおを真まっ青さおにして座すわりこんでおり、自分じぶんがこんなひどいことにみんなを引ひきこんだのだと思おもってるかのようだった。いい人じんだ！　そして水夫すいふ部屋へやにいる６人にんの中なかにも、１人にんそんな顔色かおいろの男おとこがいた。

「こんなことにはなじみがない男おとこが一人ひとりいます」スモレット船長せんちょうがそう言いいながら、一人ひとりの男おとこをあごで指さしした。「やつはあの悲鳴ひめいを聞きいたときはほとんど気絶きぜつしそうでしたよ、先生せんせい。もうひと押おしでもしてやれば、われわれの方ほうにつきますよ」

私わたしは自分じぶんの計画けいかくを船長せんちょうに話はなし、２人ふたりで実行じっこうに際さいしての細こまかいところまでつめた。

われわれはレッドルースをキャビンと船首せんしゅの水夫すいふ部屋へやの間あいだの通路つうろに配はいして、３、４丁ちょうの充填じゅうてんしたマスケット銃じゅうと防弾ぼうだん用ようにマットレスを与あたえた。ハンターはボートを船尾せんびの丸まる窓まどの下したにもってきた。ジョイスと私わたしはボートに火薬かやくの缶かんや、マスケット銃じゅうやビスケットの入はいった袋ふくろや、豚肉ぶたにくの小ちいさいたるや、コニャック一いち樽たるや私わたしにはなにより大切たいせつな薬くすり箱ばこを積つみこんだ。

そのあいだ、大だい地主じぬしさんと船長せんちょうは甲板かんぱんにとどまって、船長せんちょうは舵取かじとりに声こえをかけた。舵取かじとりが船ふねに乗のっている者ものの頭あたまだった。

「ハンズ君くん」船長せんちょうは言いった。「いまわれわれ２人ふたりは、それぞれ２丁ちょうずつピストルをもっている。もしおまえら６人にんの誰だれかが合図あいずみたいなことでもしようもんなら、死しがまってるぞ」

やつらはすっかりあっけにとられた。少すこし相談そうだんして、全員ぜんいん船首せんしゅの昇降しょうこう口こうを転ころがり降おりて行いった。たぶんわれわれの背後はいごをとろうと考かんがえたのだろう。でもレッドルースが円えん材ざいがでてる通路つうろで待まち構かまえているのを見みると、すぐさま転てんじて、再ふたたび頭あたまを甲板かんぱんにひょっこり出だした。

「降おりるんだ、犬いぬ！」船長せんちょうがさけんだ。

そして再ふたたび頭あたまはひっこめられた。しばらく６人にんの臆病おくびょうな船員せんいんは物音ものおとひとつ立たてなかった。

この時ときまでには、手てあたりしだい物ぶつを投なげ込こんで、小型こがたボートに積つめるだけのものは積つみこんだ。ジョイスと私わたしは船尾せんびの丸まる窓まどから船ふねの外そとにでて、再ふたたびオールが折おれんばかりのスピードで岸きしまで急いそいだ。

この２回かい目めの上陸じょうりくは、岸きしの見張みはりをかなり驚おどろかせたようだった。“リリブレロ”も再ふたたび止やんでいたし、少すこし湾曲わんきょくしているところで２人ふたりの姿すがたが見みえなくなる直前ちょくぜんで、１人ひとりが岸きしへとび移うつり姿すがたをけした。計画けいかくをかえてやつらの小船こぶねを壊こわしてやろうかと思おもったが、シルバーやその他たのものがすぐ近ちかくにいるかもしれず、欲張よくばると上手うまく進行しんこうしている全すべてがだめになってしまうので思おもいとどまった。

われわれはすぐに前回ぜんかいとほとんど同おなじ場所ばしょに上陸じょうりくして、丸太まるた小屋こやに荷物にもつを積つみ込こみはじめた。最初さいしょは三さん人にん全員ぜんいんで、持もてるだけの荷物にもつをかかえ、防護ぼうご柵しがらみごしに投なげこんだ。それからジョイス一人ひとりを荷物にもつ番ばんに残のこし、ただマスケット銃じゅうは６丁ちょうはあったと思おもう、ハンターと私わたしが小型こがたボートまでとってかえし、もう一度いちど荷物にもつを運はこび出だした。そして全すべてを運はこび終おえるまで一休ひとやすみもせず荷物にもつを運はこび、２人ふたりの召使めしつかいを丸太まるた小屋こやでそれぞれの配置はいちにつかせて、私わたしは全力ぜんりょくで漕こいでヒスパニオーラ号ごうにもどった。

２回かいもボートを出だす危険きけんをおかすなんて向むこうみずに思おもわれるかもしれないが、実際じっさいはそうでもなかった。やつらは確たしかに数かずでは優まさっていた。でもわれわれは武器ぶきで優まさっていたのだ。岸きしの見張みはりのだれもマスケット銃じゅうを一いち丁ちょうも持もっていなかったし、やつらがピストルの射程しゃてい距離きょりに入はいって来くる前まえに、少すくなくとも６人にんぐらいは軽かるくしとめられる自信じしんはあった。

大だい地主じぬしさんは千せん部ぶの丸まる窓まどのところで私わたしを待まちかまえていて、もう気きを確たしかにしていた。船ふねをつなぐ縄なわをもち手早てばやく括くくりつけると、われわれは死しにもの狂ぐるいで荷物にもつを積つみ込こみはじめた。豚肉ぶたにく、火薬かやく、ビスケットを積つみ込こみ、あとは大だい地主じぬしさん、私わたし、レッドルース、船長せんちょうそれぞれがマスケット銃じゅうと短剣たんけんを１ひとつずつ持もっているだけだった。武器ぶきと火薬かやくの残のこりは、２尋ひろ半はんほどの深ふかさの海うみに投なげ捨すててしまった。われわれはそのすばらしい武器ぶきがずっと深ふかいきれいな砂すな底そこで、日にちの光ひかりにきらきらと輝かがやいているのを見みることができた。

この時ときまでには潮しおが引ひき始はじめていて、船ふねは錨いかりを中心ちゅうしんに向むきを変かえていた。２人ふたりの見張みはりがいるあたりから、かすかにどなるような声こえが聞きこえた。ジョイスとハンターがいるのはそれより東ひがしの方ほうだったので安心あんしんはしたが、もうわれわれ一いち行ぎょうが船ふねを離はなれた方ほうがいいということの警告けいこくに思おもえた。

レッドルースは、廊下ろうかの持もち場ばから引ひき上あげてきて、ボートに飛とび乗のった。そしてスモレット船長せんちょうに都合つごうがいいように船ふねの船尾せんびの突つき出だしているところまでボートをまわした。

「さて、おまえら」船長せんちょうは言いった。「聞きこえるんだろうな？」

水夫すいふ部屋へやからは誰だれも答こたえるものがいなかった。

「おまえだ、アブラハム・グレー、おまえに話はなしてるんだ」

まだ答こたえはなかった。

「グレー」スモレット船長せんちょうは声こえを大おおきくして再ふたたび言いった。「私わたしはこの船ふねを離はなれる、そしておまえに、おまえの船長せんちょうについていくように命令めいれいする。私わたしにはおまえが本当ほんとうはいいやつだってことが分わかっている、まああえて言いえば、おまえらのだれ一人ひとりとっても自分じぶんが思おもってるほどの悪党あくとうじゃないんだがな。ここに時計とけいがある、30秒びょう、私わたしといっしょにくるかどうか時間じかんをやる」

一瞬いっしゅんの間あいだがあった。

「さあ、忠実ちゅうじつな部下ぶかよ」船長せんちょうは続つづけた。「ぐずぐずしている場合ばあいじゃないぞ。私わたしの命いのちやここにいる紳士しんしがたの命いのちも刻一刻こくいっこく、危険きけんにさらしてるんだからな」

とつぜん、取とっ組くみ合あいが起おこり、なぐりあう音おとが聞きこえ、片かた頬ほおにナイフの傷きずをつけたアブラハム・グレーが飛とび出だしてきて、笛ふえをふいた主人しゅじんのところに来くる犬いぬのように一直線いっちょくせんに船長せんちょうのところまで駆かけてきた。

「いっしょに連つれてってくだせぇ、船長せんちょう」グレーは言いった。

その次つぎの瞬間しゅんかんには、グレーと船長せんちょうはボートに飛とび乗のった。われわれはボートを一いち押おしして一生懸命いっしょうけんめいに漕こぎはじめた。

われわれは船ふねをあとにしたが、まだ防護ぼうご柵しがらみの中なかまでは行いきついていなかった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	先生による続きの物語：小型ボートの最後の航行



宝島たからじま 第だい四よん部ぶ 第だい二に章しょう 先生せんせいによる続つづきの物語ものがたり：小型こがたボートの最後さいごの航行こうこう




この５回かい目めになる航行こうこうは、前回ぜんかいのどの航行こうこうとも全まったく違ちがったものだった。第だい一いちに、われわれの乗のっているこの小ちいさな壺つぼみたいなボートは明あきらかに過か積載せきさいだった。５人にんの大人おとなが乗のっていて、しかもそのうちトレローニーさん、レッドルース、船長せんちょうの３人にんは背丈せたけが６フィートを超こえていたから、それだけでも船ふねで運はこべる量りょうを超こえていた。それに加くわえて、火薬かやく、豚肉ぶたにく、パンの入はいった袋ふくろがあった。ボートの後うしろは船ふなべりまで水みずがせまっていた。何なん回かいもボートは水みずをかぶり、100ヤードも行いかないうちに私わたしのズボンと上着うわぎのすそはびしょぬれになっていた。

船長せんちょうがわれわれの座すわる位置いちを調整ちょうせいし、ボートのバランスを上手うまくとってくれて、船ふねはすこしは水平すいへいに近ちかくなった。ただ依然いぜんとして、息いきをするのにもびくびくするほどだった。

第だい二にに、引ひき潮しおになり、強つよいさざなみのたつ流ながれが入いり江えの中なかを西にしの方ほうに流ながれ、それから南みなみの方ほうへ、そしてわれわれが朝あさ入はいってきた海峡かいきょうを海うみの方ほうへと流ながれていた。さざなみでさえ、われわれの過積載かせきさいの船ふねには危険きけんだった。でもなんと言いっても最悪さいあくだったのは、本来ほんらいのコースから離はなれ、目標もくひょうの上陸じょうりく地点ちてんから離はなれていっていることだった。流ながれのままにしていたら、われわれはあの海賊かいぞくの船ふねのそばに着岸ちゃくがんして、そこへ海賊かいぞくたちがいつ何なん時じ現あらわれても不思議ふしぎではなかった。

「船ふねを柵しがらみの方ほうへ向むけておけません、船長せんちょう」と私わたしは言いった。私わたしは舵かじをとり、船長せんちょうとレッドルース、２人ふたりの元気げんきいっぱいの男おとこがオールをこいでいた。「潮しおのせいで流ながされているんです。もう少すこし強つよくこげませんか？」

「ボートがひっくり返かえります」船長せんちょうは言いった。「持もちこたえてください、先生せんせい、どうか進すすんでいくのがわかるまで持もちこたえてください」

私わたしはなんとかやってみたが、潮しおがわれわれを西にしの方ほうへ流ながすので、へさきは東ひがしへ向むいてしまった、つまりわれわれが向むかわなければならない方向ほうこうに対たいして、ちょうど直角ちょっかくになったのだ。

「このままじゃ着岸ちゃくがんできません」私わたしは言いった。

「それがわれわれのとりうる唯一ゆいいつのコースなら、先生せんせい、そのコースをとらざる得えないでしょう」船長せんちょうは答こたえた。「流ながれにさからいましょう。わかりますな、先生せんせい」船長せんちょうは続つづけた。「上陸じょうりく場所ばしょの風下かざしもに流ながされでもしたら、どこに上陸じょうりくできるかわかりません、おまけに海賊かいぞくの船ふねに襲おそわれる恐おそれさえありますから。としても、われわれが進すすんでいく方ほうでは流ながれもゆるやかになるだろうし、そうすれば岸きしに逃のがれられるでしょう」

「流ながれはもう大丈夫だいじょうぶですよ、船長せんちょう」へさきに座すわっているグレーが言いった。「船ふねの速度そくどを少すこしゆっくりにしても大丈夫だいじょうぶでしょう」

「ありがとう、君くん」まるで何事なにごともなかったかのように、私わたしは答こたえた。というのもわれわれはすでに口くちには出ださないが、彼かれをわれわれの一員いちいんとして取とり扱あつかうことを心しんに決きめていたのだ。

突然とつぜん、船長せんちょうが再ふたたび口火くちびを切きった。そして私わたしは船長せんちょうの声色こわいろが少すこし変かわったのに気きづいた。

「大砲たいほうだ！」船長せんちょうは言いった。

「私わたしもそれは考かんがえましたよ」私わたしは言いった、というのも私わたしは船長せんちょうはとりでの砲撃ほうげきのことを考かんがえていると思おもったのだ。「やつらは大砲たいほうを上陸じょうりくさせられないでしょう、出来できたとしても森もりの中なかを運はこぶなんてできっこないですよ」

「後うしろをごらんなさい」船長せんちょうは答こたえた。

われわれは９ポンド砲ほうのことをすっかり忘わすれていた。恐おそろしいことに、５人にんの悪党あくとうどもが立たち回まわっていて、航海こうかいの間あいだは丈夫じょうぶな防水ぼうすいコートと呼よんでいたカバーを外はずしていた。そればかりでなく、同時どうじに私わたしがぴんときたのは、砲弾ほうだんと大砲たいほうの火薬かやくを残のこしてきたことだった。斧おののひと振ふりでそれらは全部ぜんぶ、船ふねの悪党あくとうどものものになるのだ。

「イスラエルはフリントの砲手ほうしゅだったんだ」グレーはしわがれ声ごえで言いった。

あらゆる危険きけんを冒おかして、われわれはボートのへさきをまっすぐ上陸じょうりく地点ちてんへと向むけた。このときは、われわれは流ながれからはすっかり離はなれていたので、やむをえずゆっくり漕こがざるえなかったが、舵かじをきかせることはできた。私わたしはボートを上陸じょうりく地点ちてんにしっかり向むけておくことができた。しかし最悪さいあくなことに私わたしが今いまとっているコースだと、ヒスパニオーラ号ごうに船尾せんびを向むける代かわりに舷側げんそくをむけることになるのだった。それは納屋なやのとびらみたいなものでかっこうの標的ひょうてきだった。

私わたしにはブランデーづけの悪党あくとうイスラエル・ハンズが砲弾ほうだんを一ひとつ甲板かんぱんにどしんと投なげ出だしたのが、目めに見みえただけでなく耳みみにもその音おとが届とどいた。

「だれが一番いちばん射撃しゃげきが上手うまい？」船長せんちょうはたずねた。

「断然だんぜんトレローニーさんです」私わたしは言いった。

「トレローニーさん、やつらのうちで一人ひとりでも狙ねらって撃うってもらえませんか？　ハンズがいいですな、できれば」船長せんちょうは言いった。

トレローニーさんは全まったく動どうずることもなく、自分じぶんの銃じゅうの火薬かやくの装填そうてんを調しらべた。

「ただ」船長せんちょうはさけんだ。「静しずかに撃うってくださいよ、そうしないとボートがひっくり返かえりますから。ねらいをつけているときは、バランスをとるよう準備じゅんびしてください」

大だい地主じぬしさんは銃じゅうをもちあげ、ボートが止とまり、われわれはバランスをとるために反対はんたい側がわにもたれかかった。全すべては上手うまくいって、ボートは一いち滴てきも水みずをかぶらなかった。
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やつらもこのときには、大砲たいほうを回転かいてん台だいの上うえで回転かいてんさせ、ハンズは砲弾ほうだんをつめる棒ぼうをもって砲ほう口こうのそばに立たっており、したがって一番いちばん姿すがたをさらしていた。ただわれわれには運うんが悪わるいことに、トレローニーさんが撃うったそのときハンズはかがみこみ、銃弾じゅうだんはハンズをかすめていった。倒たおれたのは、他たの４人にんのうちの１人ひとりだった。

倒たおれた男おとこの叫さけびに呼応こおうしたのは船上せんじょうの男おとこたちだけではなく、岸きしからもいろいろ声ごえが聞きこえてきた。そのほうをみると、他たの海賊かいぞくたちが木々きぎの間あいだからぞろぞろ出でてきて、船ふねのそれぞれの場所ばしょにころがりこんだ。

「やつらの船ふねがきますよ」私わたしは言いった。

「では、全速力ぜんそくりょくだ」船長せんちょうは叫さけんだ。「ひっくり返かえらないように気きをつけてなんていられない、岸きしに着つけなきゃおしまいです」

「片方かたがたの船ふねにしか人ひとは乗のってませんよ、船長せんちょう」私わたしは付つけ加くわえた。「どうやらもう一方いっぽうの船ふねにのってるやつらは、岸きしづたいにわれわれの行ゆく手てをさえぎるつもりらしいですな」

「やつらは息いきを切きらしてるでしょう、先生せんせい」船長せんちょうは答こたえを返かえした。「陸りくに上あがった船乗ふなのりですからな。やつらのことなんて全然ぜんぜん気きにしてません。私わたしが気きにしているのは、砲弾ほうだんです。カーペットボーリングみたいなもんです！　はずすわけないですよ。大だい地主じぬしさん、火縄ひなわが見みえたらいってくださいよ、漕こぐのをやめますから」

その間あいだも、われわれは過積載かせきさいのボートにしてはいいペースで前進ぜんしんしていたし、進すすんでいるときもほとんど水みずもかぶっていなかった。岸きしまでもう少すこしのところまで来きていて、あと３０か４０こぎで着つくことができただろう。というのも干潮かんちょうのために、生おい茂しげった木々きぎの下したに狭せまい砂地すなじがすでに現あらわれていたからである。やつらの船ふねには心配しんぱいはいらなかった。海岸かいがん線せんのまがった所ところのために、やつらの船ふねは見みえなくなっていたからである。われわれをひどく手間取てまどらせたあの干潮かんちょうは、今いまはそのかわりにわれわれの敵てきを手間取てまどらせていた。唯一ゆいいつの危険きけんは大砲たいほうだった。

「もしできるなら」船長せんちょうは言いった。「停とままって、もう一人ひとりを間引まびいてやりたいんだがな」

でも何なにをしても、やつらが大砲たいほうを撃うつのを遅おくらせることができないのは明あきらかだった。やつらは倒たおれている仲間なかまを一瞥いちべつだにしなかった。まだ生いきていて、這はって逃にげようとするのが私わたしからも見みえたくらいなのに。

「用意ようい！」大だい地主じぬしさんが言いった。

「停とままれ！」船長せんちょうはこだまのようにすばやく叫さけんだ。

そして船長せんちょうとレッドルースは、ボートの船尾せんびがすっかり水みずに沈しずむほど大おおきくひと漕こぎしてバックした。砲声ほうせいがその瞬間しゅんかんに響ひびき渡わたった。これがジムが耳みみにした最初さいしょの砲声ほうせいで、大だい地主じぬしさんの一発いっぱつはジムには聞きこえていなかった。砲弾ほうだんがどこを通とおったかは、われわれの誰だれもきちんとは分わからなかったが、私わたしが思おもうに、われわれの頭上ずじょうを越こえていったに違ちがいない、その風ふうもわれわれを襲おそった惨事さんじに一役ひとやくかっていたのだろう。

とにかくボートは、船尾せんびからゆっくりと３フィートほど沈しずんでいった。船長せんちょうと私わたしは向むかい合あって、自分じぶんの足あしで立たっていた。他たの３人にんは頭あたまからまっさかさまに水みずに落おちて、ずぶぬれで泡あわをふきながら立たち上あがった。

ここまでは、深刻しんこくな被害ひがいはなかった。誰だれも命いのちを落おとしていないし、無事ぶじ岸がんまで歩あるいていけた。しかしわれわれの荷物にもつはすっかり水みずにつかってしまった。もっと悪わるいことに、銃じゅうは５丁ちょうのうち２丁ちょうしか役やくにたたなくなっていた。私わたしの銃じゅうは、反射はんしゃ的てきにひざの上うえから頭上ずじょうに持もち上あげていたし、船長せんちょうの銃じゅうは弾薬だんやく帯たいで肩かたの上うえにのせられていて、賢かしこいことに引ひき金がねが上うえになっていた。。他たの３丁ちょうの銃じゅうはボートといっしょに水没すいぼつしてしまった。

さらに困こまったことに、われわれは岸きし沿ぞいの森もりから迫せまってくる声こえも聞ききつけた。そしてわれわれは半なかば手足てあしをもがれた状態じょうたいで防護ぼうご柵しがらみへの道みちを断たたれる危険きけんがあっただけではなく、もしハンターやジョイスが半はんダースばかりのやつらに攻撃こうげきされたら、常識じょうしきを働はたらかせて、ふみとどまってくれるかどうかという恐おそれもあった。ハンターは大丈夫だいじょうぶだとわれわれは知しっていたが、ジョイスは疑うたがわしかった。ボーイとして人ひとの服ふくにブラシをかけるには、陽気ようきで礼儀れいぎ正ただしい男おとこだったが、戦たたかうのには全まったく適てきしていなかった。

こんなことを考かんがえながら、ボートを捨すて、火薬かやくと食料しょくりょうの半分はんぶんあまりはそのままほって置おいて、われわれはできるかぎり急いそいで岸きしまで歩あるいた。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	先生による続きの物語：初日の襲撃の結末



宝島たからじま 第だい四よん部ぶ 第だい三さん章しょう 先生せんせいによる続つづきの物語ものがたり：初日しょにちの襲撃しゅうげきの結末けつまつ




われわれは精一杯せいいっぱい急いそいで、柵しがらみへと続つづく森もりをぬけた。そして一いち歩ほすすむごとに、海賊かいぞくの声こえが近ちかづいてくるのが聞きこえた。すぐに海賊かいぞくたちが走はしっていくときの足音あしおとや、枝えだをかきわけて進すすむときの枝えだの折おれる音おとが聞きこえた。

私わたしは本気ほんきでこぜりあいをしなければならないことが分わかったので、自分じぶんの銃じゅうの装填そうてんをしらべた。

「船長せんちょう」私わたしは言いった。「トレローニーさんは百発百中ひゃっぱつひゃくちゅうの名手めいしゅです。あなたの銃じゅうを渡わたしてください。トレローニーさんのは役やくにたたないんです」

船長せんちょうとトレローニーさんは銃じゅうを交換こうかんした。トレローニーさんはこの騒動そうどうのはじめからずっと寡黙かもくで冷静れいせいであり、少すこし立たち止どまると、装備そうびに問題もんだいがないかを確認かくにんした。同時どうじに、私わたしはグレーが何なにも武器ぶきをもっていないことにも気きづいたので、自分じぶんの短剣たんけんをグレーに手渡てわたした。グレーが手てにつばをつけ、まゆをひそめ、刃はをびゅんびゅんと宙ちゅうで振ふり回まわしたのをみると、われわれは勇気ゆうきづけられた。グレーの身みのこなしのどこをみても、この新あたらしい加勢かせいが十分じゅうぶん役やくに立たつことは明あきらかだった。

４０歩ほほど進すすむとわれわれは森もりのはしに出でてきて、正面しょうめんに柵しがらみを目めにした。われわれの出でてきたところは、柵しがらみの南側みなみがわのまんなか辺あたりだった。そしてほぼ同時どうじに、７人にんの反逆はんぎゃく者しゃが甲板かんぱん長ちょうのジョブ・アンダーソンを先頭せんとうに、南西なんせいの角かくのところに全員ぜんいんいっせいに現あらわれた。

やつらは不意ふいをつかれたように立たちつくしていた。そしてやつらがはっと気きづく前まえに、大だい地主じぬしさんと私わたしだけでなく、ハンターとジョイスも丸太まるた小屋こやから一斉いっせいに射撃しゃげきをするのに十分じゅうぶんな時間じかんがあった。４人にんの射撃しゃげきは一斉いっせい射撃しゃげきというにはばらばらだったが効果こうかがあり、敵てきの一人ひとりはばたりと倒たおれ、残のこりは躊躇ちゅうちょなくきびすを返かえし、木々きぎの中なかに飛とび込こんだ。

弾丸だんがんを充填じゅうてんし、倒たおれた敵てきのようすを見みに柵しがらみの外側そとがわを歩あるいていったが、男おとこは心臓しんぞうを撃うち抜ぬかれ、完全かんぜんに死しんでいた。

われわれがこの成果せいかに歓声かんせいをあげようとしたその瞬間しゅんかんに、一発いっぱつの銃声じゅうせいがやぶから聞きこえ、銃弾じゅうだんが私わたしの耳みみをかすめた。そしてトム・レッドルースが、不幸ふこうなことによろめいて地面じめんにばったりと倒たおれた。大だい地主じぬしさんと私わたしは撃うちかえしたが、何なにをねらったわけでもなかったので、単たんに火薬かやくを無駄むだにしただけだっただろう。それからまた弾丸だんがんを充填じゅうてんし、かわいそうなトムの方ほうに注意ちゅういを向むけた。

船長せんちょうとグレーが既すでにトムを介抱かいほうしていたが、私わたしには一瞥いちべつしただけでもうだめだということがわかった。

われわれが撃うちかえす準備じゅんびをすばやく整ととのえたので、反逆はんぎゃく人じんたちはふたたびクモの子こを散ちらすように逃にげ出だしたのではないだろうか。というのも、そのかわいそうな狩猟しゅりょう番ばんがうめきながら血ちをながしている状態じょうたいで、柵しがらみの上うえにもちあげ小屋こやの中なかに運はこび込こむのに、それ以上いじょうの邪魔じゃまは入はいらなかったから。

かわいそうな年としよりは、そもそもこの騒動そうどうにまきこまれた最初さいしょから、丸太まるた小屋こやの床ゆかに寝ねかされ死しんでいこうとしている今いまにいたるまで、驚おどろきや不平ふへい不満ふまん、いや、承認しょうにんの声こえさえ一言ひとことだってあげなかった。トムは船ふねの廊下ろうかのマットレスの陰かげで、トロイ人じんのように敵てきに備そなえていた。トムはどんな命令めいれいにも黙々もくもくとして根気こんき強つよく、そしてよく従したがったものだった。トムは一団いちだんの一番いちばんの年寄としよりで、われわれより２０ほども年としをとっていた。そしていま、気難きむずかしい年寄としよりの、すばらしい召使めしつかいだった男おとこが死しんでいこうとしている。

大だい地主じぬしさんはトムの傍かたわらに両りょう膝ひざをついて、子供こどものように泣なきながら、その手てにキスをしていた。

「わしは死しぬんですかい？　先生せんせい」トムは尋たずねた。

「トム、君くん」私わたしは言いった。「おまえは故郷こきょうにかえるんだよ」

「わしは最初さいしょにやつらに一発いっぱつくらわしてやりたかったですよ」トムは答こたえた。

「トム」大だい地主じぬしさんは言いった。「私わたしを許ゆるすと言いってくれないかい？」

「わしからだんな様ように、そんな恐おそれ多おおいことを言いえますかい？」というのがその答こたえだった。「でもそういうことでいいでしょう、アーメン！」

しばしの沈黙ちんもくのあと、トムは誰だれかお祈いのりをしてくれないかと言いい、「それが、慣ならわしですから」と弁解べんかいするように付つけ加くわえた。そしてまもなく、それ以上いじょう一言ひとことも発はっすることなく死しんでいった。

そのあいだ船長せんちょうは、私わたしは気きがついたのだが、胸むねとポケットが不思議ふしぎなほどふくらんでいて、そこからありとあらゆる必需ひつじゅ品ひんを取とり出だしていた。英国えいこく国旗こっき、聖書せいしょ、頑丈がんじょうなロープ一いち巻まき、ペン、インク、航海こうかい日誌にっし、そしてタバコを何なんポンドか。船長せんちょうは囲がこいの中なかに落おちているモミの木きを一本いっぽん見みつけ、それは枝えだがはらってあり長ながめだった。そしてハンターの助たすけをかり、丸太まるた小屋こやの隅すみで柵しがらみの木きの幹みきと幹みきが十字じゅうじに交まじわっている所ところにその木きを立たてた。それから屋根やねの上うえにのぼり、自身じしんの手てで国旗こっきをくくりつけ掲かかげた。

こうして船長せんちょうはすっかり落おち着ついたようだった。そして再ふたたび丸太まるた小屋こやに入はいってくると、何事なにごともなかったかのように必需ひつじゅ品ひんを数かぞえ始はじめた。 しかし船長せんちょうの目めはずっとトムが死しんでいくさまにくぎづけで、トムが死しんでしまうと、他たの旗はたをもってきて、うやうやしく体からだにかぶせた。

「そんなに取とり乱みだしてはいけません」船長せんちょうは、大だい地主じぬしさんの手てを握にぎりながら言いった。「彼かれはこれでよかったんですよ。船長せんちょうや主人しゅじんに仕つかえる義務ぎむを全まっとうして倒たおれたものに不安ふあんはありません。神様かみさまはそういわないかもしれませんが、それが事実じじつなんですよ」

それから私わたしをわきへ引ひっぱって行いくと、こう言いった。

「リバシー先生せんせい、何なん週間しゅうかんたてば助たすけの船ふねが来くるとあなたと大だい地主じぬしさんはお考かんがえですか？」

私わたしは船長せんちょうに何なん週間しゅうかんではなく、何なんヶ月かげつの問題もんだいで、もしわれわれが８月がつの終おわりまでに戻もどらなければ、ブランドリーがわれわれを探さがしにくるでしょう、でもそれより遅おそくも早はやくでもありませんなと答こたえた。「自分じぶんで計算けいさんしてみてください」私わたしは言いった。

「あぁ、なるほど」船長せんちょうは、頭あたまをかきむしりながら答こたえた。「どれほど神かみの恵めぐみがあろうとも、われわれの進路しんろはすっかり固定こていされてしまっているといわざるをえませんな」

「どういう意味いみです？」私わたしは尋たずねた。

「残念ざんねんなことに、２度目どめの航行こうこうの荷物にもつを失うしなってしまったということですよ」船長せんちょうは答こたえた。「火薬かやくと銃じゅうに関かんしていえば、大丈夫だいじょうぶでしょう。でも食料しょくりょうが不足ふそくしています、全然ぜんぜん足たりんのです。リバシー先生せんせい、あんまり不足ふそくしてるんで、口くちが一ひとつ減へったことにも感謝かんしゃしたいくらいですよ」

そして旗はたにつつまれた死体したいを指ゆびさした。

ちょうどそのとき、轟音ごうおんと風ふうきり音おんがきこえ、砲弾ほうだんが丸太まるた小屋こやの屋根やねのはるか上じょうを通とおり過すぎ、森もりのわれわれのはるか後うしろの方ほうにどしんと着弾ちゃくだんした。

「おぉ！」船長せんちょうは言いった。「どんどん撃うつがいい！　もう火薬かやくもほとんど残のこってないだろうがな」

２度目どめは、ねらいはより正確せいかくになった。砲弾ほうだんは柵しがらみの内側うちがわに落おちてきて、砂埃すなぼこりがあがったが、それ以上いじょうのダメージはなかった。

「船長せんちょう、」大だい地主じぬしさんが言いった。「この小屋こや自体じたいは、船ふねからは全まったく見みえないはずです。やつらが狙ねらっているのは国旗こっきにちがいありません。国旗こっきを取とり込こんだほうがよくはありませんか？」

「国旗こっきを降おろすだって！」船長せんちょうは叫さけんだ。「だめです、私わたしにはできません」その言葉ことばをだすとすぐに、私わたしが思おもうに、全員ぜんいんが船長せんちょうのいうことに同意どういしていた。なぜならそれは単たんに力強ちからづよく海うみの男おとこらしくて、共感きょうかんをえただけではない。それは、その上うえに実際じっさいよい方針ほうしんで、敵てきに対たいして、やつらの砲弾ほうだんが何なん発はつ落おちようともわれわれはなんとも思おもっていないということを示しめしていたのだ。

その夕方ゆうがたずっと、やつらは砲弾ほうだんを撃うち続つづけた。砲弾ほうだんにつぐ砲弾ほうだんが飛とび越こえたり、届とどかなかったり、囲がこいの中なかの砂すなに埋うまったりした。しかしやつらは砲弾ほうだんを高たかく撃うち上あげなければならなかったので、砲弾ほうだんは落おちても弾はずまずに、柔やわらかい砂すなの中なかに埋うまってしまった。われわれは砲弾ほうだんがはねかえるのを心配しんぱいしなくてよかったわけだ。砲弾ほうだんが一ひとつ、丸太まるた小屋こやの屋根やねをぶちぬいて飛とび込こんできて、床ゆかを突つき抜ぬけていったが、そんなばかさわぎにもすぐになれて、クリケットほどにも気きにならなくなった。

「これにはこれでいいことが一ひとつありますな」船長せんちょうは言いった。「われわれの手前てまえの森もりには、敵てきはいないでしょう。潮しおはすっかり引ひいているから、われわれの荷物にもつが置おき去ざりになっているでしょう。行いって、豚肉ぶたにくをとってこようという志願しがん者しゃは？」

グレーとハンターが最初さいしょに前まえにでた。十分じゅうぶんに武装ぶそうして、こっそり柵しがらみからでていったが無駄むだに終おわった。反逆はんぎゃく者しゃたちはわれわれが思おもったより大胆だいたんというか、イスラエルの砲撃ほうげきの腕うでを信しんじていたんだろう。なぜならやつら４、５人にんがわれわれの荷物にもつを運はこび出だし、それを持もってすぐ近ちかくに停とめていた小船こぶねの一ひとつまで歩あるいていくのに忙いそがしそうにしていたからだ。小船こぶねではオールをこぎ、潮しおに流ながされないようにしていた。シルバーは船尾せんびに座すわり、指揮しきをとっていた。そしてやつらのどこかの秘密ひみつの倉庫そうこから持もち出だしたマスケット銃じゅうが、全員ぜんいんに配くばられていた。

船長せんちょうは座すわりこみ、航海こうかい日誌にっしをつけた。その書かき出だしはこうだった。

船長せんちょう　アレキサンダー・スモレット、船医せんい　デビット・リバシー、大工だいくの助手じょしゅ　アブラハム・グレー、船主せんしゅ　ジョン・トレローニー、船主せんしゅの召使めしつかいで海うみの男おとこではないジョン・ハンター、そしてリチャード・ジョイス、これが船ふねの仲間なかまとして信しんじられる男おとこの全すべてである。食料しょくりょうはきりつめて１０日にち分ぶん。本日ほんじつ上陸じょうりくし、宝島たからじまの丸太まるた小屋こやに英国えいこく国旗こっきを掲かかげた。船主せんしゅの召使めしつかいで海うみの男おとこではないトム・レッドルースが反逆はんぎゃく者しゃに撃うたれた。ボーイ　ジェームス・ホーキンスは、

それと同時どうじに、私わたしはかわいそうなジム・ホーキンスの運命うんめいに思おもいをはせていた。

陸りくの方ほうからおぉいという呼よびかけがあった。

「誰だれかが呼よびかけている」見張みはりのハンターが言いった。

「先生せんせい！　大だい地主じぬしさん！　船長せんちょう！　やぁ、ハンターかい？」と叫さけび声ごえがした。

そして私わたしがドアの所ところに走はしっていくと、すぐに無事ぶじで元気げんきそうなジム・ホーキンスが柵しがらみをのぼってくる姿すがたが見みてとれた。
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	再びジム・ホーキンスによる物語：防護柵の要塞



宝島たからじま 第だい四よん部ぶ 第だい四よん章しょう 再ふたたびジム・ホーキンスによる物語ものがたり：防護ぼうご柵しがらみの要塞ようさい




ベン・ガンは旗はたをみると立たち止どまり、僕ぼくの腕うでをつかんでひきとめると座すわり込こんだ。

「おい」ベンは言いった。「あれは味方みかただな、間違まちがいない」

「いや、反逆はんぎゃく者しゃたちじゃないかなぁ」と僕ぼくは答こたえた。

「なんだって！」ベンは叫さけんだ。「成金なりきん以外いがいには誰だれも来こないようなこんな場所ばしょだし、シルバーだったら海賊かいぞく旗はたを立たてることだろうよ、味方みかたに間違まちがいねぇよ。そう、あれはおまえの味方みかただよ。こぜりあいもあっただろう、おれが思おもうにおまえさんの味方みかたが勝かったんじゃないかな。で、上陸じょうりくして、あの古ふるい防護ぼうご柵しがらみの中なかにいるわけだ、そこはフリントが何なん十じゅう年ねんもまえに作つくったんだよ。まったく、フリントときたらかしらにふさわしい人ひとだったんだ！　ラム以外いがいには、フリントにかなうものは見みたことねぇ。怖こわいものはなんもなかったんだ。ただシルバーを除のぞいてな、シルバーってのはどこか上品じょうひんなところがあったからな」

「うん」僕ぼくも言いった。「そうかもしれないな、というかそうなんだろう。それならなおさら、僕ぼくは急いそいで味方みかたのところまで行いかなくちゃ」

「だめだ」ベンは答こたえた。「行いっちゃだめだ。おまえはいい子こだ、それともおれは勘違かんちがいしてたかな。ただ、おまえはなんと言いってもまだほんの坊ぼうやだよ。ところがこのベン・ガンときたら、なかなか目端めはしがきくわけだ。ラムを飲のんでたって、そこへは行いかねぇな、おまえが行いこうとしてるところだよ。ラムを飲のんでたって行いかねぇな、まぁ、おれがおまえが言いう本当ほんとうの紳士しんしとやらに会あって、名誉めいよとやらにかけて誓ちかうまではな。で、おまえは俺おれの言葉ことばを忘わすれちゃならねぇぞ“貴とうといお方かた（そう言いうんだぞ）貴とうといお方かたを信しんじてます”とな、それからつねるんだぞ」

そしてベンはこれで３回かい目めになるが、にやりとしたあの調子ちょうしで僕ぼくをつねった。

「そんで、ベン・ガンに会あいてぇ時ときには、どこに行いけばいいか分わかってるな、ジム。今日きょうおまえさんと会あったあの場所ばしょだぜ。来くるときには手てに白しろいものを持もってきてくれよ、もちろん一人ひとりきりだぜ。あぁ、こう言いってもらうことにしよう“ベン・ガンにはベン・ガンなりのわけがあります”って言いってもらうことにな」

「うん」僕ぼくは言いった。「分わかったと思おもう。あんたには言いいたいことがあって、大だい地主じぬしさんか先生せんせいに会あいたいわけだ。それで僕ぼくがあんたと会あったあの場所ばしょで会あいたいわけだ。それでいいかい？」

「あと、いつ？　ってことか」ベンはつけくわえた。「そうだな、太陽たいようをみて昼ひるごろから６点てん鐘がねごろまでだな」
「わかった」僕ぼくは言いった。「僕ぼくは行いくよ？」

「忘わすれちまわねぇだろうな？」ベンは心配しんぱいそうに尋たずねた。「貴とうといお方かた、そしてベンなりのわけがあると言いうんだぞ。ベンなりのわけがあるとな。それが頼たのみの綱つななんだから。男おとこと男おとこの約束やくそくだぞ。よし、いいか」まだ僕ぼくをつかんでいたが、「おれはおまえさんを行いかせるよ、ジム。それでな、ジム、もしおまえさんがシルバーと会あうようなことがあっても、まさかベン・ガンを売うるようなことはしないだろうな？　おまえは決けっして口くちを割わらないな？　知しらないっていうんだぞ。もしやつら海賊かいぞくどもが岸きしでキャンプでもするなら、ジム、朝あさには何人なんにんかは命いのちを落おとしてると思おもうな」

ここで大だい音響おんきょうがベンの言葉ことばをさえぎり、一発いっぱつの砲弾ほうだんが木々きぎの間あいだを突つき破やぶり、僕ぼくら２人ふたりが話はなしていたところから100ヤードと離はなれていない砂地すなじに落おちてきた。次つぎの瞬間しゅんかんには、僕ぼくらはぱっとそれぞれの方向ほうこうへ逃にげ出だした。

たっぷり１時じ間あいだは絶たえ間まない砲声ほうせいが島しまを揺ゆり動うごかし、砲弾ほうだんは森もりを突つき破やぶって着弾ちゃくだんした。僕ぼくがそう思おもっただけかもしれないが、常つねに砲弾ほうだんに脅おびやかされて追おい立たてられ、ある場所ばしょから別べつの場所ばしょへと隠かくれまわった。ただ砲撃ほうげきが終おわりに近ちかづいたころにも、柵しがらみの方ほうには足あしを向むける勇気ゆうきが湧わかなかった。というのも柵しがらみの方ほうは、砲弾ほうだんが集中しゅうちゅうしていた所ところだったから。ただ再ふたたびいくぶん勇気ゆうきがもどってきて、東ひがしの方ほうへ大おおきく迂回うかいして、岸きしの木々きぎの間あいだをそろそろと進すすんでいった。

ちょうど日ひが沈しずみ、海風かいふうが森もりの中なかを吹ふき抜ぬけ、ガサガサ音おんをたて木々きぎを揺ゆり動うごかし、停泊ていはく場所ばしょの薄暗うすぐらい水面すいめんを波立なみだたせていた。潮しおもすっかり引ひいて、広々ひろびろとした砂地すなじが表あらわれていた。昼間ひるまの熱気ねっきの後のちでは、夜気やきが上着うわぎを通とおしても僕ぼくの体からだを冷つめたくした。

ヒスパニオーラ号ごうは、まだ錨いかりを下おろした場所ばしょに停泊ていはくしていた。ただ間違まちがいなく、その上うえにたなびいていたのは海賊かいぞく旗き、真まっ黒くろな海賊かいぞくの旗はただった。僕ぼくがみていたときにも、赤あかく閃光せんこうが光ひかり、残響ざんきょうが鳴なり響ひびき、砲弾ほうだんがもう一発いっぱつ空そらを切きりさき飛とんでいった。それが最後さいごの砲撃ほうげきだった。

僕ぼくはしばらく這はいつくばって、砲撃ほうげきのあとの騒動そうどうを見守みまもっていた。男おとこたちがなにかを柵しがらみの近ちかくの浜はまで、斧おので打うち壊こわしていた。それは後あとでわかったのだが、先生せんせいたちが乗のってきたボートだった。遠とおくの河口かこうでは木々きぎの間あいだから大おおきな炎ほのおがあがっていて、そことヒスパニオーラ号ごうのあいだを、小船こぶねが行おこなったり来きたりしていて、僕ぼくがみたときにはあんなに憂鬱ゆううつそうだった男おとこたちが、子供こどもみたいにオールを手てにして叫さけんでいた。その声こえのようすからはどうやらラムを飲のんでいるようだった。

とうとう、僕ぼくは柵しがらみの方ほうへもどってもいいだろうと思おもった。停泊ていはく場所ばしょの東側ひがしがわを囲かこんでいる低地ていちである砂州さすをずっと下くだったところに僕ぼくはいて、その砂州さすはどくろ島とうと引ひき潮しおの時ときには、つながっていた。そして僕ぼくが立たち上あがると、砂州さすのある程度ていど先さきの方ほうに、低木ていぼくの間あいだから一ひとつの岩いわ、ひときわ高たかく色いろはまっしろな岩いわが見みえた。僕ぼくにはこれがベン・ガンが言いってた白しろい岩いわだとピンときた。そしていつかボートが必要ひつようになったら、どこをさがせばいいかこれでわかったわけだ。

それから僕ぼくは森もりの中なかを進すすみ、裏手うらてのところ、つまり柵しがらみの海岸かいがん側がわまで戻もどってきて、すぐに信頼しんらいできる仲間なかまに温あたたかく迎むかえられた。

僕ぼくはたちまち自分じぶんの話はなしを終おえ、あたりを見回みまわした。丸太まるた小屋こやは、屋根やねも壁かべも床ゆかも、丸太まるたのままの松まつの木材もくざいで作つくられていた。床ゆかは１フィートか１フィート半はん、砂地すなじから高たかくなっていた。ドアのところにはポーチが、ポーチの下したには小ちいさな泉いずみがあり、かなり変かわった人工じんこう的てきな溜池ためいけとなっていた。それは大おおきな船ふねの鉄てつの釜がまで、底そこを抜ぬいて、船長せんちょうのいう「位置いち」まで砂すなの中なかに沈しずめていた。

小屋こやは骨組ほねぐみ以外いがいにはほとんど残のこっているものはなかったが、片隅かたすみには暖房だんぼうにするために石板せきばんがひかれていて、火ひがはいる古ふるくてさびた鉄てつの入いれ物ものがあった。この小屋こやを建たてるために丘おかの斜面しゃめんと柵しがらみの内側うちがわは、立たち木ぎがすっかり払はらわれていた。われわれは切きり株かぶをみて、立派りっぱな高たかい木き立だちが切きり倒たおされたことがわかった。木き立だちを切きり倒たおした後のち、ほとんどの土どは流ながされたり、礫土れきどが覆おおいかぶさったりした。ただあの釜がまから小川おがわが流ながれ出でているところは、厚あつくしきつめたこけやシダや地ちをはっている低木ていぼくが、砂地すなじにまだ緑みどりを作つくっていた。柵しがらみのすぐ近ちかくまで、みんなは防御ぼうぎょのためには近ちかすぎるとこぼしたが、木々きぎが高たかくびっしりと茂しげっていた。陸りくの側がわは全すべてモミの木きで、海うみの側がわはかしの木きの割合わりあいが多おおかった。

前まえにも話はなした冷つめたい夕方ゆうがたの風かぜが、この簡素かんそな建物たてもののあちこちのすきまから吹ふきこんできて、床ゆかに細こまかい砂すなまじりの雨あめを絶たえずばらまいた。目めにも砂すなが入はいったし、口くちにも砂すな、夕食ゆうしょくも砂すな混まじりで、あの釜がまの底そこの泉いずみにも、まったく茹ゆではじめたおかゆみたいに砂すなが踊おどっていた。煙突えんとつは屋根やねが四角しかくくくりぬかれているだけで、外そとにでていく煙けむりはほんの少すこしで、残のこりは小屋こやにうずまき、小屋こやのものはつねに咳せき込こんで、涙なみだを流ながしているしまつだった。

それに加くわえて、新あたらしく仲間なかまに加くわわったグレーが、反逆はんぎゃく者しゃから逃にげてくるときに受うけた傷きずのために顔かおに包帯ほうたいをまいていたし、あのかわいそうな老ろうトム・レッドルースはまだ埋うめられておらず、壁際かべぎわに寝ねかされすっかり固かたくなって、英国えいこく国旗こっきに包つつまれていた。

もしなにもせずに座すわり込こんでいたら、みんな意気いき消沈しょうちんしてしまっただろう。しかしスモレット船長せんちょうはそんな人ひとではなかった。全員ぜんいん船長せんちょうの前まえによばれ、僕ぼくらを見張みはりの組くみにわけた。先生せんせいとグレーと僕ぼくで一いち組くみ、大だい地主じぬしさんとハンターとジョイスでもう一いち組くみ。みんな疲つかれはててはいたけれど、２人ふたりがたきぎ集あつめに、他たの２人ふたりがレッドルースの墓はかを掘ほりに行いかされ、先生せんせいはコックを命めいぜられ、僕ぼくはドアの見張みはりにさせられた。そして船長せんちょうといえば、一人ひとり一いち人にんのところに行いっては励はげまし、手てが足たりないとみれば助たすけてくれた。

ときどき、先生せんせいはドアのところにやってきて少すこし外気がいきをすい、けむりで燻いぶし出だされた目めを休やすめ、来くるたびに一言ひとこと僕ぼくに声こえをかけていった。

「あのスモレットって男おとこは」先生せんせいは一いち回かいこう言いった。「私わたしよりすごい人ひとだよ。私わたしがこう言いうってことはよっぽどのことなんだよ、ジム」

他たのときにはやってくると、しばらく黙だまっていた。それから首くびをかしげて、僕ぼくの方ほうをみた。

「そのベン・ガンっていうのは確たしかな男おとこかい？」先生せんせいはたずねた。

「わかりません、先生せんせい」僕ぼくは言いった。「ベン・ガンが正気しょうきかどうかもわからないんです」

「もしそれが疑うたがわしいくらいなら、その男おとこは大丈夫だいじょうぶだな」先生せんせいは答こたえた。「３年ねんも無人島むじんとうにいて爪つめをかんでいたような男おとこはね、ジム、私わたしや君きみみたいに正気しょうきに見みえはしないもんだよ。人間にんげんっていうのはそういうもんだ。その男おとこが欲ほしがってると言いってたのは、チーズかな？」

「そうです、先生せんせい、チーズです」僕ぼくは答こたえた。

「そうかい、ジム」先生せんせいは言いった。「食たべ物ものにうるさいのにもいいことはあるみたいだな。私わたしのかぎタバコ入いれをみたことがあるかな？　私わたしがかぎタバコをやるのはみたことがないだろう、その秘密ひみつはだ、あのかぎタバコ入いれにはパルメザンチーズ、イタリア産さんの栄養えいようたっぷりのチーズが入はいってるんだよ。よし、ベン・ガンにはあれをもってけばいい！」

夕食ゆうしょくをとる前まえに、トムじいさんを砂すなに埋葬まいそうして、僕ぼくらはそのまわりに帽子ぼうしを脱ぬいで、風ふうが吹ふく中なかをしばらく立たっていた。十分じゅうぶんな量りょうの薪たきぎが運はこび込こまれていたが、船長せんちょうが満足まんぞくするには十分じゅうぶんとはいえなかった。船長せんちょうは頭あたまをふって、僕ぼくたちにこう告つげた。「明日あしたはもっとがんばって薪たきぎをあつめてこなきゃなりません」それから、豚肉ぶたにくを食たべ、めいめい強つよいブランデーを一杯いっぱい飲のんだ。先生せんせいと大だい地主じぬしさんと船長せんちょうの３人にんが、隅すみにあつまって今後こんごの見通みとおしを打うち合あわせていた。

３人にんはどうすればいいか、知恵ちえがつきているようだった。食料しょくりょうの蓄たくわえも底そこをついていて、助たすけがくるずっと前まえに飢餓きがのために降伏ごうぶくしなきゃならないようだった。でも最善さいぜんの策さくはこうだと決きまった。海賊かいぞくたちが旗はたを降おろしてヒスパニオーラ号ごうにのって逃にげ出だすまで、とにかく海賊かいぞくたちを殺ころすことだと。海賊かいぞくたちは、既すでに１９人にんから１５人にんに減へっていた。ほかに２人ふたりがけがをしていて、最低さいてい１人にんは、大砲たいほうの側がわで打うたれた男おとこだが、もし死しんでなかったとしてもかなりの重傷じゅうしょうだろう。やつらに一発いっぱつくらわせてやるたびに、こちらは命いのちを落おとさないように極力きょくりょく注意ちゅういしなければならなかった。その上うえ、僕ぼくらには２ふたつの有力ゆうりょくな味方みかたがあった、ラムと風土ふうどだ。

ラムについていえば、やつらから半はんマイルは離はなれていたけれど、夜よる遅おそくまで大声おおごえをだしたり歌うたでも歌うたっているのが耳みみに入はいった。風土ふうどについていえば、やつらは沼地ぬまちでキャンプをしていて、医薬品いやくひんも用意よういしてないので、一いち週間しゅうかんもたたない内うちに半数はんすうは寝込ねこむだろうと先生せんせいはかつらにかけて誓ちかった。

「だから」先生せんせいはつけくわえた。「こちらが先さきに全員ぜんいんやられなければ、やつらは喜よろこんでスクーナー船せんで逃にげ出だすでしょう。やつらの目的もくてきは船ふねなんですから、船ふねさえあればまた海賊かいぞくができますからな」

「私わたしがなくした始はじめての船ふねでね」スモレット船長せんちょうは言いった。

みなさんも思おもうように、僕ぼくはつかれはてていた。寝付ねつくまでに、何なん回かいも寝返ねがえりをうったあと、丸太まるたのようにぐっすり眠ねむりについた。

僕ぼく以外いがいのものがすっかり起おきだして、朝食ちょうしょくをたいらげ、薪たきぎの山やまを前日ぜんじつの１．５倍ばいも積つみ上あげたころ、僕ぼくはがやがやする物音ものおとと人ひとの声こえで目めをさました。

「休戦きゅうせん旗きだ！」僕ぼくは誰だれかがそう叫さけぶのを聞きいた。そしてすぐに驚おどろきの声こえがあがった。「やつだ、シルバーだ！」

そしてそこで、僕ぼくは飛とび起おきて目めをこすりながら、壁かべののぞき穴あなのところへ駆かけつけた。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	使節としてやってきたシルバー



宝島たからじま 第だい四よん部ぶ 第だい五ご章しょう 使節しせつとしてやってきたシルバー




確たしかに柵しがらみの外側そとがわには２人ふたりの男おとこしかいなかった。一人ひとりが白旗はっきを振ふっており、もう一人ひとりはまさにシルバーで、落おち着つきはらって側がわに立たっていた。

まだ朝あさ早はやく、僕ぼくが知しってる中なかでも一番いちばん寒さむい朝あさだったと思おもう。体からだの芯しんまで冷ひえる朝あさだった。空そらは明あかるく、雲くもひとつなかった。木々きぎの先端せんたんは、太陽たいようでばら色いろに輝かがやいていた。しかしシルバーが副官ふっかんと立たっているところは、まったく陰かげになっていて、ひざのところまで夜よるのうちに沼ぬまから立たち上のぼったもやがかかっていた。寒さむさともやが一緒いっしょにやってくることは、この島しまが良よくない場所ばしょであることを物語ものがたっている。明あきらかに、じめじめとした熱病ねつびょうが流行りゅうこうするような健康けんこうによくない場所ばしょだった。

「小屋こやの中なかにいるように」船長せんちょうは言いった。「きっとこれは策略さくりゃくでしょう」

それから海賊かいぞくによびかけた。

「誰だれが来きたんだ？　停とままらないと撃うつぞ」

「休戦きゅうせん旗きですぜ」シルバーは大声おおごえで言いった。

船長せんちょうはポーチのところにいたが、だましうちにあわないよう注意ちゅういしていた。だましうちがありそうには思おもえなかったが。船長せんちょうはふり向むくと僕ぼくたちにこう命令めいれいした。「先生せんせいは、みはり穴あなから見張みはってください。リバシーさんは北側きたがわをよろしくおねがいします。ジム、東ひがしだ。グレーは西にし。非番ひばんのものは、全員ぜんいんマスケット銃じゅうに装填そうてん。気力きりょくをふりしぼり、注意ちゅういをしてくれ」

それから再ふたたび海賊かいぞくたちの方ほうへふりかえった。

「休戦きゅうせん旗はたなんかもって、どうしたいっていうんだ？」船長せんちょうはさけんだ。

今度こんど答こたえたのは別べつの男おとこだった。

「シルバー船長せんちょうが、話はなしをまとめにやってきたんでさぁ」その男おとこはさけんだ。

「シルバー船長せんちょうだって！　そんなやつは知しらないな。一体いったいだれだい？」船長せんちょうはい返いかえした。そして僕ぼくたちは、船長せんちょうが独ひとり言ごとでこうつけ加くわえてるのが聞きいてとれた。「船長せんちょうだって？　やれやれ、大だい出世しゅっせだ！」

ロング・ジョンが自分じぶんで答こたえた。「わしのことでさぁ。こいつらばかなやつらで、あなた方かたが船ふねを捨すててからわしを船長せんちょうに選えらんだんですよ」特とくに“捨すてて”というところを強調きょうちょうしながら、そう答こたえた。「わしらは話はなしがまとまれば、喜よろこんで従したがいますよ、ためらったりせずにね。聞ききたいのはあなたの言葉ことばなんです、スモレット船長せんちょう。わしが指ゆび一いち本ほん触ふれられずに安全あんぜんにこの柵しがらみの中なかから出でて、銃撃じゅうげきを始はじめるのを銃じゅうの届とどかないところまで１分ふんほどまってくれるとね」

「おまえ」スモレット船長せんちょうは言いった。「おまえと話はなしたいなんてこれっぽちも思おもわないが、話はなしたいことがあるなら、気きにせず来きたらいい。裏切うらぎるとしたら、おまえさんだな、神かみの報むくいがあるだろうよ」

「それで十分じゅうぶんです、船長せんちょう」ロング・ジョンは上機嫌じょうきげんでさけんだ。「その言葉ことばがあなたから聞きければ十分じゅうぶんで。わしには紳士しんしってもんがわかってますし、あんたは紳士しんしに他たならないから」

僕ぼくたちは、休戦きゅうせん旗きを持もってた男おとこがシルバーを引ひきとめようとしているのが見みてとれた。船長せんちょうの返事へんじがどれほどぞんざいかが分わかっていれば、不思議ふしぎなことでもなかった。ただシルバーは、警戒けいかいするなんてばかばかしいとでもいうように、笑わらい飛とばしその男おとこの背中せなかを叩たたいた。それから柵しがらみのところに進すすみ出でて、松葉杖まつばづえをなげこむと、片足かたあしをあげて、勢いきおいよく巧たくみに柵しがらみを乗のり越こえ、無事ぶじにこちら側がわに降おり立たった。

僕ぼくは正直しょうじきに言いうと、物事ものごとがどうすすむかに夢中むちゅうになってしまって、見張みはりなんてこれっぽちも頭あたまにはなかった。実際じっさい、僕ぼくは東ひがしののぞき穴あなの持もち場ばを離はなれて、こっそり船長せんちょうのうしろに忍しのび寄よっていた。船長せんちょうはもう入いり口くちのところに腰こしをおろし、ひじをひざにつき、両手りょうてであごをささえ、その目めは砂すなの中なかの古ふるい鉄てつの釜がまから水みずがあふれでてくるのを見みつめていた。船長せんちょうは「娘むすめよ若者わかものよ」を口笛くちぶえでふいていた。

シルバーは、小山こやまをさんざん骨折ほねおりながらやってきた。小山こやまは傾斜けいしゃがきつく、切きり株かぶがたくさんあり、やわらかい砂すなであることで、松葉杖まつばづえをもってしても、立たち往生おうじょうした船ふねのようにどうにもならなかった。しかしシルバーは、男おとこらしく黙だまってそれをやりとげた。そしてとうとう船長せんちょうの前まえにたどりつき、立派りっぱな態度たいどで船長せんちょうにあいさつをした。シルバーはせいいっぱい着飾きかざっていた。大おおきな真鍮しんちゅうボタンがたくさんついた青あおいコート、ひざまであるようなコートを着きて、きれいに縁取へりとりされた帽子ぼうしを頭あたまの後うしろに乗のせていた。

「よくきたな」船長せんちょうは、顔かおをおこして言いった。「座すわったらよかろう」

「中なかに入いれてくださらねぇんで、船長せんちょう？」ロング・ジョンはこぼした。「こんなに寒さむい朝あさに、外そとで砂すなの上うえに腰こしをおろすなんて」

「さて、シルバー」船長せんちょうは言いった。「もし正直しょうじきな男おとこでいてくれたら、調理場ちょうりばで座すわっていられただろうよ。それがおまえのやったことだ。どちらかだな、私わたしの船ふねの料理りょうり番ばんで丁寧ていねいに扱あつかわれるか、それともシルバー船長せんちょうで、単たんなる反逆はんぎゃく者しゃで海賊かいぞくとして扱あつかわれ、しまいには首くびをつられるか！」

「はい、はい、船長せんちょう」料理りょうり番ばんは命めいぜられたとおり、砂すなの上うえに腰こしを下おろして答ごたえた。「あんたはわしに手てを貸かしてくれなきゃならん、それだけのことだ。なかなかいい場所ばしょですな。おぉ、ジムもいる！　おはよう、ジム。先生せんせい、どうも。おや、全員ぜんいんまるで仲良なかよし家族かぞくみたいにおそろいだ」

「言いいたいことがあるなら、さっさと言いった方ほうがいいぞ」船長せんちょうは言いった。

「そうですな、スモレット船長せんちょう」シルバーは答こたえた。

「確たしかにやらなきゃならんことは、さっさとやらなきゃいかん。さて、さて、昨晩さくばんは上手うまいことやりなすった。手際てぎわがよかったことは否定ひていしませんぞ。なかなかてこ棒ぼうの扱あつかいが上手うまい輩やからが、いるみたいですな。わしらの仲間なかまに、動揺どうようしているものがいることは否定ひていしませんぜ、いやたぶん、全員ぜんいんが動揺どうようしてるかな。わしも動揺どうようしてるといえるかもしれん。それがたぶん、わしがここに話はなし合あいにきた理由りゆうでしょう。ただわしの言いうことをよく聞きいてくだせぇ、船長せんちょう。二に度どは通用つうようしませんぜ、誓ちかいってな！　見張みはりもたてますし、少すこしばっかりラムも控ひかえることにするんでね。あんたがたから見みれば、全員ぜんいんほろよい加減かげんに思おもえたかもしれねぇが、わしはしらふだったと言いっておきましょう。ただひどく疲つかれてたんで。もしわしが少すこしでもはやく目めをさませば、ひっとらえてたでしょうな。わしがあの男おとこのところに行いったときは、まだ死しんでなかったですから、あの男おとこはな」

「それで？」スモレット船長せんちょうは、冷静れいせいに言いいきった。

シルバーの言いってることは、船長せんちょうにしてみれば全まったく不可解ふかかいなことだった。ただ船長せんちょうの言葉ことばからは、そんなそぶりは少すこしもうかがえなかった。僕ぼくはといえばうすうすわかってきた。ベン・ガンの最後さいごの言葉ことばを思おもい出だしたのだ。僕ぼくは海賊かいぞくたちが全員ぜんいん火ひを囲かこんで一杯いっぱいやってるときに、ベン・ガンが一発いっぱつおみまいしたんだと思おもいついた。そしてうれしい事ことに、僕ぼくらがやっつける相手あいてはたった１４人にんになったというわけだ。

「さて、そこで」シルバーは言いった。「わしらが欲ほしいのはあの宝物ほうもつで、ぜったい手しゅに入いれますよ。それがわしらの目的もくてきというわけでさぁ！　あなたがたは命いのちがほしいわけでしょう、わしが思おもうには。それがあんたがたの目的もくてきだ。あんたがたは地図ちずを持もってる、そうですな？」

「そうかもしれんな」船長せんちょうは答こたえた。

「あぁ、そうだ、あんたは持もってる。わしにはわかるんだ」ロング・ジョンは答こたえた。「あんたはそんなにそっけなくする必要ひつようはありませんぜ。そんなことをしても何なんの役やくにも立たちゃしません。確たしかに、もってるんでしょう。わしが言いいたいのは、地図ちずがほしいってことですよ。ただわしは決けっしてあなたがたに危害きがいをくわえませんぜ、わしはね」

「わたしにはそれは通用つうようしないよ」船長せんちょうはさえぎった。「おまえらが何なにをするつもりかは、すっかりわかってるんだよ。ただ今いまは気きにしないよ、おまえも分わかってるとおり、危害きがいを加くわえるなんて、できっこないからな」

そして船長せんちょうはシルバーを落おち着ついて見みつめると、パイプをすいつづけた。

「もしエイブ・グレーが、」シルバーが口くちを開ひらいた。

「そこでやめろ！」スモレット船長せんちょうはさけんだ。「グレーはわたしには何なにも言いわないし、わたしもグレーになにも聞きかない。それよりだ、わたしはまず、おまえもグレーもこの島しま全体ぜんたいも何なにもかもをすっかり地獄じごくへでも吹ふき飛とばしてやりたいぐらいだ。それがこのことに関かんして、おまえらへのわたしの気持きもちだよ」

こうしてちょっとどなりつけられ、シルバーは冷静れいせいさをとりもどしたようだった。前まえはシルバーはだんだんいらいらしてきたのが、今いまは自分じぶんをとりもどしていた。

「ああ、そうですかい」シルバーは言いった。「わしは紳士しんしがきちんとしてると思おもうようなことや、思おもわないことなんかに、この場合ばあいとらわれないことにしますや。あんたがパイプをやっているようだから、船長せんちょう、わしも自由じゆうにやらせてもらいますよ」

そしてシルバーは、パイプをつめ火ひをつけた。２人ふたりの男おとこは、しばらく静しずかにパイプをやりながら座すわっていた。お互たがいに顔かおをあわせると、パイプをすうのをやめ、つばを吐はくために前まえかがみになった。２人ふたりをみているのは演劇えんげきをみているくらい面白おもしろかった。

「さて、」シルバーは再ふたたび口火くちびを切きった。「そうなんですよ。宝物ほうもつの場所ばしょを示しめした地図ちずを渡わたしてもらいましょう、そして水夫すいふたちを襲おそって寝ねている間あいだに頭あたまに風穴かざあなをあけるのは止とめてもらいましょう。そうしてくれれば、選択肢せんたくしをさしあげますや。わしらと一緒いっしょに船ふねにのって、もちろん宝物ほうもつを積つんでですが、それから誓ちかって、あんたがたをどこかの陸りくに無事ぶじおくりとどけますぜ、海神わたつみに誓ちかってね。もしくはそれが気きに入いらなければ、わしの部下ぶかの何人なんにんかは乱暴らんぼうだし、しごかれたのをうらみに思おもってるらしいですからな、それならここに残のこればいい。食料しょくりょうは頭割あたまわりで分わけましょう。それで海神わたつみに誓ちかって、さきほどと同おなじように最初さいしょにみかけた船ふねに事情じじょうを話はなして、ここにあんたがたを迎むかえにこさせましょう。さあ、これこそいい話はなしってことがわかるでしょうよ。これよりいい話はなしがありますかい、どうです。あとは、」そこでシルバーは声こえを大おおきくして、「丸太まるた小屋こやにいなさるみなさんも、わしの言葉ことばをよく検討けんとうなせぇ、この人ひとに話はなしたことは全員ぜんいんに話はなしたことと思おもってもらえればいい」

スモレット船長せんちょうは立たち上あがると、左手ひだりてにパイプをうちつけて灰はいをおとした。

「それで全部ぜんぶか？」船長せんちょうはたずねた。

「いっさい全部ぜんぶでさぁ！」ジョンは答こたえた。「これを断ことわれば、わしの姿すがたを目めにするのはこれで最後さいごで、あとはマスケット銃じゅうの銃弾じゅうだんをみるだけですや」

「けっこう」船長せんちょうは言いった。「さぁ、今度こんどはわたしの番ばんだ。もしおまえらが一人ひとりずつ武器ぶきをもたずにやってくるなら、おまえらみなに手てかせ、足あしかせをつけて英国えいこくでちゃんとした裁判さいばんにかけてやることを約束やくそくしよう。そうしないなら、わたしの名前なまえはアレクサンダー・スモレットで英国えいこく国旗こっきをかかげてるんだ、おまえらはみんな海うみのもくずになるだろうよ。おまえらには、宝物ほうもつをみつけることはできない。おまえらには、船ふねを航行こうこうさせることもできない、おまえらのうち一人ひとりとして、船ふねを動うごかすことのできるものはいない。おまえらは戦たたかうこともできない。ここにいるグレーは、おまえら５人にんの中なかからでも逃にげ出だしてきたんだから。おまえの船ふねは、身動みうごきできないよ、シルバー船長せんちょう。おまえらは風下かざしもの岸きしにいるからな、まあわかるだろうよ。ここに立たって、それだけはいっておくよ。これが、おまえがわたしから聞きける最後さいごのアドバイスだな。神かみに誓ちかって、次つぎにおまえに会あったときには、背中せなかに銃弾じゅうだんをたたきこんでやる。ふらふら歩あるいていけ、こぞう。さっさと出でてってくれ、どんどん、大急おおいそぎでな」

シルバーの顔色かおいろは絵えのような見みもので、目めは怒いかりのあまりとびださんばかりだった。パイプから火ひをかきだすと、シルバーはこう叫さけんだ。

「手てを貸かしてくれ！」

「わたしはいやだね」船長せんちょうは答こたえた。

「だれかわしに手てを貸かしてくれんかな？」シルバーはわめいた。

僕ぼくたちのうち誰だれ一人ひとりとして、身動みうごきひとつしなかった。シルバーは非常ひじょうにきたない言葉ことばであくたいをつきながら、砂すなの上うえをポーチに手てがとどくところまで這はっていくと、松葉杖まつばづえでふたたび立たち上あがった。それから泉いずみにつばをはいた。

「くそったれ！」シルバーはさけんだ。「わしの思おもってるのはこうだ、一時いちじ間あいだとたたないうちに、わしはこの丸太まるた小屋こやをラム樽だるをばらばらにするようにでもしてやるよ。笑わらえ、せいぜい、笑わらうんだな！　一時いちじ間あいだとたたないうちに、おまえらは泣なきべそをかいてるだろうからな。死しぬやつは幸運こううんだぞ」

ひどいあくたいをつきながら、シルバーは砂すなに足あしをとられ、よろよろと歩あるいていき、４，５回かい失敗しっぱいしたあげく、白旗はっきをもっている男おとこの助たすけをかりて柵しがらみを乗のりこえた。そして木々きぎの間あいだにすぐに姿すがたを消けした。
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シルバーが姿すがたを消けすとすぐに、それまで注意深ちゅういぶかくシルバーの姿すがたをみていた船長せんちょうは、家いえの中なかの方ほうへふり向むいた。そしてグレーを除のぞいて、一人ひとり残のこらず持もち場ばについていないのを目めにした。僕ぼくらが船長せんちょうが怒おこるのをみたのは、それが始はじめてだった。

「持もち場ばにつけ！」船長せんちょうはどなりつけた。それから、僕ぼくらがみなこそこそと持もち場ばにもどると、「グレー」と言いった。「おまえの名前なまえは記録きろくにつけとくぞ。海うみの男おとこらしくちゃんとやるべきことをやったな。トレローニーさん、あなたには驚おどろきましたよ。先生せんせい、あなたは軍隊ぐんたいにいらっしゃったんじゃなかったですか！　もしフォンテノーでもそんな調子ちょうしだったなら、寝ねててもらった方ほうがまだましですよ」

先生せんせいの組くみの見張みはり番ばんは、みんな銃眼じゅうがんの持もち場ばにもどり、残のこりのものは予備よびのマスケット銃じゅうに装填そうてんするのに忙いそがしかった。ただみんな、あなたがたが思おもうとおり、顔かおを赤あかくして、おまけに耳みみが痛いたかった。

船長せんちょうはしばらく無言むごんで見守みまもっていたが、ようやく口くちを開ひらいた。

「君きみたち」船長せんちょうは言いった。「私わたしは、シルバーに一斉いっせい射撃しゃげきをくらわせてやりました。私わたしはわざとそうしてやったんです。やつが言いったように、一時いちじ間あいだとしないうちにやつらは攻せめてくるでしょう。言いうまでもありませんが、わたしたちは数かずでは負まけてます。でもこっちは小屋こやのなかで戦たたかえますから。一いち分ふん前まえなら私わたしは、規律きりつをもって戦たたかうんだと言いえたところでしたがね。私わたしはみながそうしたいと思おもうなら、やつらをこてんぱんにやっつけられることを少すこしも疑うたがっていません」

そしてみなのところをまわり、言いった通とおりなんの問題もんだいもないかを確認かくにんした。

小屋こやの短みじかい方ほうの東ひがしと西側にしがわは、２ふたつしか銃眼じゅうがんがなかった。ポーチのある南側みなみがわにも２ふたつで、北側きたがわには５いつつの銃眼じゅうがんがあった。僕ぼくたちの７人にんに対たいして、マスケット銃じゅうはちょうど２０丁ちょうだった。まきは４よっつの山やまに分わけて積つみ上あげられ、テーブルのようになっていた。それぞれの側がわの中央ちゅうおうのあたりに一ひとつずつ、その上うえには弾薬だんやくがいくらかと４よっつの充填じゅうてんされたマスケット銃じゅうが、いつでも小屋こやを守まもるものの手てにとれるように置おかれていた。小屋こやの真まん中なかには、短剣たんけんが一いち列れつに並ならべられていた。

「火ひは外そとへ」船長せんちょうは言いった。「もう寒さむくはないし、煙けむりが目めに入はいってはいけません」

鉄てつでできた火ひ籠かごをトレローニーさんがかかえて運はこび出だし、もえさしは砂すなで消けした。

「ホーキンズはまだ朝食ちょうしょくをとってなかったな、勝手かってにとるんだ、自分じぶんの持もち場ばにもどって食たべろ」スモレット船長せんちょうは続つづけた。「さっさとしろ、食たべ終おわらないうちにまた食たべたくなるぞ。ハンター、みんなにブランデーを配くばるんだ」

そうしている間あいだにも、船長せんちょうは防衛ぼうえいの計画けいかくをしっかりと決きめた。

「先生せんせい、ドアをお願ねがいします」船長せんちょうは話はなしはじめた。「ただ、姿すがたをさらさないように注意ちゅういして、中なかでポーチごしに撃うってください。ハンター、東側ひがしがわを頼たのむ、そこだ。ジョイス、おまえは西側にしがわだ。トレローニーさん、あなたが一番いちばん腕うでがいい、あなたとグレーで一番いちばん長ながい北側きたがわをお願ねがいします、５いつつ銃眼じゅうがんがありますから。そこが一番いちばん危あぶない所ところです。そこまでやつらが登のぼってきて、その場所ばしょから撃うちこむようなことになったら、事態じたいは非常ひじょうによくないことになりますから。ホーキンズ、おまえと私わたしは射撃しゃげきではあんまり役やくにたたんから、側がわで充填じゅうてんをして手助てだすけすることとしよう」


船長せんちょうが言いったとおり、もう寒さむくなかった。太陽たいようが小屋こやをとりまく木々きぎの上うえまでのぼると、空あき地ちを強烈きょうれつに照てらしだし、かすみはあっという間まに消きえてなくなった。すぐさまとても暑あつくなり、松まつやにが、丸太まるた小屋こやの丸太まるたから溶とけ出だしてきた。 ジャケットもコートも脱ぬぎ捨すてて、シャツも首くびのところをはだけ、袖そでも肩かたまでまくりあげた。僕ぼくたちはそれぞれの持もち場ばで、ひどい暑あつさと不安ふあんにさいなまれながら立たっていた。

１時じ間あいだがすぎた。

「まったく！」船長せんちょうはこぼした。「赤道せきどうのところみたいに風ふうがなくてやりきれん。グレー、口笛くちぶえで風かぜをよんでくれ」

ちょうどそのとき、攻撃こうげきの最初さいしょの知しらせがあった。

「よろしいですか、」ジョイスが言いった。「もし人ひとの姿すがたをみたら撃うつんですね？」

「そういったろう！」船長せんちょうはどなった。

「ありがとうございます」ジョイスは、まったくもって落おち着つきはらって礼儀れいぎ正ただしく答こたえた。

しばらく何事なにごともおこらなかったが、その会話かいわでみなの気きがひきしまり、耳みみをそばだて目めをこらしていた。撃うち手しゅは両手りょうてで銃じゅうのバランスをとっていた。船長せんちょうは小屋こやの真まん中なかにたち、口くちをぎゅっとかたく結むすび、まゆをひそめた。

数すう秒びょう後ご、突然とつぜんジョイスがマスケット銃じゅうをすばやく動うごかし発砲はっぽうした。その銃声じゅうせいがなりやまないうちに、外そとからばらばらとガンの群むれのように、囲がこいの外そとのありとあらゆる方向ほうこうから一斉いっせい射撃しゃげきがあった。丸太まるた小屋こやへも何なん発はつが当あたったが、中なかまでは一発いっぱつも入はいってこなかった。銃じゅう煙けむりがすっかりきえたとき、柵しがらみも森もりも以前いぜん同様どうよう静しずまりかえり、人ひとの姿すがたはまったく見当みあたらなかった。枝えだがゆれたり、マスケット銃じゅうの銃身じゅうしんが光ひかり、敵てきの存在そんざいをしめすようなことも全まったくなかった。

「敵てきに当あたったか？」船長せんちょうはたずねた。

「いいえ、」ジョイスは答こたえた。「当あたらなかったと思おもいます、船長せんちょう」

「まだ、本当ほんとうのことを言いってくれるだけましか」スモレット船長せんちょうはぶつぶつつぶやいた。「ホーキンズ、ジョイスの銃じゅうを装填そうてんしてやれ。あなたの側がわには何人なんにんいらっしゃいました、先生せんせい？」

「はっきりわかります」リバシー先生せんせいは言いった。「こちらの側がわからは３発あばきました。私わたしの目めにも３みっつの光ひかりがみえ、２ふたつがくっついていて、１ひとつは西側にしがわに離はなれたところでした」

「３人にん！」船長せんちょうはくりかえした。「そしてトレローニーさん、そちらは何人なんにんですか？」

しかし、これに答こたえるのは容易よういではなかった。北きたからはたくさんの銃撃じゅうげきがあったからだ、大だい地主じぬしさんの計算けいさんでは７人にん、グレーが数かぞえたのによれば８人にんか９人にんということだった。東ひがしや西にしからは、それぞれ１発はつずつ銃撃じゅうげきがあっただけだった。したがって、攻撃こうげきが北きたから行おこなわれ、他たの三さん方ぽうからは見みせかけの戦たたかいで気きをとられるだけだということは明あきらかだった。しかしスモレット船長せんちょうは、配置はいちを変かえたりはしなかった。もし反逆はんぎゃく者しゃたちが柵しがらみをこえるのに成功せいこうすれば、船長せんちょうがいうには、開ひらいている銃眼じゅうがんを占拠せんきょして、とりでにいる僕ぼくたちをねずみでも撃うつみたいに撃うち殺ころすということなのだ。

どちらにせよ、考かんがえているひまもほとんどなかった。突然とつぜん、大おおきな歓声かんせいがあがり、海賊かいぞくの小しょう集団しゅうだんが北側きたがわの森もりから飛とび出だして、柵しがらみへ向むかって一直線いっちょくせんに走はしってきた。それと同時どうじに森もりから銃声じゅうせいがあがり、ライフルの銃弾じゅうだんが一発いっぱつドアから入はいってきて、先生せんせいのマスケット銃じゅうをばらばらにした。

切きり込こみ隊たいが、サルのように柵しがらみのところに群むらがった。大だい地主じぬしさんやグレーは何なん発はつも何なん発はつも発砲はっぽうし、３人にんが倒たおれた。一人ひとりは囲がこいの中なかに倒たおれこみ、二人ふたりは外そとへ仰向あおむけに倒たおれた。ただそのなかの一人ひとりは明あきらかに傷きずついたのではなく驚おどろいただけだった。なぜなら自分じぶんで立たち上あがると、すぐさま木々きぎの間あいだに姿すがたを消けしたからだ。

２人ふたりが倒たおれ、一人ひとりが逃にげ、４人にんが無事ぶじに柵しがらみの中なかに足あしを踏ふみ入いれたわけだ。森もりの安全あんぜんなところからは、７人にんか８人にんの男おとこがそれぞれ明あきらかに数すう丁ちょうのマスケット銃じゅうをもち、集中しゅうちゅう砲火ほうかをあびせていた。丸太まるた小屋こやにはまったくの無駄むだだったが。

[image: ]
乗のり越こえた４人にんは、雄叫おたけびをあげ、目めの前まえの小屋こやへとまっすぐ走はしってきた。森もりの男おとこたちもそれを励はげますように雄叫おたけびをかえした。僕ぼくらの側がわからも何なん発はつか撃うったが、打うち手しゅがあせっていたので、走はしってくる男おとこの一人ひとりも撃うち倒たおすことはできなかったようだった。すぐに４人にんの海賊かいぞくが丘おかをこえ、僕ぼくらの目めの前まえに姿すがたを現あらわした。

水夫すいふ長ちょうジョブ・アンダーセンの頭あたまが、真まん中なかの銃眼じゅうがんから見みえた。

「撃うちころせ、みんながんばれ、みんながんばるんだ！」船長せんちょうははげしい声こえでどなった。

それと同時どうじに、もう一人ひとりの海賊かいぞくがハンターの銃口じゅうこうをひっつかんで、銃眼じゅうがんごしに彼かれの手てからもぎとると、一撃いちげきをくらわせて、ハンターはかわいそうに気絶きぜつして床ゆかに倒たおれこんだ。そうしている間あいだに、３人にん目めが無傷むきずで小屋こやをぐるっとまわり、ドアのところに姿すがたをあらわし、短剣たんけんで先生せんせいに切きりかかった。

僕ぼくらの立場たちばは全まったく逆転ぎゃくてんしていた。少すこし前まえまで僕ぼくらは陰かげにかくれて、姿すがたをさらした敵てきを撃うっていたが、今いまは敵てきにすっかり姿すがたをさらして、一いち撃げきも敵てきに撃うち返かえすことができなかったのだ。

丸太まるた小屋こやは煙けむりに満みちていて、僕ぼくらが割合わりあい無事ぶじだったのはそのおかげだ。わめき声ごえとどたばた、ピストルの閃光せんこうと銃声じゅうせい、そのなかでもひときわ大おおきな声こえが僕ぼくの耳みみに響ひびいた。

「外そとだ、みんな、外そとに出でるんだ。外そとで戦たたかえ、短剣たんけんをとるんだ！」船長せんちょうが叫さけんだ。

僕ぼくは短剣たんけんがたくさんあるところから一いち本ほんつかんだが、誰だれかが同時どうじにもう一本いっぽんをつかんだので、指ゆびのつけねのところに傷きずがついたが、ほとんど感かんじもしなかった。僕ぼくはドアから外そとへ出でて、太陽たいようがさんさんと照てりつける中なかへと出でた。誰だれかがすぐ後うしろにいたが、誰だれだかは分わからなかった。真正面ましょうめんには襲おそってきた敵てきを丘おかの下したまでおいかけている先生せんせいがいて、僕ぼくがちょうどそこに目めをやったときには、短剣たんけんを打うち下おろし、敵てきは顔かおに深ふかい傷きずをうけ仰向あおむけに倒たおれた。

「小屋こやの周まわりを廻まわるんだ、みんな！　小屋こやの周まわりを廻まわるんだ！」船長せんちょうはさけんだ。そんなにあわてふためいているときでも、僕ぼくは船長せんちょうの声こえが今いままでと違ちがっていることを感かんじた。

言いわれたとおりに、僕ぼくは東ひがしの方ほうへ短剣たんけんをかかげ、小屋こやの角かくを走はしって曲まがった。次つぎの瞬間しゅんかん、僕ぼくはアンダーソンとばったり顔かおをあわせた。アンダーソンは大声おおごえをだし、やつの刀剣とうけんをつる掛かけ輪わが太陽たいようにきらめいて、頭上ずじょうに光ひかるのが見みえた。僕ぼくにはおどろいてる暇ひまはなかった。一撃いちげきが下おろされようとしたときに、すぐに横よこっ飛とびでよけると、やわらかい砂すなに足あしをとられ、坂さかを転ころがってしまった。

僕ぼくが最初さいしょに勢いきおいよくドアから飛とび出だしたときには、他たの反逆はんぎゃく者しゃたちも僕ぼくらを皆殺みなごろしにしようと柵しがらみのところに殺到さっとうしていた。赤あかいナイトキャップをかぶった一人ひとりの男おとこは、口くちに短剣たんけんをくわえ、柵しがらみの上うえまで登のぼりきっていて、柵しがらみをまたいでいた。そして僕ぼくが倒たおれていたのはごくわずかな間あいだだったので、再ふたたび立たち上あがったときには、全員ぜんいん同おなじかっこうをしていた。赤あかいナイトキャップの男おとこは柵しがらみを乗のり越こえているところだったし、もう一人ひとり柵しがらみの上うえから頭あたまをのぞかせている男おとこがいた。それなのに、この短みじかいあいだで戦たたかいは決けっし、僕ぼくらが勝かったのだった。

グレーは僕ぼくのすぐ後ごについてきて、大おおきな水夫すいふ長ちょうがもう一いち撃げきへと移うつるまえに、水夫すいふ長ちょうを切きり倒たおしていた。他たには一人ひとりの男おとこが小屋こやの中なかにまさに撃うとうとした瞬間しゅんかんに、銃眼じゅうがんのところで撃うたれ、倒たおれて苦くるしんでいた。その男おとこの手てに握にぎられていたピストルからは、まだ煙けむりがでていた。もう一人ひとり、僕ぼくが目撃もくげきしたように、先生せんせいが一いち撃げきでやっつけた男おとこがいた。柵しがらみを乗のり越こえてきた４人にんのうちで生いき残のこったのはたった一人ひとりで、その男おとこときたら短剣たんけんを戦たたかいの場ばになげだして、死しにおびえて柵しがらみを乗のり越こえて逃にげようとしているところだった。

「撃うて、小屋こやから撃うつんだ！」先生せんせいは叫さけんだ。「みんな、小屋こやへともどるんだ」

この言葉ことばは無視むしされて、小屋こやから撃うつものはいなかったので、切きり込こみ隊たいの最後さいごの一人ひとりはまんまと逃にげおおせ、他たの仲間なかまと一緒いっしょに森もりへと姿すがたを消けした。３秒びょうほどのあいだに、攻撃こうげき隊たいは５人にんの死者ししゃを残のこして、影かげかたちも見みあたらなかった。５人にんのうち、４人にんが柵しがらみのなかで、１人ひとりは柵しがらみの外そとに倒たおれていた。

先生せんせいとグレーと僕ぼくは、全速力ぜんそくりょくで小屋こやにもどってきた。生いき残のこったやつらは、マスケット銃じゅうを残のこしてきたところまですぐにもどるだろうし、またいつ銃撃じゅうげきが再開さいかいされるともしれなかった。

小屋こやの中なかはこの時ときまでは、煙けむりもいくぶんうすれていて、ひと目めで勝利しょうりの代価だいかをみてとることができた。ハンターが銃眼じゅうがんのわきで気絶きぜつして倒たおれていた。ジョイスが頭あたまを打うちぬかれ、二度にどと動うごくことはなかった。小屋こやの真まん中なかでは、大だい地主じぬしさんが船長せんちょうをささえていた。２人ふたりとも顔かおが真まっ青さおだった。

「船長せんちょうが負傷ふしょうした」トレローニーさんが言いった。

「やつらは敗走はいそうしましたか？」スモレット船長せんちょうがたずねた。

「逃にげられるやつはね、そうですな」先生せんせいは答こたえた。「ただやつらのうちの５人にんは、二度にどと敗走はいそうできないですがね」

「５人にん！」船長せんちょうは叫さけんだ。「えぇ、いいでしょう。今回こんかいが５人にんと３人にんなら、結局けっきょく９人にん対たい４人にんになるわけですからな。最初さいしょよりずっと勝かち目めがある。最初さいしょは１９人にん対たい７人にんだったんですから、そうだったことを思おもえば、 まだ耐たえられるといった具合ぐあいだ」

 反逆はんぎゃく者しゃたちの数かずはすぐにたった８人にんとなった。スクーナー船せんでトレローニーさんに撃うたれた男おとこは、その傷きずが原因げんいんで撃うたれたその晩ばんに亡なくなっていたからだ。でもこのことは、もちろん、僕ぼくらの側がわには後のちになるまで分わからなかったことだ。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	僕の海の冒険がどのようにして始まったか？



宝島たからじま 第だい五ご部ぶ 第だい一いち章しょう 僕ぼくの海うみの冒険ぼうけんがどのようにして始はじまったか？




反逆はんぎゃく者しゃたちは反撃はんげきをしかけてくることもないし、森もりから撃うってくることさえなかった。やつらは、船長せんちょうがいうところの“その日ひの割わり当あて”は済すませたというわけだった。そして僕ぼくらは自分じぶんたちの場所ばしょを守まもることができたし、怪我けがしたものの介抱かいほうや夕食ゆうしょくを平穏へいおんなうちにすませることができた。大だい地主じぬしさんと僕ぼくは、危険きけんをかえりみず外そとで調理ちょうりをした。ただ外そとにいても、先生せんせいが手当てあてをしている患者かんじゃの大おおきなうめき声ごえが聞きこえてきて、僕ぼくらは自分じぶんたちでも何なにをしているか手てにつかないような状態じょうたいだった。

戦たたかいで倒たおれた８人にんのうち息いきがあるのは３人にんだけで、そのうち一人ひとりは銃眼じゅうがんから撃うたれた海賊かいぞく、それからハンター、そして船長せんちょうのスモレットさんだった。そして最初さいしょの２人ふたりはもう死しんだも同然どうぜんだった。海賊かいぞくは手術しゅじゅつ中ちゅうに息いきをひきとったし、ハンターはできるだけのことはしたが、再ふたたび意識いしきをとりもどすことはなかった。ハンターの命いのちはその日ひのあいだは細々こまごまと続つづいていて、僕ぼくの家いえで卒中そっちゅうで倒たおれたあの老ろう海賊かいぞくみたいに激はげしく息いきをしていたが、胸むねの骨ほねは一いち撃げきで破壊はかいされ、頭蓋骨ずがいこつは倒たおれたときにこなごなになり、その夜よるに何なんの前触まえぶれも声こえもないままに息いきをひきとった。

船長せんちょうは重傷じゅうしょうだったが、致命傷ちめいしょうではなかった。体からだのどの部分ぶぶんも致命傷ちめいしょうをおっておらず、アンダーソンの銃弾じゅうだんが、というのも最初さいしょに船長せんちょうに向むかって発砲はっぽうしたのはアンダーソンだったからだが、肩かた甲かぶと骨こつをくだき肺はいにとどいていたが致命傷ちめいしょうではなかった。２ふたつ目めの銃弾じゅうだんは、ふくらはぎを少すこしかすめ肉にくをはぎとっただけだった。先生せんせいが言いうには、船長せんちょうは回復かいふくすることは間違まちがいないが、治なおるまでの数すう週間しゅうかんは歩あるいても腕うでを動うごかしてもだめだし、できることなら話はなしてもいけないということだった。

僕ぼくがたまたま受うけた手ての傷きずはかすり傷きずで、リバシー先生せんせいはそこにばんそうこうをはると、その上うえ僕ぼくの耳みみをぎゅっと引ひっ張ぱったものだった。

夕食ゆうしょく後ご、大だい地主じぬしさんと先生せんせいは船長せんちょうのそばにこしかけ、しばし相談そうだんしていた。もう十分じゅうぶんというほど相談そうだんすると、昼ひるをすぎたころだったが、先生せんせいは帽子ぼうしとピストルを何なん丁ちょうか手てにとり、短剣たんけんを腰こしにつけ、ポケットにあの地図ちずをいれて、マスケット銃じゅうを一いち丁ちょう肩かたにかけると、北側きたがわの柵しがらみをこえ足早あしばやに森もりの中なかに姿すがたをけした。

グレーと僕ぼくは、先生せんせいたちが相談そうだんしているのが聞きこえないように、丸太まるた小屋こやの反対はんたい側がわに一緒いっしょに腰こしをおろしていた。そしてグレーは、その場ばで起おこったことにあまりにショックをうけ、パイプを口くちからはずして戻もどすのを忘わすれてしまうほどだった。

「いったい何なにだって、」グレーは口くちにだした。「リバシー先生せんせいは気きでも違ちがったのかい？」

「ぜんぜん」僕ぼくは答こたえた。「僕ぼくらのうちでも一番いちばんまともな人ひとだと、僕ぼくは思おもうけど」

「じゃあ、おめえさんよ」グレーは言いった。「先生せんせいが気きが違ちがってないとしよう。先生せんせいが気きが違ちがってないとしたらな、おめえさんの言いうとおりによ。わしの気きが違ちがってるんだな」

「僕ぼくは思おもうんだ、先生せんせいには考かんがえがあるんだよ。もし僕ぼくが思おもうとおりなら、先生せんせいは今いまベン・ガンに会あいにいってるんじゃないかな」と僕ぼくは答こたえた。

後あとで判明はんめいしたことだが、僕ぼくの思おもったとおりだった。でもそのときは小屋こやはうだるように暑あつく、柵しがらみの内側うちがわの狭せまい砂地すなじの部分ぶぶんはぎらぎらする太陽たいように照てらされていて、僕ぼくにはある考かんがえが頭あたまに浮うかんだ。その考かんがえは、どうみてもまともな類るいではなかった。僕ぼくが考かんがえはじめたのは、森もりのすずしい木陰こかげを歩あるく先生せんせいをうらやましいと思おもうことだった。先生せんせいの周まわりには鳥とりがいて、松まつのさわやかな香かおりをかいでいるというのに、僕ぼくときたら、暑あつさでべとべとした松まつやにを服ふくにつけて、まるであぶられているかのようだった。そしてまわりには血ちがあふれ、死体したいがごろごろしていたので、この場所ばしょを怖こわいと思おもうのと同おなじくらい嫌いやになっていたのだ。

僕ぼくが丸太まるた小屋こやを洗あらってきれいにしたり、それから夕食ゆうしょくの後片付あとかたづけをしている間あいだずっと、この嫌いやだという気持きもちとうらやましく思おもう気持きもちはどんどん大おおきくなり、とうとうパンの袋ふくろのそばにいて、だれも僕ぼくのことを見張みはっていなかったので、逃にげ出だす最初さいしょの一いち歩ほとして、上着うわぎの両りょうポケットをビスケットでいっぱいにした。

僕ぼくのことをばかだといわれれば、そのとおりだろう。でも確たしかにばかげたことを、大胆だいたんにすぎることをしようとした。でも僕ぼくはやるからには、細心さいしんの注意ちゅういを払はらってやろうと決きめていた。これだけビスケットがあれば、何なにがあろうと、少すくなくとも次つぎの日ひ遅おそくまではお腹なかがすくことはないだろう。

次つぎに僕ぼくが手てに入いれたのは、２丁ちょうのピストルだった。そして火薬かやく筒とうと銃弾じゅうだんは持もっていたので、武器ぶきは十分じゅうぶんというわけだった。

僕ぼくが思おもいえがいた計画けいかくは、それ自体じたいとしては悪わるいものではなかったように思おもう。停泊ていはく所しょの東側ひがしがわと外海そとめを隔へだてているあの砂州さすをずっと下くだっていって、昨晩さくばん目めをつけたあの白しろい岩いわを見みつけて、ベン・ガンがボートを隠かくしたのがそこかどうかを確たしかめておこうと思おもったのだ。確たしかにやる価値かちのあることだったと今いまでもそう思おもっている。でもまた囲がこいを離はなれるのが許ゆるされないのも確たしかだったので、僕ぼくにできる計画けいかくといったら、誰だれも注意ちゅういしていないときに、こっそり抜ぬけ出だすことで、それは計画けいかく全体ぜんたいを悪わるいものとするくらい、ひどいやり方かただった。でも僕ぼくはほんの子供こどもにすぎず、すでに心しんを決きめていた。

さて、結局けっきょく、機会きかいにもめぐまれた。大だい地主じぬしさんとグレーは船長せんちょうに包帯ほうたいをまくのに忙いそがしくしていて、まさにいまこそ好機こうきだった。僕ぼくはとつぜん逃にげ出だし柵しがらみをこえ、森もりの木きが密集みっしゅうしたところへと駆かけ込こんだ。誰だれかが僕ぼくがいないことに気きづくまえに、僕ぼくはもうみんなの声こえが聞きこえないところまで行いっていた。

これが僕ぼくの２回かい目めのばかげた冒険ぼうけんで、最初さいしょの冒険ぼうけんよりはるかにいけないことだった。というのも小屋こやを守まもるのには、けががない２人ふたりを残のこすのみだったから。でも最初さいしょの冒険ぼうけんとおなじように、この冒険ぼうけんが結局けっきょくはみんなの命いのちを救すくうことになったのだ。

僕ぼくは、停泊ていはく所しょからぜったいに見みつからないように砂州さすの東側ひがしがわを下くだっていくことに決きめていたので、まっすぐ島しまの東岸とうがんまで行いった。もう午後ごご遅おそくだったが、まだ暖あたたかく日ひがさしていた。僕ぼくが高たかい木々きぎのあいだをすりぬけていくと、僕ぼくの耳みみには、前方ぜんぽうからたえまなく波なみがうちよせる大おおきな音おとだけでなく、風ふうが葉はをゆらしたり、木きの大おおきな枝えだをきしませる音おとがはっきり聞きこえたので、僕ぼくにはいつもより海風かいふうが強つよいことがわかった。すぐに冷つめたい風ふうが僕ぼくにも感かんじられるようになり、もう２、３歩ほいくと、森もりが開あけたところにでてきた。そして海うみをみると水平すいへい線せんまで真まっ青さおで日ひに照てらされていた。そして波なみは砂浜すなはまにそってよせては引ひき、白波しらなみをたてていた。

僕ぼくは、宝島たからじまのまわりで海うみが静しずかだったのを目めにしたことが一いち度どもない。太陽たいようが頭上ずじょうから照てらしつけ、空気くうきはピクリとも動うごかず、海うみの表面ひょうめんはなだらかで青あおいときでも、昼夜ちゅうやをとわず雷かみなりがとどろくような大波おおなみが外海そとめの岸きしにうちよせるのだった。そして僕ぼくは、この島しまで波なみの音おとが聞きこえない場所ばしょが一いち箇所かしょでもあろうなんてことはおよそ信しんじられない。

僕ぼくは喜よろこび勇いさんで波打なみうちぎわを歩あるいていき、十分じゅうぶん南みなみの方ほうまで下くだったと思おもったので、こんもりしげった茂しげみに姿すがたをかくし、砂州さすのもりあがった方ほうへとはい上あがっていった。

僕ぼくの後のちは外海がいかいで、前まえには停泊ていはく所しょがあった。海風かいふうはいつになく激はげしい勢いきおいでふいたので、すでにふきつくしたというかのように、既すでにふきやんでいた。そのあとには南南東なんなんとうから気きまぐれな微風びふうがふいて、大おおきな霧きりのかたまりを運はこんできた。停泊ていはく所しょはどくろ島とうの風下かざしもにあたり、最初さいしょに入はいってきたのと同おなじように静しずまりかえり、ものうげなままだった。ヒスパニオーラ号ごうは傷きず一ひとつない鏡かがみのような水面すいめんに、喫水線きっすいせんからマストの頂上ちょうじょうまでくっきりとその姿すがたを映うつし出だし、海賊かいぞく旗きがその斜はす桁けたの外そと端はしにはためいていた。

そばには小型こがたボートが一いち艘そう停とままり、シルバーが船尾せんびにすわり、僕ぼくにはシルバーはいつでも見分みわけることができた、２人ふたりの男おとこが船尾せんびのふなべりにもたれかかっていた。そのうち一人ひとりは赤あかい帽子ぼうしをかぶっており、それは、僕ぼくが数時間すうじかん前まえに柵しがらみをまたいでいるのをみたあの悪党あくとうだった。どうやらやつらは話はなしをしたり、げらげら笑わらっているようだった。ただ僕ぼくとの間あいだには一いちマイル以上いじょうはあったので、話はなしている言葉ことばはむろん一言ひとこともわからなかった。とつぜん恐おそろしい叫さけび声ごえ、この世よのものとも思おもえない叫さけびがした。最初さいしょぼくはぎょっとしたが、すぐにフリント船長せんちょうの声こえだと思おもい出だし、その鳥とりが飼かい主ぬしの手首てくびにとまっているところが、その羽はねで見分みわけがつくような気きさえした。

その直後ちょくご、小型こがたボートは出発しゅっぱつし岸がんに着ついた。赤あかい帽子ぼうしの男おとこと連つれの男おとこは、昇降しょうこう口こうから船室せんしつへと降おりていった。

それと同時どうじに、太陽たいようも望遠鏡ぼうえんきょう山やまの背後はいごに沈しずみ、急速きゅうそくに霧きりが深ふかくなってきて、暗くらくなるきざしがみえてきた。僕ぼくはその夕方ゆうがたにボートを見みつけるつもりなら、これ以上いじょう一いち刻こくもぐずぐずしていられないなと思おもった。

白しろい岩いわは、低木ていぼくの上うえに見みえていて、あと１／８マイルほど砂州さすを下くだったところにあって、そこに四よつんばいではいつくばり低木ていぼくのあいだをぬけて、たどりつくにはまだしばらく時間じかんがかかった。僕ぼくがそのごつごつした岩いわにたどりついたときには、すでに夜よるになっていた。岩いわのすぐ下かには、緑みどりのこけがはえた小ちいさなくぼみがあって、浅瀬あさせとこんもりしげったひざの高たかさまでのしげみに隠かくされていた。しげみはそこで十分じゅうぶんにおいしげっていた。そしてくぼみの真まん中なかには、たしかに、やぎの皮かわでつくられた小ちいさなテントがあった。まるでイングランドではジプシーが持もち運はこんでいるようなテントだった。

僕ぼくはくぼみに降おりていって、テントの端はしをもちあげてみた。そこにはベン・ガンのボートがあって、まさに手てで作つくった、それ以外いがいには考かんがえられないようなボートだった。大木たいぼくの枝えだをおおざっぱに落おとしたような枠組わくぐみで、やぎの皮かわを毛けを内側うちがわにして張はってあった。ボートは僕ぼくにとってもとても小ちいさくて、大人おとなが乗のると浮うかぶとはとうてい思おもえなかった。腰こしをかける横木よこぎが一番いちばん低ひくいところにそなえつけられていて、へさきには足あしの置おき場ばのようなものと、前まえにすすむために両側りょうがわに櫂かいがついていた。

僕ぼくは、昔むかしのブリント人じんが作つくったというようなコラクル舟ぶねをそのときは見みたことがなかった。その後ごコラクル舟ぶねをみたが、ベン・ガンの舟ふねを説明せつめいにするには、コラクル舟ぶねみたいなもので、ただ人間にんげんが作つくったにしては一番いちばんひどい出来できのコラクル舟ぶねだというのが一番いちばん適当てきとうな説明せつめいではないだろうか。でもコラクル舟ぶねの最大さいだいの利点りてんは、この舟ふねにもちゃんとあった。とても軽かるくて持もち運はこびができるのだ。

こうしてボートを見みつけたからには、今回こんかいは僕ぼくも十分じゅうぶんぶらぶらするのに満足まんぞくしただろうと思おもわれるかもしれない。でもそうしているあいだに、僕ぼくには別べつの考かんがえが思おもいつき、すっかりその考かんがえが気きに入いって実行じっこうに移うつそうと思おもっていたのだ。たとえ、スモレット船長せんちょうその人ひとに反対はんたいされたとしても実行じっこうしただろう。それは夜陰やいんに乗じょうじて海うみにでて、ヒスパニオーラ号ごうの錨いかり綱つなを切きって、座礁ざしょうさせようという考かんがえだった。僕ぼくは反逆はんぎゃく者しゃたちが、その朝あさに撃退げきたいされてからは、錨いかりをあげて海うみへ出でて行いこうとしているに違ちがいないとすっかり思おもい込こんでいたのだ。そしてこれを邪魔じゃまするには考かんがえを実行じっこうに移うつすのがいいし、僕ぼくは一いち艘そうのボートも見張みはりに立たてていないのを知しっていたので、危険きけんもほとんどあるまいと思おもったわけだ。

僕ぼくは座すわり込こんで暗くらくなるのを待まち、ビスケットをお腹はらいっぱい食たべた。僕ぼくの目的もくてきには、まさにおあつらえ向むきの夜よるだった。霧きりは深ふかく立たち込こめ、昼ひるの太陽たいようの光ひかりが薄うすらいで消きえていくと、宝島たからじまにはまったくの暗闇くらやみが訪おとずれた。そしてついに僕ぼくがコラクル舟ぶねを担かついで、手探てさぐりで夕食ゆうしょくをたべたくぼみから這はい出でたときには、停泊ていはく所しょでみえるものといったら２ふたつしかなかった。

１ひとつは、岸きしの大おおきな火ひで、打うち負まかされた海賊かいぞくたちが湿地しっちで酒さけをくらっていた。もう一ひとつは、暗闇くらやみのなかのぼんやりとした明あかりで、ヒスパニオーラ号ごうの位置いちを示しめしていた。船ふねは引ひき潮しおでぐるりと回まわっていて、今いまは船首せんしゅが僕ぼくの方ほうを向むいていた。船ふねの唯一ゆいいつの光ひかりはキャビンのもので、僕ぼくが見みることができたのは、船尾せんびの窓まどからもれてくる明あかりが霧きりに反射はんしゃしているものだった。

引ひき潮しおはいましばらく続つづいていたので、僕ぼくは湿気しっけの多おおい砂地すなじ帯たいを歩あるいていかなければならなかった。何なん回かいもくるぶしまで沈しずみ込こんだが、やっと引ひいている海うみの水みずのところまでたどりついて、水みずの中なかへ少すこし歩あるいていくと、力ちからをだしてたくみにコラクル舟ぶねを竜骨りゅうこつを下したにして水面すいめんに浮うかべた。
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	潮が引いていく



宝島たからじま 第だい五ご部ぶ 第だい二に章しょう 潮しおが引ひいていく




コラクル舟ぶねは、乗のり込こむ前まえにもよく分わかっていたことではあるが、僕ぼくくらいの背丈せたけや体重たいじゅうなら十分じゅうぶん安全あんぜんな乗のり物もので、荒海あらうみでも浮うかんでいたし、敏捷びんしょうだった。ただその舟ふねはかなり扱あつかいにくく、操縦そうじゅうするにもつりあいが取とれていなかった。どうやっても風下かざしもへと行おこなってしまうし、ぐるぐる回まわってしまうのがその舟ふねのお得意とくいだった。ベン・ガンでさえ、その舟ふねが「癖くせがつかめるまでは実じつに扱あつかいにくい」ことを認みとめていた。

確たしかに、僕ぼくにはその癖くせが分わかっていなかった。その舟ふねは、僕ぼくが行いきたいと思おもってる方向ほうこう以外いがいならどの方向ほうこうでも向むかっていった。ほとんど横向よこむきになってばかりだったので、潮しおの流ながれがなければ船ふねまでたどり着つくことはとうてい無理むりだったろう。でも運うんにもめぐまれてどう漕こいでも、潮しおが僕ぼくの舟ふねを流ながしていったのだ。僕ぼくの行ゆく手てにはちょうどヒスパニオーラ号ごうがあり、たどり着つきそこねることはなかった。

最初さいしょ、船ふねは暗闇くらやみのなかで何なにかもっと黒くろいもののようにぼんやりと姿すがたを現あらわしたが、マストや船体せんたいが形かたちをとりはじめ、次つぎの瞬間しゅんかんには船ふねの錨いかり綱つなの横よこにいるように思おもえたので（というのも僕ぼくはすいぶん押おし流ながされて、潮しおの流ながれはどんどん速はやくなっていたから）僕ぼくはさっとそれをつかんだ。

錨いかり綱つなは弓ゆみの弦つるほどにぴんと張はっていた。船ふねの錨いかり綱つなは、それほど錨いかりを強つよく引ひっ張ぱっていたのだ。船体せんたいのまわりはまっ暗闇くらやみだったが、さざなみをたてた潮しおの流ながれが、山やまの小川おがわのように泡あわをたててさらさらと流ながれていた。僕ぼくの一いち太刀たちで、ヒスパニオーラ号ごうは潮しおに流ながされていってしまうことだろう。

ここまでは問題もんだいなかった。でも次つぎに思おもい当あたったのは、こんなにぴんと張はった錨いかり綱つなを急きゅうに切きったりするのは、馬うまに跳はね飛とばされるくらい危険きけんなことだということだ。ヒスパニオーラ号ごうを錨いかりから断たち切きったりしたら十じゅう中ちゅう八はち、九きゅう、ひどいことになり、僕ぼくとコラクル舟ぶねは空中くうちゅうに跳はね飛とばされてしまうことだろう。

そう考かんがえて思おもいとどまったのだが、再ふたたび僕ぼくに幸運こううんがめぐってこなかったら、この計画けいかくはすっかりあきらめたことだろう。でも南東なんとう南みなみからふきはじめていた微風びふうは、夜よるがふけてからは風向かざむきがかわり、南西なんせいからの風ふうになっていた。ちょうど僕ぼくが悩なやんでいるときで、風向かざむきがかわり、ヒスパニオーラ号ごうがその風かぜをとらえ潮しおの流ながれにのった。そして僕ぼくにとってうれしかったことに、握にぎっていた錨いかり綱つながゆるみ、つかんでいた手てが少すこし水すいのなかにもぐった。

このことで僕ぼくは決心けっしんした。ナイフをとりだし歯はで開ひらき、よりあわされた綱つなを一本いっぽんづつ切きっていった。そして船ふねは２本ほんの縒よりでゆれてるまでになった。それから一息ひといきおいて、一いち陣じんの風かぜがふいてまた綱つながゆるんだときに切きってしまおうと待まち構かまえた。

こうしているあいだも、僕ぼくの耳みみには船室せんしつから大おおきな声こえが聞きこえていた。ただ本当ほんとうのことをいえば、僕ぼくは他たのことにすっかり気きをとられていたので、ほとんど耳みみにはいらなかった。ただもうすることもなくなったので、注意ちゅういをむけてみた。

聞きこえてくる声こえの一ひとつは、舵手だしゅのイスラエル・ハンズで以前いぜんはフリントの砲手ほうしゅだった男おとこの声こえだ。もう一ひとつの声こえは、もちろん、わが友ともたるあの赤あかい帽子ぼうしの男おとこのものだった。２人ふたりは明あきらかに酔よっ払ぱらっていたが、まだ酒さけをくらっているようだった。なぜなら僕ぼくが耳みみをかたむけているあいだも、そのうちの一人ひとりが酔よっ払ぱらった叫さけび声ごえをあげ、船尾せんびの窓まどをあけて何なにかを放ほうり出だしたからだ。たぶん、あきびんかなんかだろうと思おもう。でもやつらは単たんなる酔よっ払ぱらいではなかった。明あきらかに激怒げきどしていたのだ。悪態あくたいがひょうのように降ふり注そそぎ、ときどき間違まちがいなく殴なぐりあいになるに違ちがいないと思おもうほどの騒さわぎようだった。でもそのたびに口くちげんかはおさまり、声こえもしばらくおちついて、また次つぎの叫さけび声ごえがあがり、喧嘩けんかにはなることなくおさまるといった具合ぐあいだった。

岸きしの方ほうには、大おおきなキャンプの焚たき火びの明あかりが、浜辺はまべの木き立だちを通とおしてめらめらと輝かがやいているのが見みえた。単調たんちょうな退屈たいくつなふしの船乗ふなのり歌かを歌うたっているものがいて、一節いっせつの終おわりごとに声こえを低ひくくしてふるわせていた。まるで歌うたい手てがあきるまでは、その歌うたには終おわりがないかのようだった。僕ぼくはこの航海こうかいでその歌うたを何なん度どとなく聞きいていたので、この歌詞かしの文句もんくを思おもい出だした。

生いき残のこったのはわずかに一人ひとり、
７５人にんで船出ふなでをしたのに

そして僕ぼくはこの短みじかい歌うたが、悲かなしみに満みちていて、今朝けさあれほど打うち負まかされたやつらにはぴったりだと思おもった。実際じっさいには、僕ぼくがみたところによれば、海賊かいぞくたちはみなまるで海うみとおなじくらい無神経むしんけいなやつらだったんだが。

とうとう風ふうがふいた。スクーナー船せんは暗闇くらやみのなかで少すこし動うごいてこちらに近ちかづいてきた。僕ぼくは錨いかり綱つなが再ふたたびゆるんだのを感かんじて、ぐっと力ちからをこめて残のこった綱つなを断たち切きった。

風ふうはコラクル舟ぶねをまったく動うごかすことはなかったので、僕ぼくはもう少すこしで本当ほんとうにヒスパニオーラ号ごうのへさきで押おし流ながされるところだった。それと同時どうじに、スクーナー船せんは船尾せんびを中心ちゅうしんにゆっくりと回転かいてんしはじめて、反対はんたい向むきになって潮しおの流ながれにのった。

僕ぼくは死しにもの狂ぐるいだった。というのも、今いまにも転覆てんぷくするのではと思おもったからだ。そしてコラクル舟ぶねを直接ちょくせつ遠とおざけるのは無理むりだとわかったので、船尾せんびの方ほうへと向むかっていった。なんやかんやで、僕ぼくはあぶない船ふねから逃にげ出だした。そしてコラクル舟ぶねにもう一いち押おしをした瞬間しゅんかんに、両手りょうてが一本いっぽんの軽かるい綱つなにふれた。綱つなは船尾せんびの船ふなべりから垂たれ下さがっていて、僕ぼくはその瞬間しゅんかんに綱つなをつかんだ。

自分じぶんでもどうしてそんなことをしたのかは、さっぱりわからない。最初さいしょは本能ほんのう的てきで、ただ綱つなを両手りょうてににぎってしっかり結むすびつけられているのがわかると、好奇心こうきしんがむくむくとわいてきて、ちょっとばかし船室せんしつの窓まどから覗のぞいてやろうと心しんに決きめた。

僕ぼくはその綱つなをたぐって十分じゅうぶん近ちかくまできたと判断はんだんしたので、危険きけんは危険きけんだったが半身はんしんをなげだして、船室せんしつの中なかの天井てんじょうと一部いちぶをのぞいてみた。

このときには、スクーナー船せんとその小ちいさな伴とも舟ぶねはきわめて速はやい速度そくどで水みずの上うえをすべっていた。実際じっさい、すでに焚たき火びと平行へいこうになるくらいまでのところまできていた。船ふねは、船乗ふなのりがいう、大声おおごえでしゃべっている状態じょうたいだった。つまり、多おおくのさざなみが立たっている中なかをたえまなくしぶきをあげ進すすんでいたわけだ。だから窓まどの下した枠わくから覗のぞきこむまで、どうして見張みはりの男おとこたちが警告けいこくをあげないのか不思議ふしぎでならなかった。でもひと目めみて、そのわけがわかった。ただその安定あんていしない小舟こぶねからではひと目めみるだけでもやっとだった。ハンズと仲間なかまがしっかと組くみ合あって、お互たがいの片手かたてで相手あいての咽喉いんこうをつかんでいたのだ。

僕ぼくは再ふたたびすぐさま舟ふねに腰こしをおろした。というのも、もう少すこしで舟ふねから落おちるところだったから。そのときは、２人ふたりの怒おこって紅潮こうちょうした顔かおが、くすんだランプの下したでともに揺ゆれている以外いがいはなにも見みえなかった。そこで両目りょうめをとじて、再ふたたび暗闇くらやみに目めがなじむようにした。

死しんだやつの衣装いしょう箱ばこに１５人にん
ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを１ 本ほん！
飲のめや、悪魔あくまが残のこりを飲のみ干ほす
ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを１本ほん！

ちょうどそのときヒスパニオーラ号ごうの船室せんしつで酒さけと悪魔あくまがどれほど大だい暴あばれをしているか、僕ぼくが考かんがえていたとき、急きゅうにコラクル舟ぶねががたんと揺ゆれて驚おどろいた。同時どうじに舟ふねが左右さゆうにひどくゆれ、進路しんろを変かえたように思おもわれた。その間あいだも加速かそくしつづけていた。

僕ぼくはすぐに目めを開ひらいた。あたり一いち面めんさざなみで、同時どうじに耳みみをつんざくようなはげしい音おととかすかな青あおい光ひかりがみてとれた。ヒスパニオーラ号ごうの進路しんろも変かわっているようで、僕ぼくの舟ふねはそこから数すうヤード後うしろで相変あいかわらずくるくる回まわっていた。そして僕ぼくの目めには、夜よるの闇やみを背景はいけいにしてマストが少すこし動うごいているのが見みえた。いいや、ずっと見みていると、ヒスパニオーラ号ごうも南みなみに進路しんろを変かえているのは確たしかだった。

僕ぼくは肩かたごしに振ふり返かえると、心臓しんぞうが飛とび出でるほどびっくりした。僕ぼくの真後まうしろに焚たき火びの明あかりがあったのだ。流ながれは直角ちょっかくに曲まがり、大おおきなスクーナー船せんと小ちいさな踊おどっているようなコラクル舟ぶねを押おし流ながしてきたのだ。だんだん流ながれは速はやく、泡あわが大おおきく、波なみ音おんは高たかくなり、流ながれは狭せまい所ところでうずまいて外海がいかいへと流ながれていった。

とつぜん、スクーナー船せんは僕ぼくの目めの前まえで急激きゅうげきに向むきをかえ、たぶん２０度どは方向ほうこうをかえただろう。それと同時どうじに、船上せんじょうでひとつの叫さけび声ごえに続つづいて、別べつの叫さけび声ごえがあがった。昇降しょうこう用ようのはしごを揺ゆらす足音あしおとが聞きこえ、２人ふたりのよっぱらいもとうとう喧嘩けんかを止とめて、自分じぶんたちが陥おちいっている災難さいなんに気きがついたということが僕ぼくにもわかった。

僕ぼくはこのみじめな小舟こぶねに身みをふせて、身みを神かみにゆだねた。この海峡かいきょうの終おわりで、僕ぼくらは砂州さすに流ながれつきこなごなになってしまうだろう。まあ、そこで僕ぼくのトラブルも一いち巻かんの終おわりとなるわけだ。ただ死しぬことは、たぶんなんでもなかったが、迫せまりくる運命うんめいをただ傍観ぼうかんしているのは耐たえられなかった。

僕ぼくは何なん時じ間あいだも身みを伏ふせていたことだろう。常つねにうねりでゆさぶられ、ときどき飛とび散ちるしぶきをあび、次つぎに突つっ込こんだら死しが待まっているんだろうと思おもっていた。だんだん僕ぼくも疲つかれてきた。僕ぼくの心しんは、こんな恐怖きょうふの真まっ只中ただなかにあって、麻痺まひし、ときどきはすっかり無感覚むかんかくになった。そしてついに眠ねむりにおち、波なみに揺ゆられるコラクル舟ぶねで、僕ぼくは横よこたわり故郷こきょうのベンボウ提督ていとく亭ていを夢見ゆめみていた。
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	コラクル舟での航海



宝島たからじま 第だい五ご部ぶ 第だい三さん章しょう コラクル舟ぶねでの航海こうかい




目めをさましたときにはすっかり日ひが昇のぼっていて、僕ぼくは宝島たからじまの南西なんせい端はしのところを漂ただよっているようだった。太陽たいようはすでに高たかく昇のぼっていたが、僕ぼくの方向ほうこうからは大おおきな望遠鏡ぼうえんきょう山やまに隠かくれていて、望遠鏡ぼうえんきょう山やまはこちらの側がわからは、切きり立たった崖がけになり海うみまで至いたっていた。

ホールボーライン岬みさきとミズンマスト山さんは僕ぼくのすぐそばで、山やまには木きが生はえておらず黒くろずんでいて、岬みさきは４、５０フィートの断崖だんがいになり、その周辺しゅうへんには落石らくせきがごろごろしていた。僕ぼくは１／４マイルも海うみに出でていなかったので、最初さいしょにおもいついたのは漕こいで上陸じょうりくしようということだった。

その考かんがえはすぐに捨すてなければならなかった。落石らくせきの間あいだで、波なみがくだけとどろき、大おおきな音おとが次つぎから次つぎへと絶たえ間まなくなりひびき、大おおきなしぶきが飛とび散ちっていたので、僕ぼくががんばって近寄ちかよっていったとしても、けわしい崖がけで死しへとまっしぐらか、そびえたつ岩いわをよじ登のぼろうとしていたずらに体力たいりょくを消耗しょうもうしてしまうかだったろう。

そればかりではなかった。というのも、岩いわの平たいらな所ところを一緒いっしょにはいまわったり、大おおきな声こえをあげて互たがいに海うみへと突つき落おとしあっている、巨大きょだいなぬめぬめとした怪物かいぶつを僕ぼくは目めにしたのだ。まるで信しんじられないくらい大おおきなかたつむりみたいに柔やわらかそうなもので、４０から６０匹ひきが一団いちだんで岩いわ々の間あいだにほえ声ごえを響ひびかせていた。

後のちになって、僕ぼくはそれがあしかというもので、全まったく無害むがいだということを知しった。しかしその姿すがたをみる限かぎりでは、岸きしへたどり着つくのが難むずかしく波なみが高たかかったこともあるが、上陸じょうりくしたらだめだと思おもうのには十分じゅうぶんすぎるほどだった。そんな危険きけんな目めにあうくらいだったら、まだ海うみで餓死がししたほうがましというものだ。

そうしているあいだに、僕ぼくにはもっとよい方法ほうほうがあらわれたように思おもえた。ホールボーライン岬みさきの北きたには、陸地りくちが延々えんえんと続つづいていて、潮しおが引ひいたときには黄色きいろい砂地すなじが長ながく延のびていた。そのさらに北きたには、もう一ひとつ岬みさきがあり、それはウッズ岬みさきである。地図ちずにもその場所ばしょは記しるされていたが、高たかい緑みどりの松まつの木きが生おい茂しげり、海うみの際さいまで迫せまっていた。

僕ぼくは、シルバーが潮しおの流ながれは宝島たからじまの西岸せいがん全体ぜんたいで北きたへ流ながれていると言いったことを思おもい出だした。そして僕ぼくのいる場所ばしょからみて、その流ながれにのっていることは明あきらかだった。僕ぼくはホールボーライン岬みさきを離はなれ、より上陸じょうりくが易やさしそうなウッズ岬みさきで上陸じょうりくしようと力ちからを残のこしておくことにした。

海うみには、大おおきななだらかなうねりがあった。一定いっていのそよ風かぜが南みなみからふいていて、流ながれと同おなじ方向ほうこうで、大波おおなみはくだけずに起おこっては消きえていった。

そうしていなかったら、僕ぼくはとっくに死しんでいたに違ちがいない。しかし実際じっさいには、僕ぼくの小ちいさくて軽かるいボートはどれほど容易よういに、また安全あんぜんに波なみを乗のり越こえていったのかは驚おどろくべきほどだった。僕ぼくはずっとボートの底そこに身みをふせて、舟ふねべりから目めだけを出だして外そとをみていた。僕ぼくの目めには、しばしば大おおきな青あおい波なみが僕ぼくの真上まうえのすぐ近ちかくまで持もち上あがるのが見みえた。ただそのコラクル舟ぶねは少すこし持もち上あがるだけで、ばねじかけの上うえで踊おどるかのように、向むこう側がわの谷たにへと一いち匹ひきの鳥とりのように軽かろやかに降おりていった。

少すこしたつと、僕ぼくはとても大胆だいたんになって、漕こぐのをためしてみようと座すわる姿勢しせいをとった。しかしこの重おもさ配分はいぶんの少すこしの変化へんかでも、コラクル舟ぶねの挙動きょどうには大おおきな影響えいきょうを与あたえたのだろう。僕ぼくが動うごかないうちから、舟ふねは、すぐに優雅ゆうがに踊おどるような動うごきをやめて、波なみの斜面しゃめんをまっすぐすべり下おり、あまりに急激きゅうげきだったので僕ぼくはめまいをおこすほどだった。そしてへさきを深ふかく次つぎの波なみへとつっこみ、水みずしぶきをあげた。

僕ぼくはずぶぬれになって、恐おそれおののいた。そしてすぐに元通もとどおりの位置いちへと戻もどった。そうすると、コラクル舟ぶねは再ふたたび行ゆく先さきを定さだめたようで、僕ぼくを荒波あらなみのなかで前まえのようにおだやかに導みちびいてくれた。この舟ふねが手出てだしを好このまないことは明あきらかだった。そしてこの調子ちょうしでは、舟ふねの行いき先さきを操作そうさすることはできなく、僕ぼくには上陸じょうりくするどんな希望きぼうがあるというのだろうか？

僕ぼくは心しんの底そこから怖こわくなった。しかしとにかくまず落おち着ついた。最初さいしょに細心さいしんの注意ちゅういをはらって、少すこしずつコラクル舟ぶねから海うみ帽ぼうで水みずをくみ出だした。それから舟ふねべりから覗のぞいて、どうやってこの舟ふねが大波おおなみの間あいだをこれほど静しずかに切きり抜ぬけていくのかを研究けんきゅうしはじめた。

僕ぼくはどの波なみにも、岸きしや船ふねの甲板かんぱんから見みえるような大おおきな、なだらかなつやつやとした山やまのかわりに、必かならず陸りくの山脈さんみゃくのように、頂いただきや平たいらな場所ばしょや谷たにがたくさんあることに気きづいた。コラクル舟ぶねはなすがままにしておけば、くるくるまわりながら、その低ひくい所ところをいわば縫ぬうようにしていき、波なみのけわしい斜面しゃめんや高たかく崩くずれ落おちる頂いただきをさけるのだった。

「うん、いいぞ」僕ぼくは思おもった。「今いまの場所ばしょで横よこになって、バランスを崩くずさない方ほうがいいんだ。でも、なだらかな場所ばしょだったら、櫂かいをときどき外そとにだしてひとかき、ふたかき、陸地りくちの方ほうへとすることはできるのも確たしかだな」思おもうがいなや実行じっこうした。両りょう肘ひじで体からだをささえ、できるかぎり機会きかいをみて舟ふねを岸きしの方ほうへ向むけるために弱よわくだが、ひとかきふたかきをした。

ひどく疲つかれるわりに遅々ちちとした仕事しごとだったが、目めに見みえて進すすんでいた。そしてウッズ岬みさきに近ちかづいたときには、その場所ばしょには上陸じょうりくできないと分わかっていたが、それでも数すう百ひゃくヤードは東ひがしの方ほうにきていた。僕ぼくは実際じっさいに近ちかづいていたのだ。僕ぼくの目めには、涼すずしげな緑みどりのこずえがそよ風かぜに揺ゆれているのが映うつり、次つぎの岬みさきでは間違まちがいなくたどりつけると確信かくしんした。

もうぎりぎりだった。というのも、僕ぼくはのどの渇かわきに苦くるしめられはじめていたからだ。太陽たいようは上うえからさんさんと照てりつけ、それは波なみに反射はんしゃして何なに千せん倍ばいにもなり、僕ぼくにふりかかった海水かいすいが乾かわき、塩しおをまさに僕ぼくのくちびるになすりつけたようで、僕ぼくののどはやきつくようで頭あたまはがんがんしたからだ。木々きぎの風景ふうけいはすぐ手ての届とどくところにあり、僕ぼくはそこに行いきたくて行いきたくてたまらなかった。しかし潮流ちょうりゅうは僕ぼくをその場所ばしょからすぐに押おし流ながし、そして次つぎに海うみが開あけているところにきたとき、僕ぼくはある風景ふうけいをみて考かんがえをすっかり変かえた。

僕ぼくの正面しょうめんで半はんマイルと離はなれていないところに、ヒスパニオーラ号ごうが帆ほをあげて走はしっているのを見みたのだ。僕ぼくはもちろん捕つかまるんだと覚悟かくごをした。ただのどの渇かわきに耐たえかねていたので、捕つかまるのがいいか悪わるいかも分わからなかった。結論けつろんを出だす前まえに、僕ぼくはすっかり驚おどろいてしまって、ただ目めをまるくして戸惑とまどってるだけだった。

ヒスパニオーラ号ごうはメインの帆ほと２ふたつの三角さんかく帆ほをあげて、その真まっ白しろな美うつくしい帆ほは雪ゆきか銀ぎんのように太陽たいように輝かがやいていた。僕ぼくは最初さいしょに船ふねを見みたときに、その船ふねの帆ほは全すべて張はられていて、北西ほくせいに針路しんろをとっていた。そして僕ぼくは船上せんじょうの男おとこたちは島しまをまわって、停泊ていはく所しょまで戻もどって行いこうとしているのだと思おもった。やがて船ふねはだんだん西にしの方ほうに針路しんろを変かえていった。つまりやつらが僕ぼくを見みつけて、追おいかけてこようとしていると僕ぼくは考かんがえた。けれどもついに船ふねは風上かざかみを向むき、すっかり逆ぎゃく帆ほになって、帆ほを震ふるわせながらしばらく立たち往生おうじょうしていた。

「まったくまぬけだなぁ」僕ぼくは口くちにだした。「やつらはまだ、ばかみたいに酔よっ払ぱらってるに違ちがいないや」
そして僕ぼくは、スモレット船長せんちょうならどういう風ふうにやつらの船長せんちょうをつとめたかを想像そうぞうした。

そうしているあいだも、スクーナー線せんはだんだん風下かざしもに向むかい、タックをして再ふたたび帆ほが風ふうをうけ、少すこしのあいだ走はしりだした。そして風上かざかみに向むかってまた止とまった。こんなことがたびたびくり返がえされた。前後ぜんご左右さゆう、東西とうざい南北なんぼくに、ヒスパニオーラ号ごうは急きゅうに動うごき出だしたかとおもえば、最初さいしょのように帆ほをはためかせながら止とまった。僕ぼくにも、だれもかじをとっているものがいないことは明あきらかだった。もしそうなら、やつらはどこにいるんだろう？　やつらがすっかり酔よっ払ぱらっていようが、船ふねを見捨みすてててようが、たぶん僕ぼくが船ふねに乗のり込こんでいけば、船ふねを船長せんちょうのもとに返かえせるかもしれないと僕ぼくは考かんがえたのだ。

流ながれは、コラクル舟ぶねをスクーナー船せんと同おなじ速はやさで南みなみの方ほうへと流ながしていった。スクーナー船せんの走はしりといえば、乱暴らんぼうで進すすんだり止とまったりだった。そしてずいぶん長ながいこと動うごきがとれなくて、潮流ちょうりゅうから遅おくれることはなかったが、それより速はやいということもなかった。もし僕ぼくが立たち上あがって漕こぎさえすれば、追おいつけることは確たしかだった。でもそうするのはちょっとした冒険ぼうけんなので僕ぼくをふるいたたせ、そして船首せんしゅの側がわには水みずだるがあると考かんがえるのが勇気ゆうき百人力ひゃくにんりきだった。

僕ぼくは起おき上あがり、すぐに水みずしぶきの洗礼せんれいをあびた。ただ今回こんかいは目的もくてきを貫つらぬき、力ちからをふりしぼり、細心さいしんの注意ちゅういを払はらいながら、かじのとられていないヒスパニオーラ号ごうの跡あとを追おった。一いち度どはひどく水みずをかぶったので、小鳥ことりみたいにどきどきしながら、漕こぐのをやめて水みずをかいださなければならなかった。ただ、だんだん慣なれてきて、波なみの合間あいまでコラクル舟ぶねをあやつり、ときどきへさきをぶつけたり、顔かおに水みずの泡あわをあびたりもした。

僕ぼくは今いまやぐんぐんスクーナー船せんに追おいついていた。舵かじが動うごくたびに、その真鍮しんちゅうが光ひかるのがみてとれたが、甲板かんぱんには誰だれの姿すがたも見当みあたらなかった。僕ぼくには、やつらが船ふねを見捨みすてたのだと思おもわざるえなかった。もしそうでないなら、やつらは下したの船室せんしつでよっぱらっているわけだ。それならそれで、僕ぼくはたぶん昇降しょうこう口こうに当あて木きでもして、船ふねを僕ぼくが思おもうままにできるかもしれない。

しばらく、船ふねは僕ぼくにとって困こまった状態じょうたいになっていた。止とまってしまったのだ。船ふねはほとんど南みなみにへさきを向むけて、もちろんまだその針路しんろは左右さゆうに揺ゆれていた。船ふねが風下かざしもに向むかうたびに、その帆ほが部分ぶぶん的てきに風かぜをうけ、しばらくするとまた風上かざかみへと向むかうのだった。僕ぼくにとって困こまった状態じょうたいだという訳わけは、そんな状況じょうきょうで立たち往生おうじょうしているようにみえながら、帆ほは大砲たいほうのように大おおきな音おとをたて、甲板かんぱんの上うえでは滑車かっしゃがころがり大おおきな音おとをさせ、僕ぼくから遠とおざかって行いったのだった。それも潮流ちょうりゅうの速はやさばかりではなく、帆ほ全体ぜんたいに風ふうをうけて、そのためというのが大おおきかった。

しかし、今いまとうとう僕ぼくにチャンスがやってきた。風かぜが数すう秒間びょうかん静しずまってとても弱よわくなり、潮流ちょうりゅうはだんだんヒスパニオーラ号ごうを回転かいてんさせた。船ふねの中央ちゅうおうを中心ちゅうしんにしてゆっくり回転かいてんし、ついに船尾せんびが僕ぼくの方ほうへとむいた。船室せんしつの窓まどはまだ開ひらいており、テーブルの上うえのランプは昼ひるになっても灯ともっていた。メインセイルは旗はたみたいにだらりと垂しだれていた。潮流ちょうりゅうがなければ、船ふねは立たち往生おうじょうだった。

その少すこしのあいだ、僕ぼくはまだ船ふねに遅おくれていたが、今いまは力ちからを倍増ばいぞうしてもう一いち回かい追おいつこうとした。

僕ぼくが船ふねから１００ヤードとないところまでたどり着ついたとき、とつぜん再ふたたび風ふうがふいた。船ふねは左舷さげんに風ふうをうけ、ツバメのように身みをかがめ水面すいめんをすべるように動うごき出だした。

僕ぼくは最初さいしょは絶望ぜつぼうしかけたが、それは喜よろこびへとかわった。船ふねは回転かいてんして、こちらに舷側げんそくをみせ、さらにまわって、僕ぼくとの距離きょりを半分はんぶん、２／３、１／４とみるみる縮ちぢめたのだ。僕ぼくは船首せんしゅの水切みずきりの下したで波なみが白しろくあわ立だっているのを目めにすることができた。コラクル舟ぶねの低ひくい位置いちからは、その船ふねはとてつもなく大おおきく見みえた。

それから、とつぜん、僕ぼくは理解りかいした。そもそも僕ぼくには考かんがえる時間じかんも、行動こうどうして自分じぶんを救すくい出だす時間じかんもほとんどなかった。僕ぼくは一ひとつのうねりの頂いただきにいて、スクーナー船せんは次つぎのうねりをこえて近ちかづいてきた。船首せんしゅ斜はす檣が頭上ずじょうにあり、僕ぼくは舟ふねを水中すいちゅうへ蹴けって飛とび上あがった。片手かたてで帆ほの下さげたをつかみ、片足かたあしは支ささえ索さくと金具かなぐのあいだにねじ込こんだ。息いきをきらしてそこにぶら下さがっていると、にぶい音おとがして、スクーナー船せんはコラクル舟ぶねに乗のり上あげ粉砕ふんさいし、僕ぼくはもどるところもなくヒスパニオーラ号ごうに取とり残のこされたわけだった。
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	僕が海賊旗を引き下ろす



宝島たからじま 第だい五ご部ぶ 第だい四よん章しょう 僕ぼくが海賊かいぞく旗はたを引ひき下おろす




僕ぼくが船首せんしゅ斜はす檣にとびつくとすぐに、吹流ふきながしの三角さんかく帆ほがはばたき、帆ほの反対はんたい側がわに風ふうをうけ、大砲たいほうのような音おとをたてた。スクーナー船せんはその反転はんてんで、竜骨りゅうこつのところまで震ふるえた。次つぎの瞬間しゅんかん、他たの帆ほはまだ風ふうをうけていたので、三角みすみ帆かいは再さいびはばたきだらんとぶらさがった。

このため、僕ぼくはもう少すこしで海うみへとはねとばされそうになった。僕ぼくはぐずぐずせずに、船首せんしゅ斜はす檣をはって船ふねの方ほうへもどり、甲板かんぱんに頭あたまから転ころがりこんだ。

僕ぼくは前部ぜんぶ上じょう甲板かんぱんの風下かざしもの側がわにいて、メインマストはまだ風ふうをうけていた。そのため、後部こうぶ甲板かんぱんの一部いちぶは僕ぼくからは見みえず、人ひとの姿すがたは見当みあたらなかった。反乱はんらん以来いらい、一いち度ども磨みがかれていない甲板かんぱんは足跡あしあとだらけで、首くびのところが割わられている空あき瓶びんが一本いっぽん、甲板かんぱん排水はいすい口こうを行おこなったり来きたりまるで生いき物もののようだった。

とつぜん、ヒスパニオーラ号ごうは風ふうをうけた。僕ぼくの背後はいごの三角さんかく帆ほは大おおきな音おとをたて、舵かじはぎしぎしときしんだ。船ふね全体ぜんたいが、気味きみが悪わるいくらい上下動じょうげどうして振動しんどうした。それと同時どうじに、メインマストの下さげたが船ふねの方ほうにまわってきて、帆ほが滑車かっしゃのところでミシミシと音おとをたて、僕ぼくは風下かざしもの後のち甲板かんぱんが見渡みわたせた。

２人ふたりの見張みはりが、たしかにいた。赤帽あかぼうの男おとこが仰向あおむけになり、てこ棒ぼうのように固かたまって両手りょうてを十字架じゅうじかの像ぞうのように伸のばし、開ひらいた口くちから歯はが覗のぞいていた。イスラエル・ハンズは船ふなべりにもたれかかり、あごを引ひき、両手りょうてはだらんと甲板かんぱんに垂たらし、顔色かおいろは日ひに焼やけているにもかかわらず油脂ゆしろうそくみたいに蒼白そうはくだった。

しばらく船ふねは暴あばれ馬ばのように飛とび跳はね、横よこに動うごいたりした。帆ほは片側かたがわから風かぜを受うけたと思おもえば、また別べつの側がわから風かぜをうけ、下さげたはあちこちにゆれ、マストがひっぱられてぎしぎしと音おとをたてた。そしてまた僕ぼくは船ふなべりを越こえて水みずしぶきをあびたし、船首せんしゅが波なみにつっこんだりもした。手製てせいのバランスの悪わるいコラクル舟ぶねより、よっぽどこの大おおきな万全ばんぜんの装備そうびの船ふねのほうが荒天こうてんでひどくゆれた。まぁ、コラクル舟ぶねはもう海うみの底そこだったが。

スクーナー船せんが飛とび跳はねるごとに、赤帽あかぼうの男おとこがあちこちに滑すべっていった。でも、見みていて何なにが恐おそろしいって、その男おとこの姿勢しせいも歯はをみせたにやにや笑わらいの表情ひょうじょうもそんなにあちこちを滑すべっても全まったくかわらなかったことだ。船ふねが飛とび跳はねるごとに、ハンズはだんだん甲板かんぱんにずりさがっていき、両足りょうあしを前まえへ全身ぜんしんが船尾せんびの方ほうへ傾かたむき、その顔かおはだんだん僕ぼくの方ほうから見みえなくなった。そしてとうとう僕ぼくには、片耳かたみみと頬ほおひげのすり切きれた巻まき毛げしか見みえなくなった。

同時どうじに、僕ぼくは２人ふたりの周まわりの甲板かんぱんに黒くろずんだ血ちが飛とび散ちっているのに気きづき、やつらは酔よっ払ぱらって怒いかりにまかせて同士討どうしうちしたんだろうと考かんがえ始はじめた。

僕ぼくがそうやって見みつめて迷まよっていると静しずけさが訪おとずれ、船ふねがじっとしていると、イスラエル・ハンズは少すこしこちらにむきなおり、低ひくいうめき声ごえをだして体からだをねじり、最初さいしょに僕ぼくがみた格好かっこうにもどった。うめき声ごえは、痛いたみに満みちていて今いまにも死しにそうなほど衰弱すいじゃくしていた。そしてそのあごをあげる様子ようすは、僕ぼくの心しんに訴うったえかけた。ただ僕ぼくはりんごの樽たるの中なかで聞きいた話はなしを思おもい出だしたので、かわいそうに思おもう気持きもちはすっかりなくなっていたが。

僕ぼくはメインマストのところまで、船尾せんびの方ほうへ歩あるいていった。

「乗船じょうせんしたよ、ハンズさん」僕ぼくは皮肉ひにくっぽく言いってやった。

ハンズはつらそうに僕ぼくの方ほうをみた。ただ驚おどろきを顔かおに出だすには、あまりに弱よわっていた。やつにできるのはせいぜい、一言ひとこというだけだった。「ブランデーを」

僕ぼくもぐずぐずしている場合ばあいじゃなかった。再ふたたびがたんと揺ゆれた下さげたをよけながら、甲板かんぱんを横切よこぎり船尾せんびの方ほうへ行いき、船室せんしつ昇降しょうこう口こうから船室せんしつへと降おりていった。

船室せんしつの中なかときたら混乱こんらんのきわみだった。カギをかけてあった場所ばしょも全すべて、地図ちずを探さがしたために、開あけっ放ぱなしで壊こわされていた。床ゆかはごろつきどもがキャンプをした周まわりの沼地ぬまちでうろつきまわった後のちに、座すわり込こんで酒盛さかもりしたか相談そうだんでもしたんだろう、どろだらけだった。金色きんいろのビーズが飾かざられていた真まっ白しろに塗ぬられた壁かべには、どろだらけの手ての跡あとがついていた。何なに十じゅう本ほんもの空そらボトルが船ふねがゆれると、隅すみの方ほうでガチャガチャと音おとを立たてていた。先生せんせいの医学いがく書しょの一いち冊さつがテーブルの上うえに開ひらいたままになっていて、ページの半分はんぶんくらいはびりびりと破やぶかれていた。パイプに火ひをつけるのにでもつかったんだろう。そうしている真まん中なかで、ランプがくすぶったぼんやりした茶色ちゃいろい光ひかりをはなっていた。

僕ぼくは貯蔵庫ちょぞうこに入はいっていった。酒樽さかだるは全部ぜんぶなくなっていて、驚おどろくほどの数かずのボトルがからっぽになり、ほったらかされていた。確たしかに、反乱はんらん以来いらい、しらふでいたやつは一人ひとりもいなかったことだろう。

ごそごそ探さがし回まわって、ハンズのために少すこしブランデーが残のこっているボトルを一本いっぽん見みつけた。あと自分じぶん用ようにビスケットとピクルス漬づけの果物くだものとレーズンをたっぷり、そしてチーズを一いち切きれ揃そろえた。これらをもって、僕ぼくは甲板かんぱんにもどってきた。といっても、自分じぶんのものは船首せんしゅのかじのところに隠かくしておいて、ハンズには手ての届とどかないようにはしたが。それから僕ぼくは水みずの入はいった樽たるのところまでいって、水みずをたっぷり飲のんで、それから、そうしてようやく、ハンズにブランデーをやった。

ハンズはボトルを口くちにつけると、いっきに１ジル（0.16リットル）ほども飲のみ干ほした。

「ぐはぁー、こんちくしょうめ、こいつがやりたかったんだ！」

僕ぼくも腰こしをおろして、もぐもぐやりはじめた。

「けがはひどいのかい？」僕ぼくは尋たずねた。

ハンズはうなり声ごえをあげた、というか、ほえたといった方ほうがいいかもしれない。

「もし医者いしゃがいれば、」ハンズは言いった。「少すこしでも手てをかけてくれれば平気へいきだったろうよ、運うんがねぇんだな。こんなんもんだよ。あいつは死しんじまってるだろう」ハンズは、赤帽あかぼうの男おとこを指差ゆびさしてつけくわえた。「どちらにせよ、船乗ふなのりなんかじゃなかったがな。おまえは、いったいどうやって来きたんだ？」

「うん」僕ぼくは言いった。「この船ふねを乗のっ取とりにきたんだよ、ハンズさん。で、次つぎに通告つうこくするまでは僕ぼくを船長せんちょうとして認みとめてもらおうか」

ハンズは顔かおをしかめて僕ぼくを見みたが、何なにも口くちには出ださなかった。ほおに血ちの気けがもどったが、ひどく具合ぐあいが悪わるく見みえ、船ふねがゆれるたびにずり落おちては姿勢しせいを直なおしていた。

「ついでに」僕ぼくは続つづけた。「ああいう旗はたは嫌いやだな、ハンズさん。失礼しつれいだけど、捨すてさせてもらうよ。ない方ほうがまし」

僕ぼくはまた下さげたをよけて、旗はたのポールのところまで走はしっていって、のろわれた黒くろい旗はたを降おろし海うみへ投なげ捨すてた。

「国王こくおう陛下へいかばんざい！」僕ぼくは帽子ぼうしをふってさけんだ。「シルバー船長せんちょうもこれで終おわりだ！」

ハンズは、ずっとあごを胸むねにつけて、するどい目めでじろりと僕ぼくをにらんだ。

「俺おれは思おもうんだ」ハンズはとうとう口くちを開ひらいた。「俺おれには考かんがえがある、ホーキンズ船長せんちょう、着岸ちゃくがんしたいんだろう。話はなし合あおうや」

「うん、いいよ」僕ぼくは言いった。「喜よろこんで、ハンズさん。それで？」そして僕ぼくは、がつがつと食たべ物ものを腹はらに詰つめ込こんだ。

「この男おとこは、」ハンズは、死体したいをあごでさして話はなしはじめた。「オブライエンっていうんだが、下品げひんなアイルランド人じんでな、こいつと俺おれとで帆ほをあげて、船ふねをもとの場所ばしょへもどそうとしたんだ。うん、こいつは死しんだ。船底ふなそこのあかみたいに完全かんぜんにな。で、だれがこの船ふねをうごかせばいい？　俺おれはわからんな。俺おれが助たすけてやらなきゃ、おまえさんはあいつみたいにはできんぞ。俺おれが教おしえないとな。そら、見みろよ、おまえさんは、俺おれに食たべもんと飲のみ物もの、それから傷きずをしばる古ふるいスカーフでもハンケチでも持もってきてくれ、そんで俺おれはおまえにどうやって航行こうこうするか教おしえてやる。五分五分ごぶごぶの取引とりひきだろ」

「ひとつ言いっとくよ、」僕ぼくは言いった。「キッド入いり江えの停泊ていはく所しょにはもどらない。僕ぼくは北きたの入いり江えに行いって、そこにこっそり停泊ていはくするんだ」

「おまえの言いうとおりにしよう」ハンズは大おおきな声こえでいった。「俺おれは悪魔あくまの水夫すいふってわけじゃねぇ。俺おれは分わかってるんだよ、そうだろ？　俺おれはちょっとやってみたけど、だめだったしな。おまえの方ほうに風ふうはふいてるみたいだ。北きたの入いり江えか？　俺おれには選択せんたくの余地よちはねぇな、俺おれにはな！　処刑しょけい波止場はとばまでだって行いくぜ、全まったく！　やるよ」

そこで、僕ぼくにしてみればいい取引とりひきに思おもえたので、すぐに話はなしをまとめた。３分ふん後ごには、僕ぼくはヒスパニオーラ号ごうを操あやつって、風かぜをうけ宝島たからじまの岸きしぞいに走はしらせていた。僕ぼくが思おもうには、昼前ひるまえに北きたの岬みさきをまわって、満潮まんちょうにならないうちに北きたの入いり江えまで急いそいでいけそうだった。それで僕ぼくらは船ふねを無事ぶじに着岸ちゃくがんさせ、潮しおが引ひくのを待まって上陸じょうりくするまで待まてばいいわけだ。

それから僕ぼくはかじを固定こていすると、僕ぼくの衣装いしょう箱ばこのところまで行いって、母親ははおやのやわらかいシルクのハンカチを取とり出だした。それで、僕ぼくが助たすけてやりながら、ハンズが太ふとももに負おった大おおきな血ちの流ながれている傷きずをしばった。そして少すこし食たべ物ものを口くちにして、もう一いち口くち、二に口くちブランデーを流ながしこむと、みるみるハンズは調子ちょうしがよくなりはじめた。まっすぐ座すわりなおし声こえも大おおきく明瞭めいりょうになり、まるで別人べつじんみたいだった。

風ふうはいうことなしだった。僕ぼくらは鳥とりみたいに軽かろやかに水面すいめんをすべり、島しまの岸きしを飛とぶように後のちにして、景色けしきはめまぐるしく変かわっていった。すぐに高台たかだいを通とおり過すぎ、小こぶりな松まつが点在てんざいする砂すなの低地ていちの横よこにさしかかった。そこもまたすぐに通とおり過すぎて、岩山いわやまの角かくをまわり、島しまの北きたの端はしまでやってきた。

僕ぼくは自分じぶんの命令めいれいに大だい得意とくいになっていた。そして天気てんきもよくさんさんと輝かがやくような天候てんこうで、陸りくの風景ふうけいが次つぎから次つぎへと変かわるのも楽たのしかった。僕ぼくは水みずも食たべ物ものもたっぷりあって、小屋こやを見捨みすててきたことでひどく痛いたんでいた良心りょうしんも、この占領せんりょうで帳消ちょうけしといった具合ぐあいだった。ただ思おもうに、水夫すいふ長ちょうの目めだけをどうにかしたかった。やつはあざけるように甲板かんぱんにいる僕ぼくをみて、その顔かおはいつも奇妙きみょうなにやにや笑わらいが浮うかんでいた。その笑わらいには痛いたみと疲つかれが感かんじられ、やつれた老人ろうじんのそれだった。でもそれにくわえて、あざけるような、裏切うらぎり者もののような表情ひょうじょうがあった。そんな表情ひょうじょうで、抜ぬけ目めなく僕ぼくが働はたらいている姿すがたをじっとじっと見守みまもっているのだった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	イスラエル・ハンズ



宝島たからじま 第だい五ご部ぶ 第だい五ご章しょう イスラエル・ハンズ




風ふうは、僕ぼくらが望のぞんだように西風せいふうになった。僕ぼくらは島しまの北東ほくとうの角かくから北きたの入いり江えまで、苦労くろうせずに船ふねを走はしらせることができた。ただ僕ぼくには錨いかりを下おろすだけの力ちからはなかったし、潮しおがもっと満みちるまでは浜はまにつけてみることも出来できなく、僕ぼくらは手持てもちぶさただった。ハンズは、僕ぼくに船ふねを停とめる方法ほうほうを教おしえてくれた。何なん回かいか試ためしてみて、僕ぼくはやりとげることができた。そして僕ぼくらは口くちもきかず、座すわって食事しょくじをとった。

「船長せんちょうや」ハンズはあの不愉快ふゆかいな笑えみを浮うかべて、とうとう口くちを開ひらいた。「こいつはおれの古ふるい船乗ふなのり仲間なかまのオブライエンだ。こいつを海うみへ放ほうり出だしてくんねぇか。おれは別べつに格別かくべつ気きにしてるわけじゃないし、こいつを始末しまつしたことをなんとも思おもっちゃないんだが、やつをこのまま放ほうり出だしておいて、見みせ物ものにしとくのもなんだろう？」

「僕ぼくはそんなことできないよ、やりたくもないし。転ころがってたって僕ぼくは気きにならないな」と僕ぼくは言いった。
「この船ふね、ヒスパニオーラ号ごうは不吉ふきつな船ふねだ、ジムや」ハンズは、目めをしばしばしながら話はなしを続つづけた。「この船ふねじゃ、人ひとがうんとこさ殺ころされてるんだ。おれやおまえがブリストルで乗のりこんでからでさえ、船乗ふなのりたちが殺ころされた光景こうけいをみたもんだ。ただおれは、そんな不幸ふこうな目めにあったことはねぇな、おれはな。ここにはオブライエンがいる、やつは死しんでる、そうだな？　それでな、おれはしがない船乗ふなのりだ、でもおまえは読よみ書かきそろばんができる坊ぼうやときてる。だからぶっちゃけて聞きくんだが、一度いちど死しんだらそれきりなのかい、それともまた生いき返かえるのか？」

「人間にんげんの体からだは殺ころせてもね、ハンズさん、心しんは殺ころせないんだよ。自分じぶんでもわかってるはずだよ」と僕ぼくは答こたえた。「そこのオブライエンももうあの世よに行いって、僕ぼくらを見守みまもってることだろうよ」

「あぁ！」ハンズは声こえをあげた。「あぁ、それはよくねぇな。何なに十じゅう人にんも殺ころしたって、時間じかんの無駄むだってもんじゃねぇか。けど俺おれの経験けいけんじゃ、心しんなんてものは大たいしたものじゃねぇけどな。でも、俺おれは心しんってやつにかけてみることにしようじゃねぇか、ジム。で、おまえは十分じゅうぶんしゃべり散ちらかしたから、よければ下したの船室せんしつに降おりてって、あいつを、そうあれを、くそったれ！　名前なまえが思おもい出だせねぇ、いいや、ワインを一いち瓶びんもってきてくれ、ジムや。このブランデーときたら、よく効ききすぎて頭あたまがくらくらすらぁ」

さて、この男おとこが口くちごもるのは、いかにも不自然ふしぜんに思おもわれた。それにブランデーよりワインがいいなんて話はなしは、ちゃんちゃらおかしかった。話はなし全体ぜんたいが口実こうじつっぽかったのだ。やつは僕ぼくを甲板かんぱんから遠とおざけたかったのが、明あきらかだった。でもその目的もくてきまではわからなかった。ハンズは、僕ぼくとは決けっして目めを合あわせなかった。あちこち、上うわや下かや、空そらを見上みあげたり、オブライエンの方ほうをちらっとみたり、きょろきょろしていた。たえずにやにや笑わらいながら、悪わるいことでもしているように、まごついたようすで舌したをちょろちょろだすものだから、ほんの子供こどもでもやつが何なにかをたくらんでいることはわかっただろう。でも、僕ぼくはすぐに返事へんじをした。というのも、僕ぼくは自分じぶんの有利ゆうりな点てんを把握はあくしていたし、こんな間あいだの抜ぬけたやつが相手あいてなら最後さいごまで労ろうせず、疑うたがっていることも隠かくし通とおせることがわかっていたのだ。

「ワインだって？」僕ぼくは言いった。「ずっといいね、白しろかい赤あかかい？」

「おう、どっちだっておれには同おなじだがな」ハンズは答こたえた。「強つよくて量りょうさえあればな、何なんの違ちがいがあるんだ？」

「わかった、わかった」僕ぼくは答こたえた。「ポートワインをもってくるよ、ハンズさん。でも探さがさないと」

そこで、僕ぼくはできるだけ大おおきな音おとを立たてて甲板かんぱん昇降しょうこう口こうを降おりると、靴くつをぬいで、静しずかに廊下ろうかをかけてゆき、前ぜん甲板かんぱんのはしごを登のぼって、前まえの甲板かんぱん昇降しょうこう口こうから頭あたまをだした。僕ぼくは、ハンズがそこにいる僕ぼくを見みるようなことはないと分わかってはいたが、出来できる限かぎり注意ちゅういを払はらい、確たしかに僕ぼくの最悪さいあくの疑うたがいがそれこそ本当ほんとうだったことが明あきらかになった。

ハンズは両手りょうて、両りょう膝ひざで自分じぶんの場所ばしょから体からだをおこし、片足かたあしはあきらかに動うごかすととても痛いたむようだったが、というのもやつがうめきをこらえるのが聞きこえたくらいだから。とにかく、やつはかなりの速はやさで自分じぶんの体からだを引ひきずって甲板かんぱんを横切よこぎった。３０秒びょうほどで左舷さげんの甲板かんぱん排水溝はいすいこうまでいくと、巻まいてあるロープの中なかから、長ながいナイフというよりはむしろ短剣たんけんを拾ひろい上あげた。その短剣たんけんは、柄えまで血ちにそまっていた。しばらくそれをあごを突つき出だすようにして見みつめていたが、先さきを手てにあててみてから、急いそいで上着うわぎのふところにそれを隠かくすと、船ふなべりの元もといた場所ばしょに再ふたたびもどった。

僕ぼくが知しりたいことは、これで十分じゅうぶんだった。イスラエル・ハンズは歩あるき回まわれるし、今いまは武装ぶそうしている。そしてあれほどまでして僕ぼくを遠とおざけたかったのだから、僕ぼくをやっつけるつもりであることは明あきらかだった。そのあとやつがどうするつもりなのか、北きたの入いり江えからキャンプをしているところまでまっすぐ島しまをはいつくばって行いこうとしているのか、大砲たいほうでも発射はっしゃして、自分じぶんの仲間なかまたちが最初さいしょに助たすけに駆かけつけてくれるのをあてにしているのか、もちろん僕ぼくにわかるはずもなかった。

でもある一ひとつの点てんでは、ハンズを信用しんようすることができるとも思おもった。というのは、その点てんでは僕ぼくらの利害りがいは一致いっちしていたからだ。それはスクーナー船せんの取扱とりあつかいということだった。僕ぼくらは２人ふたりとも、船ふねをどこか安全あんぜんな場所ばしょに無事ぶじに停泊ていはくさせて、そして時ときがきたらできるだけ簡単かんたん、かつ危あぶなくない方法ほうほうで再ふたたび出航しゅっこうさせられたらと思おもっていたのだ。

僕ぼくは頭あたまの中なかでこんなことに思おもいをめぐらせながらも、体からだは忙いそがしく働はたらかせていた。船室せんしつにとってかえし、また靴くつをはいて、手当てあたりしだいにワインのボトルをひっつかんで、そして申もうし訳わけばかりにそれをもって甲板かんぱんにもどった。

ハンズは僕ぼくがそこを離はなれたときのままで、すっかり体からだをまるめ、まるで明あかるい光ひかりにも耐たえかねると言いった風ふうに瞼まぶたをふせていた。しかし僕ぼくがやってくると目めをあげ、何なん度ども同おなじことをやりなれた男おとこのようにボトルの首くびをたたきわると、ぐいっとのみ、お気きに入いりの「幸運こううんに！」という言葉ことばをもらした。それから少すこしじっとしていたが、噛かみタバコをとりだし、僕ぼくに一口ひとくち分ぶん切きってくれと頼たのみ込こんだ。

「少すこし切きってくれよ」ハンズは言いった。「俺おれはナイフも持もっちゃいないし、持もってても切きるだけの力ちからもありゃしない。あぁ、ジム、ジム。がまんできねぇよ！　一いち切きれくれ。これが最後さいごの一いち切きれだろうよ、ぼうず。この世よの終おわりだ、間違まちがいなくな」

「うん」僕ぼくは言いった。「タバコを切きるよ。でも僕ぼくだったら、そんなに具合ぐあいが悪わるいと思おもったら、キリスト教徒きりすときょうとみたいにお祈いのりするところだけどねぇ」

「なぜだい？」ハンズは言いった。「おい、なぜお祈いのりするか教おしえてくれよ」

「なぜだって！」僕ぼくはさけんだ。「あんたはたった今いま、僕ぼくに死しについて尋たずねてたじゃないか。あんたは信用しんようを裏切うらぎってきた。罪つみと偽いつわりと血ちの中なかで人生じんせいを送おくってきた。今いまだって足元あしもとにはあんたが殺ころした男おとこがころがっている、それで僕ぼくに“なぜ”なんて尋たずねるのかい！　神かみの慈悲じひにすがるんだよ、ハンズさん、それが理由りゆうだよ」

やつが血ちまみれの短剣たんけんをふところに隠かくしていて、それで僕ぼくを殺ころそうとたくらんでいるなんて思おもうと、僕ぼくはすこし興奮こうふんして話はなしをした。ハンズは、自分じぶんの番ばんになると、ワインをぐいぐい飲のみ、普段ふだんとは違ちがってひどく真面目まじめに話はなし始はじめた。

「３０年ねんほどもな」ハンズは話はなした。「俺おれはあちこちの海うみを航海こうかいし、いいことも悪わるいことも、もっといいことももっと悪わるいことも、晴天せいてんも悪天候あくてんこうも、食くい物ものがなくなったことも、ナイフで切きりつけたことやなんやかんやを経験けいけんしてきた。ただ、ただ言いっとくぜ、俺おれはいい事ごとからいい事ことが導みちびかれたなんてことは、経験けいけんしなかったな。とにかく先手せんてをうつのが俺おれの好このみだ。死人しにんにかみつかれることはないからな。これが俺おれの生いき方かただ、アーメン、そんなもんだよ。それでこいつを見みろや」と急きゅうにハンズは口調くちょうを変かえた。「こんなバカ話はなしはもう十分じゅうぶんだろ。潮しおも十分じゅうぶん満みちてきたし、ホーキンズ船長せんちょう、俺おれの指示しじ通どおりやってくれ。そうすりゃ、船ふねはすぐに走はしり出だして万事ばんじ問題もんだいなしだ」

つまるところ、２マイルほど船ふねを走はしらせればよかったのだ。でもこの航行こうこうは慎重しんちょうを期きするもので、北きたの停泊ていはく所しょの入いり口くちは狭せまくて浅あさいだけでなく、東ひがしも西にしも岸きしが迫せまっていたのだ。だからスクーナー船せんを入港にゅうこうさせるには、上手うまく操縦そうじゅうする必要ひつようがあったわけだ。僕ぼくは自分じぶんもなかなか筋すじのいい、敏捷びんしょうな助手じょしゅだったと思おもってるし、ハンズも腕うでのいい水先案内みずさきあんない人じんだったと思おもう。船ふねはすいすいと進すすんでいき、ひらりひらりと身みをかわすように、岸きしをかすめながら、見みていてもうれしくなるぐらいに正確せいかくに、そしてきちんと操縦そうじゅうできた。

岬みさきを廻まわると、すぐ目めの前まえに陸地りくちがせまってきた。北きたの停泊ていはく所しょの岸きしは、南みなみの停泊ていはく所しょと同おなじくらい森もりが茂しげっていた。しかし場所ばしょはより細長ほそながく、まるで河口かこうのようで、そして実際じっさいもそうだったのだ。僕ぼくらの正面しょうめんで南みなみの端はしの方ほうに、朽くち果はてた見みる影かげもない船ふねが目めに入はいった。３本ほんマストの立派りっぱな大おおきな船ふねだったようだが、雨風あめかぜにさらされ、海藻かいそうが大おおきなくもの巣すのように側面そくめんにはりつき、甲板かんぱんの上うえには岸きしに植生しょくせいする茂しげみが根ねをはり、ちょうど花はなが咲さいていた。寂さびしい光景こうけいだったが、それはまた停泊ていはく所しょが過すごすのに適てきした場所ばしょであることも示しめしていた。

「さて、」ハンズは言いった。「そこを見みろ、船ふねを乗のり上あげるには絶好ぜっこうの場所ばしょだ。平たいらな砂地すなじで、風ふうがなくて、木きに囲かこまれてる、それにあの船ふねの上うえにみたいに花はなが咲さき乱みだれてるときてる」

「で、乗のり上あげたら、」僕ぼくは質問しつもんした。「どうやって出航しゅっこうすればいいんだい？」

「こんなぐあいだ」ハンズはすぐに答こたえてくれた。「潮しおが引ひいてるときに、反対はんたい側がわの岸きしまで縄なわを一いち本ほんもっていくんだ。あの大おおきな松まつのどれか一本いっぽんにそれを結むすびつける。それを船ふねまで引ひっ張ぱってきて、キャプスタインに巻まきつけるんだ。あとは潮しおをまつだけだ。潮しおが満みちてきて、全員ぜんいんでその縄なわを引ひっ張ぱる。そんで船ふねはすぐに出港しゅっこうするてな具合ぐあいだな。さぁ、坊ぼうや、準備じゅんびはいいか。その場所ばしょに近ちかづいてきたぞ、少すこし速度そくどが速はやいかな。少すこし面舵おもかじ、そう、そのまま、面舵おもかじ、少すこし取舵とりかじ、そのまま、そのまま！」

そしてハンズが命令めいれいをだすと、僕ぼくは息いきつぐ暇ひまもなくその通とおりにした。突然とつぜん、ハンズが叫さけんだ。「さあ、相棒あいぼう、風上かざかみだ！」そして僕ぼくは操舵そうだをきって、ヒスパニオーラ号ごうは速度そくどをまして廻まわりこむと、低ひくい低木ていぼくの茂しげった岸きしへと船首せんしゅを向むけた。

こうした操縦そうじゅうにいくぶん気きを取とられていたので、いままで油断ゆだんなくハンズに配くばっていた注意ちゅういがおろそかになっていた。それでも僕ぼくは船ふねが着岸ちゃくがんする瞬間しゅんかんをいまかと待まち構かまえていたので、僕ぼくをおそう危機ききをすっかり忘わすれ、右舷うげんの船ふなべりから身みを乗のり出だし、船首せんしゅのたてるさざなみを見みつめていた。僕ぼくが急きゅうにいわれもなく不安ふあんになり、ふり向むかなかったとしたら、すっかり命いのちを落おとしていたことだろう。たぶん甲板かんぱんがきしむ音おとや、人ひとが動うごいたときの影かげの端はしが目めにはいったせいかもしれない。あるいは猫ねこがもっているような本能ほんのうのおかげかもしれない。とにかく確たしかに僕ぼくがふり向むいたときには、ハンズがそこにいた。すでに半分はんぶんほどまで僕ぼくの方ほうに来きていて、右手みぎてには短剣たんけんをにぎりしめていた。

僕ぼくらは目めがあったとき、双方そうほうで大声おおごえをあげたにちがいない。でも僕ぼくのは恐怖きょうふのさけび声ごえで、ハンズのは闘牛とうぎゅうのような怒いかりのさけび声ごえだった。と同時どうじに、ハンズがおそいかかってきて、僕ぼくは船首せんしゅの方ほうへ横よこっ飛とびでにげた。そうしたので舵かじから手てをはなし、それが風下かざしもへ激はげしく揺ゆれ、そのおかげで僕ぼくの命いのちが助たすかったのだと思おもう。その舵かじがハンズの胸むねにひどく当あたり、やつはしばらく死しんだかのように動うごきを止とめたのだった。

ハンズが立たち直なおる前まえに、僕ぼくは追おい詰つめられていた隅すみから逃にげ出だして、甲板かんぱんのどこへでも逃にげられるようにしていた。メインマストのすぐ前まえに陣取じんどって、ポケットからピストルを取とり出だすと、冷静れいせいにねらいをつけて、やつはすでにふり向むいて僕ぼくをまっすぐに追おいかけてきていたが、僕ぼくは引ひき金がねをひいた。でも撃げき鉄てつが動うごいただけで火花ひばなも銃声じゅうせいもしなかった。火薬かやくが、海水かいすいで濡ぬれてしまっていたのだ。僕ぼくは自分じぶんの怠慢たいまんをのろった。なぜ前まえもって僕ぼくの唯一ゆいいつの武器ぶきの火薬かやくと弾丸だんがんを入いれかえておかなかったのだろう？　そうしていれば、僕ぼくは今いまみたいに屠殺とさつ者しゃにおいかけまわされ、逃にげまどう羊ひつじみたいなことにならなかったのに。

ハンズは手傷てきずを負おっていたが、その敏捷びんしょうな動うごきは見事みごとといってよかった。白髪はくはつまじりの髪かみは顔かおにふりかかり、息いきをふりみだして怒いかりのあまりその顔かおは、英国えいこく旗きのように真まっ赤かになっていた。僕ぼくにはもう一丁いっちょうのピストルをためす暇ひまもなかった。でも実際じっさいにはそれも役やくにたないと思おもっていたので、試ためしてみようとも思おもわなかった。僕ぼくにはっきり分わかっていたのは、ただ逃にげ回まわるだけではだめで、そうしていれば先さきほど僕ぼくを船首せんしゅへ追おい詰つめたみたいに、すぐに船尾せんびに追おいつめられてしまうということだった。一度いちどつかまったら、あの９から１０インチもある血ちまみれの短剣たんけんでやられて、この世よの最後さいごというわけだ。僕ぼくはかなり大おおきなメインマストに手てをかけ、全ぜん神経しんけいをはりつめ待まち受うけた。

僕ぼくが逃にげ回まわるつもりだと見みてとると、ハンズも立たち止どまった。そしてしばらくのあいだ、やつはフェイントをかけ、僕ぼくの方ほうでもそれに応おうじた動うごきをとった。それはまるで僕ぼくが故郷こきょうのブラック・ヒル入いり江えの岩場いわばでやった遊あそびに似にたものだった。でももちろんこんなにどきどきしながら、やったことは一いち度どもなかった。でも僕ぼくにいわせればそれは子供こどもの遊あそびみたいなものだった。僕ぼくは、腿ももにあんなけがをした老ろう水夫すいふに遅おくれをとるわけないと思おもっていたし、どんどん元気げんきがでてきて、この出来事できごとの結末けつまつがどうなるかを考かんがえてみる余裕よゆうさえあった。そして確たしかにこれを長引ながびかせることはできるが、最後さいごに逃にげ出だせる見込みこみがないことがわかった。

そしてこういう状態じょうたいで、ヒスパニオーラ号ごうが突然とつぜん乗のり上あげて砂すなにはまり込こみ、それからがたんとゆれて、甲板かんぱんが４５度どほども左舷さげんに傾かたむいた。そしてひと樽たるほどの水みずが排水はいすい孔あなに入はいり込こみ、甲板かんぱんと船ふなべりの間あいだは水みずたまりのようになった。

僕ぼくらは２人ふたりともその瞬間しゅんかんにひっくり返かえって、ごろごろ転ころがり、ほとんど一緒いっしょに排水はいすい孔あなに転ころがりおちた。死しんだ赤あかい帽子ぼうしの男おとこも両りょう腕うでを広ひろげたままで、僕ぼくらのあとをごろごろ転ころがってきた。僕ぼくらはあまりに近ちかくにいたので、僕ぼくの頭あたまがハンズの足あしにぶつかって、僕ぼくの歯しががちんと音おとをたてたくらいだった。そんな衝突しょうとつやなんやかんやから、僕ぼくが最初さいしょに立たち上あがった。ハンズは死体したいともつれあっていたのだ。船ふねが突然とつぜん傾かたむいて、甲板かんぱんを走はしり回まわることはできなくなってしまった。僕ぼくは、新あらたな逃にげ道みちを探さがさなければならなかった。それもすぐに、なんせ僕ぼくの敵てきはすぐそばにいたわけだし。すぐに僕ぼくは後うしろのマストの横よこ静せい索さくに飛とびついて、綱つなをたぐってのぼり、息いきもつかずにマスト上部じょうぶの横木よこぎまでいき、そこに腰こしをおろした。

[image: ]
急いそいだので命いのちが助たすかった。短剣たんけんが僕ぼくがいそいで登のぼっていたとき、その下したの半はんフィートもないところに突つき刺ささったのだから。そしてイスラエル・ハンズは口くちを開ひらいたまま、僕ぼくの方ほうを見上みあげていた。それはまるですっかり驚おどろいてがっかりしている彫像ちょうぞうのようだった。

僕ぼくには余裕よゆうができたので、すぐさまピストルの火薬かやくを詰つめなおし、それから一いち丁ちょうが使つかえるようになると、念ねんには念ねんをいれ、もう一ひとつのピストルの弾薬だんやくもとりだして、はじめから新あたらしく装填そうてんしなおした。

ハンズは僕ぼくのあらたな行動こうどうにすっかり驚おどろいていた。形勢けいせいが不利ふりになっているのがようやく分わかり始はじめたのだ。そして明あきらかにとまどったあげく、のろのろと横よこ静せい索さくにとりかかり、短剣たんけんを口くちにくわえて、ゆっくり痛いたみに耐たえてのぼりだした。ハンズにとっては傷きずついた足あしをひきずって登のぼるのは、際限さいげんがないように思おもわれ、苦くるしみをもたらしているようだった。僕ぼくはハンズが１／３ほども登のぼらないうちに、ゆうゆうと準備じゅんびを終おえてしまった。それからピストルを両手りょうてにもって、こうハンズに告つげた。

「もう一いち歩ほでも登のぼれば、ハンズ」僕ぼくは言いった。「おまえの頭あたまをふきとばすぞ！　死人しにんはかみつかないからな、だろ」僕ぼくはひとり、笑わらいをこらえた。

ハンズは、すぐさま登のぼるのをやめた。その顔かおが動うごいているので、考かんがえをめぐらそうとしているのが見みてとれた。ただその速度そくどがあまりにおそく苦くるしげなので、僕ぼくは身みの危険きけんがなくなっていたこともあり、大声おおごえで笑わらい始はじめた。ついに一いち回かいか二に回かいつばをのんで、ハンズは口くちをひらいた。ハンズは、すっかり困こまりきったといわんばかりの顔かおつきだった。口くちを開ひらくために、ハンズは短剣たんけんを口くちから離はなしたが、それ以外いがいは少すこしも動うごかなかった。

「ジム」ハンズは口くちを開ひらいた。「俺おれたちは間違まちがったみたいだな、俺おれもおまえもだ。仲直なかなおりしようじゃないか。あんなに突然とつぜんゆれたりしなきゃ、おまえをとっつかまえてたんだがな。俺おれはついてねぇんだ、俺おれはな。どうやら俺おれは降参こうさんしなきゃならないみたいだな、船長せんちょうまでやった男おとこがおまえみたいなひよっこに降参こうさんするのはつらいことだな、ジム」

僕ぼくは、ハンズのことばによっていて、塀へいの上うえにとまっている雄鶏おんどりみたいに得意とくいげに微笑ほほえんでいた。とつぜん息いきをのむ間あいだに、やつの右手みぎてが背中せなかへまわされたかと思おもうと、何なにか矢やのようなものが空そらをきって飛とんできた。僕ぼくは一いち撃げきをうけ、鋭するどい痛いたみを感かんじ、肩かたをマストに撃うちつけられていた。その激はげしい痛いたみと驚おどろきで、僕ぼくは自分じぶんの意思いしとはいいがたいが、少すくなくともねらいをつけたわけではない、両手りょうてのピストルが火ひをふき、それと同時どうじに手てから離はなれておちていった。ただ落おちたのはピストルだけではなかった。息いきがつまったようなさけび声ごえとともに、ハンズは横よこ静せい索さくをつかんでいた手てを離はなし、頭あたまから海うみのなかへと落おちていった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	八分銀貨



宝島たからじま 第だい五ご部ぶ 第だい六ろく章しょう 八はち分ふん銀貨ぎんか




船ふねが傾かたむいているために、マストは海うみの上うえに大おおきく飛とび出だしていた。そしてマストの横木よこぎの止とまり木きに座すわっていた僕ぼくの下したには、湾わんの水面すいめん以外いがいは何なにもなかった。ハンズは、それほど高たかい位置いちまでは登のぼっていなかった、したがってより船ふねに近ちかいところ、つまり僕ぼくと船ふなべりの間あいだに落下らっかした。ハンズは一いち度ど、白しろいあわと血ちにそまった水面すいめんに浮うかんできたが、それから再ふたたびしずんで、永遠えいえんにそのままだった。水面すいめんがおさまると、舷側げんそくの影かげのなかの、すきとおるような明あかるい砂すなの上うえにハンズが体からだをまるめて横よこたわっているのが見みえた。魚さかなが一いち匹ひき、二に匹ひき、体からだの側がわを通とおり過すぎていった。ときどき水みずがゆらいで、ハンズがまるで起おき上あがろうとでもしているように少すこし動うごいたようにみえた。しかしハンズは、完全かんぜんに死しんでいた、というのも、撃うたれた上うえにおぼれていたわけだから。そして僕ぼくを殺ころそうとしたまさにその場所ばしょで、ハンズは魚さかなのえさになっていたわけだ。

僕ぼくはそのことに気きづくと気持きもち悪わるくなりはじめ、ふらふらになり、恐怖きょうふに襲おそわれた。熱あつい血ちが背中せなかと胸むねに流ながれていた。短剣たんけんが僕ぼくの肩かたをマストに打うちつけていて、熱あつい鉄てつで焼やけるように思おもわれた。しかし僕ぼくを苦くるしめていたのは、こういう現実げんじつに僕ぼくを苦くるしめていたものではなく、それなら僕ぼくには苦痛くつうの声こえを出だすこともなく耐たえられるように思おもわれた。むしろ僕ぼくを苦くるしめたのは、あの緑みどりの色いろをした海水かいすいの中なかに、あのハンズの死体したいの側がわに落おちやしないかという恐怖きょうふだった。

僕ぼくは両手りょうてで爪つめが痛いたくなるまでマストにしがみつき、危険きけんをさけようとでもするかのように目めをぎゅっと閉とじた。そしてだんだん僕ぼくの心しんは落おち着つきをとりもどし、脈みゃくもだんだんふつうの速度そくどに落おち着ついてきた。そして再ふたたび自分じぶんを取とり戻もどした。

最初さいしょに思おもいついたのは、短剣たんけんを引ひき抜ぬこうということだった。しかしあまりに強つよくささっているのか、僕ぼくがおじけついたせいなのか、僕ぼくは激はげしく身震みぶるいして手てをとめてしまった。不思議ふしぎなことに、そうして身震みぶるいしたせいで、事ことがかたづいたのだ。ナイフは、実際じっさい、ぎりぎりのところで僕ぼくを外はずれていた。それは僕ぼくをほんの皮かわのところでマストにつきさしており、そして身震みぶるいのせいで皮かわが引ひきちぎれたのだ。、確たしかに血ちはもっと勢いきおいよく流ながれたが、僕ぼくはまた自由じゆうになり、上着うわぎとシャツがマストに留とめられているだけになった。

最後さいごにぐいっと引ひっ張ぱって上着うわぎとシャツを引ひきちぎり、右舷うげんの横よこ静せい索さくをつたって、甲板かんぱんまでもどった。特とくになんらかの理由りゆうがあるわけではないが、すっかり怖こわ気きづいていたので、僕ぼくはあえてハンズが先さきほど落おちた左舷さげんの横よこ静せい索さくをつたって降おりる気きにはならなかったのだ。

下したに降おりていって、僕ぼくは傷きずの手当てあてをした。けがはひどく痛いたんだし、血ちもずいぶん出でていた。ただ深ふかい傷きずでもなかったし、危険きけんな傷きずでもなかった。また腕うでを使つかうときも、格別かくべつ痛いたむといったわけでもなかった。それからあたりを見回みまわして、船ふねがある意味いみでは自分じぶんのものになったので、最後さいごの乗客じょうきゃくを片付かたづけてやろうと考かんがえた。もちろん最後さいごの乗客じょうきゃくとは、死体したいのオブライエンのことだ。

前まえにもいったように、オブライエンは船ふなべりに投なげ出だされていて、そこでは恐おそろしい、ぶざまな人形にんぎょうのように横よこたわっていた。それは確たしかに実物じつぶつ大だいだが、人間にんげんらしい色いろつやや美うつくしさとは似にても似につかないものだった！　その位置いちだったので、僕ぼくは簡単かんたんに始末しまつできた。そして悲惨ひさんな冒険ぼうけんになれて、ほとんど死体したいへの恐怖きょうふもなくなっていたので、まるでもみがらの袋ふくろか何なにかのようにオブライエンの腰こしをかかえて、ぐいっと持もち上あげると船ふね外がいに投なげ出だした。ざぶんと音おんがして海中かいちゅうへ沈しずんでいき、赤あかい帽子ぼうしが脱ぬげて海面かいめんにただよっていた。そして水みずしぶきがおさまると、僕ぼくにはオブライエンとハンズがならんで横よこたわっているのが見みてとれた。２人ふたりとも水みずの動うごきにあわせてゆらゆら揺ゆれていた。オブライエンはまだ非常ひじょうに若わかい男おとこだったが、頭あたまは禿はげ上あがっていて、その禿はげ頭あたまを自分じぶんを殺ころした男おとこのひざにのせて横よこたわっていたわけだ。そして２人ふたりの上うえを小しょう魚さかなが行おこなったり来きたりしていた。

僕ぼくは船ふねにたった一人ひとりで、潮しおがちょうど変かわり目めだった。日ひはまさに沈しずもうとしているところで、西岸せいがんの松まつの木きの影かげがまっすぐ停泊ていはく所しょまで伸のびていて、甲板かんぱんにいろいろな模様もようを投なげかけていた。夕方ゆうがたのそよ風かぜがふき、東ひがしの２ふたつの山やまですっかりさえぎられていたが、船ふねの索具さくぐはがたがたと音おとをたて、垂しだれていた帆ほもばだばたとはばたきはじめた。

船ふねが危あぶなそうだと思おもったので、三角みすみ帆かいを急いそいで下おろし、甲板かんぱんへとなげだした。ただメイン帆ほはもっとやっかいだった。もちろん、スクーナー船せんが傾かたむいていたので、下さげたはぐるりとまわって、その先端せんたんと帆ほの１、２フィートは水みずに浸つかっていた。僕ぼくはこれはいよいよ危あぶないぞと思おもったが、強つよく帆ほは張はられていたので、手てをだすのが怖こわいようにも思おもわれた。とうとう僕ぼくはナイフをとりだして、帆ほをあげる索さくを切きった。斜はす桁けたの外そと端はしがすぐに落おちて、ふくらんでゆるんだ帆ほが海面かいめんの上うえに浮うかんだ。それからどんなにやっても、おろし綱つなを少すこしも動うごかすことはできなかった。そしてそれが、僕ぼくができるせいぜいのことだった。後ごは、ヒスパニオーラ号ごうも僕ぼくと同おなじように運うんを天てんにまかすよりほか仕方しかたがなかった。

このときまでには、停泊ていはく所しょ全体ぜんたいはすっかり日ひが暮くれていて、最後さいごの光ひかりが、僕ぼくは今いまでも覚おぼえているが、木々きぎのあいだから差さしこんできて、あの難破なんぱ船せんを覆おおっている花はなを照てらし出だし、宝石ほうせきのように光ひかっていた。寒さむくなりかけていて、潮しおは急速きゅうそくに外海がいかいの方ほうへと流ながれていて、スクーナー船せんはいよいよ傾かたむいて真横まよこになるくらいだった。

僕ぼくは急いそいで前まえの方ほうに行いって、下したをのぞいてみた。浅あさいように思おもえたので、念ねんには念ねんをいれて両手りょうてで切きれてる錨いかり綱つなをにぎりしめると、船ふね外がいに飛とび降おりた。水みずは僕ぼくの腰こしほどくらいまでしかなかった。砂すなは固かたくて、さざなみの模様もようがついていた。そして僕ぼくははりきって、ヒスパニオーラ号ごうをメインセイルが湾内わんないに漂ただよっているままでその場所ばしょに残のこして、岸きしまでゆっくり歩あるいていった。それと同時どうじに、太陽たいようは完全かんぜんに沈しずみ、夜よる風ふうが松まつの木きをゆらし、低ひくい音おとをたてていた。

とにかく、そしてようやく、僕ぼくは陸地りくちにたどりついた。それも何なんの収穫しゅうかくもなくもどったわけではない。スクーナー船せんがあり、ついに海賊かいぞくたちの手てを離はなれて、僕ぼくらの味方みかたがいつでも乗船じょうせんして海うみへでていけるようになったわけだ。僕ぼくはすぐにでも柵しがらみのところにもどって、手柄てがらを自慢じまんしたくてたまらなかった。たぶん少すこしは抜ぬけ出だしたことを怒おこられるかもしれないが、ヒスパニオーラ号ごうをとりもどしたことは、それを補おぎなって余あまりある答こたえではないだろうか。そして僕ぼくはスモレット船長せんちょうでさえ、時間じかんを無駄むだにしたわけではなさそうだな、といってくれるのではと夢想むそうした。

そんなことを考かんがえながら、意気揚揚いきようようと丸太まるた小屋こやの、味方みかたがいるほうへと向むかいはじめた。僕ぼくはキッド船長せんちょうの停泊ていはく所しょに注そそいでいる川かわの一番いちばん東ひがしのものが、僕ぼくの左手ひだりての２ふたつの頂いただきがある山やまから流ながれていることを思おもい出だして、その川幅かわはばが狭せまいあいだに渡わたるほうがよいだろうと思おもってその方向ほうこうへ針路しんろをかえた。森もりはかなり開あけていて、低ひくい尾根おねをつたっていくと、僕ぼくは山やまの角かくをすぐにまがって、それからすぐにふくらはぎの真まん中なかくらいまで水みずにつかってその川かわを渡わたった。

そこで僕ぼくは、置おき去ざりにされたベン・ガンと出会であった場所ばしょのそばへやってきた。そして僕ぼくはより注意ちゅういをはらいながら、四方しほうへと目めを配くばりながら歩あるいていった。暗闇くらやみがせまってきて、２ふたつの頂いただきの間あいだの割われ目めが見みえるところまでくると、僕ぼくは空そらにゆらゆらと光ひかりが映うつし出だされているのに気きがついた。そこで、島しまの男おとこが火ひをたいて食事しょくじの用意よういをしているのだろうと僕ぼくは思おもった。でも僕ぼくは、心しんの中なかで不思議ふしぎに思おもった。やつはずいぶん不注意ふちゅういだなぁと。なぜならもし僕ぼくがその光ひかりを目めにするくらいだから、どうしてそれが海岸かいがんの沼地ぬまちでキャンプしているシルバーの目めに届とどかないと思おもえるのだろう？

だんだんあたりは暗くらくなってきた。僕ぼくにできるのは、とにかく目指めざす方向ほうこうへと歩あゆみをとめないことだった。背後はいごの２ふたつの頂いただきの山やまも右手みぎての望遠鏡ぼうえんきょう山やまもだんだんかすんできた。星ほしも少すくなく、うす暗くらかった。僕ぼくがうろついている低地ていちでは、藪やぶにつまづいたり、砂すなのくぼみに足あしをとられたりした。

とつぜん辺あたりが明あかるくなった。僕ぼくが見上みあげると、青白あおじろいかすかな月光げっこうが望遠鏡ぼうえんきょう山やまの頂上ちょうじょうを照てらし出だしていた。そしてまもなく大おおきな銀色ぎんいろのものが、木々きぎのあいだを低ひくく動うごいているのがみえ、月つきが昇のぼってきた。

月つきの明あかりが助たすけになり、僕ぼくは残のこりの道みちのりを急いそぎ、そして時々ときどき歩あるいたり、走はしったり、急いそいで防護ぼうご柵しがらみまで近ちかづいていった。でも僕ぼくは柵しがらみの前まえの森もりに入にゅうろうとするときには、ペースを落おとして細心さいしんの注意ちゅういを払はらってすすむように注意ちゅういした。味方みかたに間違まちがって撃うたれるようなことになっては、せっかくの僕ぼくの冒険ぼうけんも惨みじめな結末けつまつになってしまう。

月つきはだんだん高たかくまで登のぼり、その明あかりは森もりの開あけた場所ばしょを通とおしてあちこちを照てらし出だした。そしてすぐ真正面ましょうめんにはさまざまな色いろの明あかりが木々きぎのあいだから見みえてきた。赤あかや暖あたたかそうな明あかりで、ときどき少すこし暗くらくなった、いわば、くすぶっているたきびの残火ざんかのようだった。

どうしても、僕ぼくにはそれが何なになのかはわからなかった。

とうとう僕ぼくは開あけた場所ばしょの境目さかいめの所ところまでやってきた。西にしの端はしは、すでに月光げっこうで照てらされていた。残のこりの部分ぶぶんは丸太まるた小屋こやもふくめてまだ暗くらい影かげの中なかにあり、長ながい銀色ぎんいろの光ひかりの筋すじで明暗めいあんの模様もようを作つくっていた。丸太まるた小屋こやの反対はんたい側がわでは、大おおきなたきびが燃もえきって、たえず赤あかい残のこり火びが月つきの青白あおじろい明あかりとまったく対照たいしょう的てきだった。人ひとの気配けはいはまったくなく、かすかなそよ風かぜの音おと以外いがいに物音ものおと一ひとつしなかった。

僕ぼくは立たち止どまって、心しんの中なかで不思議ふしぎに思おもった、と同時どうじに少すこし怖こわくなった。というのも、こんなに大おおきなたきびをするのは僕ぼくらの味方みかたのやり方かたではなかったからだ。僕ぼくらは、特とくに船長せんちょうの命令めいれいで、たきぎにはけちといってもいいくらいだったからだ。そして僕ぼくがいないあいだに、なにか悪わるいことがおこったのではないかと恐おそれを抱いだきはじめた。

僕ぼくはこっそり東側ひがしがわにまわっていって、影かげになるところを選えらんで適当てきとうな場所ばしょで、そこはもっとも暗くらい場所ばしょだったが、柵しがらみを越こえた。

念ねんには念ねんをいれて、僕ぼくは四よつんばいになり、物音ものおと一ひとつ立たてずに、丸太まるた小屋こやの隅すみのほうへと行おこなった。近ちかづくにつれて、僕ぼくの心しんはとつぜん、いきなり軽かろやかになった。その音おとは本来ほんらいあんまり心地ここちいい音おんではない。それに僕ぼくは他たの場合ばあいだったら、その音おとにしばしば文句もんくをつけたことだろう。でも今いまになっては、寝ねているときの味方みかたのいびきの音おとが、これほど大おおきく幸しあわせそうにひびくのはまるで音楽おんがくのようだった。見張みはりの声こえ、あの美うつくしい“異常いじょうなし”という声こえも、これほど僕ぼくの耳みみに安心あんしんさせるように響ひびいたことはなかった。

そのあいだにも、一ひとつのことは疑うたがいようもなかった。見張みはりのやり方かたが非常ひじょうにまずいということだった。もしシルバーとその手下てしたがこうして忍しのび寄よっているのなら、夜明よあけに生いき残のこっているものは一人ひとりとしているまい。僕ぼくが考かんがえるには、これは船長せんちょうがけがをしているからだと思おもわれた。そして再ふたたび僕ぼくは、見張みはりにさえ事欠ことかくようなこんな危険きけんな立場たちばに味方みかたをほっぽりだしたことに、激はげしく自分じぶんを責せめた。

このときには、僕ぼくはドアのところまできて立たち上あがっていた。中なかは真まっ暗くらで何なにひとつ見分みわけがつかなかった。物音ものおとといえば、単調たんちょうないびきの音おとと、かすかな音おとが、僕ぼくには何なんの音おんかわからないが、はばたいたりつついたりする音おとがときどきした。

両手りょうてで手てさぐりをしながら、僕ぼくはしっかりした足取あしどりで中なかに入はいった。僕ぼくは自分じぶんの場所ばしょで寝ねよう（そう考かんがえると笑わらいがこらえられなかった）そして朝あさに僕ぼくをみつけたときのみんなの顔かおを楽たのしもうと思おもった。

僕ぼくの足あしが、何なにかやわらかいものに当あたった。寝ねている人ひとの足あしだった。ただ寝返ねがえりをうち、ごにょごにょとなにかをつぶやいたが目めはさまさなかった。

そのとき、とつぜん、鋭するどい声こえが闇やみのなかに響ひびき渡わたった。

「八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！」息いきもきらさず、小ちいさい水車みずぐるまがくるくるまわるみたいに。

シルバーの緑みどりの鸚鵡おうむ、フリント船長せんちょうだ！　木きの皮かわをつついたりする音おとが聞きこえたのは、この鸚鵡おうむのものだったのだ。どんな人間にんげんよりも注意深ちゅういぶかく見張みはりをして、僕ぼくが来きたのをしつこくくり返がえして知しらせたのは、この鸚鵡おうむだった。

僕ぼくにはたちなおる暇ひまさえなかった。鸚鵡おうむのするどい早はやい調子ちょうしの声こえで、眠ねむっている者ものたちも目めをさまし飛とび起おきた。そして悪態あくたいとともに、シルバーの声こえが響ひびき渡わたった。「だれだ？」

僕ぼくは逃にげ出だそうとしたが、ある男おとこにひどくぶつかってはねかえされ、全速力ぜんそくりょくで走はしり出だし別べつの男おとこの腕うでの中なかにとびこんだ。そいつが僕ぼくをしっかりつかんで、強つよくしめつけた。

「たいまつだ、ディック」シルバーは、僕ぼくが捕つかまえられるとそう言いった。

そして男おとこの一人ひとりが丸太まるた小屋こやから出でて行いって、すぐに燃もえさしをもって戻もどってきた。
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	敵のキャンプ



宝島たからじま 第だい六ろく部ぶ 第だい一いち章しょう 敵てきのキャンプ




たいまつの赤あかい明あかりが丸太まるた小屋こやの内部ないぶを照てらし出だすと、僕ぼくが心配しんぱいしていた中なかでも最悪さいあくのことが現実げんじつのこととなっていた。海賊かいぞくたちが小屋こやも食料しょくりょうも分捕ぶんどっていたのだ。コニャックのたるも、豚肉ぶたにくもパンも前まえと同おなじだった。ただ僕ぼくの恐怖きょうふを十じゅう倍ばいにもしたのは、捕虜ほりょの気配けはいが少すこしもないことだった。考かんがえられるのは、皆殺みなごろしだった。そして僕ぼくの心しんは、なぜみんなといっしょに皆殺みなごろしにされなかったのだろうかとひどく苦くるしめられた。

海賊かいぞくは６人にんで全員ぜんいんで、他たに生いき残のこっているやつはいなかった。そのうち５人にんが立たち上あがっていたが、とつぜん酔よっ払ぱらって寝ねていたところをたたき起おこされたので、赤あかくはれぼったい顔かおをしていた。６人にん目めはひじで自分じぶんの体からだを支ささえているだけだった。死しにそうなほど青あおい顔かおをしていて、血ちがにじんだ包帯ほうたいを頭あたまにまいていて、最近さいきんその傷きずを負おって、そのあと手当てあてをうけたばかりであることは明あきらかだった。僕ぼくはその男おとこが大だい襲撃しゅうげきで撃うたれて、森もりに逃にげ帰かえった男おとこであることを思おもい出だした。それがこの男おとこであることは疑うたがいの余地よちがなかった。

鸚鵡おうむは、くちばしで毛けづくろいをしながらロング・ジョンの肩かたに止とまっていた。僕ぼくが思おもうには、ジョンもかつてそうだったよりいくぶん青白あおじろく、より厳きびしい顔かおをしているように見みえた。ジョンは、交渉こうしょうにやってきたときの素晴すばらしい幅広はばひろの上着うわぎを羽織はおっていたが、泥どろでよごれ、森もりのするどい野のばらで裂さけたりしてひどくいたんでいた。

「おや、」シルバーはもらした。「これはこれはジム・ホーキンズじゃないか、驚おどろいたな！　立たち寄よったってところか？　いいだろう、よくきた。歓迎かんげいしようじゃねぇか」

それからブランデーの樽たるに腰こしをおろすと、パイプをつめはじめた。

「そのたいまつを貸かしてくれや、ディック」シルバーは言いった。そして火ひがつくと「いいぞ、おまえ」とつけくわえると「その火ひはたきぎの中なかにいれとけや。それからおまえら紳士しんしがただよ。座すわったらどうだい！　ホーキンズのために立たってる必要ひつようはなかろうよ。このぼうやも許ゆるしてくれるよ、まちがいねぇな。ところで、ジムや」タバコを中断ちゅうだんして「おまえがここにくるのは、この年老としおいたジョンにもうれしい驚おどろきだけどな。おまえがかしこい坊ぼうやだってことは、最初さいしょに目めをつけたときからわかってたしな。でもここに来きたのはどうも合点がてんがいかねぇな、そうだな」

これに対たいしては、とうぜんのことながら、僕ぼくは返事へんじをしなかった。やつらは僕ぼくを壁際かべぎわに立たたせていたが、僕ぼくはシルバーの顔かおを見みつめながら、きっぱりした態度たいどでそこに立たっていた。僕ぼくは、外見がいけんは大胆だいたんにみせかけていたが、心しんの中なかは絶望ぜつぼう一色いっしょくだった。

シルバーは至極しごく落おち着ついて、パイプを一服いっぷく二に服ふくし、それから再ふたたび話はなしをはじめた。

「さて、ジム、おまえはここにきた」シルバーは言いった。「わしの気持きもちも聞きいてもらおうか。わしはおまえのことを気きに入いってたんだ、わしはな。おまえは元気げんきのいいぼうやだし、わしが若わかくてかっこよかったときに生いき写うつしだからな。わしはいつもおまえが仲間なかまに入はいってくれて、一緒いっしょにやってくれたらなぁと思おもってたんだ。あと死しぬときは、紳士しんしらしく死しんでもらいたいともな、そんで今いまはそうするときみたいだな。スモレット船長せんちょうは、すばらしい海うみの男おとこだ、それはわしも認みとめるよ、ただ規律きりつに厳きびしすぎるんだよ。“義務ぎむは義務ぎむ”だからなぁ、確たしかに正ただしいや。おまえもあの船長せんちょうとは距離きょりをおけ。あの医者いしゃだっておまえのことを怒おこってたぞ、“恩知おんしらずのいたずら小僧こぞう”って言いってたな。つまるところはこういうことだ。もうおまえは、おまえの味方みかたの方ほうへはもどれない、やつらはおまえを味方みかたとは思おもってないからな。だからおまえが一人ひとりで、それはさびしいぞ、第だい三さん勢力せいりょくでもおこすつもりじゃないなら、どうしてもシルバー船長せんちょうの組くみへ入はいらないといけないな」

ここまではまずまずだった。とにかく味方みかたはまだ生いきてるわけだ。それで、僕ぼくが逃にげ出だしたことを船長せんちょうたちが怒おこっているというシルバーの言葉ことばを少すこしは信しんじたけど、僕ぼくはそれを聞きいて悲かなしむよりはむしろ安心あんしんした。

「おまえがわしらの手中しゅちゅうにあることについては、なにもいうまい」シルバーは続つづけた。「おまえはここにいるけれど、まちがいなしにな。わしは万事ばんじ相談そうだんに図はかるタイプだからな。脅おどしていい結果けっかになったためしがねぇ。もしおまえが手下てしたになるなら、よし、仲間なかまになれや。もしそうしないなら、ジム、そうだな、嫌きらって言いってもかまわねぇぜ。言いえよ、かまわないぞ、船ふねの仲間なかまじゃねぇか。もし船員せんいんでこれよりフェアなことが言いえるやつがいるなら、お目めにかかりてぇもんだな！」

「じゃあ、いま返事へんじをしなきゃいけないのかい？」僕ぼくはとてもおどおどした声こえで尋たずねた。このひどい話はなしのあいだ、僕ぼくは迫せまりくる死しの恐怖きょうふを感かんじざるえなかったし、僕ぼくのほおはほてり、そして心臓しんぞうは胸むねで苦くるしいほどどきどきしていた。

「ぼうや」シルバーは言いった。「誰だれも無理むりじいはしねぇ。じっくりと考かんがえろや。わしらは急いそがせたりもしねぇ、仲間なかまだからな。おまえがいっしょだと、時ときがたつのがこれほどうれしいとはな、そうだろ」

「そうだね」僕ぼくは少すこし大胆だいたんになって言いった。「もし僕ぼくが選えらばなきゃならないなら、僕ぼくは何なにが本当ほんとうのことか知しる権利けんりがあるわけだね。あとはどうしてあんたたちがここにいるかと、僕ぼくの味方みかたがどこにいるかもね」

「何なにが本当ほんとうだって？」海賊かいぞくの一人ひとりが低ひくいうなるような声こえでくり返かえした。「それがわかりゃさぞかし幸運こううんだな！」

「話はなしかけられるまでは、口くちをしっかり閉とじてることだな」シルバーは厳きびしくその男おとこにどなりつけた。それから最初さいしょのやさしい口調くちょうで僕ぼくに答こたえた。「昨日きのうの朝あさ、ホーキンズ君くん」シルバーは言いった。「２時じ間あいだ交代こうたいの見張みはり時間じかんに、リバシー先生せんせいが休戦きゅうせん旗きをもってやってきたんだ。言いうには“シルバー船長せんちょう、おまえは裏切うらぎられたぞ、船ふねは行いっちまった”というんだ。うん、たしかにわしらは酒さけをくらっていて、景気けいきづけに歌うたってたかもしれねぇ。そうしてないとは言いわねぇよ。少すくなくとも、だれも見張みはりはしちゃいなかった。外そとをみたら、ぶったまげたぞ、あの船ふねがありゃしねぇ！　あんときくらいあほう面めんのやつらは見みたことねぇ。そんで、おれが一番いちばんあほう面めんだったと言いってもいいかもしれねぇ。“さて”と先生せんせいは言いったんだ。“協定きょうていを結むすぼうじゃないか”って。わしらは協定きょうていを結むすんだよ、先生せんせいとわしでな。それでわしらはここにいる。食くい物もの、ブランデー、丸太まるた小屋こや、おまえらが十分じゅうぶんなほど切きってくれたたきぎ、まあいえばあの立派りっぱな船ふねのマストの先さきから船底ふなそこまでそっくりだな。やつらといえば、歩あるいて出でてったよ。どこに行いったかはしらねぇな」

シルバーは、静しずかにパイプをふかした。

「そんでおまえさんが自分じぶんもその協定きょうていに入はいってると思おもうといけねぇから、」シルバーは続つづけた。「最後さいごに聞きいた言葉ことばを伝つたえとくよ。わしは聞きいたんだ“何人なんにんで行いくんですかい？”“４人にんだ”と先生せんせいは答こたえた。“４人にんで１人にんは負傷ふしょうしている。あの子供こどもについては、どこにいるか知しらないし、困こまったやつだ”と言いってたな。“いずれにしても気きにしないよ。ずいぶん困こまらされたからね”そう言いったんだぞ」

「それで全部ぜんぶ？」僕ぼくはたずねた。

「あぁ、それがわしが聞きいた全部ぜんぶだよ、ぼうや」シルバーは答こたえた。

「それで今度こんどは僕ぼくが選えらばなきゃいけないんだ？」

「そうだ今度こんどはおまえが選えらぶ番ばんだ、ちがいねぇ」シルバーは言いった。

「さてと」僕ぼくは言いった。「僕ぼくは、なにを覚悟かくごしなきゃいけないかよくわかってないほどばかじゃないよ。最悪さいあくの事態じたいを覚悟かくごしてる。君きみたちとかかわってから、ずいぶん人じんが死しぬのをみたからね。でも君きみたちに一言ひとこと二に言こと、言いっておかなきゃならない」僕ぼくは言いった。このときまでには、僕ぼくはもうずいぶん興奮こうふんしていた。「それで最初さいしょはこういうことだ。今いまはひどい状態じょうたいだ、船ふねはなくなる、宝物ほうもつも手てに入はいらない、仲間なかまは死しぬ、計画けいかくは全部ぜんぶだいなしだ。それでもし誰だれがこうしたのか知しりたいなら、それは僕ぼくなんだ！　僕ぼくが島しまを発見はっけんしたあの晩ばんにりんご樽だるの中なかにいて、君くんらがいうことを聞きいてたんだよ、ジョン、それからディック・ジョンソン、それとハンズだ。もうハンズは海うみの底そこだけどね。それですぐさま君きみらの全すべての言葉ことばを伝つたえたんだ。それでスクーナー船せんだけど、いかり綱つなをきったのは僕ぼくだし、船ふねに乗のっているやつを全員ぜんいんやっつけたのも僕ぼくだ。あと君くんらの誰だれ一人ひとりとして見みつけられないようなところに隠かくしたのも僕ぼくだ。最後さいごに笑わらうのは僕ぼくらだよ。最初さいしょからぜんぶ先手せんて先手せんてなんだ。きみらは、蝿はえほども怖こわくないね、殺ころしたきゃ殺ころせばいいし、見逃みのがしてくれてもいい。でも一ひとつだけ言いっておく、それで最後さいごだ。もし見逃みのがしてくれれば、終おわったことは水みずに流ながして、もし君きみらが法廷ほうていに海賊かいぞくとして立たつときも、できるだけのことはする。きみたちが決きめればいい。もう１人にん殺ころして何なにの得とくもしないか、僕ぼくを見逃みのがして絞首刑こうしゅけいを免まぬかれる証人しょうにんを１人にん残のこすかだよ」

僕ぼくは話はなしを止とめた。なぜなら、言いっておくと、息いきも切きれたし、驚おどろいたことに、誰だれ一人ひとりとして身動みうごきせず、羊ひつじのようにじっと僕ぼくの方ほうを座すわってみつめていたからだ。そしてまだ僕ぼくを見みつめている間あいだに、僕ぼくは再ふたたび口火くちびを切きった。「で、シルバーさん」僕ぼくは言いった。「あなたがここにいる中なかでは一番いちばんましな人ひとだと信しんじてるから、最悪さいあくのことになったら、どうか僕ぼくのことを先生せんせいにどんなだったか知しらせてください」

「そいつは肝きもに銘めいじておこう」シルバーはそう言いったが、あまりに奇妙きみょうな口調くちょうだったので、僕ぼくとしてはどうしてもシルバーが僕ぼくの頼たのみをあざ笑わらっているのか、僕ぼくの勇気ゆうきにとても感心かんしんしているのか分わからなかった。

「おれはそいつに一ひとつつけくわえてぇ」赤褐色せきかっしょくの顔色かおいろをした船員せんいん、モーガンという名前なまえの男おとこだったが、僕ぼくがロング・ジョンのブリストルでの波止場はとばの居酒屋いざかやで見みかけたやつだ。「黒くろ犬けんを知しってたのもやつだぞ」

「あぁ、それにな」料理りょうり番ばんはつけ加くわえた。「もう一ひとつつけ加くわえよう、こんちくしょう！　ビリー・ボーンズから地図ちずをかすめとったのもこいつだったんだ。最初さいしょから最後さいごまで、ジム・ホーキンズに秘密ひみつをばらされっぱなしだったんだ！」

「そら、やっちまぇ」モーガンは悪態あくたいをつきながら言いった。

それから立たち上あがると、まるで２０才さいの若者わかもののようにナイフを引ひき抜ぬいた。

「やめろ、おまえら！」シルバーが叫さけんだ。「おまえは何なにさまのつもりなんだ？　トム・モーガン。たぶん自分じぶんのことを船長せんちょうとでも思おもってるようだな、たぶん。ところがどっこい、よく教おしえといてやるよ！　おれに逆さからってみろ、たくさんのやつらがおめえの前まえに行いっちまったところに行いくんだぞ、３０年ねん近ちかくもそうだったようにな、桁けたはしにぶら下さげられてぇか、やれやれ。そんで渡わたり板いたはどうだ、しまいにゃ、ふかのえさだ。わしと面めんとむかって、その後ごいい日びを迎むかえられたやつはいねえぞ、トム・モーガン、よく知しってるだろうよ」

モーガンはだまりこんだが、しゃがれた声こえで別べつのものがぶつぶつ言いった。

「トムが正ただしいぞ」

「おれは、こいつにもうじゅうぶん長ながくやられて我慢がまんしてきたぞ」他たのものがつけ加くわえた。
「もしこの上うえおまえさんにもやられるくらいなら、おれは首くびをつるよ、ジョン・シルバー」

「この紳士しんし方かたのなかで、誰だれかわしとやりあいたいと思おもっているやつがいるのかい？」シルバーが、右手みぎてには火ひのついたパイプを持もちながら、樽たるにすわりつつぐっと身みをのりだしてほえた。「思おもってることを聞きかせろや。おまえらは口くちがきけねぇわけじゃないだろ。やりたいやつはやればいい。こんなに長ながく生いき残のこってきて、いまさら最後さいごになってラム樽だるをくらってるようなやつらにじゃまされるようなわしじゃねぇぞ。短剣たんけんをとれ、やりてぇやつはな、そうすりゃそいつの血ちの色いろがおがめるだろうよ、松葉杖まつばづえなんて関係かんけいねぇ、パイプをすい終おわる前まえにやってやる」

だれも身動みうごき一ひとつしなかった。だれ一人ひとり口答くちごたえしなかった。

「おまえたちはそんなやつらだよ、だろ？」シルバーは、パイプをくわえてつけくわえた。「あぁ、おまえらはそろいもそろって見みかけ倒だおしなんだよ。闘たたかう価値かちもありゃしねぇ、そうだろ。たぶんおまえらにも正ただしい英語えいごはわかるんだろうな。わしは選えらばれた船長せんちょうだ。わしはえらい人間にんげんなんだ。おまえらは、成金なりきんみたいに闘たたかう気きはないんだな、くそったれ、いいだろう、そんなもんだよ！　わしはこの坊ぼうやを気きに入いっている。こんなに立派りっぱな坊ぼうやは見みたことがねぇ。この坊ぼうやは、この丸太まるた小屋こやにいるおまえらねずみを合あわせたよりもずっとえらいやつだ。わしが言いいたいのはこういうことだ。この坊ぼうやに手てをかけるやつは、わしが相手あいてだ。これがわしの言いいたいことだ、よくわかっただろうな」

その発言はつげんの後のちは、長ながい沈黙ちんもくが支配しはいした。僕ぼくは壁かべを背せにしてまっすぐ立たっていた。心臓しんぞうは大おおきなハンマーで叩たたかれたみたいにどきどきしていたが、一ひとすじの希望きぼうの光ひかりが僕ぼくの心しんにさしていた。シルバーは壁かべにもたれかかり、手てをくんで、パイプを口くちの端はしにくわえ、教会きょうかいにでもいるように落おち着つきはらっていた。でもシルバーの目めはたえず不ふ従順じゅうじゅんな部下ぶかを見張みはっていた。やつらは、だんだん丸太まるた小屋こやの遠とおい方ほうの端はしに集あつまっていき、僕ぼくの耳みみには川かわの流ながれのように、耳みみざわりなささやき声ごえがたえず聞きこえてきた。次々つぎつぎとやつらはこちらを見上みあげて、赤あかいたいまつの光ひかりがしばらくやつらのいらだたしげな顔かおを照てらし出だした。ただやつらの視線しせんの先さきは僕ぼくではなく、シルバーだった。

「おまえらには、言いいたいことがたくさんあるみたいだな」シルバーが一言ひとこと、つばをぺっと吐はいてもらした。「堂々どうどうと言いって、わしにきかせろや、でなきゃやめとくんだな」

「申もうし訳わけないがな、」一人ひとりの男おとこがい返いかえした。「あんたはずいぶん規則きそくをやぶってらっしゃるが、たぶん守まもってくれる規則きそくもあるんだろう。船員せんいんには不満ふまんがあるんだ。網あみ通どおしのスパイクなんかでの脅おどしは通用つうようしねぇぞ。ここの船員せんいんも他たの船員せんいんみたいに権利けんりがあるんだ。好すきにやらせてもらうぜ。おまえさんの規則きそくでも、おれらは一緒いっしょに話はなせるんだろ。申もうし訳わけないがな、あんたを今いまのところ船長せんちょうとみとめるよ。でも自分じぶんの権利けんりを主張しゅちょうさせてもらう、外そとに出でて会議かいぎをするぜ」

丁寧ていねいに船員せんいん式しきの敬礼けいれいをすると、この男おとこは、背せが高たかく、人相にんそうが悪わるい、黄色きいろい目めをした３５くらいの男おとこだったが、冷静れいせいにドアの方ほうへと向むかい家かの外そとに姿すがたをけした。一人ひとりまた一人ひとりと同おなじように、通とおり過すぎるときに敬礼けいれいをして、同おなじいいわけをつけ加くわえた。「規則きそくなんで」一人ひとりは言いった。「水夫すいふ部屋へやの会議かいぎなんだ」とモーガンは言いった。そして一人ひとりまた一人ひとりと言葉ことばをはいて、全員ぜんいん出でて行いき、後のちにはシルバーと僕ぼくとたいまつだけが残のこされた。

料理りょうり番ばんは、すぐにパイプから口くちを離はなした。

「さて、なあ、ジム・ホーキンズ」シルバーはどうやら聞きこえるくらいの声こえだが、しっかりした声こえでささやいた。「おまえは半分はんぶん死しにかけてるようなもんだよ。もっと悪わるいことには、拷問ごうもんかもな。やつらはわしをのけもんにしようとしてるからな。でも憶おぼえとけよ、どんなときでもわしはおまえの味方みかただ。そうするつもりはなかったんだ、まったくな。おまえが一いち席せきぶつまでは。わしはあの大おおきな船ふねをなくしちまうし、おまけにしばり首くびなもんで、やけになりかかってたんだ。でもわしはおまえが正ただしいやつだってことがわかったんだ。自分じぶんにこうい聞いきかせたよ、ホーキンズの味方みかたになれ、ジョン、そうすればホーキンズはおまえに味方みかたをしてくれるぞと。おまえはわしの最後さいごの切きり札ふだで、誓ちかって、ジョン、おまえはわしと一心いっしん同体どうたいなんだよ！　持もちつ持もたれつだな、とわしは言いったんだ。証人しょうにんを救すくえと、そうすれば証人しょうにんがおまえをしばり首くびから救すくってくれるとな！」

僕ぼくはなんとなくわかりはじめた。

「なにもかもなくなったんだ？」僕ぼくはたずねた。

「あぁ、くそ、そうなんだ！」シルバーは答こたえた。「船ふねはなくなる、首くびもあやしい、そんな具合ぐあいだよ。あの湾わんを探さがしたが、ホーキンズ、スクーナー船せんはみつかりゃしねぇ。わしはタフだ、でも力ちからが尽つきたよ。やつらとあの会議かいぎについて言いえば、わしにいわせりゃ、やつらはまったくのばかで臆病おくびょうものだ。わしはおまえの命いのちをやつらから救すくってやるよ、できればな。ただ、憶おぼえておけよ、ジム、持もちつ持もたれつだ、おまえはロング・ジョンを首吊くびつりから救すくうんだぞ」

僕ぼくにはまったく自信じしんはなかった。頼たのまれたことにはまったく望のぞみ薄うすなようにも思おもえた、シルバーは根ねっからの海賊かいぞくで、最初さいしょからの首謀しゅぼう者しゃなんだから。

「できるだけのことはするよ」僕ぼくは答こたえた。

「決きまりだ！」ロング・ジョンは叫さけんだ。「おまえはきっぱり自分じぶんの考かんがえを話はなした、そんでもってわしにもチャンスがめぐってきたわけだ！」

シルバーはたいまつのところまで跳はねていって、そこではたいまつが薪たきぎにたてかけられていたが、パイプにまた火ひをつけた。

「わかってくれよ、ジム」もどりながら、シルバーは言いった。「わしには分別ふんべつがあるんだ。わしは地主じぬしさんの味方みかただよ。わしには、おまえが船ふねを無事ぶじにどこかに置おいてあるって分わかってるんだよ。どうやったかはわからねぇが、とにかく無事ぶじだろうよ。思おもうに、ハンズとオブライエンがだまされたとおもうぞ。大体だいたいやつらは、２人ふたりとも信用しんようならねぇんだ。でも聞きいとくれ。わしはなにも聞きかないし、他たのやつらにも聞きかせやしない。わしには勝負しょうぶが決けっしたことはわかるんだ、そうだ。わしはしっかりした坊ぼうやを知しってるぞ。あぁ、おまえは若わかいけど、おまえとわしは力ちからをあわせりゃ、ひと仕事しごとができる！」

シルバーは、ぶりきのカンにたるからコニャックを注そそいだ。

「飲のんでみるか、よぉ？」シルバーはたずねた。でも僕ぼくが断ことわると「いいよ、わしがかっくらうからな、ジム」と言いった。「わしは飲のまなきゃなんねぇ、やっかいなことが差さし迫せまってるからな。そんでやっかいなことについて言いえば、どうして先生せんせいはわしに地図ちずをくれたんだろう？　ジム」

僕ぼくの驚おどろいた顔かおをみて、シルバーはそれ以上いじょう何なにも聞きかなかった。

「あぁ、いいよ、でもくれたんだよ」シルバーは言いった。「なんか理由りゆうがあるんだろうな、間違まちがいなく。なにかが確たしかにある、ジム、よかれあしかれな」

そして最悪さいあくの事態じたいを予想よそうする人ひとのように大おおきな金髪きんぱつの頭あたまを左右さゆうにふりながら、もう一いち杯はいブランデーをのんだ。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	黒点ふたたび



宝島たからじま 第だい六ろく部ぶ 第だい二に章しょう 黒点こくてんふたたび




海賊かいぞくたちの会議かいぎはいぜん続つづいていたが、そのうちの一人ひとりがふたたび部屋へやへ入はいってきた。ふたたび同おなじ敬礼けいれいをすると、それは僕ぼくの目めにはいくぶん皮肉ひにくに思おもえたが、たいまつを借かりますよと断ことわった。シルバーはすぐ、よしといって、この使者ししゃは僕ぼくらを暗闇くらやみに残のこしてふたたび出でて行いった。

「ごたごたがおこるぜ、ジム」シルバーが言いった。このときまでにはすっかりうちとけて、親したしげでさえあった。

僕ぼくは近ちかくの覗のぞき穴あなのところに行いき、外そとをみた。大おおきなたきびの残のこり火びは消きえていて、明あかりはすっかり暗くらくなっていたので、僕ぼくは共謀きょうぼう者しゃたちがたいまつが必要ひつようなわけも分わかった。柵しがらみへの坂さかを半分はんぶんくらい下くだったところに、やつらは一団いちだんに集あつまっていた。一人ひとりが明あかりを照てらし、もう一人ひとりが集団しゅうだんの真まん中なかで両りょう膝ひざをつき、僕ぼくはその手てにナイフの刃はがにぎられ、月つきやたいまつの光ひかりでさまざまな色いろに輝かがやいているのが見みてとれた。残のこりのものはみんな、まるでその男おとこがやっていることを見守みまもっているかのように少すこしかがみこんでいた。僕ぼくはその男おとこの手てにナイフだけではなく、一いち冊さつの本ほんがあるのがみてとれた。そしてなんでこんなに似につかわしくないものを持もっているのだろうと不思議ふしぎに思おもっていると、ひざまずいていた男おとこが再ふたたび立たち上あがり、全員ぜんいんが丸太まるた小屋こやにむかって歩あるき始はじめた。

「そら、みんながくるよ」僕ぼくは言いって、もとの場所ばしょにもどった。動向どうこうを見守みまもっていたなんて知しられるのは、なんだか僕ぼくの威厳いげんをそこなうみたいだったから。

「あぁ、好すきにさせておけ、ぼうや。好すきにさせておくんだ」シルバーは陽気ようきに言いった。「わしにはまだ、とっておきの手てがあるんだ」

ドアがあき、５人にんの男おとこが中なかに入はいるのをみんなためらっていて、そのうち一人ひとりを前まえに押おし出だしていた。他たの場合ばあいだったら、その一人ひとりがおずおずしながら、固かたく握にぎった右手みぎてを前まえにだしながら一歩一歩いっぽいっぽ、歩あゆむ姿すがたはおかしなものだっただろう。

「さぁこいよ、おまえ」シルバーはさけんだ。「とって食ぐいやしないよ。わたすんだ、まぬけ。規則きそくはわかってる、もちろん。代表だいひょう者しゃを切きりつけたりはしねぇ」

それに励はげまされて、その海賊かいぞくの男おとこは前まえに勢いきおいよく出でて、何なにかをシルバーに手渡てわたした。そして仲間なかまのところにもっと急いそいでもどっていった。

料理りょうり番ばんは、わたされたものを見みていた。

「黒点こくてんか！　そうだと思おもったよ」シルバーはこぼした。「こんな紙しをどこで手てに入いれたんだか？　おや、おやおや！　見みろよ、よくねぇぞ！　聖書せいしょをやぶるとはな。誰だれが聖書せいしょを破やぶったんだ？」

「あぁ、そうだよ！」モーガンが言いった。「そうだよ！　おれがいったろう？　聖書せいしょをやぶるのはまずいって、おれは言いったぞ」

「まあ、決きめたんだろ、おまえらでな」シルバーは続つづけた。「おまえら全員ぜんいんしばり首くびだろうな。いってぇ、どこのぼんくらやろうが聖書せいしょなんてもってたんだ？」

「ディックだよ」一人ひとりが答こたえた。

「ディックだと？　ディックは祈いのった方ほうがいいぞ」シルバーは言いった。「やつの幸運こううんもこれまでだな、ディック、そうだぞ」

しかしここで、黄色きいろい目めの背せの高たかい男おとこが割わって入はいった。

「ごたごたいうのはやめてもらおう、ジョン・シルバー」その男おとこは言いった。「この船員せんいんはみんなで十分じゅうぶんに相談そうだんして、おまえに黒点こくてんをつけたんだよ、決きめられたとおりにな。さぁ裏返うらがえしてみな、決きめられたとおりに、そこになんて書かいてあるかをみるんだ。それから口くちをきけよ」

「これはこれは、ジョージ」料理りょうり番ばんは答こたえた。「おまえはいつもてきぱきしてるし、規則きそくはしっかりおさえてる、ジョージ、見みていて楽たのしいよ。さて、とにかくなんだって？　あぁ！“免職めんしょく”だって？　きれいな字じだ、確たしかに。印刷いんさつされてるみたいだ、誓ちかってな。おまえが書かいたのか、ジョージ？　おまえがこの船員せんいんたちを先導せんどうしているんだな。次つぎの船長せんちょうというわけだ、わしはそう思おもうぞ。どうかわしにたいまつを頼たのむ。パイプの火ひが消きえちまった」

「おい、」ジョージは言いった。「これ以上いじょう船員せんいんをばかにするなよ。みんなが言いうには、おまえはひょうきんな男おとこだ。でもやりすぎだぞ、たるから降おりてきて、投票とうひょうしたほうがよくはねぇか」

「わしは、おまえが規則きそくを知しってると言いったと思おもったがな」シルバーは軽蔑けいべつしたように返事へんじをした。「少すくなくとも、おまえが知しらないにせよ、わしは知しってるし、ここで待まつぞ。わしはまだ船長せんちょうなんだ、覚おぼえとけ。おまえらが不平ふへいをいっておれが答こたえるまではな。そのあいだは、おまえの黒点こくてんはビスケット一いち枚まいの価値かちもないんだ。話はなしのあとにしてくれねぇか」

「あぁ」ジョージは答こたえた。「おまえはぜんぜん心配しんぱいしなくていいぜ。全員ぜんいん、準備じゅんび万まん端はしだからな。第だい一いちに、おまえは航海こうかいでしくじった。おまえもしくじってないなんていうほど、あつかましくはないだろうよ。第だい二にに、おまえは敵てきをここのわなから何なんの理由りゆうもなく開放かいほうした。なぜやつらは出でて行いきたがったんだ？　おれもわかんねぇ。でもそうしたがっていたのは明あきらかだ。第だい三さんに、やつらが出でて行いく時ときにおれたちがやっつけるのを止とめた。あぁ、おまえの魂胆こんたんはみえすいてるよ、ジョン・シルバー。おまえはやつらとぐるになって、おれたちをだまそうとしてるんだ。それがおまえの悪わるいところだ。そんで、４よっつ目めはこのぼうやだよ」

「それで全部ぜんぶかな？」シルバーは物静ものしずかに尋たずねた。

「じゅうぶんすぎるだろ」ジョージは答こたえた。「おまえがへまをしたために、おれらは首くびをつられて天てん日干ひぼしだ」

「あぁ、そうだな。４よっつの点てんについて答こたえてやろう。１ひとつずつ答こたえてやるよ。わしがこの航海こうかいでへまをした、わしがか？　おい、おまえらはみんなわしがどうしたかったか知しってるな、もしそうしてたら、今晩こんばんはヒスパニオーラ号ごうに乗のり込こんでて、もちろん全員ぜんいん生いきのこって、そんで元気げんきいっぱいで、プラムブディングをたらふく食たべ、宝物ほうもつをずっしり積つみ込こんでたろうよ、間違まちがいなく！　さぁ、誰だれがじゃましたんだ？　だれが正当せいとうな船長せんちょうのわしにこうさせたんだ？　誰だれが上陸じょうりくしたあの日ひにわしに黒点こくてんをつけて、このおどりをはじめたんだ？　あぁ、楽たのしいおどりだよ。わしも賛成さんせいするぜ、まるでロンドンの処刑しょけい波止場はとばでロープの先さきにぶら下さがるおどりみたいなもんだな。で、だれがそうしたんだ？　そうだ、アンダーソン、ハンズ、そしておまえのせいだぞ、ジョージ・メリー。そんでおまえが、余計よけいなお世話せわやろうの最後さいごの一人ひとりというわけだ。それでわしをさしおいて船長せんちょうになろうだなんて、海神わたつみもびっくりだ。わしらを貶おとしめたおまえがな！　なんてこった！　こんなばかげたほら話はなしは聞きいたこともないぜ」

シルバーはそこで一息ひといき置おいて、僕ぼくはジョージやその仲間なかまの顔かおをみて、シルバーの言葉ことばが全まったくの無駄むだではないことを確認かくにんした。

「それが一ひとつ目めに対たいする答こたえだ」額がくからふきでる汗あせをぬぐいながら、被告人ひこくにんが大声おおごえでいった。というのもシルバーは丸太まるた小屋こやをゆるがすほどの激はげしさで話はなしていたのだ。「おまえらに物ものをしゃべっていると、嫌いやになるぜ。分別ふんべつもなけりゃ満足まんぞくに物ものも憶おぼえてられねぇ。わしは、なんでおまえらの母親ははおやがおまえらを海うみへとだしたのか見当けんとうもつかねぇや。海うみへとな！　成金なりきんだ！　しょせん仕立したて屋やふぜいなんだよ」

「つづけてくれ、ジョン」モーガンは言いった。「他たのやつに対たいする答こたえも頼たのむ」

「他たのやつだって！」ジョンは答こたえた。「なかなかたくさんあるからな、そうだろ？　この航海こうかいが失敗しっぱいしたって言いったな。あぁ！　くそったれ、もしどれくらい失敗しっぱいしてるかを自覚じかくしてくれたらなぁ！　考かんがえただけでもぞくぞくする首くびつりまで、ほんの少すこしのところにいるんだぞ。おまえらも見みたことくらいあるんだろ。鎖くさりでぶらさげられて、鳥とりがたかってる姿すがたをな、潮しおに流ながされて行いくのを船員せんいんたちが指ゆびさすんだぞ“やつは誰だれだって？”な。“そうだ！　あれはジョン・シルバーだ。おれはやつをよく知しってるぞ”て他ほかのやつがいうんだ。おまえたちは、次つぎのブイのところまで行いくと、くさりがじゃらじゃら鳴なってるのがきこえるってわけだな。ふん、それがわしらの末路まつろだよ、わしら全員ぜんいんのな。やつに感謝かんしゃするんだな、あとハンズ、アンダーソン、それから救すくいがたいばかもののおまえら自身じしんにも。もし４よっつ目めについて知しりたいなら、このぼうやだろ、なんてこったい、こいつは人質ひとじちじゃねぇか？　一体いったいなんだって人質ひとじちを殺ころしちまうんだよ？　わしらがやることじゃねぇだろう。こいつは、最後さいごにわしらに残のこされたチャンスじゃねぇか、間違まちがいなくな。このぼうやを殺ころすだって？　わしはいやだぜ、みんな！　それから３みっつ目めか？　あぁ、よしよし、３みっつ目めについてはいいてぇことは山やまほどあらぁ。おめぇらは、本当ほんとうの大学だいがく出での医者いしゃが毎日まいにち診みにきてくれるのを何なんとも思おもってねぇんだろうな、たぶん。ジョン、おまえは頭あたまをけがしてるんじゃねぇのか？　おい、ジョージ・メリー、おまえはマラリア熱ねつにかかって６時じ間あいだもたってねぇだろ、おまえの目めときたら今いまだってレモン色しょくじゃねぇか。そんで、たぶん、おまえらは助たすけ船ぶねがやってくることもしらねぇんだろ？　でも来くるんだよ、それもそんなに遠とおくない先さきにな。だからそんときがきたら、人質ひとじちをとっててよかったってことになるだろうよ。２ふたつ目めは、どうしてわしが取引とりひきをしたかってことだな、よし、おまえらはそうするためにわしの膝ひざにすがってきたんじゃねぇか。わしの膝ひざによ、すっかり落おち込こんで、おまけに飢うえ死じににしそうだったじゃねぇか。もしわしが取引とりひきしなかったら、まあそんなことはどうでもいいんだ！　こいつをみるんだな、こいつを！」

そしてシルバーが床ゆかになげだした紙かみは、僕ぼくはすぐにわかったが、まさにあの黄色きいろい紙かみに他たならなかった。３みっつの赤あかい十字じゅうじがついてて、僕ぼくがあの船長せんちょうの衣装いしょう箱ばこの底そこで油あぶら布ぬのに包つつまれていたのをみつけたあの紙かみを。どうして先生せんせいがその地図ちずをシルバーに渡わたしたのか、僕ぼくには想像そうぞうもつかなかった。

でももし僕ぼくにとってもわけがわからないくらいなら、その地図ちずがあらわれたのは生いき残のこった海賊かいぞくたちにとっては奇跡きせきみたいなものだった。やつらはネズミにおどりかかる猫ねこのように、その地図ちずにとびかかった。それは手てから手てへと受うけ渡わたしされ、次つぎから次つぎへとひったくられていた。そして悪態あくたいをついたり、どなったり、調しらべては子供こどものように笑わらったりする姿すがたは、もしその姿すがたをみたら、宝物ほうもつを手てにしているだけでなく、その上うえ、もう無事ぶじに宝物ほうもつを海うみへ持もち出だしているんだと思おもっただろう。

「おい」一人ひとりが言いった。「これはフリントのやつに間違まちがいねぇ。Ｊ・Ｆでその下したに印しるしがあって巻まき結むすびみたいになってる。やつはいつもそうしてた」

「違ちがいねぇ」ジョージも言いった。「でも、船ふねもねぇのにどうやって宝物ほうもつをもってくんで？」

シルバーはとつぜん立たち上あがって、壁かべに片手かたてをついて体からだをささえ「おまえに警告けいこくしとくぞ、ジョージ」とどなった。「もう一言ひとことでも生意気なまいきな口くちでもきこうもんなら、どなりつけ、やっつけてやる、どうやってだって？　わしが知しるかい？　おまえらがわしに教おしえてくれて、しかるべきだな、おまえとその他た全員ぜんいんだ、わしの邪魔じゃまをしてスクーナー船せんをなくしたおまえらがな、くそったれ！　でもおまえらにはできねぇ、無理むりってもんだな。おまえらにはゴキブリほどの頭あたまもねぇからな。でも、てめえらだって丁寧ていねいな口くちくらいきけるんだろ、ジョージ・メリー、おまえにもそうしてもらおうか」

「そいつはもっともだ」年ねんとったモーガンがもらした。

「もっともだとわしも思おもうぞ！」料理りょうり番ばんは言いった。「おまえらは船ふねをなくした。わしは宝物ほうもつを見みつけた。だれがえらいんだ？　とっとと辞やめてやらぁ！　誰だれでもすきなやつを船長せんちょうに選えらんでくれ。わしは辞やめたんだから」

「シルバー！」やつらは叫さけんだ。「バーベキューは永遠えいえんだ！　バーベキューが船長せんちょうだ！」

「じゃあ、それできまりだな？」料理りょうり番ばんはさけんだ。「ジョージ、わしが思おもうに、おまえは別べつの機会きかいをまたなきゃなんねぇみたいだな、兄弟きょうだい。わしが執念深しゅうねんぶかい男おとこじゃなくて運うんがいいぞ。それはわしのやり方かたじゃねぇからな。兄弟きょうだい、で黒点こくてんか、あんまりいいもんとはいえねぇな？　ディックが自分じぶんの運うんを悪わるくして、聖書せいしょをだいなしにしたなんてところだな」

「くちづけするには十分じゅうぶんだろ？」ディックは、ぶつぶつつぶやいた。ただ、明あきらかに自みずからが招まねいて、自分じぶんの身みにふりかかったのろいを不安ふあんに感かんじているようだった。

「切きり取とった聖書せいしょがか！」シルバーが、あざけるような声こえでい返いかえした。「そんなわけないだろ。そんなもんは民謡みんよう集しゅうほどの価値かちもないな」

「そんなこともないだろ？」ディックときたら少すこしうれしそうに叫さけんだ。「でも、もってりゃいいこともありそうだ」

「そら、ジム、おまえにはおもしれぇだろ」シルバーはそう言いって、僕ぼくにその紙かみを渡わたしてくれた。

それはクラウン硬貨こうかほどの大おおきさの丸まるだった。裏うらは最後さいごのページだったので、白紙はくしだったが、表ひょうには黙示録もくしろくの一いち編へんか二に編へんの詩しがのっていた。そのなかでもこういう文句もんくが僕ぼくの心しんに響ひびいた。「犬いぬや殺人さつじん者しゃは除のぞいて」印刷いんさつされている側がわが炭すみで黒くろく塗ぬられていたが、すでにはげてきていて僕ぼくの指ゆびを黒くろくした。白紙はくしの方ほうには炭すみで「免職めんしょく」と一言いちげんかかれていた。僕ぼくはその紙かみを今いまでももっている。でも書かいてある文字もじのあとはほとんど残のこっておらず、一ひとつ傷きずがあるくらいで、まるで親指おやゆびの爪つめでつけたような傷きずだった。

その夜よるのさわぎは、それでおしまいだった。すぐに飲のんだりなんだりがあって、僕ぼくらは横よこになって寝ねた。シルバーの復讐ふくしゅうはたかだか、ジョージ・メリーを歩哨ほしょうにたたせて、心しんをいれかえろと死しぬほどおどすくらいのものだった。

僕ぼくはずいぶん長ながい間あいだ寝ねつかれなかった。そして神様かみさまだけが、僕ぼくにたくさん考かんがえることがあるのを知しっていた。僕ぼくはその午後ごごに人ひとを殺ころしたし、非常ひじょうに危険きけんな立場たちばに立たたされたし、そしてとりわけ、シルバーが見みせたすばらしい腕前うでまえ、片手かたてで海賊かいぞくたちを結束けっそくさせ、もう一方いっぽうの手てでできるかどうかは分わからないが、あらゆる手段しゅだんを使つかって自分じぶんの安全あんぜんをまもり、惨みじめな人生じんせいを救すくおうとしてるのをみた。シルバーはぐっすりと眠ねむりこみ、大おおきないびきをかいていた。僕ぼくの胸むねはシルバーのことを思おもうと痛いたんだ。悪わるいやつだが、彼かれをとりまいている暗澹あんたんたる危険きけんや待まち構かまえている首吊くびつりのことを思おもうと特とくにである。
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	仮釈放



宝島たからじま 第だい六ろく部ぶ 第だい三さん章しょう 仮釈放かりしゃくほう




僕ぼくが目めをさましたときには、全員ぜんいんが目めをさました。というのは戸口とぐちの柱はしらによりかかって寝ねていた見張みはりもおきあがったくらいだ。大おおきな通とおる声こえで、森もりの境目さかいめのところから僕ぼくらによびかける声こえがした。

「丸太まるた小屋こや！」その声こえは言いった。「医者いしゃがきたぞ」

そして先生せんせいが来きた。その声こえをきくだけでうれしかったが、僕ぼくのよろこびは複雑ふくざつなものだった。僕ぼくはどきどきしていたが、自分じぶんが命令めいれいに従したがわなかったことやこそこそと行動こうどうしたことを覚おぼえていたし、その結果けっかがどうなったかを、どんなやつらに囲かこまれ、どんな危険きけんに取とり囲かこまれたかを思おもうと、僕ぼくは先生せんせいに会あわす顔かおがなかった。

先生せんせいは、まだ暗くらいころに起おきたにちがいない。というのもまだ日ひは明あけてなかったから。僕ぼくはのぞき穴あなのところに走はしって行いき、外そとを見みた。そして先生せんせいがまるでいつかシルバーがそうしていたように立たっていて、きりが立たちこめる中なかに膝ひざまでつかっているのがわかった。

「さぁ、先生せんせい！　朝あさ早はやくからどうもどうも、先生せんせい！」シルバーはさけんだ。すっかり目めをさまし、そのときはずいぶん機嫌きげんもよさそうだった。「朝あさ早はやいが天気てんきもいい、たしかに。ことわざでいうとおりだ、早起はやおきは三文さんもんの得とくですな。ジョージ、どうか先生せんせいが柵しがらみをこえるのを手伝てつだってくれ、いいですぞ、先生せんせい、あなたの患者かんじゃは、みんないい調子ちょうしで元気げんきですよ」

そうしてシルバーは、片手かたてのわきに松葉杖まつばづえをはさみ、丸太まるた小屋こやのわきの丘おかの上うえまでぱたぱたと歩あるいて行いった。声こえも、態度たいども、表現ひょうげんもまさしくジョンそのものだった。

「わしらも先生せんせいをおどろかせますぜ」シルバーは続つづけた。「ここに小ちいさなよそものがいるんでさぁ、あいつです！　あいつ！　新あたらしい間借まがり人じんですぜ、先生せんせい、とっても元気げんきそうですがね。積荷つみに監督かんとく人じんみたいに寝ねてますぜ、そうです、ジョンの側がわでね。一いち晩ばん中ちゅう、わしらは枕まくらをならべて寝ねたんでさぁ」

リバシー先生せんせいは、このときまでには柵しがらみをこえて料理りょうり番ばんのすぐ近ちかくまできていた。そして、シルバーの言いうことをきき、声こえの調子ちょうしをかえるのが僕ぼくにも聞きこえた。「ジムかい？」

「まさしくジムでさぁ」シルバーは答こたえた。

先生せんせいは直立ちょくりつ不動ふどうの姿勢しせいをとり、一言ひとこともしゃべらなかった。動うごき出だすまでには数すう秒びょうかかったように思おもわれた。

「ふむ、ふむ」先生せんせいはとうとう口くちを開ひらいた。「仕事しごとが先さきで、お楽たのしみはその後ごだな。おまえさんが独ひとり言ごとでいうようにな、シルバー。おまえさんの患者かんじゃを全員ぜんいん診みてやろうじゃないか」

先生せんせいが丸太まるた小屋こやに入はいるとすぐに、僕ぼくの方ほうを険けわしい目めでちらっと見みたが、すぐに病人びょうにん相手あいてに仕事しごとをはじめた。先生せんせいは、こんな裏切うらぎりものたちの悪魔あくまに囲かこまれて、いわば髪かみの毛け一いち本ほんにしがみついているにもかかわらず自分じぶんの運命うんめいを知しっているかのように、なんら恐おそれを抱だいていないようだった。そしてまったくイギリスで家庭かていを訪問ほうもんしてふつうに診察しんさつするように、患者かんじゃに話はなしかけていた。先生せんせいの態度たいどは、僕ぼくが思おもうに、海賊かいぞくたちにも影響えいきょうを与あたえたと思おもう。というのは何なにもなかったようにやつらもふるまっていたからだ。まるで先生せんせいが今いまでも船医せんいで、やつらは忠実ちゅうじつな下級かきゅう船員せんいんであるかのように。

「とてもいいぞ、きみたち」先生せんせいは包帯ほうたいをまいた頭あたまの男おとこに言いった。「おまえほど危あやうく難なんをのがれたやつはいないぞ。おまえの頭あたまは、鉄てつみたいに固かたいにちがいない。よし、ジョージ、調子ちょうしはどうかな？　たしかにいい顔色かおいろだ。どうしておまえの肝臓かんぞうはさかさまなんだ。薬くすりをのんでるか？　こいつは薬くすりをのんでるかな、みんな？」

「アイ、アイ、サー。確たしかに薬くすりを飲のんでます」モーガンが返事へんじをした。

「というのも　わしが海賊かいぞくの医者いしゃというか、そう呼よびたければ監獄かんごくの医者いしゃといってもいいくらいのもんだからな」先生せんせいはほとんど楽たのしそうに言いった。「私わたしの名誉めいよにかけて、ジョージ国王こくおう“国王こくおうばんざい！”と絞首こうしゅ台だいにかけるのに、一人ひとりとして欠かかすわけにはいかんからな」

悪党あくとうどもは互たがいに顔かおを見合みあわせたが、この強烈きょうれつなあてこすりを静しずかに受うけ止とめるだけだった。

「ディックの調子ちょうしがわるいみたいです、先生せんせい」と一人ひとりが口くちを開ひらいた。

「どれどれ？」先生せんせいは答こたえた。「さぁ、ここにこい、ディック。舌したをみせてごらん。いいやもし気分きぶんがよかったら驚おどろくぞ！　この男おとこの舌したはフランス人じんを驚おどろかすにはばっちりだな、もう一人ひとり熱病ねつびょうだ」

「あぁ、そうだ」モーガンが言いった。「聖書せいしょを破やぶいたりするからだぞ」

「おまえのい方いかたをかりえば、このうえないほどばか者しゃだからだ」先生せんせいが答こたえた。「いい空気くうきと毒どくだらけの空気くうきの区別くべつもつかんのか、乾燥かんそうした土地とちと、ひどい伝染でんせん病びょうが蔓延まんえんしている沼地ぬまちとの区別くべつがな。私わたしが思おもうにはありそうなことだが、あくまで一ひとつの意見いけんだがな、おまえさんたちにはみな、マラリアにかからないようにしようって考かんがえはないのかい。沼地ぬまちでキャンプだって？　シルバー、おまえには驚おどろきだよ。ここにいる他ほかのやつらよりは、少すこしはかしこいと思おもったがな。健康けんこうについては基礎きその基礎きそもしらんとはまったく」

「よし」先生せんせいはひととおり薬やくをだして、みんなが薬くすりをのむと、それは本当ほんとうにいかにもおかしいといった風ふうで、血ちをながした犯罪はんざい者しゃの海賊かいぞくや反逆はんぎゃく者しゃというよりは慈善じぜん学校がっこうみたいなものだった。「よし、これでおしまいだ。それじゃあ、あのぼうやと話はなしをさせてもらおうか」

そして頭あたまでかるく僕ぼくの方ほうを示しめした。

ジョージ・メリーはドアのところにいて、なにかひどい味あじの薬くすりでものんだみたいにつばをはいたり、ぶつぶつこぼしていた。でも先生せんせいの申もうし出での最初さいしょの一言ひとことを聞きくなり、ひどく興奮こうふんしてドアをあけると、「だめだ！」とどなって悪態あくたいをついた。

シルバーは、空あいてる方ほうの手てで樽たるをたたいた。

「静しずかにしやがれ！」シルバーは一声いっせいほえると、ライオンのように自信じしんをもってジョージの方ほうを睨にらみつけた。「先生せんせい」と声こえの調子ちょうしをふつうにして続つづけた。「ちょっと考かんがえさせてくだせぇ、先生せんせいがこの坊ぼうやを気きに入いってるのは分わかってますからな。先生せんせいの親切しんせつには十分じゅうぶん感謝かんしゃしてますとも、知しってるように、先生せんせいを信頼しんらいしてますし、食事しょくじと同おなじように薬くすりものんでます。そんで全部ぜんぶおさまりがいいような方法ほうほうをとりたいんでさぁ。ホーキンズ、おまえの紳士しんしの名誉めいよに誓ちかって、おまえさんは紳士しんしなんだろ、生うまれはいやしくともな、誓ちかって逃にげないといえるか」

僕ぼくは、すぐに言いわれた通とおり約束やくそくした。

「それなら、先生せんせい」シルバーは言いった。「柵しがらみの外そとにでてくだせぇ、そこにいったなら、わしがこのぼうやを柵しがらみの内側うちがわまでつれて行いきまさぁ。柵しがらみごしに話はなしはできるでしょうや。いいんじゃないですか、先生せんせい。大だい地主じぬしさんやスモレット船長せんちょうにはわしらみんな、恩おんがあるからなぁ」

反対はんたいの大だい合唱がっしょうがすぐにでもおこりそうで、シルバーの鋭するどい目めでのにらみつけがそれを押おさえていたが、先生せんせいはすぐに丸太まるた小屋こやを離はなれた。シルバーは、両天秤りょうてんびんをかけているのを徹底的てっていてきに非難ひなんされていた。自分じぶんのためにそれぞれにいい顔がおをしていて、自分じぶんの側がわの仲間なかまや人質ひとじちの利益りえきを犠牲ぎせいにしていたことを非難ひなんされていたわけで、ある意味いみでは、それはまさにシルバーがしていたことそのものだった。僕ぼくにはあまりにそのことが明白めいはくだったので、今回こんかいはどうやってやつらの怒いかりをおさめるのか想像そうぞうもできなかった。でもシルバーは、残のこりのほかのやつを足たして２倍ばいくらいはすごいやつだった。昨晩さくばんの勝利しょうりがシルバーに有利ゆうりに働はたらいていたのである。シルバーは、みんなにおまえらは考かんがえられるかぎりのうすらぼけやろうだと言いい、そして僕ぼくが先生せんせいとはなすことは必要ひつようなんだと、やつらの目めの前まえで地図ちずをひらひらさせながら言いった。そしてまさに宝たからさがしをするその日ひに、約束やくそくをやぶるつもりじゃねぇだろうなと尋たずねたのだ。

「いいや、そんなことはさせねぇ！」シルバーは叫さけんだ。「時期じきがきたら約束やくそくをやぶるとも、でもそれまでは、先生せんせいをだまくらかしてやる。もしやつのブーツを、ブランデーでみがくはめになってもな」

それからシルバーは、やつらに暖炉だんろに火ひをつけるように命令めいれいして、ゆっくりと松葉杖まつばづえをもちだして、片手かたてを僕ぼくの方ほうにおき、さわいでいるやつらを置おいて、じっくり説得せっとくするというよりは弁舌べんぜつさわやかにごまかして静しずかにさせた。

「ゆっくりだ、ぼうや、ゆっくり」シルバーは言いった。「やつらはわしらが急いそいでいるとみたら、ぎらぎらした目めでわしらをとりかこむだろうよ」

それで僕ぼくらはとてもゆっくりと砂地すなじを、先生せんせいが柵しがらみの向むこうがわで待まっているところまで歩あるいて行いった。そして十分じゅうぶんに話はなしができるところまでくると、シルバーは立たち止どまった。

「ここまでつれてきたこともよく覚おぼえといてくだせぇ、先生せんせい」シルバーは言いった。「そんでこのぼうやが話はなすでしょうが、どうやってこいつの命いのちを救すくったかもね。あとそのために罷免ひめんされたことも、覚おぼえといてくだせぇ。先生せんせい、わしほど危あぶない目めにあったら、いわば命いのちをなげだしてですぜ。やさしい言葉ことばのひとつをかけてもいいとは思おもいませんかな？　今いまじゃわしの命いのちだけでなく、ぼうやの命いのちも取引とりひきに入はいっていることも憶おぼえておいてくだせぇ。そんでわしに正直しょうじきに話はなしてもらって、先生せんせい、お願ねがいげぇですから、少すこしでも希望きぼうのもてることをお願ねがいしますぜ」

シルバーはいったん外そとにでて、味方みかたと丸太まるた小屋こやに背せをむけると人ひとが変かわったようだった。ほおはくぼみ、声こえはふるえ、まるでこれほど真摯しんしな人ひとはいないくらいのものだった。

「どうしたんだ、ジョン、何なにが怖こわいんだ？」リバシー先生せんせいはたずねた。

「先生せんせい、わしは臆病おくびょうものじゃねぇ、決けっしてそんなことはねぇ！」そういってシルバーは指ゆびをならした。「臆病おくびょうものなら、こんなことは言いわねぇからな。でも正直しょうじきにいえば、わしは絞首こうしゅ台だいが怖こわいんでさぁ。あんたはいい人じんで正直しょうじきだ。わしはあんたみたいにいい人じんはみたことねぇ！　そんでわしがやったいいことを忘わすれねぇでくだせぇ、悪わるいことも忘わすれはしないでしょうが。わしは脇わきへよけてますよ、あなたとジムだけにしますや。このことも憶おぼえておいてくだせぇ、できるかぎりのことですぜ、そうですとも！」

そういって、シルバーは少すこし後うしろにさがった、その位置いちではシルバーは何なにも聞きくことは出来できまい。そして切きり株かぶにこしをかけて、口笛くちぶえをふきはじめた。そしてときどき僕ぼくや先生せんせいの方ほうをみたり、不ふ従順じゅうじゅんな部下ぶかの方ほうをみるためにくるりと座すわりなおしていた。部下ぶかたちは砂地すなじのところを丸太まるた小屋こやとたきびの間あいだで、豚肉ぶたにくやパンで朝食ちょうしょくをつくるために行いったり、来きたりしていた。

「さぁ、ジム」先生せんせいは悲かなしげにいった。「君きみはここにいたのか。自分じぶんで酒さけを醸造じょうぞうして、自分じぶんで飲のむようなもんだ。確たしかに私わたしは君きみを責せめるつもりはないよ、でもあえていっておきたい、親切しんせつか不親切ふしんせつかは別べつとしてもね。スモレット船長せんちょうが元気げんきだったときは、君きみは逃にげ出だそうとはしなかった。船長せんちょうがけがをしてどうにもならなくなったら逃にげ出だすなんて、本当ほんとうに、あまりに卑怯ひきょうじゃないか！」

僕ぼくはこれを聞きいて、そこで泣なき出だしてしまった。「先生せんせい」僕ぼくは行おこなった。「許ゆるしてください。十分じゅうぶんに自分じぶんを責せめてます。どちらにせよ僕ぼくの命いのちはないも同然どうぜんです。シルバーが僕ぼくの味方みかたになってくれなかったら、僕ぼくはいまごろ死しんでただろうし。先生せんせい、でもこれだけは信しんじてください。僕ぼくは死しんでもかまいません。僕ぼくはそうするのがお似合にあいだといってもいいくらいなんです。でも怖こわいのは拷問ごうもんなんです。もし僕ぼくを拷問ごうもんすると、」

「ジム」先生せんせいは口くちをはさんだ。その声こえの調子ちょうしは変かわっていた。「ジム、そんなことには耐たえられん。抜ぬけ出だそう、抜ぬけ出だして逃にげて行いこう」

「先生せんせい」僕ぼくは言いった。「僕ぼくは約束やくそくしました」

「わかってる、わかってる」先生せんせいはさけんだ。「どうしようもないんだ、今いまはね。いっさいがっさい私わたしのせいにしてくれていい、非難ひなんも恥はじもね。でもこのままここには置おいておけないよ。飛とび越こえるんだ！　ひとっとびで、外そとに出でれるんだ。さぁ、かもしかみたいに逃にげ出だすんだ」

「いいえ」僕ぼくは答こたえた。「先生せんせいだってご自分じぶんではそんなことをしないのは、知しっておられるじゃないですか。先生せんせいも大だい地主じぬしさんも船長せんちょうもそうはしない、僕ぼくだってそんなことはできません。シルバーは僕ぼくを信頼しんらいしてくれてるんです。僕ぼくは約束やくそくしました、もどります。でも、先生せんせい、まだ話はなしは終おわりじゃないんです。もしやつらが僕ぼくを拷問ごうもんにかけたら、船ふねがどこにあるかをもらすかもしれないんです。僕ぼくは船ふねを手てに入いれたんです。幸運こううんだったし、危険きけんもおかしたけれど、船ふねは北浦きたうらの南浜みなみはまにあって、高潮こうちょう線せんのすぐ下かです。半はん潮しおならぜんぜん水みずにはつかっていないと思おもいます」

「船ふねだって！」先生せんせいはさけんだ。

僕ぼくは急いそいで先生せんせいに僕ぼくの冒険ぼうけんを話はなし、先生せんせいは黙だまって僕ぼくの話はなしを聞きいていた。

「運命うんめいみたいなものがあるな」僕ぼくが話はなし終おわると先生せんせいはもらした。「事態じたいがすすむごとに、私わたしたちの命いのちを救すくってくれるのは君きみなんだから。それなのにひょっとして、私わたしたちが君きみを見殺みごろしにするなんて思おもってるんじゃないだろうね。それじゃああまりに割わりにあわないだろう。君くんは水先案内みずさきあんない人じん、そうベン・ガンを見みつけた。君きみが今いままでしたことの中なかでは、一番いちばんいいことだったよ、いやいいことになるだろうよ。たとえ９０才さいまで生いきることになってもね。そう、神かみにかけて。ベン・ガンについて言いっとこう！　まったく本当ほんとうにすごいやつだよ。シルバー」先生せんせいはさけんだ。「シルバー！　私わたしは一ひとつ忠告ちゅうこくさせてもらうよ」先生せんせいは、料理りょうり番ばんが近ちかづいてくると話はなしをつづけた。「宝たからさがしはあまり急いそいでやらない方ほうがいいぞ」

「どうしてですかい、できるかぎりはしてみますが、難むずかしいですな」シルバーは言いった。「お言葉ことばですが、わしには宝たからさがしでしか、わしとぼうやの命いのちを救すくえないんですよ。わかってくださるでしょう」

「そうだな、シルバー」先生せんせいは答こたえた。「もしそうなら、もう少すこし言いっておこう。宝物ほうもつを見みつけたときには、危険きけんにそなえるんだな」

「先生せんせい」シルバーは言いった。「男おとこと男おとこのあいだの話はなしとしたら、わけがわかりませんよ。あなた方かたが何なにを目的もくてきとしてるのか、なぜ丸太まるた小屋こやを離はなれたのか、なぜ地図ちずをわしに渡わたしたのか、わしにはわからんのです。でもわしは目めをつぶらされて希望きぼうの言葉ことばの一ひとつもなしに、あんたがたの言いうとおりにしたんですからな。でももうたくさんです。もしあんたがたがどうしようと思おもってるか素直すなおにいってくれないなら、そういってください。わしもかじを離はなしますぜ」

「いいや」先生せんせいはじっくり考かんがえながら言いった。「これ以上いじょう私わたしにはいえないんだよ。それは私わたしの秘密ひみつじゃないんだ、わかるだろシルバー。でも言いえる事ことは言いっとくよ。でも思おもい切きって言いえる分ぶんだけだよ、ほんの少すこしだ。船長せんちょうに怒おこられるからな！　第だい一いちにすこしばかり希望きぼうの光ひかりをやろう。シルバー、もし私わたしたちが２人ふたりともこのおおかみの罠わなから逃にげ出だせたら、おまえを救すくうためにも全力ぜんりょくを尽つくしてやるよ、もちろん偽証ぎしょうはできないがな」

シルバーの顔かおは明あかるくなった。「それ以上いじょういわないでくだせぇ。わかりますぜ、わしの母親ははおやでもそれ以上いじょういえないでしょうよ」シルバーはさけんだ。

「さて、それが最初さいしょの譲歩じょうほだ」先生せんせいはつけくわえた。「第だい二にに一言ひとこと、忠告ちゅうこくだ。そのぼうやをいつも手近てぢかにおいとくんだ。助たすけが必要ひつようなら、大声おおごえをだせ、すぐに駆かけつけるから。私わたしがいいかげんなことを言いっているかは、それでわかるだろうよ、じゃあな、ジム」

そしてリバシー先生せんせいは僕ぼくと柵しがらみごしに握手あくしゅして、シルバーにはうなずいて、森もりへ足早あしばやに消きえていった。
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「ジム」シルバーは僕ぼくらだけになったときに言いった。「もしわしがおまえの命いのちを救すくったなら、今度こんどはおまえがわしの命いのちを救すくったわけだな。わしはそのことを忘わすれねぇ。わしは先生せんせいがおまえに逃にげようと言いってるのが見みえたんだ、目めの端はしでね。わしはおまえが断ことわってるのも、聞きこえるくらいはっきり見みえたんだ。ジム、おまえに一ひとついっておきてぇ。これが最初さいしょの希望きぼうの光ひかりだよ、攻撃こうげきに失敗しっぱいして以来いらいはじめてのな、おまえのおかげだ。そんで、ジム、わしらはさしあたって宝たからさがしに行いかなきゃならねぇ。封緘ふうかん命令めいれいみたいなもんだ、わしには気きにいらねぇが。おまえとわしは一緒いっしょにいなきゃいけない、背中合せなかあわせみたいなもんだよ。そんでわしらはお互たがいの首くびを、どんなことがあろうが守まもろうじゃないか」

ちょうどそのとき一いち人にんの男おとこが、たきびのところから朝食ちょうしょくの準備じゅんびができたと声こえをかけた。僕ぼくたちはすぐに砂地すなじのそこらに腰こしかけ、ビスケットや揚あげたなんやかんやを食たべた。やつらは雄お牛うしを丸焼まるやきにするくらいの火ひをおこしていた。そしてあまりに熱あつくて、風上かざかみからしか近ちかづけないくらいで、風上かざかみから近ちかづくときも用心ようじんしなければならなかった。まったく同おなじような無駄むだが、料理りょうりするときにもみられた。僕ぼくが思おもうに食たべられる３倍ばいの量りょうは調理ちょうりされていたのだ。するとそのうちの一人ひとりが、乾かわいた笑わらいをうかべ、残のこったものを火ひの中なかにくべた。ふつうと違ちがうものがくべられて、ふたたび火ひはもえあがり炎えんをあげた。僕ぼくは生いきててこれほど明日あしたのことを考かんがえない男おとこたちは見みたことがなかった。やつらのやり方かたを説明せつめいすれば、その日ひ暮くらしとしかいいようがない。食たべ物ものは無駄むだにするは、見張みはりは寝ねているで、こぜりあいは大胆だいたんでやってのけるけど、こんなようすじゃキャンプが長ながく続つづくようなことにはやつらは全まったく向むかないことは僕ぼくにはよくわかった。

シルバーでさえ、食たべ散ちらかして、肩かたにはフリント船長せんちょうをとまらせ、やつらのむとんちゃくには一言ひとことも文句もんくをいわなかった。そして同おなじくらい驚おどろいたのは、このときシルバーが示しめした態度たいどがいままで見みたこともないほどずるいものだということだった。

「ほら、おまえら」シルバーは言いった。「バーベキューがおまえらのためにこの頭あたまで考かんがえてやるなんて、おまえらは幸運こううんだぞ。わしはわしが欲ほしいものを手てに入いれるんだ。絶対ぜったい、やつらは船ふねを持もっている。どこにあるのか、わしには分わからん。でもわしらが宝物ほうもつを手てに入いれたら、船ふねを飛とび回まわって探さがし当あてればいい。それから、おまえら、わしらはボートを持もってる分ぶん有利ゆうりだろ」

そしてシルバーは、口くちの中なかを熱あついベーコンでいっぱいにして続つづけた。シルバーは、やつらの希望きぼうと自信じしんをとりもどした。そして僕ぼくが思おもうに、同時どうじに自分じぶんの希望きぼうと自信じしんをもとりもどしたのだ。

「人質ひとじちについてはな」シルバーは続つづけた。「このぼうずが好すきなやつらと話はなすのも、あれが最後さいごじゃねぇか。わしは少すこしばかり知しってることもあるんだ、このぼうずに感謝かんしゃしないとな。でももう終おわりだし、終おわったんだ。宝たからさがしに行いくときには、このぼうずをロープでつないで行いこう。なんでかって、なんかあったときに、憶おぼえとけよ、そのときにはこのぼうずも金かねみたいなもんだからな。船ふねや宝たからものを両方りょうほう手しゅにいれて、楽たのしい仲間なかまと海うみにでさえすれば、ホーキンズ君くんも説とき伏ふせてみて、そうしよう、わしらは確たしかに親切しんせつにやつにも分わけ前まえを分わけてやろう」

男おとこどもが上機嫌じょうきげんなのには、なんの不思議ふしぎもなかった。僕ぼくについていえば、恐おそろしくて下したを向むいていた。シルバーが今いま言いったような計画けいかくが可能かのうなことがわかれば、二に重じゅうの裏切うらぎり者ものなのだから、その計画けいかくを採用さいようするのになんのためらいもなかっただろう。両方りょうほうの陣営じんえいにまだ足あしをかけていたのだった。そしてせいぜいが単たんにはだか一貫いっかんで首吊くびつりから逃にげ出だすわれわれの陣営じんえいより、宝物ほうもつと自由じゆうがある海賊かいぞくたちの陣営じんえいの方ほうを選えらぶことは、疑うたがいもなかった。

いや、たとえリバシー先生せんせいとの約束やくそくを守まもらなければならないはめにおちいったとしても、僕ぼくらにも大変たいへんな危険きけんがあるわけだ！　シルバーの部下ぶかの疑惑ぎわくが確たしかなものとなって、シルバーと僕ぼくが命いのちをかけて戦たたかわなければならないとしたら、どんなことになるのだろう！　シルバーは片足かたあしだし、僕ぼくは子供こどもで、あの５人にんの屈強くっきょうなすばしっこい海うみの男おとこたちと戦たたかわなければならないのだ。

この二に重じゅうの不安ふあんにくわえて、味方みかたの行動こうどうも依然いぜんとして謎なぞだらけだった。柵しがらみをでていったことも、海図かいずの件けんも説明せつめいがつかないし、先生せんせいのシルバーへ最後さいごの警告けいこく「宝物ほうもつをみつけたときには、危険きけんにそなえるんだな」も全まったく理解りかいできなかった。そして僕ぼくが朝あさご飯はんを食たべていてもろくろく味あじもせず、どんな不安ふあんな気持きもちをいだいて宝たからさがしに出でかけたのか、すぐにわかってもらえるだろう。

だれかがそこにいて僕ぼくらの姿すがたをみたら、とても奇妙きみょうに見みえたことだろう。全員ぜんいん薄うす汚よごれた船員せんいん服ふくを着きて、僕ぼく以外いがいのみんなは完全かんぜん武装ぶそうしていた。シルバーは二に丁ちょうの鉄砲てっぽうを、一丁いっちょうは前まえに一いち丁ちょうは後うしろにつけ、大おおきな短剣たんけんを腰こしに、四角しかくいすその上着うわぎの一ひとつのポケットに一ひとつのピストルをいれていた。その奇妙きみょうな格好かっこうの仕上しあげとしては、フリント船長せんちょうが肩かたにとまって、なんやかんやと意味いみのない船乗ふなのり言葉ことばをしゃべくりちらかしていた。僕ぼくは腰こしにロープをつけて素直すなおに料理りょうり番ばんのあとをついていった。料理りょうり番ばんはロープの端はしを空あいてる手てか、強つよく口くちでくわえてるかしていた。まったく、僕ぼくは踊おどるクマの見みせ物ものといった風ふうだった。

他たの男おとこたちはいろいろな荷物にもつを背負せおっていた。何人なんにんかはつるはしやショベル、というのもそれがやつらがヒスパニオーラ号ごうから持もち出だしたまさに必需ひつじゅ品ひんだったのだから。他たには昼食ちゅうしょくに豚肉ぶたにく、パン、ブランデーをもっていた。僕ぼくがみるところではそれらの貯蔵ちょぞう物ぶつは、みんな僕ぼくらの貯蔵ちょぞう物ぶつだったもので、前まえの晩ばんにシルバーが言いったことは本当ほんとうであることがわかった。もしシルバーが先生せんせいと取引とりひきをしなかったなら、反逆はんぎゃく者しゃたちは、船ふねもなくなってしまったので、清水しみずをのみ、狩かりをして生いき延のびるほか仕方しかたがなかったにちがいない。水みずはやつらの口くちにはあわなかった。船員せんいんというものは、たいてい射撃しゃげきも上手うまくないものだ。それにもまして、食たべ物ものがこんなに不足ふそくしているのに、火薬かやくがどっさりあるということもありそうにはないことだったが。

このように装備そうびをして、僕ぼくらは出発しゅっぱつした。頭あたまにけがをしたものまで、日陰ひかげにいなければならないはずなのに一緒いっしょに来きて、ばらばらに一人ひとり一いち人にん浜はままで、２ふたつのボートがあるところまでやってきた。このボートをみても海賊かいぞくたちがよっぱらってばか騒さわぎをしたあとがあり、１ひとつは腰こしをかける横木よこぎが壊こわれていて、両方りょうほうともどろが中なかに入はいっており、水みずもかいだしてなかった。安全あんぜんのために二に艘そうとも持もっていくこととなり、二に手てにわかれて僕ぼくらは停泊ていはく所しょの水面すいめんにこぎだした。

ボートを岸きしによせると、地図ちずの見みかたで多少たしょう議論ぎろんが起おこった。赤あかい十字じゅうじはもちろん案内あんないの印しるしとしては大おおきすぎたのだ。そして裏うらに書かかれている言葉ことばは、次つぎに示しめすように、いくぶんあいまいなところがあった。憶おぼえているだろうか、こう書かかれていた。

北きた北東ほくとうより１ポイント北きたの、望遠鏡ぼうえんきょうの丘おかの肩かたの部分ぶぶん、高たかい木き
どくろの島しまの東南東とうなんとうより東ひがし10フィート

高たかい木きが目立めだつ目標もくひょうだった。そして僕ぼくらの正面しょうめんでは、停泊ていはく所しょが２００から３００フィートの高たかさの高原こうげんに接せっしていて、北きたのほうには望遠鏡ぼうえんきょう山やまの南みなみの肩かたの傾斜けいしゃにつながっていた。そして南みなみの方ほうへはのぼっていて、荒地あれちでけわしい高地こうち、そこは後こうマスト山やまとよばれている場所ばしょだった。この高原こうげんの頂上ちょうじょうには、点々てんてんとまばらにさまざまな高たかさの松まつの木きが生はえていた。あちらこちらに、異ことなった種類しゅるいの木きが４０から５０フィートも他たの木きよりもたかくそびえているので、そのどれがフリント船長せんちょうのいうあの「高たかい木き」なのか、その場所ばしょに行いって、コンパスをみてみるしかなかった。

ただそんな事情じじょうだったのだが、船ふねに乗のって、半分はんぶんも行いかないうちからそれぞれで自分じぶんで好すきな木きを選えらんでる始末しまつだった。ロング・ジョンだけが肩かたをすくめて、行いくまで待まてと命令めいれいをくだした。

僕ぼくらはシルバーの命令めいれいで漕こぎ手しゅをつかれさせないように、ゆっくりこいだ。そしてずいぶん長ながい間あいだこいだあと、２本ほん目めの川かわの河口かこうに、望遠鏡ぼうえんきょう山やまの森もりの割われ目めをくだってくる川かわの河口かこうに上陸じょうりくした。そこから、左ひだりへとまがって、僕ぼくらは高原こうげんへの坂さかを登のぼりはじめた。

はじめは、重おもいぬかった地面じめんで、足あしをもつれさせる沼地ぬまちに生はえている植物しょくぶつのせいで、なかなか前まえに進すすめなかった。でも少すこしずつ、山やまはけわしく、足元あしもとは石いしころになり、森もりもその植生しょくせいをかえ、より開あけた土地とちにやってきた。特とくに今いま近ちかづきつつあるのは、この島しまでも一番いちばん気持きもちのいい場所ばしょだった。香かおりが強つよいエニシダや花はなをたくさんつけた低木ていぼくが、草くさにとってかわっていた。緑みどりの濃こいナツメグがあちこちに、赤あかい幹みきで大おおきな影かげをつくっている松まつの木きとともに点在てんざいしていた。そしてナツメグの香かおりが、松まつの木きの香かおりと混まじっていた。空気くうきはさわやかで、かすかに風ふうがふいていて、そして強つよい日ひざしのもとで、とても気持きもちよく感かんじられた。

一いち行ぎょうはおうぎ型がたにひろがって、大声おおごえをあげてあちこちに飛とび回まわっていた。真まん中なかに他たの者ものよりだいぶ遅おくれて、シルバーと僕ぼくがあとに続つづいていた。僕ぼくはロープでしばられ、シルバーは息いきをきらして、すべりやすい砂利じゃりの上うえで足あしをひきずっていた。ときどき実際じっさい、僕ぼくはシルバーに手てをかしてやらなければならなかった。そうしなかったら、シルバーは足あしをすべらして、山やまから転ころがり落おちてしまったにちがいない。

僕ぼくらはこうして半はんマイルも進すすんだだろうか、高原こうげんの頂上ちょうじょうに近ちかづいていたときに、一番いちばん左ひだりにいた男おとこが、まるで怖こわ気きづいたように大声おおごえをだした。つづけさまに叫さけんだので、他たのものもその方向ほうこうに走はしっていった。

「宝たからをみつけたはずはねぇな」モーガンは、右みぎから僕ぼくらを追おい越こしてそう言いった。「もっとてっぺんにあるはずだからな」

実際じっさい、僕ぼくらもその場所ばしょに行いって見みてみると、それは宝たからとは似にても似につかないものだった。とても大おおきな松まつの木きの足元あしもとに、緑みどりのつる草くさにうもれて、人ひとの骸骨がいこつがぼろきれの衣服いふくと地面じめんにあり、つる草くさでいくぶん骸骨がいこつがもちあがっていたのだった。少すこしの間あいだは、みんなぞっとしたと僕ぼくは思おもう。

「船乗ふなのりだな」ジョージ・メリーが言いった。他たのものより大胆だいたんだったので、近ちかくまでいってぼろきれの服ふくを調しらべたのだ。「少すくなくとも、上等じょうとうの船員せんいん服ふくだな」

「そうだな、そうだろう」シルバーは言いった。「そんなもんだろうよ。僧正そうじょうの服ふくが見みつかるとでも思おもってるんじゃねぇだろうな。わしが思おもうに、この骨ほねの位置いちはどうだろう？　自然しぜんとはいえねぇな」

本当ほんとうに、もう一度いちど見みてみると、その死体したいが自然しぜんな位置いちにはとうてい見みえなかった。でも多少たしょう乱みだれているのを別べつにすれば（それはたぶん鳥とりがついばんだか、つる草くさが徐々じょじょに死体したいを包つつんだのだろう）、その男おとこはまっすぐに横よこたわっていた。両足りょうあしはある方向ほうこうをさしており、両手りょうては水みずに飛とび込こむように足あしとは正せい反対はんたいの方ほうを指さしていた。

「わしのまぬけな頭あたまでも、一ひとつ思おもいついたことがあるぞ」シルバーは言いった。「ここにコンパスがある。どくろ島とうの頂上ちょうじょうが出でっ歯ぱみたいになってる。方位ほういを測はかってくれ、この骸骨がいこつにそってな」

そうしてみると、果はたして死体したいは島しまの方ほうを指さしていて、コンパスは東南東とうなんとうの東ひがしを指さしていた。

「そうだとおもったぜ」料理りょうり番ばんは叫さけんだ。「これが指さししてるんだ。ここをまっすぐのばすと、北極星ほっきょくせいとお宝たからがあるって具合ぐあいだな。まったく！　フリントのことを考かんがえると、背筋せすじが寒さむくなるぜ。やつの冗談じょうだんだ、間違まちがいねぇ。やつと６人にんでここに来きたんだ。やつが６人にんを殺ころし、全員ぜんいんだ。それからこいつをここまで引ひきずってきて、コンパス通どおりに横よこたわらせたんだ、まったく！　この骸骨がいこつは背せが高たかいな、髪かみは黄色きいろか。そうだ、アラダイスじゃねぇか。アラダイスだと思おもわねぇか、トム・モーガン？」

「そうだな、やつだ」モーガンは答こたえた。「憶おぼえてるぜ。金かねを貸かしてたんだ、そうだ。そんでわしのナイフも陸ろくに持もち出だしたんだぞ」

「ナイフのことは、」他たの男おとこがいった。「どうしてナイフが転ころがってないんだろう？　フリントは船員せんいんのポケットをさぐるような男おとこじゃないがな。そして鳥とりだってあんなもんは持もっていかないだろうに」

「確たしかに、そのとおりだ！」シルバーは叫さけんだ。

「ここには何なにひとつ残のこってねぇな」メリーはまだ、骨ほねのまわりをさぐりながら言いった。「銅貨どうかの一いち枚まいもタバコ入いれさえねぇ。どうも不自然ふしぜんだな」

「ないな、確たしかに。そのとおりだ」シルバーも同意どういした。「不自然ふしぜんだ、良よくない感かんじだな。まったく！　おまえたち、でもフリントが生いきてたら、おまえらにもわしにもさぞかしひどいことになっただろうなぁ。やつらも６人にん、わしらも６人にんだ。そんでやつらは今いま、骨ほねになってるわけだしな」

「フリントの死しに際ぎわならこの目めでみたぜ」モーガンが言いった。「ビリーが俺おれを中なかに入いれたんだ。そこでフリント船長せんちょうが横よこになっていて、目めには銅貨どうかをのっけてたんだ」

「死しんでた、確たしかにやつは死しんでた、もうあの世よに行いっちまった」頭あたまに包帯ほうたいを巻まいた男おとこが言いった。「でも、もし幽霊ゆうれいが歩あるくとしたら、フリントの幽霊ゆうれいは歩あるくだろうな。かわいそうに、悪わるい死しに方かたしたからな、フリントは！」

「そうだな、そのとおりだ」他たのものも言いった。「怒おこったとおもえば、ラムをもってこいとどなって、歌うたったりしたからなぁ。“１５人にん”が十八番じゅうはちばんだったな。本当ほんとうのことをいえば、あの歌うたを聞きくのはそれ以来いらい好すきじゃねぇぜ。暑あつい日ひで窓まどが開ひらいてて、あの歌うたがはっきりと聞きこえてきて、あの人ひとはもう死しにかけていたんだ」

「やれやれ」シルバーは言いった。「そんな話はなしはやめとけ。やつは死しんだ。そんで歩あるきもしねぇ、わしがよくわかってる。少すくなくとも昼間ひるまはぜってぇに歩あるかねぇよ。心配しんぱいは猫ねこも殺ころしちまうからな。ダブルーン金貨きんかを目指めざして前進ぜんしんだ」

僕ぼくらは確たしかに出発しゅっぱつした。でも照てりつける太陽たいようやぎらぎらとした日ひの光ひかりにもかかわらず、海賊かいぞくたちはもう森もりの中なかをばらばらになって走はしったり、大声おおごえをあげたりはしなかった。並ならんで息いきをひそめて話はなしをしていた。あの死しんだ海賊かいぞくの恐怖きょうふが、身みにしみていたのだ。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	宝さがし　木々にこだまする声



宝島たからじま 第だい六ろく部ぶ 第だい五ご章しょう 宝たからさがし　木々きぎにこだまする声こえ




この恐怖きょうふに影響えいきょうされてだろうか、シルバーや病気びょうきのやつを休やすませるためもあって、一いち行ぎょうは上のぼり坂ざかの頂上ちょうじょうにつくとすぐに座すわり込こんだ。

高原こうげんは西にしの方ほうへ傾かたむいていたが、僕ぼくらが座すわっていた場所ばしょはどちらの側がわにも見晴みはらしがきいた。僕ぼくらの前方ぜんぽうには、木きのてっぺんをこえて、波なみがうちよせている森もりの岬みさきが見みえた。後うしろには、停泊ていはく所しょやどくろ島とうだけでなく、東ひがしの方ほうに砂州さすと東ひがしの低地ていちのはるか向むこうに、はるかなる外海そとめが見みおろせた。僕ぼくらのはるか上じょうには望遠鏡ぼうえんきょう山やまがそびえ、松まつが点在てんざいし、絶壁ぜっぺきで影かげになったりしていた。島しまの至いたる所ところから聞きこえる遠とおくで波なみが砕くだける音おとと無数むすうの虫むしが低木ていぼくの中なかでなく声こえ以外いがいは、何なにも音おとはしなかった。人ひとひとりおらず、海うみには船ふねひとつ見当みあたらなかった。風景ふうけいの広大こうだいさが、いっそう孤独こどく感かんをそそった。

シルバーは座すわりながら、自分じぶんのコンパスで方位ほういを測はかっていた。
「“高たかい木き”は３本ほんある」シルバーは言いった。「どくろ島とうから一直線いっちょくせんのあたりにはな。“望遠鏡ぼうえんきょう山やまの肩かた”はわしが思おもうにあの低ひくくなったあたりだろうな。ものを見みつけるのは子供こどもの遊ゆうびみてぇなもんだ。先さきに、はらごしらえをしとくか」

「腹はらはすいてねぇ」モーガンはうなった。「フリントのことを考かんがえたら、へるもんもへらねぇよ」

「あぁ、でも、やつが死しんでるのをありがたく思おもわねぇと」シルバーは言いった。

「やつは醜みにくい悪魔あくまだったな」別べつの海賊かいぞくは身震みぶるいしながら言いった。「あの顔かおが青あおいことといったら」

「ラムのせいだな」メリーがつけくわえた。「青あおかった、うん、思おもい出だしても青あおかった。まさにそのとおりでぇ」

骸骨がいこつをみつけて、そんなことを考かんがえるようになってから、やつらの話はなし声ごえはだんだん小ちいさくなり、ほとんどささやくくらいだった。だからやつらの話はなし声ごえが、森もりの静寂しじまをやぶることはなかった。そこにとつぜん、僕ぼくらの正面しょうめんの木々きぎのまんなかから、弱々よわよわしい、高たかいふるえるような声こえでふしも歌詞かしもよく知しっているあの歌うたが聞きこえてきた。

死しんだやつの衣装いしょう箱ばこに十じゅう五ご人にん
ヨーホー、ヨーホー、ラム酒しゅを一本いっぽん！

そのときの海賊かいぞくたちほどびっくりぎょうてんした大人おとなは、僕ぼくはみたことがない。やつらの顔色かおいろといったら、魔法まほうをかけられたみたいにさぁーと青あおざめた。飛とび上あがったものもいたし、他たのものにだきつくものもいた。モーガンは地面じめんにはいつくばった。

「フリントだ、たし！」メリーは叫さけんだ。

その歌うたは始はじまったとき同様どうよう、突然とつぜん止とまったというか、打うち切きられた。まるで口くちを開ひらいている途中とちゅうに、歌うたっているものの口くちを手てでふさいだかのようだといえるかもしれない。緑みどりの木々きぎのさわやかで陽気ようきな雰囲気ふんいきのなかを、僕ぼくが思おもうにはその歌うたは陽気ようきに楽たのしく響ひびいたが、海賊かいぞくたちはそうは思おもわなかったようだ。

「さて」シルバーが青あおざめた唇くちびるをようやく開ひらきながら、言いった。「よくないな。立たち止どまって調しらべて見みよう。その前まえにラムだ、そんであの声こえが誰だれだかはわからねぇ。でも誰だれかがふざけてるんだ。生いきて血ちのかよった誰だれかがな、それは間違まちがいねぇ」

シルバーはしゃべっているうちに勇気ゆうきをとりもどし、それにともなって顔かおにも血色けっしょくがもどってきた。すでに他たのものもこのはげましの言葉ことばを耳みみにして、我がにかえりつつあった。と、そのとき同おなじ声ごえがふたたび響ひびき渡わたった。今度こんどは歌うたうのではなく、遠とおくからかすかに呼よびかけるような声こえで、望遠鏡ぼうえんきょう山やまの裂さけ目めに響ひびき渡わたる声こえだった。

「ダービー　グラウ」とその声こえは叫さけんだ。その声こえを表あらわすとすればまさしく「ダービー　グラウ！　ダービー　グラウ！」としかいいようがなく、何なん回かいも何なん回かいも響ひびき渡わたった。そして少すこし上じょうの方ほうで、僕ぼくには聞きくにたえない悪態あくたいが「ラムをよこせ、ダービー！」と聞きこえてきた。

海賊かいぞくたちは根ねでも生はえたかのように立たちすくんだ。やつらの目めは頭あたまから飛とび出だしそうだった。声こえが止やんだ後のちもずっとやつらは黙だまって、恐おそれおののきながら前方ぜんぽうを見みつめていた。

「だめだ！」と一人ひとりがあえぎながらいった。「帰かえろうぜ」

「それがやつの最後さいごの言葉ことばだった」モーガンはもらした。「船ふねでの最後さいごの言葉ことばだったんだ」

ディックは聖書せいしょをもちだし、熱心ねっしんに祈いのった。ディックは海うみに出でて悪わるい仲間なかまに入はいる前まえは育そだちがよかったのだ。

ただ、シルバーは不屈ふくつの精神せいしんをもっていた。僕ぼくはシルバーの歯はがガタガタなるのが聞きこえ、やつは降伏ごうぶくなんてとんでもないといった風ふうだった。

「この島しまにダービーのことを聞きいたやつはいねぇ」シルバーはぶつぶつこぼした。「あそこにいるやつを除のぞいてはな」そして頭あたまをひねりにひねって、「みんな」と呼よびかけた。「わしは宝たからを手てにいれるためにここにいる。悪魔あくまにだって負まけるもんかい。わしはフリントが生いきてるときでさえ恐こわくなかったぞ、誓ちかいってな、わしは死しんでるフリントとも顔かおをあわせてもいいぜ。ここから１／４マイルも行いかないところに７０万まんポンドがあるんだぞ。成金なりきんやろうが」

しかし勇気ゆうきをふるいおこしてシルバーに続つづこうとするものは現あらわれなかった。むしろ実際じっさいには、シルバーの無礼ぶれいな言葉ことばにやつらは恐おそれを増ましたくらいだった。

「やめろよ、ジョン！」メリーが言いった。「幽霊ゆうれいにたてつくのは」

そして残のこりのものは、怖気おじけづいて返事へんじもできなかった。勇気ゆうきがあればとっとと逃にげ出だしていたことだろう。でも恐こわくて固かたまっているだけで、ジョンの側がわに一団いちだんとなっていた。まるでジョンの勇気ゆうきがみなを救すくってくれるとでもいうように。

「幽霊ゆうれいだって？　ふん、そうかもしれねぇな」シルバーは言いった。「でもわしには一ひとつはっきりしねぇことがある。木霊こだまが聞きこえたなぁ。でも、影かげのある幽霊ゆうれいを見みたやつはいねえぞ、それなら、木霊こだまがある幽霊ゆうれいもいねぇだろ、わしは聞ききてぇ。それは自然しぜんじゃない、そうだろ？」

そのすじは、僕ぼくにはいささか弱よわいように思おもえた。でもなにが迷信めいしん家かに影響えいきょうを与あたえるか分わからないもので、不思議ふしぎなことに、ジョージ・メリーが一番いちばん落おち着ついたのだった。

「うん、そうだな」ジョージは言いった。「確たしかに頭あたまがついてるや、ジョン。間違まちがいねぇ。針路しんろをかえろ！　この船員せんいんのやり方かたは間違まちがってるぞ。うん、考かんがえてみようじゃねぇか。あれはフリントの声こえに似にてたようだが、思おもうに、そっくりってわけじゃなかった。だれか他たのやつの声こえみたいだったなぁ、そう、」

「そうだ、ベン・ガンだ！」シルバーがほえた。

「そうだ、そのとおりだ」モーガンがひざまづいている姿勢しせいから飛とび上あがりながら叫さけんだ。「ベン・ガンにちげぇねぇ！」

「たいした違ちがいはないんじゃねぇか？」ディックは尋たずねた。「ベン・ガンだってフリントと同おなじで、ここで生いきてねぇんじゃないか」

でも年としとった船員せんいんはこの話はなしを鼻はなでわらった。

「ベン・ガンのことなんか構かまっちゃいねぇ」メリーは叫さけんだ。「死しのうが生いきてようが、構かまいやしねぇぞ」

やつらが元気げんきをとりもどし、顔かおにも生気せいきがもどったようすは驚おどろくほどだった。すぐにべちゃくちゃ話はなしはじめ、たまに耳みみをすませた。そしてしばらく、何なんの音おんも聞きこえなかったので、道具どうぐを担かついで再ふたたび出発しゅっぱつした。メリーがシルバーのコンパスをもって、どくろ島とうからまっすぐ歩あるくために先頭せんとうを歩あるいた。メリーの言いったことは正ただしかった。ベン・ガンなら死しんでようが、生いきてようが、誰だれも気きにしやしなかった。

ディックだけが聖書せいしょをもちながら、恐おそろしそうにあたりを見回みまわし歩あるいていた。しかし誰だれも同情どうじょうするものはなかった。そしてシルバーにいたっては、ディックの用心深ようじんぶかさをからかうしまつだった。

「いっとくぜ」シルバーは言いった。「聖書せいしょをだめにしちまったって言いっただろう。宣誓せんせいにも役やくにたねぇのに、幽霊ゆうれいがどうするってんだ？　とんでもねぇ！」そしてシルバーは、松葉杖まつばづえでちょっと体からだをやすめながら太ふとい指ゆびをならした。

でもディックはくつろがなかった。僕ぼくにはすぐに、ディックが病気びょうきになっていることがわかった。暑あつさと疲労ひろうと恐怖きょうふのショックで、リバシー先生せんせいが言いったように、あきらかに熱病ねつびょうがひどくなっていた。

その頂上ちょうじょうのあたりの場所ばしょは開あけていて、歩あるくには気持きもちのいいところだった。少すこし下くだり坂ざかで、前まえにもいったように高原こうげんは西にしの方ほうに傾かたむいていた。大おおきい松まつも小ちいさい松まつも、広ひろい間隔かんかくで生はえていた。そしてナツメグとアザレアの株かぶの間あいだでも、広ひろく開あけた土地とちが日ひざしに焼やかれていた。島しまを横切よこぎって北西ほくせいの方向ほうこうへ足あしをはやめ、一方いっぽうでは遠眼鏡とおめがね山やまの肩かたの方ほうへ近ちかづいていき、もう一方いっぽうでは、西にしの湾わんを広ひろく見渡みわたせるところへ来きた。その湾わんは僕ぼくがコラクル舟ぶねで揺ゆられて、震ふるえていたところだった。

最初さいしょの高たかい木きのところに来きて、方位ほういをみるとその木きではないことがわかった。そして二に本ほん目めの木きも、そうではなかった。３本ほん目めの木きは、下草したくさの上うえに２００フィート近ちかくもそびえていた。巨大きょだいな野菜やさいみたいな木きで、赤あかい幹みきは家いえほどの大おおきさがあった。そしてその周まわりの広大こうだいな木陰こかげでは、一いち個こ中隊ちゅうたいでも演習えんしゅうできたことだろう。その木きは西にしからも東ひがしからの遠とおくの海うみまで目立めだったし、海図かいずにも航海こうかいの目印めじるしとして書かき入いれられるくらいだった。

でも僕ぼくといっしょのやつらに肝心かんじんだったのはその大おおきさではなく、その広ひろい木陰こかげのどこかに７０万まんポンドの宝たからが埋うめられているということだった。金かねに思おもいをはせ、そこに近ちかづくにつれ、さきほどの恐怖きょうふはどこへやら、やつらの目めはぎらぎらして、足あしは軽かるく、歩あゆみをはやめるのだった。やつらの心しんは、遠とおくで一人ひとり一いち人にんを待まち構かまえている幸運こううんの中なかに、一生いっしょうをぜいたく三昧ざんまい、やりたい放題ほうだいやれるということの中なかにあった。

シルバーはぶつぶついいながら、松葉杖まつばづえをつき、足あしをひきずっていた。シルバーの小鼻こばなはひろがり震ふるえていた。蝿はえが熱あつく光ひかる顔かおにとまると、シルバーは気きでも狂くるってるかのようにののしった。シルバーは僕ぼくを結むすんでいるロープを怒いかりにまかせてひっぱり、時々ときどき僕ぼくに向むけられる顔かおはそれは恐おそろしいものだった。確たしかにシルバーは、自分じぶんの考かんがえを隠かくそうともしなかった。僕ぼくはそれが顔かおに印刷いんさつされているかのように読よみとることができた。黄金おうごんに近ちかづくにつれ、他たのことは何なにもかも忘わすれてしまっていた。約束やくそくも先生せんせいの警告けいこくもはるか過去かこのものだった。そしてシルバーが宝物ほうもつを手てに入いれて、夜陰やいんに乗じょうじてヒスパニオーラ号ごうを見みつけて乗のり込こみ、島しまにいる正ただしい人ひとをみんな殺ころして、最初さいしょにもくろんだとおり、罪つみと財宝ざいほうをつみこんで出航しゅっこうすることを望のぞんでいるのは疑うたがう余地よちもなかった。

こんなことで心しんが乱みだれて、僕ぼくは宝たからさがしをするやつらの速はやいペースについていくのはつらかった。ときどき僕ぼくはつまずき、シルバーがロープを強つよくひっぱり、殺ころすぞといった目めで僕ぼくをにらみつけた。ディックは、すっかり遅おくれをとっており、しんがりになっていたが、熱ねつが上あがりつづけて一人ひとりで祈いのったり毒どくづいていた。僕ぼくはいよいよ惨みじめな気持きもちになり、あげくのはてに、あの悲劇ひげきが頭あたまから離はなれなくなった。この高原こうげんでかつて行おこなわれた、サバンナで死しんだ神かみを恐おそれぬ青あおい顔かおの海賊かいぞくが、よっぱらって歌うたって騒さわいで、自分じぶんの手てで六ろく人にんの連つれを殺ころしたことを。今いまはこんなに平和へいわな森もりもそのときは、悲鳴ひめいがひびきわたったのだろう。そう考かんがえただけで、僕ぼくはまだその声こえが聞きこえてくるようだった。

僕ぼくらは、もう茂しげみの境さかいのところまで来きていた。

「やった、おまえら、いくぞ！」メリーは叫さけんだ。そして先頭せんとうのものが走はしり出だした。

そしてとつぜん、１０ヤードも行いかないうちに、やつらが立たち止どまったのを僕ぼくらは見みた。低ひくい叫さけび声ごえがおこった。シルバーは、悪魔あくまがのりうつったもののように松葉杖まつばづえで土どをほりおこし、ペースを二に倍ばいにあげた。次つぎの瞬間しゅんかんには、シルバーも僕ぼくもすっかり立たち止どまった。

僕ぼくらの目めの前まえには、大おおきな穴あながあった。側面そくめんはくずれていて、底そこには草くさがまばらにはえていたので、最近さいきんのものではないだろう。そこには二ふたつに折おれたつるはしの柄えといくつもの箱はこの板いたが散乱さんらんしていた。僕ぼくが見みたその板いたの一いち枚まいに、焼印やきいんで、ウオレス号ごう、つまりフリントの船ふねの名前なまえが押おしてあった。

全すべては明あきらかだった。隠かくされていたものは見みつけられ、奪うばわれたのだ。７０万まんポンドは奪うばわれたのだ。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>





©2000 katokt. この版権はんけん表示ひょうじを残のこす限かぎりにおいてこの翻訳ほんやくは商業しょうぎょう利用りようを含ふくむ複製ふくせい、再さい配布はいふが自由じゆうに認みとめられる。プロジェクト杉田すぎた玄白げんぱく (http://www.genpaku.org/) 正式せいしき参加さんか作品さくひん。


(Translated by https://www.hiragana.jp/)






	
	
	

	

	かしらの没落



宝島たからじま 第だい六ろく部ぶ 第だい六ろく章しょう かしらの没落ぼつらく





こんな番ばんくるわせがこの世よにあるだろうか。６人にんの男おとこは全員ぜんいん、まるでなぐられでもしたかのようだった。ただシルバーは、すぐさまその打撃だげきから立たち直なおった。それまでは競走きょうそう馬ばのようにシルバーの全すべての関心かんしんは、あの黄金おうごんに注そそがれていた。でもそれは一瞬いっしゅんにしてぴたりと止やんだのだ。そして冷静れいせいに気きをとりなおし、他たのやつらががっかりしていることを自覚じかくする余裕よゆうも与あたえずに、自分じぶんの計画けいかくを変更へんこうした。

「ジム」シルバーはささやいた。「これをもっとけ、何なにかあったときのための備そなえだ」

シルバーは、二に丁ちょう拳銃けんじゅうを僕ぼくにわたしてくれた。

同時どうじにしずかに北きたの方かたに二に、三さん歩ほあるいていき、ぼくら２人にんが穴あなをはさんで他たの５人にんと向むかい合あうようにした。それから僕ぼくを見みてうなずき、まるで「やっかいなことだな」とでもいうようだったが、僕ぼくもちょうど同おなじ事ごとを考かんがえていた。もうシルバーの顔かおつきは、やつらの味方みかたのものとはいえなかった。僕ぼくはたえず寝返ねがえりをするのに腹はらをたて、こうささやかずにはいられなかった。「また寝返ねがえったんだ」

シルバーには答こたえる余裕よゆうはなかった。海賊かいぞくたちはどなったりののしりながら、次つぎから次つぎへと穴あなの中なかに飛とび込こみ、手てで掘ほり始はじめたのだ。掘ほるときには板いたをわきにどけた。モーガンが金貨きんかを一いち枚まい見みつけた。モーガンはそれを大おおきな声こえで悪態あくたいをつきながら、上うえにかかげた。それは２ギニー金貨きんかで、やつらは１５秒びょうほど、それを次つぎから次つぎへと手渡てわたした。

「２ギニーだと！」メリーは、それをシルバーに向むかってふりながらほえた。「これがおまえのいう７０万まんポンドか？　おまえは取引とりひきがうめぇんじゃなかったのか？　なに一ひとつへましたことがないって、この唐変木とうへんぼくが！」

「こぞうども、掘ほってみろよ」シルバーはごうまんに冷つめたくいいはなった。「くるみでも見みつかるんじゃねぇか、わしは知しらんがな」

「くるみだと！」メリーは金切かなきり声ごえで叫さけんだ。「やろうども、聞きいたか？　いっとくぞ、やつは先刻せんこくご承知しょうちだったんだ。やつの顔かおをみろ、そこに書かいてあるじゃねぇか」

「なんだって、メリー」シルバーは言いった。「また船長せんちょうを目指めざすのかい？　ずうずうしいやろうだよ、まったく」

でも今回こんかいは全員ぜんいんメリーの味方みかただった。後うしろ姿すがたでも怒いかりの面持おももちで、穴あなからはいあがりはじめたが、僕ぼくは一ひとつこちらに好都合こうつごうなことに気きづいていた。全員ぜんいんシルバーと反対はんたいの方向ほうこうに登のぼって行いったのだ。

そして僕ぼくらは片方かたがたに２人ふたり、もう片方かたがたに５人にん、穴あなをはさんで立たっていた。だれも口火くちびをきるほど勇気ゆうきがあるものはおらず、シルバーは身動みうごき一ひとつしなかった。シルバーは松葉杖まつばづえをつき直立ちょくりつして、やつらを見みつめた。僕ぼくが見みた中なかで一番いちばん落おち着ついているようにみえた。シルバーは勇気ゆうきのある男おとこだった、間違まちがいなく。

とうとう、メリーが何なにか話はなした方ほうがいいと思おもったようだった。

「ものども」メリーは言いった。「やつらはたった二に人にんきりだぞ。一人ひとりはおれたちをこんなとこまで連つれてきて、大だい失敗しっぱいさせたやろうだ。もう一人ひとりはおれが心臓しんぞうをつかみ出だしてやりたい若造わかぞうだ。さあ、やろうども」

声こえをあげ、手てをあげて突撃とつげきをしようとしたそのときに、バン、バン、バンと３発はつのマスケット銃じゅうの銃弾じゅうだんがしげみから放はなたれた。メリーは頭あたまから穴あなに転ころげ落おち、頭あたまに包帯ほうたいをした男おとこはコマみたいにくるくるっとまわって横向よこむきに倒たおれて死しんだが、体からだはぴくぴくひきつっていた。そして他たの三さん人にんはきびすをかえし、全速力ぜんそくりょくでにげだした。

瞬まばたきする間あいだもなく、ロング・ジョンはピストルを２発はつもがき苦くるしむメリーへ撃うちこみ、やつが最後さいごの苦悶くもんでジョンをにらみつけると、「ジョージ」とジョンは言いった。「わしがとどめをさしたぞ」

同時どうじに、先生せんせい、グレー、そしてベン・ガンがまだ煙けむりのでているマスケット銃じゅうをもち、ナツメグの木々きぎのあいだからでてきて、僕ぼくらと合流ごうりゅうした。

「前進ぜんしん！」先生せんせいはさけんだ。「全速力ぜんそくりょくだ、みんな。ボートへの退路たいろを断たたなきゃならん」

そして僕ぼくらは大急おおいそぎでかけだした、ときどき胸むねまであるようなやぶを突つっ切きっていった。

僕ぼくは言いっておこう。シルバーは僕ぼくらについてこようとしていた。シルバーがやり遂とげたことといったら、松葉杖まつばづえで胸むねの筋肉きんにくが裂さけよとばかりに走はしり、頑強がんきょうな男おとこでさえかなわないくらいだった。これには先生せんせいも同どう意見いけんだった。とはいうものの、シルバーはすでに僕ぼくらの３０ヤード後うしろにいて、僕ぼくらが坂さかの頂上ちょうじょうについたときには、息いきも切きれそうだった。

「先生せんせい」やつは叫さけんだ。「あれを見みてください！　急きゅうぐこたぁないですよ！」

確たしかに急いそぐ必要ひつようはなかったのだ。高原こうげんのより開あけた場所ばしょで、僕ぼくらは三さん人にんの生いき残のこりがまだ始はじめと同おなじ方向ほうこうで後のちマスト山やまに向むかってまっすぐ走はしっているのが見みえたからだ。僕ぼくらはすでに、やつらとボートの間あいだにいた。そして僕ぼくら４人にんは座すわって一息ひといきつき、その間あいだにロング・ジョンが、汗あせをぬぐいながら、ゆっくり僕ぼくらに追おいついてきた。

「ありがとうごぜぇます、先生せんせい」シルバーは言いった。「きわどいときに来きてくださった、わしとホーキンズにとって。それからおまえだ、ベン・ガン！」シルバーはつけ加くわえた。「おまえはいいやつだよ、確たしかにな」

「ベン・ガンだよ、おれは」置おき去ざりにされた男おとこは、困こまってうなぎみたいに身みをくねらせながら答こたえた。「それで」しばらく間あいだをおいてつけ加くわえた。「どうだい、シルバーさん？　調子ちょうしはいいだろ、そうじゃねぇかい」

「ベン、ベン」シルバーはつぶやいた「おまえがやってくれるとはな！」

先生せんせいは、やつらが捨すてていったつるはしを取とりにグレーをやった。そしてゆっくりと坂さかを下くだってボートがあるところまで行いくときに、それまでに起おこったことを先生せんせいは話はなしてくれた。それはシルバーの興味きょうみをいたくひく話はなしだった。そしてうすらぼけのベン・ガンが、最初さいしょから最後さいごまでヒーローなのだった。

ベンは、長ながく一人ひとりきりで島しまをさまよう内うちに、骸骨がいこつをみつけた。その所持しょじ品ひんをうばったのはベンだったのだ。ベンは宝物ほうもつも見みつけた。それを掘ほり出だし、（穴あなの中なかに落おちていた半分はんぶんに折おれていたつるはしは、ベンのものだった）背負せおって、高たかい松まつの木きから二ふたつの頂いただきのある島しまの北東ほくとうにある洞窟どうくつまで、うんざりするほど行いき来きをして、ヒスパニオーラ号ごうがつく２ヶ月かげつも前まえから安全あんぜんに保管ほかんしておいたのだった。

先生せんせいは、攻撃こうげきのあった午後ごごにベンからこの秘密ひみつをききだし、次つぎの朝あさには停泊ていはく所しょから船ふねがなくなったのをみて、シルバーのところに行いって、もう必要ひつようがなくなった海図かいずをやり、ベン・ガンの洞窟どうくつには沢山たくさんのベン・ガンが塩漬しおづけにしたやぎの肉にくが十分じゅうぶんあったので、食料しょくりょうもシルバーにやり、柵しがらみから二ふたつの頂いただきのある山やまへ安全あんぜんに移動いどうするために何なにもかもをやったのだった。そこではマラリアの心配しんぱいもいらず、黄金おうごんも守まもれるといった具合ぐあいだった。

「君きみについていえば、ジム」先生せんせいは言いった。「私わたしの気持きもちは違ちがったんだが、一番いちばんいいと思おもわれることをやるしかなかったんだ。とくに自分じぶんの義務ぎむに忠実ちゅうじつな人ひとたちにとってね。君くんはそうしなかったんだから、いわば自業自得じごうじとくともいえるだろ？」

ただあの朝あさに、先生せんせいが反逆はんぎゃく者しゃたちにしかけた恐おそろしい落胆らくたんに僕ぼくがまきこまれることがわかったので、先生せんせいは洞窟どうくつまで走はしりに走はしって、大だい地主じぬしさんを船長せんちょうを守まもるために残のこし、グレーとベン・ガンをつれて出発しゅっぱつしたのだ。松まつの木きの側がわで待まち構かまえられるように、島しまを対角線たいかくせん上じょうに突つっ切きっていったが、すぐに海賊かいぞくたちの方ほうが先行せんこうしているのが見みえたので、ベン・ガンを先さきにやって、とにかく何なにかやらせて足止あしどめしようとしたのだ。そしてベン・ガンは昔むかしの船ふね友ともの迷信めいしんを利用りようしてやろうと思おもいつき、それが成功せいこうし、グレーと先生せんせいがおいついて、宝たからさがしの一いち行ぎょうがたどりつく前まえに待まち伏ぶせすることができたのだった。

「あぁ」シルバーが言いった。「わしは、ホーキンズが一緒いっしょで幸運こううんだった。さもなきゃ、わしが切きり刻きざまれても何なんとも思おもわなかったでしょうからな、先生せんせい」

「あぁ何なんとも」リバシ先生せんせいは楽たのしそうに答こたえた。

こうして、僕ぼくらはボートのところまでやってきた。先生せんせいはつるはしでその一いち艘そうをばらばらに壊こわし、それから全員ぜんいんもう一いち艘そうにのりこんで、北きたの浦うらをめざして出発しゅっぱつした。

８、９マイルの船旅ふなたびだった。シルバーはくたくたに疲つかれていたが、他たのみんなと同おなじように、かいをとらされていた。そして舟ふねはおだやかな海うみの上うえをぐんぐん進すすんだ。すぐに僕ぼくたちは海峡かいきょうをこえて、島しまの南西なんせいの角かくをまわった。そこは４日にち前まえに、僕ぼくらがヒスパニオーラ号ごうを曳ひいて入はいったところだった。

僕ぼくらが二ふたつの頂いただきの山やまを通とおり過すぎるとき、僕ぼくらはベン・ガンの洞窟どうくつが黒くろい口くちをあけ、そこにマスケット銃じゅうにもたれかかっている人影ひとかげを認みとめた。それは大だい地主じぬしさんだった。僕ぼくらはハンカチをふり、万歳ばんざい三唱さんしょうしたが、シルバーも負まけず劣おとらずそれに加くわわった。

３マイル進すすむと、北きたの浦うらの入いり口くちで僕ぼくらは他たならぬヒスパニオーラ号ごうがただよっているのにでくわした。最後さいごの満潮まんちょうでもちあがり、もし南みなみの停泊ていはく所しょみたいに風ふうがつよかったり、強つよい潮しおの流ながれがあったら、僕ぼくらは二度にどとこの船ふねを見みつけられなかったか、もしくはどうしようもなく座礁ざしょうしているのを見みつけたかもしれない。実際じっさいは、メインの帆ほがやぶれたくらいで、傷きずついたところはほとんどなかった。そして他たの錨いかりをつかえるようにして、一いち尋ひろ半はんの水底みなそこに投なげ込こんだ。僕ぼくらはみな、ベン・ガンの宝物ほうもつがある家いえの近ちかくのラム入いり江えまで漕こいで行いった。そしてグレーが一人ひとりで、ヒスパニオーラ号ごうまでボートでもどり、その夜よるを番ばんで過すごした。

浜はまから入いり江えの入いり口くちにかけてはゆるい坂さかになっていた。その頂上ちょうじょうでは、大だい地主じぬしさんが僕ぼくらを迎むかえてくれた。僕ぼくに対たいしては大だい地主じぬしさんは愛情あいじょうがこもったやさしい態度たいどで、僕ぼくの脱走だっそうについては何なにもいわず、しかりも誉ほめもしなかった。でもシルバーが丁寧ていねいにお辞儀じぎをすると、いくぶん顔かおを紅潮こうちょうさせた。

「ジョン・シルバー」大だい地主じぬしさんは言いった。「おまえはひどい悪党あくとうでペテン師ぺてんしだ、それも途方とほうもないペテン師ぺてんしだよ、まったく。おまえを告訴こくそするなといわれてる。あぁ、告訴こくそはしないよ。でも死人しにんがおまえの首くびにひき臼うすみたいにぶらさがってるのを忘わすれるな」

「ご親切しんせつにありがとうございます」ロング・ジョンは、ふたたびお辞儀じぎをしながら答こたえた。

「よくもありがとうなんて言いえたもんだな！」大だい地主じぬしさんは叫さけんだ「わしにとっては全まったく義務ぎむを果はたしてないってことになるんだからな、とにかく控ひかえてろ」

そうして僕ぼくたちはみな洞窟どうくつに入はいっていった。それは広ひろくて風通かぜとおしの良よい場所ばしょで、小ちいさな泉いずみときれいな水みずたまりがあり、その上うえにシダがおおいかぶさっていた。下したは砂すなで、大おおきなたきびの前まえにスモレット船長せんちょうがねていた。そして遠とおい隅すみには、炎ほのおにぼんやりちらちらと光ひかるものがあったが、僕ぼくは硬貨こうかの大おおきな山やまと金かねの延のべ棒ぼうが四よん辺へん形がたに積つみ上あげられたものをそこにみた。それこそがフリントの宝物ほうもつで、僕ぼくらがはるばる探さがし求もとめ、ヒスパニオーラ号ごうの１７人にんの命いのちを費ついやしたものなのだった。それを集あつめるためにどれくらいかかったのだろう、どれほどの血ちと哀かなしみが費ついやされ、どれだけの立派りっぱな船ふねが沈しずめられ、どれほどの勇敢ゆうかんな人ひとが渡わたり板いたを目隠めかくしして渡わたらされたのだろう。そしてどれほどの大砲たいほうが発射はっしゃされ、どれほど残忍ざんにんなことやうそや残酷ざんこくなことがあったのだろう、たぶん生いきてるものでわかるものはいないだろう。でもこの島しまの３人にんの男おとこ、シルバーとモーガンとベン・ガンは、罪つみにも荷担かたんして、その分わけ前まえを得えようとしたが無駄むだに終おわったわけだった。

「おはいり、ジム」船長せんちょうがいった。「おまえはおまえなりにいい子こだよ、ジム。でも私わたしは、もう君きみとはいっしょに航海こうかいにはでないよ。君くんは私わたしにしてみれば、あまりに生うまれながらの幸運こううん児じだよ。おまえか、ジョン・シルバー？　何なにしに来きたんだ？」

「自分じぶんの義務ぎむを果はたしにです、船長せんちょう」シルバーは答こたえた。

「あぁ！」船長せんちょうは言いった。そして船長せんちょうが言いったのはそれだけだった。

その晩ばんに僕ぼくが味方みかたの人ひとに囲かこまれて食たべた夕食ゆうしょくといったら。ベン・ガンの塩漬しおづけのやぎや、いくつかのごちそうや、ヒスパニオーラ号ごうからもってきたワインやなんやかんやがあった。みんな楽たのしそうで、幸しあわせそうだったことは僕ぼくが保証ほしょうする。そしてシルバーはほとんどたきびがあたらない後うしろにひかえていたが、たっぷり食たべ、何なにか用ようがあるときはすぐ前まえにとんできて、僕ぼくらが談笑だんしょうしているときには控ひかえめにそれに加くわわったりもした。航海こうかいにでかけたときと全まったく同どうじ、人当ひとあたりのいい、丁寧ていねいな、こびへつらう船員せんいんそのものだった。






	<< 前まえへ
	
	次つぎへ >>
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	結末



宝島たからじま 第だい六ろく部ぶ 第だい七なな章しょう 結末けつまつ




次つぎの朝あさ、僕ぼくらは朝あさ早はやくから仕事しごとにとりかかった。この巨きょ万まんの富とみを一いちマイル近ちかくも浜はままで運はこんでいき、３マイルほどもボートでヒスパニオーラ号ごうまで運はこぶのは、こんな少しょう人数にんずうでは手てに余あまるほどの大だい仕事しごとだったのだ。まだ島しまをうろついている３人にんには、大たいして困こまらなかった。山やまの肩かたのところで一人ひとり見張みはりをたてておけば、ふいうちに対たいしては十分じゅうぶんだったし、僕ぼくらはその上うわやつらも闘たたかうのにはこりごりしていると思おもっていた。

そうして作業さぎょうはてきぱきと進すすめられた。グレーとベン・ガンはボートで行いき来きをし、残のこりのものは２人ふたりがいないうちに浜はまに宝物ほうもつを積つみ上あげた。２本ほんの延のべ棒ぼうを一本いっぽんのロープの両りょう端はしにぶらさげて、成人せいじん一いち人にんにはじゅうぶんな荷物にもつだった。ただそれを持もってゆっくりと歩あるくのは、この上うえなくうれしい仕事しごとでもあった。僕ぼくは運はこぶのには役やくにたたないので、一いち日にち中ちゅう洞窟どうくつにいて、金貨きんかをパン袋ぶくろにつめこんでいた。

めずらしいコレクションで、ビリー・ボーンズの箱はこと同おなじくらいさまざまな種類しゅるいのものがあった。でもずっと量りょうがあり、もっと種類しゅるいがあったので、それを仕分しわけするのはとても楽たのしい作業さぎょうだと僕ぼくはおもった。イギリス、フランス、スペイン、ポルトガル、ジョージ、ルイ、ダブルーン、ダブル・ギニーそしてモイドー、セクゥインなどさまざまな金貨きんかがあり、ヨーロッパのここ１００年ねんのありとあらゆる王様おうさまの肖像しょうぞうを目めにすることができた。糸いとのたばやクモくもの巣すのような模様もようのついた、風変ふうがわりな東洋とうようの硬貨こうかもあり、丸まるい硬貨こうかも四角しかくい硬貨こうかも、まるで首くびにでもかけるように真まん中なかに穴あなのあいた硬貨こうかもあった。僕ぼくが思おもうには、世界中せかいじゅうのありとあらゆる種類しゅるいの金貨きんかがここにあった。数かずはといえば、確たしかに秋あきの木この葉はほどもあって、僕ぼくの背中せなかはかがんで痛いたくなり、僕ぼくの手ては仕分しわけでずきずきいたんだ。
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次つぎの日ひも次つぎの日ひも、この仕事しごとは続つづいた。毎夕まいゆう、ひと財産ざいさんが船ふねに積つみ込こまれていたが、次つぎの日ひはまたひと財産ざいさんが控ひかえているといったぐあいだった。そしてこのあいだ中ちゅう、僕ぼくらは生いき残のこった３人にんの反逆はんぎゃく者しゃの消息しょうそくを耳みみにしなかった。

とうとう、たぶん３日にち目めの晩ばんだったと思おもう、先生せんせいと僕ぼくは山やまの肩かたのところで散歩さんぽをしていたら、そこからは島しまの低地ていちをみわたせるのだが、風ふうがぼくらのところに悲鳴ひめいのような歌うたっているような声こえを運はこんできた。僕ぼくらの耳みみに届とどいたのは断片だんぺんで、すぐに静寂しじまがあたりをつつんだ。

「神かみのお許ゆるしを」先生せんせいは言いった。「あの反逆はんぎゃく者しゃたちにも」

「よっぱらってるんでさぁ」シルバーは、僕ぼくらの後うしろから声こえをかけた。

シルバーは、言いっておかなければならないが、全まったく自由じゆうにふるまうことを許ゆるされた。そして日々ひびの冷つめたい扱あつかいにもかかわらず、まるで特権とっけんを与あたえられた親したしい召使めしつかいのように、再ふたたびふるまっていた。実際じっさい、やつがどのようにして冷淡れいたんな扱あつかいに耐たえ、みんなに気きに入いられようとしてうんざりもせず丁寧ていねいなふるまいをしたかは、注目ちゅうもくに値あたいするほどだ。でも僕ぼくが思おもうには、だれもシルバーを犬いぬほどにも扱あつかわなかった。でもベン・ガンは別べつで、昔むかしの操舵そうだ手しゅをひどく恐おそれていた。それから僕ぼくもシルバーには借かりがあったのだ。でもその件けんについては、僕ぼくが思おもうにだれよりも悪わるく思おもってももっともだったとも思おもう。なぜなら、シルバーが高原こうげんであらたな裏切うらぎりに思おもいをはせていたのを見みたからである。従したがって、先生せんせいがシルバーにかなりそっけなく答こたえたのも無理むりはなかった。

「酔よっ払ぱらってるのか、気きでもくるったのかだな」先生せんせいは言いった。

「そうでしょうな」シルバーは答こたえた。「関係かんけいないですがね、わしにも先生せんせいがたにも」

「おまえは、私わたしに人間にんげんらしいなんて言いってもらおうとしてるんじゃないだろうな」先生せんせいはあざ笑わらいながら答こたえた。「でも私わたしの気持きもちを聞きいたらおどろくぞ、シルバー船長せんちょう。もしやつらが本当ほんとうに気きが狂くるってるなら、私わたしは確たしかにあのうちの少すくなくとも一人ひとりは熱病ねつびょうにかかってるんだから、キャンプを離はなれ、私わたしの体からだにどんなに危険きけんがあろうとも、私わたしの技術ぎじゅつを役立やくだてねばならんな」

「どうか、先生せんせい、ぜんぜん間違まちがっています」シルバーは口くちをはさんだ。「大事だいじな命いのちをなくしたくはないでしょう、確たしかに。わしはいま先生せんせいの味方みかたです、すっかりね。そんでわしは味方みかたがやっつけられるのはみたくありませんや。ほっときなさい、どれだけわしが先生せんせいにお世話せわになったかわかってますから。でもあそこにいるあいつらは、約束やくそくをまもれねぇんですよ。ぜんぜん。守まもりたくても守まもれねぇんですから。それにくわえて、先生せんせいが約束やくそくを守まもることも信しんじられねぇんですよ」

「そうだろう」先生せんせいは言いった。「おまえは約束やくそくをまもる男おとこだよ。それはわかってる」

それが、その３人にんの海賊かいぞくのことを聞きいた最後さいごだった。たった一いち度ど銃じゅうを撃うつ音おとがはるか遠とおくで聞きこえ、狩かりでもしているのかと思おもわれた。みんなで相談そうだんして、やつらをこの島しまに置おき去ざりにすることが決きまった。あえて言いっておけば、ベン・ガンは大だい喜よろこびで、そしてグレーも大だい賛成さんせいだった。僕ぼくらは十分じゅうぶんな食料しょくりょうと火薬かやくと銃弾じゅうだん、そして塩漬しおづけのやぎの大半たいはんと、いくらかの薬くすりとそしてその他たの生活せいかつ必需ひつじゅ品ひん、道具どうぐや服ふくや、予備よびの帆ほや一いち、二に尋ひろのロープ、先生せんせいの特別とくべつな計けいらいで、タバコまでも置おいてやったのだ。

これが、僕ぼくらがこの島しまで最後さいごにやったことだった。その前まえに僕ぼくらは船ふねに宝物ほうもつをぎっしりつめこんで、水みずをたくさんと危機ききに備そなえてやぎの肉にくの残のこりをつみこんだ。そしてとうとう、ある晴はれた朝あさに、錨いかりをあげて、僕ぼくらはそうするばかりになっていたのだ。そして防護ぼうご柵しがらみで戦たたかったときに船長せんちょうがかかげたのと同おなじ旗きをかかげて、北浦きたうらから出発しゅっぱつした。

３人にんの男おとこたちは、僕ぼくらが思おもってたよりずっと近ちかくで僕ぼくらの行動こうどうを見守みまもっていたらしい。狭せまい水路すいろを通とおって、僕ぼくらが南みなみの先端せんたんのすぐ近ちかくを通とおらなければならないとき、僕ぼくらは３人にんの男おとこが一緒いっしょに砂地すなじにひざまずいて、哀願あいがんのしるしに両手りょうてをあげているのが見みてとれた。３人にんをこんな哀あわれな島しまにおいていくなんて考かんがえると、僕ぼくらみんなの胸むねをうった。でも僕ぼくらは、また反逆はんぎゃくの危険きけんをおかすわけにもいかなかった。そしてやつらを本国ほんごくにつれてかえって絞首刑こうしゅけいにするのも、やさしさの裏返うらがえしであるようにも思おもわれた。先生せんせいはやつらによびかけて、僕ぼくらが残のこしたものと、どこに行いけば見みつかるかを伝つたえた。でも３人にんは僕ぼくらの名前なまえをよび、神かみに誓ちかって、慈悲じひをかけ、置おき去ざりにしてこんなところで死しなないようにと嘆願たんがんした。

とうとう、船ふねは進すすみつづけ、すぐには声こえが聞きこえないところまで行いくと、僕ぼくはだれだかはわからないが、三さん人にんのうちの一人ひとりが叫さけび声ごえをあげて立たちあがり、マスケット銃じゅうを肩かたに担かついで発砲はっぽうした。その銃弾じゅうだんはシルバーの頭あたまをかすめてメインの帆ほを貫通かんつうした。

その後ご、僕ぼくらは舷側げんそくに隠かくれていたが、次つぎに外そとを見みたときは、やつらは岬みさきから姿すがたを消けしていた。そしてその岬みさきもだんだん遠とおくなり、視界しかいの外そとに消きえた。とにかく、それが最後さいごだった。昼前ひるまえには、僕ぼくがとてもうれしかったことに宝島たからじまの一番いちばん高たかいところの岩いわでさえ、青あおい海うみの中なかへと消きえて行いった。

僕ぼくらは人手ひとでが足たりなかったので、全員ぜんいんが手てを動うごかさなければならなかった。ただ船長せんちょうだけが船尾せんびのベッドにねて、指令しれいを出だした。ずいぶん回復かいふくはしていたが、安静あんせいが必要ひつようだったのだ。僕ぼくらは船ふねを近ちかくのスペイン領りょうアメリカの港みなとにむけた。というのも本国ほんごくまで、人手ひとでがなく帰かえる危険きけんを犯おかしたくなかったからである。そうしたので、風ふうがじゃまするわ、二に度どの突風とっぷうがふくわで、僕ぼくらは着つく前まえにすっかり疲つかれ果はててしまった。

僕ぼくらがもっとも美うつくしい陸りくに囲かこまれた湾わんに錨いかりを下おろしたのは、ちょうど日ひが沈しずむころだった。そしてすぐに黒人こくじんやメキシコ系けいインディアンやその混血こんけつがのった伴とも舟ぶねが周まわりをとりかこみ、果物くだものや野菜やさいを売うり、わずかな金かねをもとめて殺到さっとうした。そんなに快活かいかつな顔かお（特とくに黒人こくじんの）にかこまれ、トロピカルフルーツを食たべ、なにより街まちの明あかりが照てらしているのは、僕ぼくらの闇やみと血ちでにいろどられたあの島しまでの滞在たいざいともっとも対照たいしょうをなしていた。そして先生せんせいと大だい地主じぬしさんは、僕ぼくを一緒いっしょにつれて、夜よるの早はやいうちを岸きしで過すごすため上陸じょうりくした。そこで２人ふたりはイギリスの戦艦せんかんの船長せんちょうに出会であい、意気投合いきとうごうし、戦艦せんかんに招待しょうたいされた。そしてつまり、あんまり楽たのしいときを過すごしたので、僕ぼくらがヒスパニオーラ号ごうに帰かえってきたときには夜よるが明あけていた。

ベン・ガンは、甲板かんぱんで一人ひとりきりだった。僕ぼくらが帰かえってくるとすぐに、ひどく当惑とうわくしたようすで、僕ぼくらにこう告白こくはくした。シルバーが逃にげたと。ベン・ガンは、シルバーが二に、三さん時じ間あいだ前まえに伴ともなえ舟ぶねで逃にげ出だしたのを見みて見みぬふりをしたのだった。そして僕ぼくらに、あなたがたの命いのちを救すくうためにそうしたのだと言いったのだ。もし片足かたあしのあの男おとこがこのまま船上せんじょうにいたら、いずれ命いのちが危あやうくなったのは確たしかだというのだ。でもそれだけではなかった。料理りょうり番ばんはなにももたずに逃にげ出だしたわけではなかったのだ。やつはこっそり船ふねの隔壁かくへきをこわし、硬貨こうかのつまった袋ふくろを一ひとつとりだして、たぶん３、４００ギニー相当そうとうだろう、行いきがけの駄賃だちんとしたのだ。

これだけで厄介やっかい払はらいできたら安やすいもので、みな大だい喜よろこびした。

さて、話はなしをはしょれば、いくにんかの人手ひとでを雇やとい入いれ、本国ほんごくまで快適かいてきな旅たびをした。ヒスパニオーラ号ごうはブランドリー氏しがちょうど迎むかえ船せんを出だそうと考かんがえていたときに、ブリストルに到着とうちゃくした。出航しゅっこうして、ともに帰還きかんしたのはたった５人にんだった。まったく確たしかに「酒さけをくらって悪魔あくまが残のこりを片付かたづけた」のだが、僕ぼくらはやつらが歌うたった他ほかの船ふねほどひどいことにはならなかったわけだ。

７５人にんで船出ふなでをしたが、
生いきて帰かえったのはたった一人ひとり

僕ぼくらはみな宝物ほうもつを応おう分ぶんに分配ぶんぱいした。そしてそれぞれの気きの向むくままに、賢かしこくつかったものも、愚おろかに浪費ろうひしたものもいた。スモレット船長せんちょうは引退いんたいした。グレーはその金かねを貯ためたばかりでなく一念いちねん発起ほっきして、偉えらくなろうと努つとめて、職しょくにまい進しんした。そしていまや副ふく船長せんちょうとなり、完全かんぜん帆ほ装そうの船ふねの持もち主ぬしで、その上うえ結婚けっこんしており、一家いっかの主人しゅじんとなっていた。ベン・ガンといえば、１０００ポンドをもらったが、３週間しゅうかんもしないうちに使つかい果はたし、いやもっと正確せいかくにいえば１９日にちで使つかい果はたしたのだ。というのも２０日にち目めには、金かねをもらいに戻もどってきたのだから。それから小屋こやの見張みはりの仕事しごとをもらい、まさに島しまで案あんじたとおりとなった。まだ健在けんざいで、多少たしょうばかにはされているが子供こどもたちにはおおいに好よかれ、日曜にちようや祝日しゅくじつには教会きょうかいですばらしい歌うたを披露ひろうしている。

シルバーについては、何なにもしらない。あの恐おそれるべき一本いっぽん足あしの船員せんいんは、とうとう僕ぼくの人生じんせいからはすっかり姿すがたを消けしてしまった、でもあえていえば、シルバーは年としとった黒人こくじんの妻つまと落おち合あって、鸚鵡おうむのフリント船長せんちょうといっしょに楽たのしく過すごしていることだと思おもう。どうか、そうあってほしいものだ。というのもシルバーがあの世よで楽たのしく過すごせる見込みこみは、きわめて少すくないのだから。

銀ぎんの延のべ棒ぼうや武器ぶきは、まだフリントが埋うめたところに埋うまっているのだろう、とはいうものの、僕ぼくはどうなっているかは知しらない。確たしかにそこにあるかどうかは、僕ぼくの知しったことではない。牛うしと荷馬にうま車しゃのロープで引ひかれようとも、僕ぼくはあののろわれた島しまへ二度にどと行いこうとは思おもわない。そして僕ぼくがみる最悪さいあくの夢ゆめは、あの島しまの岸きしにうちよせる波なみの音おとを聞きくときか、寝床ねどこからあのするどいフリント船長せんちょうの鳴なき声ごえが耳みみに響ひびいて飛とび起おきるときである。「八はち分ふん銀貨ぎんか！　八はち分ふん銀貨ぎんか！」

終おわり
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